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北九~1111 ・筑豊地域における鉄道の発達と現況

ならびに鉱工業生産と輸送の関係について

日 野 尚 志

（昭和42年9月30日受理）

The Development and Existing State of Railway Facilities 

and The Relation between Mining and Industrial Production 

and Transportation in Kitakyushu and Chikuho Areas 

by Takashi Hino 

1 . Since the railway line was first opened to traffic from Hakata to Chikugoga 

wa by the KyushLL Railway Company on the 11th of December in 1889, a number 

of railways were built in Kitakyushu and Chikuho areas. In Chikuho area coal 

transport was the chief object of railway construction,which flourished rapidly 

after the Sino・JapaneseWar. 

2. Most of the colliery companies in Chikuho area, except on the seaside, which 

produced more than 100,000 tons of coal in a year, transported their coal by rail. 

3 . Yawata Iron And Steel Company Ltd.’representative of Kitakyushu industrial 

area, conveyed the 90% of the products by ship, and only 3 % by train. 

4 . There seems to be a tendency ttat the number of long distance commuters is 

on the decrease because commuters have come to live in suburban areas, which 

have recently been turned into residential quarters. 

はしがき

日清戦争によって、わが国は外交上、軍事上に大き

し、現代における鉱工業製品の輸送、通勤交通等の問

題点について考えを進めて行きたい。

な変化をきたらしたのみならず、資本主義の発展の原 (1) 北九~1111 ・筑豊地域における鉄道の開通の

動力となったが、産業の発展の中心になったものは、 年代と鉱工業の関連について

紡績業を中心とする軽工業で、戦勝による市場の開拓 明治21年6月27日、九州鉄道会社発起人総代高橋新

によって製品の輸出が仲びた。 吉（元農商務省商務局長）に免許状（門司一八代、 鳥

いっぽう、圏内では明治30年に巨額の賠償金を土台 栖一長崎、早岐一佐世保、 宇土一三角、小倉一行橋

にして金本位制が樹立された。 軽工業の発展とともに 間）が下附された。しかし、 発起人の提出した線路図

重工業はその基礎をなす鉄鋼業の発展を計るために、 中陸軍省は軍事上からなるべく海岸より離隔するよう

明治32年清国との聞に揚子江流域の大治鉄山の鉄鉱石 に開陳書を提出させた。 （その結果、開業当初の黒崎

を購入する契約を結び、 この鉄鉱石と筑豊炭田の石炭 一小倉聞は大蔵経由で、明治35年12月27日に現在の鹿

とによって、 大規模な官営製鉄所を明治34年2月に八 児島本線のように戸畑経由となった。）九州鉄道は政

幡に設け、その操業を開始し、生産は急激に増加した。 府の援助もあって、九州最初の鉄道として、明治22年

このように日清戦争を境にして、急速な資本主義の 12月11日に博多一千歳川（現在の筑後JI［）仮停車場間

発展に対応して、北九州・筑豊地域における鉄道の開 が開通した。 その後、九州鉄道は順調に路線を延ば

通と鉱工業の発展との関係がいかに深いかを明らかに し、明治24年4月1日までには門司一高瀬（現在の玉
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名）聞が開通した。しかし、明治24年株金払込に際し

て、 経済界の恐慌、金融必迫のために、株主は非常に

当惑し、 工事を見合せたり、 株金募集を中止する請求

を出 した。このために、会社はこれらの要求を受け入

れざるを得なくなったが、 建設途上の路線は予定の期

限もあって、延引するわけにも行かず、社債を募集し

たり、 経費節減のため、社長以下従業員の減俸、勤務

時間の延長を行った。 しかし、 それでも経営は悪化の

一途をたどるために、明治25年9丹には再度の減俸を

行ったが、この時が九州鉄道興敗存亡の秋ともいわれ

た。しかし、 その後経済界も次第に回復のきざしを見

せ、工事区間の完成によって運輸収入も次第に増加し

て愁眉を聞いた。

いっぽう、筑豊地域では明治22年7月12日に筑豊興

業鉄道会社（後に筑豊鉄道と改名） に免許状（若佳一

飯塚、直方一赤池間）、明治23年11月19日に豊州鉄道

会社発起人総代神崎徳右衛門に’免許状（行橋一四日

市、行橋一添田間）がそれぞれ下附された。

筑豊興業鉄道は九州鉄道と同じように、 経済界の恐

慌、金融必迫のために従業員の減俸を始め、社債の募

集を行ったり、第一国立銀行を始めとして高額の借入

金をもって一時をしのぐ状態で、工事はあまりはかど

らず、その上、工事中に遠賀川の大洪水による損害、

トラホーム流行による労働者の不足を招くなどの苦難

の末、明治24年8月30日に若松一直方聞が開通をみ

第1表 日清戦争前に開通した区間

年 次 開 通 ｜玄

た。しかし、若訟一直方聞に鉄道が開通しても、輸送

の設備が充分でなく、荷主は長い間の伝統を重んじ

て、 運搬を遠賀川の船運に依存していたために、運賃

を半減したりして、 鉄道への誘致を行ったが、さして

効果はあがらなかった。その後炭積場の設置、若松駅

における船積場の増設、炭車の増加によって、 鉄道輸

送への依存が大きくなり、明治26年11月以降は九州鉄

道より機関車、炭車を借り受け、鈴田，勝野炭坑より門

司行への石炭輸送を開始した。また、若松駅では夜に

はかがり火をたいて荷卸しを行ったが、明治27年1月

より電燈を設置して、荷却しの合理化を計り、列車の

運転回数の増加によって石炭輸送は増加し、 運輸収入

が次第に増加した。筑豊興業鉄道は日清戦争勃発前の

三年半の聞に24.5Kmの開通を行った。

豊州鉄道は行橋を基点と して、 鉄道敷設を申請して

いたが、筑豊興業鉄道路線との接続上の関係から、田

川線（現在の行橋一伊田間）の路線の変更、複線化の

計画に改めるなど、最初の設計と異なったために、資

金の不足と経済界の恐慌によって予定に狂いが生じ、

日清戦争前にはついに鉄道の開通を見なかった。

次の第1表は日清戦争前に開通した鉄道の区間であ

るが、すでに、門司一熊本、 若松飯塚閣の開通を見

ていたことがわかる。しかし、北九州 ・筑豊地域にお

ける鉄道の開通はあまり進まなかった。

間 ｜会 社 名 ｜ 当時の営業K日

明治22年12月11日 鹿児島本線博多一千成Jll仮停車場間（35.7Km) 九州 鉄道 3 5. 7 

グ 23// 3 1112 11 I/ 千歳川仮停車場一久留米。 （0.7Km) I/ 3 6. 4 

。 23// 9 // 28 // I/ 博 多ー亦問 。 (36 .5Km) I/ 7 2. 9 

。 23//111/15// I/ 赤間一遠賀川 。 (7 .2Km) I/ 8 o. 1 
。 24// 2 // 281/ // 遠賀川一黒崎 。 (9.4Km) // 8 9. 5 

。 24114 I/ 1 // I/ 黒崎一門司 。 (25. 9Km) // 

グ 241/41/111 // 久留米一高j頼 。 (54. 7Km) // 1 7 o. 1 
。 24//7グ 1I/ // 高瀬ー熊本。 (28.2/i伽） ’F 1 9 8. 3 

。 24//8グ20I/ 長 崎本線 烏栖一佐賀 。 (25.0Km) I/ 2 2 3. 3 

。 24// 8 I/ 30 I/ 筑 豊本線若松一直 方 。 (24.8Km) 筑豊興業鉄道 2 4 8. 1 

。 25"10 I/ 281/ I/ 直方一小竹。 (6.5/i臼） I/ 2 5 4. 6 

。 26// 2 // ll // 伊回線直方一金回 。 (9.9Km) // 2 6 4. 5 

。 261/7 11 3 I/ 筑 豊本線小竹一飯 塚 。 (8.lKm) I/ 2 7 2. 6 

ところが、明治27年2月に日清戦争が勃発し、北九 輸送による収入も増加した。そこで、筑豊鉄道は石炭

州における鉄道の開通が急速に進むようになった。す 輸送の増加をさばくために線増を考え、明治29年4月

なわち、日清戦争後に至り、炭価は急に暴騰して活気 29日には九州で初めて、若松一直方聞の複線化を完成

をおびたために、各炭坑は拡張を行い、そのために、 し、 石炭を若松に大量に輸送できるようにした。しか

筑豊炭田の出炭は未曽有の盛況を呈したために、石炭 し、 石炭の若松駅における滞貨を招いたために、起重



機、はしけ船数十船を配置する計画を行った。しか

し、その事業を拡張しようとすれば、九州鉄道との競

争が避けられず、将来対抗して競争を続けるのは、 営

業上はなはだ不利であること、株主も両会社共通の株

主が多いことから、合併を提唱する人々が多く、つい

に明治30年4月に九州鉄道と筑豊鉄道は合併を行っ

fこ。
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豊川、｜鉄道は田川一帯の石炭を行橋経由で門司に運ぶ

ために、明治28年8月15日に行橋一伊田聞が始めて開

通した。日清戦争後の産業の発展に伴い、 石炭の需要

は急激に増加じ、運炭を主要な目的とする豊州鉄道は

開業の当初から、はなぱなしい盛況を呈した。ここに

同社の明治28年から33年までの開業区間、 収入 ・支出

・配当率を示せば次の通りである。

第2表 豊 州鉄道の開通区間

年 次 開 通 区 間 営業 Km

明治28年8月15日 行 橋 伊田間 2 6. 7 
,, 29 ,, 2 ,, 5 11 伊 田一 奈 良 ,, 2. 7 

。 30(! 9 1125 (! ヰ子 橋 宇 佐。 4 4. 7 

It 30 (! 10 It 20 It 後藤 寺 起行 。 o. 7 
(! 30(!10 1120 (! 後藤 寺 豊国 (! 3. 5 

。 32111 1125 (! 夏 τ仁とJ 香春 。 2. 5 

。 32(! 7 (! 10 11 後藤 寺一 川崎。 4. 6 

汐 32(! 12 (! 12 11 JI I Jh苛 第一大任。 1. 0 

第3表 豊州鉄道の収入 ・支出 ・配当率

年度 期間｜ 収 入

上半期
明治28年 下半期

29,388,211円

76,386'119 (! 

上半期 155,965, 765 (! 
明治29年 下半期 237, 799,676 11 

上半期 325, 705,524 (! 
明治30年 下半期 560 ' 175' 784 (! 

上半期 I 598,578,007ク
明治31年 下半期 400,899,457 (! 

上半期 377,101,142 (! 
明治32年 下半期 390, 381,276 (! 

上半期 406, 092, 390 11 
明治33年 下半期 498' 080, 448 11 

第2表からもわかるように、明治28年から明治30年の

上半期（4月から 9月まで）までの2年間に、開通区

間はほとんど変らないのに、収入は急激にふえて、明

治28年の下半期の収入に比べて、明治30年の上半期の

収入は4倍強に増加している。収入の増加とともに利

潤の配当率も良くなり、開業2年目にして配当率が1

割を越えている。このことからも日清戦争後の石炭輸

送の急増がいかに大きく、そのために会社が急速に発

展したことを物語っている。 しかし、 豊州鉄道は行橋

付近に良港がないために、石炭はすべて行橋から九州

鉄道を経て、門司に輸送しなければならず、非常に不

便であった。さらに、現在の曽根付近から裏門司を経

て、田野浦に至る吉志線の計画が財界不振のため工事

支 出 ！配当率

6,447,120円
・－－

28,608,46811 5分

35, 135,538 (! 8分

44,310,862 (! 1割

56,695, 13911 1割4分

120' 558, 765 11 1割6分

130,360, 762 (! 1割6分

128,054,200 (! 8分

134,020,186 (! 7分

125, 713, 751 (! 7分

149, 603, 92111 7分

171, 662, 232 11 9分2厘

を延期していたが、有効期限の切迫、吉志線の終点と

予定していた田野浦築港の工事が未着工に終り、豊州

鉄道による門司への石炭輸送ができなくなって、つい

に明治34年9月3日に豊州鉄道と九州、｜鉄道は合併を行

っfこ。

筑豊鉄道と豊ナ卜｜鉄道を合併した九州、｜鉄道は、がんら

い、会社創立以来J九州鉄道に接続する鉄道敷設申請
が多数出てくることを予期して、多数の鉄道敷設を申

請したが、 創業の当初は余力がないとして認められな

かった路線に相当するものが、豊州・伊万里・唐津鉄

道の路線で、九州鉄道の経営が確定した明治30年頃か

ら、将来の経済上の悪影響を考えて、他社の鉄道路線

を買収、合併することを念願としていた。その最初の
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合併が明治30年10月1日に筑豊鉄道で、以下、明治31

年12月28日に伊万里鉄道（現在の松浦線の有国一伊万

里間13Km）、明治34年9月3日に豊州鉄道、明治35年

2月23日に唐津鉄道 （現在の唐津線の多久一大島間29

.2Km）を合併して、その目的を達した。このようにし

て、九州鉄道はその規模をますます大きくした。ここ

に、九州鉄道の車柄数・乗客数・荷物屯数・ 資本金額

．収支・配当率を示せば次の通りである。

第4表 九州鉄道の車柄数・乗客数・荷物屯数・資本金額・収支・配当率

年 度 ｜機関 車 ｜客車 ｜乗 客 数 ｜貨 車 ｜荷物屯数 ｜

明治22年下半期 4 19 128,910人 57 868 

上半期 6 19 224,689 I/ 71 17,424 
。 231/ 下。 14 38 361,099 // 107 18,410 

上。 18 46 725,932 // 151 22,667 
。 2411 下。 18 59 700,32511 180 58,390 

上。 22 61 614,679 I/ 238 55,842 
。 25／／下。 22 61 718,355 I/ 238 67,026 

上。 22 61 989,526 I/ 344 59,648 
。 2611 下。 24 64 l,094,152 11 341 125,919 

上。 24 64 1,210,702ク 341 149,163 
。 2711 下。 26 82 l,328,083 I/ 396 160,093 

上。 31 83 1,678,968 // 498 161,105 
。 2811 下。 38 87 1,870,995 // 650 224,433 

上。 47 90 2,243,947 I/ 791 300,952 
。 29／／下。 49 97 2,494, 707 11 835 418,291 

上。 49 113 3,020,337 I/ 922 450,274 
。 3011 下。 95 169 4,098,145 // 2,055 1,192,858 

上。 120 183 4,573, 702 11 2,266 1,274,654 
。 3111 下。 141 236 4, 724,401 // 2,612 1,387, 789 

上。 150 284 4,712,94111 3,505 1,404,492 
。 3211 下。 153 304 4,981.472 // 3,558 1,541,483 

上。 163 302 5,188‘192 // 3.,538 1,697 ,233 
。 331; 下 。 159 302 5,264,574 // 3,822 1,965,461 

上。 179 350 5' 751, 527 11 4,371 2,296,641 
。 3411 下。 184 365 5,440,660 I/ 4,505 2,355,336 

上。 196 380 5,534, 965 11 4,505 2,537,101 
。 3511 下。 196 383 5,576,547 11 4,874 2,536,007 

。 3611 上。 196 383 5,313, 957 I/ 4,964 2,681,500 

営業平：1 資 本金 額［営業収入 ｜営 業 費 J~~＼0r.~~ J 配 当 率

36.2 7,500,000円 59,521円 9,343円 15.7円 6分

36.7 I/ I; 64,257 I/ 19,056 11 29.7 // か

78.5 か I/ 92,678 // 32,565 // 35.l // 6分強

187.1 I/ か 202,950 I/ 77,849 // 38.4// 11 

220.1 11 I/ 220,800 I/ 99, 780 I/ 45.2 // 4 I/ 2厘5毛強

。 11 I/ 219,196 // 102,198 // 46,6 11 4分

I/ 11 11 222,05111 104,651 // 47,l // I/ 

// 11 I/ 246,530 11 93,271 // 37,8// 4分7厘4毛

11 // 11 284,50411 95,868 // 33. 7 11 5分5厘3毛
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営業平均｜
Km  資本金額｜営業収入｜ 営業費 l宅·~＼o~~＼配 当常 率

221.0 I; 11 335,475円 108,035円 32.2円 7分

228.6 11000,000 I; 411,316 I/ 170,366 // 41.4 // 7分5厘
282.4 // I/ 515,668 // 208,281 I/ 40.4 // 8分

287.7 ,16' 500' 000 // 549,685 // 233,202 // 42.4// 1割
// I/ I; 638, 950 I; 266,561 // 41.7 // 8分5厘強
// I; I; 773,996 // 314, 760 I; 40. 7 I/ 9分

322.8 // it 926,397 // 380, 929 // 4l.1 // 1害Jj

422.6 30,000,00 /1 1, 547' 133 // 740,276 // 47 .8 // I; 

454.l I/ I/ 1, 753,3951; 986,564 // 56.3 // 7分6厘

484.0 30' 350' 000 I; 2,014,607 // 1, 092' 138 // 54.2 I/ 7分5厘

506.4 (/ // 2, 105, 930 // 1,338,053 // 63.5 // 6分

519.5 40, 750,000 // 2,304,428 // 1,294,803 // 56.2 // 7分

531.1 // I/ 2,452,358 // 1, 301, 033 // 55.1 // 7分3厘
I; // // 2,663,691 // 1,569,405 I; 51.4 // 8分

616.6 It // 3,219, 773 // 1, 553' 663 // 48.3 // 8分3厘

628.3 49,ooo;ooo ,, 3,357,176 // 1,612,433 I; 48.0 I/ 8分4厘

657.9 均 か 3' 445' 896 // 1,588,207 // 46 .1 // 8分3厘
6651.9 // I; 3,332, 137 I; 1, 640 , 734 I/ 49.2 // 7分3厘

672.2 内 I; 3,357,531 // 1,510,366 I; 48.0 I/ 8分

注 利益金は営業収入から営業費を差し引いた額である。

第4表からもわかるように、鉄道の開通区間が増加 に42,800円、下半期に56,350円、明治32年度上半期に

するとともに、旅客・貨物輸送量り増加は当然である 40,450円、下半期に20,175円が交付された。その後、

が、客車よりも貨車の増加が著しく、それに伴なって 明治30年に筑豊鉄道を合併して収入が増加したが、鉄

荷物屯数が増加している。特に明治28年上半期から明 道路線などの改良のために支出が増加して、明治30年

治30年上半期にかけてが著しく、これからも日清戦争 度下半期の配当率1割を最高にその後は7分から8分

後の貨物輸送の飛躍的な増加が著しいことがわかる。 の配当になっている。

明治30年下半期からの貨車・荷物屯数の急増はいうま 九州、｜における鉄道は日清戦争勃発前の明治37年7月

でもなく、筑豊鉄道との合併のためである。 までに272.6仰を開通していたが、北九州・筑豊地域で

会社の創業当初は1株50円で、発行総数22万株の予 は現在の鹿児島本線（門司一遠賀川聞を北九州とみな

定であったが、 まず15万株の株式募集を行い、その す）、日豊本線（小倉一行橋聞を北九州とみなす）、

後、不況のため思うように行かず、社債で急場を しの 筑豊本線の若松一飯塚問、伊回線の直方一伊田聞の78

ぐ状態であったが、明治27年に残りの7万株を募集し .11011にすぎなかった。ところが、日清戦争勃発から日

て当初の資本金全額の払込みを完了した。これも日清 露戦争勃発前までの約10年間に、九州では503.2Klllの

戦争の影響であることがわかる。経営の状態は創業当 開通をみたが、そのうちの3割にあたる 151.9仰が筑

初の明治22年度下半期に47,114円、明治23年度上半期 豊地域であった。特に、石炭輸送を目的とする鉄道で

に62,099円、下半期に78,387円、明治24度年上半期に あったことはいうまでもない。日露戦争勃発後に北九

38,899円、下半期に2,025円の特別保護金によって、 ナ卜｜・筑豊地域で今日までに、 107.ll(ntの開通をみた

6分の配当を行ったが、明治25年度上半期より特別保 が、内訳をみると、明治末年までに20.41011、大正時代

護金が打ち切られて、配当率が下ったが、日清戦争の に57.4R伽（このうちの39.4/(nzは大正4年4月 1日に、

勃発によって収入が増加し、配当率は再び上って明治 小倉鉄道によって開通した東小倉一添田聞で、この区

28年度下半期には配当は 1割になった。なお、明治28 聞は明治22年7月に豊州鉄道によって、田川郡今任村

年度上半期に84,200円の特別保護金が再交付され、以 より金辺峠を経て小倉市長浜に至り、九州鉄道に接続

下、明治29年度下半期に25,000円、明治30年度上半期 する鉄道敷設の申請を行ったが、九州・筑豊の二社と
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もこの地域に鉄道を敷設して独占を計ろうとしたため

に、鉄道庁長官よりその競願が不許可となった。そのた

めに、この地域の鉄道の敷設は九州、｜・ 豊州・筑豊三社

の合併後になった）、昭和に入ってからは筑豊本線の
ひやみず

桂川一原田間20.8/0n （途中に冷水1hやがあって、勾配は

千分の25の急勾配で、 3,614司mの冷水トンネノレを有
す）が昭和4年12月7日に開通したのみである。この

ことからも石炭輸送のための鉄道路線の敷設は大正時

代に終ったといっても過言ではないだろう。その後、

九州鉄道は明治41年7月 1日に固有鉄道となり、九州

帝国鉄道管理局が門司に置かれ、ここに、九州鉄道に

免許状が下附されてから19年の歴史を閉じた。その後

は国鉄として各地に鉄道の開通をみたが、明治41年7

月 1日には鹿児島本線の折尾一門司聞の複線化が完成

し、 門司 ・戸畑への輸送力が増大した。前述したよう

に昭和に入ってからは筑豊本線の桂川一原田間であっ

たが、第二次大戦中に田川線の西添田一彦山間8.8Km

が昭和17年8月25日に開通したほかに、小倉鉄道（昭

和18年5月1日）、 産業セメン トの鉄道（昭和18年7

月 1目、現在の後藤寺線と糸回線）を買収した。戦後

12年たって、飯塚・山田地区の石炭を若松港より近い

瀬戸内海沿岸の苅田港への輸送を目的として、昭和32

年7月に着工された油須原線は、昭和41年3月10日に

上山田一豊前川崎間11.5励、 漆生－下山田間4.3Kmが

開通したが、石炭産業の斜陽化で、当初の目的と大き

く異なってしまった。なお、残りの第二大任一油須原

間8.3Kmは昭和45年度までには完成の予定となってい

る。

( 2 ) 鉄道と石炭輸送の関係について

鉄道開通前の石炭の輸送は遠賀川によって、 芦屋ま

たは若松まで輸送されていた。その輸送船は吃水の浅
かわひらた とへいた

い局平な形をした「川脚」または「ひらた・五平太」な

どと呼ばれていた。この川勝は遠賀川筋の飯塚、遠賀

川の支流である彦山川の赤池までは船の積載量、4.2

t、飯塚 ・赤池より上流域は2.1tであった。ところ

が、鉄道が若松一直方聞に明治24年8月30日に開通

し、非能率的な川鰐による石炭輸送は次第に鉄道に切

替えられて、明治27年には川勝と鉄道の若松への輸送

量はいずれも80万屯台の同率となった。しかし、翌年

若松港で・は起重機や高架桟橋の完成によって荷役の能

率化が躍進した。明治35年には若松だけでなく戸畑か

らも石炭積出が開始された。明治38年における石炭の

鉄道輸送とJI［脚による輸送との運賃を示せば次の通り

である。

第5表 石炭貨車積1屯の運賃（明治38年）

区間
＼＼ 運賃 ｜ 貨車積 1 屯の運賃 ｜ ヰ？を宮誉~q. I 

若松一直方（24.8/vn) 40銭 20銭

若松一赤池（33.4/,I) 52銭5厘 /,I 

若松一金田（34.7//) 55銭 // 

若松一飯塚（39.41,t) 62銭5厘 I/ 

第6表石炭肺積1屯の運賃 （明治38年）

＼運賃
区間 ＼ 

若松頓野（直方）

若松一赤池下

若松一柏森（飯塚）

石炭騨積1屯の運賃

90銭2厘

1円23銭3厘

1円45銭6厘

計

60銭

72銭5厘

75銭5厘

82銭5厘
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第5表と第6表からもわかるように、鉄道の運賃が 後ますます少なくなり、昭和に入ってはその姿をみる

安い。ただし、駅、船積場までの輸送費は別であるか ことは稀となった。

ら、運賃を直接比較することは無理であるが、鉄道の 現在では石炭産業の斜陽化に伴なって、大手を含め

ほうが断然有利であるといえる。川勝による輸送は明 た炭坑の閉山があいついで、昭和40年度現在の年10万

治40年の114万屯を頂点、として減少しているが、それ 屯以上を出炭する炭坑を示せば、次の通りである。

でも鉄道の22%にすぎなくなってい呑。川鮮はその

第7表筑豊・北九州地域における年出炭10万屯以上の炭坑名と出炭ならびに鉄道送炭の割合

名 ｜ 炭坑名 1 鉱業権者 ｜ 門組ヂ ｜ 昭吋離列車：~ti~f
1 新菅牟田 大之浦鉱業所 貝島炭坑 1,151,643 1,147,444 9 9. 6 

2 菅牟田 菅 牟 田 // 112,571 110,343 9 8. 2 

3 筑前宮田 第二大之浦 第二大之浦 237,200 232,637 9 8. 0 

4 新 多 目 尾 古 河鉱業 284,600 279,008 9 8. 0 

5 伊 11皮須 同k 雄 高雄鉱業 325,090 285,759 8 7. 9 

6 一 神長 正 小正炭鉱 144,975 144,975 1 0 o. 0 一
7 間念 田 i捻 田 三菱鉱業 335,723 335,723 1 0 o. 0 
8 上三緒 上 奇者 麻生鉱業 196,027 197,447 1 0 o. 7 
9 生 山 ；野鉱業 三井山野 467,998 445,410 9 5. 2 

10 築 日 τ口!::- 共 同石炭 158,069 119,058 7 5. 3 

11 漆 生 稲 築 渡辺鉱業 109,653 82,152 7 4. 9 

12 11 漆 生 漆生鉱業 144,679 143,940 9 9. 4 

13 桂 JI! 日鉄 嘉 穂 日鉄鉱業 682,030 609,280 8 9. 3 

14 臼 井 τEと:t 隈 麻生鉱業 478,151 475,579 9 9. 4 

15 11 平 山 明治鉱業 311,630 311,651 1 0 o. 0 
16 下山田 下 山 田 古河 鉱業 228,130 227,997 9 9. 9 

17 上山田 上 山 田 三好春吉 110,850 33,239 3 o. 0 
18 赤 池 赤 池 柴 田直 美 227,500 207,476 9 1. 1 

19 綿2 宥占 上尊鉱業KK 180,163 163,320 9 o. 6 
20 伊 田 新 田 J 1 l 田川鉱業KK 643,531 643,531 1 0 o. 0 
21 池 尻 五佳宝担'.. 日リ 上田清次郎 125,000 108,885 8 7. 1 

22 豊前川崎 新 大 峰 新大峰炭坑 232,100 226,517 9 7. 6 

23 I/ JI! 崎 野田繁雄 148,223 148,081 9 9. 9 

24 西添田 西 木下芳兵衛 108,000 104,996 9 7. 2 

25 伊 原 本 添 田 籾井高L 209,174 208,911 9 9. 9 

26 香 月 大 辻 大辻炭鉱 296,817 257,435 8 6. 6 

27 折 尾 両 松 日本炭鉱 164,435 28,287 1 7. 2 

28 一 島 若 松 I/ 1,167,900 94,157 8. 0 
一

注整理番号18は明治第二会社、20・23は三井第二会社、22は古河第二会社

第7表からもわかるように、年10万屯以上を出炭す 線を敷設して、ベノレ トコンベア、ポケット等によって

る炭坑は筑豊・北九州地域でわずか28しかなく、この 貨車に積込んでいる。出炭された石炭の大部分は第7

中には現在では閉山した炭坑（日本炭鉱高松炭坑）も 表からもわかるように、ほとんど大部分の石炭が鉄道

あり、斜陽化の激しい一面をみせている。 しかし、 28 によって輸送されていることがわかる。ただし、 貯炭

の炭坑の大部分はいわゆる大手の三菱・三井・明治・ していて、出炭より送炭の多い場合があり、整理番号

貝島 ・日炭 ・古河 ・日鉄 ・麻生 ・共同が大部分を占め の8、15がその例である。 このような例は年度が異な

ていることがわかる。 これらの炭坑は駅から炭坑の所 るとわずかではあるが、その例をみることができる。

在地が離れている場合には、駅から炭坑専用の引込み なお、整理番号17の鉄道輸送の割合が30%と低いの
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は、昭和38年11月に福博鉱業が三菱より経営権を譲り 工業地帯と海岸近くに位置し、すぐ船積みできる好位

受けたもので、昭和37・38・39年の場合はいずれも90 置に所在しているためである。筑豊 ・北九州地域の各

%以上、昭和41年の予想が99%であることから、他の 炭坑から出炭された石炭は北九州の各地に輸送される

炭坑へ転売したのではないかと思われる。日炭の高松 が、その石炭を発送する駅と到着する駅、一日平均の

・二島の炭坑が鉄道輸送への依存が大きくないのは、 発送屯数と到着屯数を示せば、次の通りである。

第8表石炭到着屯数（ 1日平均） 第9表石炭発送屯数 Cl日平均1

＼年度別l 到着屯数町）
駅別＼ 昭和30年｜昭和35年 ｜昭和39年

＼年度別｜ 発送 屯数 I単位屯）
駅別＼ 昭和30年｜昭和35年｜昭和39年

若 松 12,532 10,843 6,088 
折 尾 1,976 950 369. 

伊 田 1,879 2,972 1,778 

戸 畑 5,586 4,231 3,772 鴨 生 1,874 2,215 1,656 

苅田港 3,073 6,543 6,694 上山田 1,400 1,297 303 

西八幡 3,067 3,124 2,695 
臼 井 l,227 1,662 2,557 

中 間 1,143 866 943 

上戸畑 1,491 2,030 3,458 伊！岐須 1,118 1,072 1,049 

葛 葉 1,128 432 155 新菅牟田 1,049 1,582 2,913 

黒 崎 915 1,667 2,071 
総 田 974 1,166 934 

枝 国 950 1,029 578 

黒 崎港 800 785 427 桂 J 11 880 1,351 1,724 

枝 光 708 458 660 筑前宮田 860 l,162 779 

東小倉 655 497 536 
赤池炭坑 802 1,085 l,104 

筑前中山 796 649 420 
倉 443 393 935 第二大任 706 748 585 

U邑.tJ 422 876 方 城 662 809 342 

夏 τに士3？ 647 688 243 

祝 橋 629 953 986 

池 尻 627 772 361 

豊前川崎 626 916 812 

香 月 600 701 845 

飯 塚 575 813 538 

糸 田 574 762 286 

平 ’恒 573 715 283 

西添田 506 691 372 

菅牟田 445 699 529 

新 手 426 783 224 

第8表からもわかるように、若松への輸送が減っ 北九州・筑豊地域における工業地帯で消費 ・生産さ

て、 苅田港・上戸畑・黒崎への輸送が増加しているの れる原料、工業生産品の鉄道輸送との関係を工業の種

は、苅田港の場合は阪神方面への輸送が若松より距離 類、地理的位置によって、どのように変化するかを明

的に近くて有利であり、上戸畑の場合は八幡製鉄戸畑 らかにしたい。しかし、ここですべての工業の生産高

製造所の完成によって石炭の消費量が増加し、黒崎の と鉄道輸送の関係について論ずることは不可能であ

場合は三菱化成を始めとする化学工業の石炭の消費量 る。そこで、北九州・筑豊の両地域にまたがって立地

が増加したためである。 しているセメント工業、北九州を代表する製鉄工業、

(3) 原料ならびに工業製品と鉄道輸送の関係

について

工業製品の中で輸送の途中において、割れて破損をき

たすガラス工業について、 トラ ック輸送と鉄道輸送の

競合等について検討してみたい。
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第10表 セメ ント工業製品の輸送機関別の利用度（昭和40年度）

名＼輸送機関同十ツ立！ 船 l¥l%1 駅

豊国 セメント 59 27 14 苅 田 原 料

麻生 // 14 20 66 苅田港 交通・原料

日本 // 12 14 74 門司港 // 

ィ、lrf田 // 6 3 91 門 司 クミ 通

日本 // 100 0 。東小倉 It 

八幡化学 。 20 18 62 上戸畑 It 

小野田 か 58 25 17 黒崎港 内

住友 // 98 2 。石原町 原 料

日本 今 90 10 。香 春 It 

麻生 か 37 63 。船 尾 。

第10表からもわかるように、内陸部にある筑豊地域 該当する門司港の日本セメン ト、苅田港の麻生セメン

のセメント工業は原料立地型で、輸送をほとんど鉄道 トである。しかし、同じ立地条件でも、近くで消費さ

に依存している原料立地型であるが、船尾にある麻生 れる場合、日本の各地に輸送する場合、外国へ輸出す

セメントはトラック輸送に依存が大きいのは製品が北 る場合があり、これらの割合が会社によって異なって

九州・筑豊地域で消費されるからである。北九州の場合 いるために、輸送機関の割合が異なってくる。

は原料立地型、原料産地の近くで港に近く立地してい 北九州を代表する重工業の中で製鉄工業についてみ

る交通 ・原料立地型、原料を輸送してきて生産を行っ てみたい。次に示す第11表から第15表までの資料はい

ている交通立地型の三つの型が認められる。これら三 ずれも八幡製鉄所に関するものである。

つの型の中で一番理想的な立地条件は交通・原料型に

第11表圏内および輸入量別（昭和40年）

＼ 工場別 ｜八幡製鉄所 ｜戸畑製造所

品名迫＼ ｜ （単位千屯） ｜ （単位千屯）

｜国内輸入｜国内輸入
石炭 Ii,233 635 I 837 2,364 

j石灰岩｜ L 053 L 764 I L 385 7, 587 
鉱石iその他 1

鉄 屑 112 435 88 

第12表 国内の輸送機関 別（昭和40年）

品＼目別工＼場＼別

八幡製鉄所（単位千屯） 戸畑製造所（単位千屯）

鉄道構宣｜船舶構ま｜計構官 鉄道構官｜船舶構~1 計構ま
62 474 38 1,233 463 55 374 45 837 100 

鉱石 ！）石そ灰の他岩 ω円mv 24 803 76 1,053 100 485 35 900 65 1,385 100 

鉄 屑 72 64 40 36 112 100 

計 1,081 准5 l,317 100 1,257 57 2,222 100 



10 

第13表主要原料到達数量 （昭和40年）

品＼名別＼工＼場別
八幡製鉄所（単位千屯） 戸畑製造所（単位千屯）

鉄道｜船舶｜ 計 鉄道｜ 船舶｜ 計

石 炭 759 1,109 463 2,737 3,200 

鉱石｛を否定｝ 250 2,567 2,817 485 8,487 8,972 

鉄 屑 72 475 547 88 88 

計 1,081 4,152 948 11,312 12,260 

構 成 比 30 70 

第14表八幡製鉄所発製品別扱別（昭和40年） 実重量 （単位千屯）

＼＼ 行先別 移 出 分譲

種別 ＼ 京浜｜中京｜阪神｜中四国｜ 九州、， ，他 JI 計 （程富）輸出 計

河全理舶 銑鉄 27 21 29 1.1 7 2 97 97 

鋼材 638 139 555 339 363 92 2' 126 1, 695 1, 560 5' 381 

序計 665 160 584 350 370 94 2,223 1,695 1,560 5,478 

直お銑鉄 2 20 3 15 9 12 61 61 

~~ 鋼材 12 22 15 10 237 288 捌 1 585 

需 5、、・Jク計 14 42 18 25 246 300 645 1 646 

合計 1679 I 202 1 602 I釘5I 616 I制 11 2,868 1,6961 1,560 I 6,124 

銑鉄 2 20 3 15 8 12 60 60 

ω内－ S岡キオ 12 21 14 4 75 15 141 1 142 

玉道X 計 14 41 17 19 83 27 201 1 202 

対直需%I 100 I 98 I 94 I 76 I 341 9 11 31 100 I I 

構成化 I 1 J 20 J s J 9 I 42 I 14 II 1 oo I I 

注：河岸には営業河岸、問屋河岸、需要河岸があるが、その内訳ははっきりしない。

第15表 鉄道到達の主要品名別（昭和40年）

副~~1時 ｜ 構成比 ［開 ｜構成比 品配場｜描 II構成比l剖｜構成比
石 灰 759 67 463 45 工業薬品

鉱石 1 1石灰岩 239 21 469 46 アスファ ノレ ト 2 

その他 11 1 16 1 アル ミニューム 1 

鉄 屑 72 6 スケーノレ‘ 3 

砂 利 3 もノリンダー 51 

煉 炭 4 砂 13 1 

S岡 材 18 2 ローー ノレ 1 

継 目 板 5 錫

枕 木 1 その他 8 

機 械 1 1 

煉 瓦 3 2 
1,127 100 1,027 100 



第14表からもわかるように、八幡製鉄では製品のわ

ずか3%が鉄道輸送で、 トラック輸送が7%、船舶輸

送が90%となっている。 トラック輸送は短距離が多

く、中京・阪神工業地帯への輸送は、中京・阪神への

輸送全体の 1%にも満たないが、九州では全体の26%

と多く、 トラック輸送が短距離輸送には便利であるこ

とを物語っている。船舶による輸送は九州各地への輸

送の60%を除き、他の地域への輸送はほとんど船舶に

依存している。

工業原料の輸送は船舶の比重が大きいのは、原料の

大半を輸入しているためで、鉄鉱石は79%、鉄屑は82

%、石炭は58%で、残りの42%の内訳は筑豊炭田（貝

島 ・三井 ・日鉄）、 株島炭田 （株島）、三池炭田（三

井）で全体の80%、残りの20%は中園地方からであ
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る。石灰岩は麻生産業（船尾） 、日鉄鉱業（船尾）が

大部分を占めている。このように八幡製鉄では原料の

大半を輸入して、こじ業製品の89%を船舶によって外国

への輸出（全体の4分の 1）を始め、日本の各地域に

輸送を行っていることがわかる。ただし、同じ製鉄工

業でも住友金属小倉製鉄所では、輸送の89%が船舶、

7%が鉄道、 4%がトラックとなっている。八幡製鉄

と比較してみると、輸出は全体の15%であるが、製品

の輸送先が異なることから鉄道輸送がトラック輸送よ

り多いと考えられる。

ガラス工業は完成品が輸送の途中で破損して商品価

値がなくなるために、輸送には慎重性が要求される。

北九州における代表的な工場は旭ガラス牧山工場（枝

光）と日本板ガラス若松工場（二島）である。

第16表 旭ガラス・日本板ガラスの製品の輸送（昭和40年度）

＼会社名 旭ガラス（単位屯） 日本板ガラス（単位屯）

行先＼
鉄道｜自動車｜船舶｜ 計 鉄道｜自動車｜船舶 ｜ 計

北 海道 2,359 10,800 13,159 6,450 6,450 

東 :;ft 2,689 2,689 90 90 

関 東 7,660 7,660 4,347 450 4,799 

中 音日 730 2,400 3,130 3,326 810 4,136 

関 西 1,270 9,400 10,670 8,891 3,820 12, 711 

中（含四国国） 4,989 7,200 12,189 6,788 l,966 1,375 10,129 

九 州、｜ 552 21,300 21,852 120 20,550 20,670 

輸 出 32,200 32,200 25,000 25,000 

計 12悩 9140,300143,000 1肌叫i23,562 J 22,516137,905 , 83,983 
構成比 l20 39 41 

第16表からもわかるように、旭ガラスと日本板ガラ

スではかなりの相違がみられる。旭ガラスは板ガラス

のほかに主要製品として工業商品を多く生産している

ためで、ある。これらの割合の何%がガラス製品である

か否かははっきり しない。そこで、日本板ガラスにつ

いてみると、船舶による輸送は遠距離、鉄道は中・遠

距離、自動車は短距離の地域に多い。例えば、板ガラ

スの運賃について具体的にみると、枝光一梅田間で、

1屯当り貨車扱い3,300円、コンテナー3,560円（コン

テナーは5屯積）、 トラック2,900円で、 トラ ックに

よる輸送費が一番安価である。厚さ 6mmの板ガラス（

大きさはおよそ2m四方）は17枚で156待で、破損率

(1屯当り積載枚数約350枚）は貨車扱いカ＼0.8% ( 3 

枚） 、コ ンテナー0%、 トラック0.3～0.4%(2枚）

100 11 28 27 45 100 

で、コンテナーによる輸送が一番安全であるが、値段

が高いのが欠点である。しかし、 トラ ック輸送が長距

離になれば破損率が大きくなるために、中・遠距離は

鉄道が有利で、そのために利用度が高いと思われる。

( 4) 都市への人口集中に伴う通勤交通の変化

について

交通機関の発達に伴なって通勤交通も変化してく

る。都市へ流入する通勤人口を考察する場合、個々の

通勤者の克服すべき空間である距離という要素を附加

して考察しなければならない。それは通勤者は供給

地域と需要地域の2点聞の空間の交通を介して通勤し

ているからである。この通勤者の平均通勤距離をみる

ことによって、都市の性質の一部を知ることができる。
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一般に大都市ほど平均通勤距離は長いが、平均通勤距 て異なってく る。次に示す表は各都市（北九州市は合

離は都市の規模、都市の機能、都市と都市聞の距離、 併前と比較するために旧市単位）の平均通勤距離であ

都市の産業構造、交通機関の発達の有無等などによっ る。

第17表平均通勤距離

都謀議 ！昭和仲間｜醐41

Fう 司 18. 7B〔E 22 .3Kln 
ノ居ι、 29.3 28.1 25.7 

? 止宙 28.2 26.9 23.3 

j¥ 幡 23.3 25.4 23.6 

若 松 17.3 19.0 18.2 

直 方 13.9 12.8 15.5 

田 JI! 12.3 15.3 10.9 

飯 I家 10.8 11.5 12.7 

28.9 33.2 31.6 

）；、rnCn
注：平均通勤距離： ra＝一一一一);Cn 

ただし、供給地域Bnと需要地域Aとの駅間距離： rn

供給地域Bnから需要地域Aに向う通勤者数： Cn

第17表からもわかるように、昭和41年の平均通勤距

離は全般的に昭和37年よりも低下している。昭和37年

は鹿児島本線の久留米一門司港聞に44輔の電車が投入

されてから、電車の運行回数も多くなり（電化は昭和

36年6月1日で、当時は32輔の電車で一部が電車化さ

れたにすぎなかった） 、通勤時間の短縮によって、平

均通勤距離が延びた都市が多かった。 ところが、 昭和

41年になって短くなったのは、生活水準の向上と伴

に、都市近郊の住宅地化、社宅の増加によって、遠距

離通勤者の減少、短距離通勤者が増加したためであ

る。北九州市の近郊では黒崎（正確には駅からパス、

筑豊電鉄で20分前後の地域） ・赤間 ・福間 ・行橋等の

住宅地化が著しい。例え：ば、小倉 ・戸矩への通勤人口

が前述の地域に多く、行橋一中津聞の通勤人口の減少

によって、全体の平均通勤距離が短くなっ ている。筑

豊地域の直方・田川・飯塚の三市はあまり変化してい

ない。

( 5） 結び

明治22年12月11日に九州で始めて、九州J鉄道によっ

て久留米一千成川仮停車場が開通 してから、主とし

て、九州北却の地域で鉄道の敷設が行法われた。いっ

ぽう、筑豊地域では筑豊・豊州、！鉄道が石炭の輸送を目

的として、 鉄道0:敷設をど始めたが、明治24年8月30日

に筑豊鉄道によっ て若松一直方聞が廃通し、石炭の若

松への輸送を開始した。豊州鉄道は田川付近の石炭を

行橋経由で門司に輸送するために鉄道の敷設を始めた

が、計画に狂いが生じて、日清戦争前にはついに開通

には至らなかった。鉄道が開通して聞もない明治24～

25年にかけては不況・ 金融必迫のために経営が苦しく

なった時期であったが、日清戦争の勃発によって、貨

物の輸送量が増加した。戦後は資本主義の急速な発展

に伴なって、石炭の需要が急増したために、筑豊地域

では鉄道の開通があいつぎ、日露戦争勃発前の約10年

間に、九州で開通した鉄道の 3割を筑豊地域で占め

て、その開通はめざましいものがあった。そして、石

炭の輸送を目的とする鉄道の開通は大正時代で終った

といえる。

筑豊地域における鉄道の開通が石炭の輸送を目的と

して行なわれたために、石炭輸送の鉄道依存への割合

が大きく、年産10万屯以上の炭・坑では、海岸近くに位

置している炭坑を除いて、ほとんど鉄道によって輸送

している。最近では若松への輸送が減って、瀬戸内海

に面する苅田港、J＼幡製鉄F畑製造所の完成によって

上戸畑、化学工業のさかんな黒崎への輸送が増加して

いる。

工業の立地条件は複雑であるが、セメシト工業で内

陸部の筑豊地域では原料立地型、北九州工業地帯では

交通、交通・原料立地型のいずれかであることがわか
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る。 北九州の工業を代表する八幡製鉄の工業生産品の までは福岡県全誌上篇 （明治39年6月22日発行）、 第

90%が船舶、7%が トラ ック、3%が鉄道によ って輸 7表から第9表までは門司鉄道管理局発行の貨物輸送

送されていることがわかる。 年報（昭和40年度） 、第10表から第16表までは門司鉄

交通機関の発達、速度向上、 通勤人口の増加にもか 道管理局発行の各会社別の輸送状況 （昭和40年） 、第

かわらず、都市の平均通勤距離が短かくなっているの 17表は門司鉄道管理局調べの通勤通学調査 （毎年行つ

は、生活水準の向上に伴なって、 都市近郊の住宅地 ている）から作成した。

化、 社宅の増加が著しく、そのために通勤者が都市近 注

郊に集まり、平均通勤距離が短 くなる傾向がみられ 1 福岡県の地理、光文館、1960、p.114 

る。

終りに、 種々の資料の提供を して御協力下さった門

司鉄道管理局に深く感謝します。なお、本研究は広島

大学米倉二郎教授を代表とする昭和41年度文部省科学

研究費による総合研究「西日本における地域開発の地

理学舵研究」における筆者の分担研究報告である。

なお、第1表から第17表のうち、第1表から第6表

2 

3 

＃ 

// 

// 。 p.115 
// 々 // 

4 村田考介： 東北地方における通勤人口の考察、

東北地理8、1、1955、P.3 

5 日野尚志 ：鹿児島本線（門司港一久留米間）電

化による通勤交通の変化について、地理科学第

3号、1964、P.P160-162 
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本校生の生活・保健・クラブ活動・一般的思考について

寺

荒

本

尾
T～4・
早

匡 設

（昭和42年9月30日受理）

On the Life, Health, Thinking, and Club Activities of the 

College Students 

Masaaki Teramoto 

Shozo Arao 

We can say that when All Japan College Athletic Association was organized 

the position or the aim of physical training in a college education was made 

clear;its aim is to bring the students to be fresh and sound in body and soul. 

So considering that we could find a better guidance principle through looking 

into the studentsノlifeand so forth, we obtained the data on them. 

The aim of this paper is chiefly to consider on the basis of these data how 

we should play the part of a guidance teacher. 

はじめに

昭和41年度より高専に於てもあたら しく全国高等専

門学校体育大会が実施され、高専体育にも新風がそそ

がれいちだんと向上が期待される事は誠に嬉しい事で

あります。しかし私達現場教官にとっては、それなり

に種々な悩みや苦労が身辺から消えようとしないので

あります。学生の健全な発育発達を考える時、日常生

活の保健問題、正課時の指導の問題、施設、用具又は

クラブ活動の問題等、数えれば数えきれない様であり

ます。なかでもクラブ活動は学校教育を支える一本の

大きな柱であり、私共はその必要性を充分認めながら

も、大企業及び中企業の予備校化や教科偏重等、あま

りにも近視的な見方から、学校をとりまく一部の人的

環境から理解されない点、体育教官一様の悩みである

と思います。その結果クラブに対する学生の熱意はそ

がれ、お互に協力し自分の手で運営していく自主的な

精神は消失され社会性に乏しく、強い体力、 意志力さ

えもうたがいたくなる学校教育になりつつあります。

学校と しては先づクラブ活動の体験なく して学生を

卒業させる事は申 し訳ないとはっきり思いを定める事

が大切であると思われます。そして個人的な学業のな

かに少くとも一つは自発的なグルーフ。活動をする事が

学生と しての健全な生活である事を強調すべきである

と思います。学校として学校生活のリズムは教科授業

とクラブ活動の両面によって成り立っていると言って

も過言ではありません。亦少しでも学習能率を向上さ

せるためにはこれを基礎としてどの様な指導したらよ

いかに忠を致す時本校学生の保健問題・クラブ問題・

生活指導問題 ・一般的思考についての教育的価値と実

態を充分分析、再検討して本校教育目的である健康・

学業・人がらの三本柱を目指して体力 ・気力ある社会

性に富んだ人間作りを目指す学校教育指導を樹立した

いものであります。日常生活についての調査と保健問

題、クラブ活動の実態は本校独自の立場にあって色々

と調査項目を定め細部の事項を考え定めた。広範囲に

わたり総てを網羅したつもりであります。これも学生

指導において学生の実態を理解し正確に把握するのが

最大の目標で、能力の問題 ・性格特徴・健康・保健・

興味・慾求・悩みなどの問題・交友関係・ 環境条件 ・

将来の問題・等の総ての観点から学生の当面している

問題点を探り、よ りよき学生指導をして行きたいと念

願しております。一般的思考調査については呉高専の

研究報告1号の学生生活実態調査質問票を参考にして

調査しました。

〔1〕本校の概要

1 .有明高専の沿革と現状

本校の創立は昭和38年3月31日「国立学校設置法の

一部を改正する法律」により設置されたものである。

本校は現在学生数、 446名3学科12学級（内女子14

名）教職員は教官、38名、事務官、60名、合計98名に

及ぶ。本校の伝統としてはまだ設置以来日も浅い事で
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これといった特徴もないがしいて云へば校長の教育方

針である、健康、学業、体育を主体とし、明朗潤達、

先輩は後輩を良く指導し、 後輩は先輩を尊敬し教師の

981η 

野球場

N ~ 

ラグ ビ一場

サッカ一場

陸上競技場

400mトラ ック

3.学生諸調査

ア．学生数及ピ学科学級数

学科別 I1年 I2年 I3年 I4年 ｜ 計
機 械 42 40 41 38 

電気 43 39 39 36(1) 

化学 39 (4) 36 (3) 41 (1) 33(6) 

計 I124 I 115 I 121 I 107 467 

イ．通学状況 ワ．通学方法 エ．所要時間

寮 I112 徒歩I211 10分 I191 
自宅 I258 自転車 I134 20 I 95 
I I 30 I 114 

下宿｜ 37 パイク ｜ 28 60 I 37 

パス I 64 90 I 18 
I 120分 I 6 

汽車｜ 30 以上｜

指導によく服従すると云う事が特徴である。

2.校地、校舎（含諸施設）

校地、 76.757m' 建物10.384m'

適用門

オ．体育クラブ

音日 名｜人 員｜部 名｜ 人 員

ラグビ ー 32 /'¥ ν 17 

陸ナッカ 上ー 37 
柔剣j 道道 r~ 12 

テニス 18 
パスケット 19 計 175 

学生の希望によって各クラブを組織する（少くとも

一年二年は何れかのクラブに所属する様指導する）教

官もなるべく何れかの部の部長と成りその指導に当

る。

活動の時間は昼食時及び放課後を以ってこれにあて

ている。



4.身体的調査

ア．本校生の身長、体重、胸囲と福岡県、全国との比較

（身長） （休 ill〕

一里会県本l:!J 13ど（』旬 l!lD （凶£ ／：＇~） 

体位比較（全国・県・本校） s .41年度

区分 年令 1 15才 I 16才 1 17才 I 1s 

訪｜鰻1163.8163.6 165.4 167.0 166.6 
164.6 165.7 168.1 168.3 

官l!!I53.0 57.7 
52.4 55.0 57.1 58.0 
52.5 56.2 58.7 59.3 

間［錯｜ 85.8 
81.5 84.5 85.6 86.0 
82.6 85.1 86.3 87.0 

開l!!I 39・3 
88.1 89.5 89.7 89.3 
88.l 89.l 90.0 89.5 

（考察）

本校学生の体位は全国平均、福岡県平均と比較して

見てすべての点で優位である。発育途上にある彼等に

もう少し健康管理の面でも指導すればより以上のすば

らしい体位が望める事だろう。又課外活動についても

正しいクラブの指導、そして学生自身のクラブに対す

る認識を期間をかけて指導すれば今より以上の成果が

楽しめるのではないだろうか。

イ．本校生の近視 う歯とその治療

41年度検査人員 （452名） 近視 (239名）

治療した人 (78名）

治療しない人（161名）
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近視
~lfl~f＇皮 （'152)

~似叫（562)

106(58) 

109(43) 

113(51) 

114 (66) 

113(60) 

11 ~ （59) 

107(64) 

110(66) 

8〔4)
I01J (70) 

5 （~） 

13 (6) 

41年度検査人員 （452名） 患者数

治療した人

未治療の人

(263名）

(197名）

(66名）
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〔考察〕

近視の増加は各学校に於いても見受けられるところ

であるが本校に於いても同様の状況が観取されるよう

であるので、今後の指導の一助として調査して見た。

上の図を見てもわかる様に半数が近視者である。大部

分の学生が蛍光灯による電気スタンドを使用している

様に感じる。医学的からも蛍光灯使用者には近視者が

少ない事実を証明しているし本校に於いても今後の指

導上留意すべき点である。なおその外に近視について

は遺伝的な考察（両親との関係、兄弟姉妹との関係、

自覚年令、光源の種類方向）まだいろいろ今後の研究

の課題とし、指導にあてたいと思っている。

なおう歯についても同様に戦時中最っとも患者の多

かった時代とほぼ同じ状態になっている。本校におい

ても其の例にもれず、保健に対する一応の基礎知識を

身につけた高校生でさえも自己の健康管理と云う点に

なると、 来心に耐えない一面を有している。本校学生

は半数以上が歯疾者であり、ぜんぜん未処置の者が66

名もいると云う事は問題であり、う歯の治療に於いて

は各人の自覚を促す事は勿論であるが、担任教官や父

兄の協力を得て根気強く、やる事が必要である。予防

の点からの指導として近頃3、3、3運動と云う言葉

を聞くが、それは3度の食事毎に3分以内に、 3分間

歯をみがくと云う事で、食後3分以上たてば口腔の醸

酸能が高くなり、水素イオン濃度指数（PH)が小さ
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くなる事が酸に弱い歯牙にう蝕を作る事に成るのであ 環境に非常に影響があると考へられているので次の研

る。なおう歯についても、う歯の発生と云うのは生活 究課題として見たいと思っている。

ワ．本校学生の疾病異常 （昭和41年度）

調査項目 ｜高校・高専医科書記号歳｜完封号歳1~1~1 男計｜｜五歳IR封書成｜高橋｜五議｜綬~I 女計
在学者総数 1 I 105! 113！吋吋 sI s I 452 II 41 3 / 1 I 61 1 I I 

トト｜ートト－トトト－トトト｜一
受検者数 2 l~i~1~1~1－~_1~1－±竺11＿~_1~1~1~1~1_J~
栄養要注意の者 3

せき柱 異常 の者 4

胸郭異常の者 s I 2 I 1 I 3 I ... 1…｜…I 6 

近視の者 、6

遠視の者 7

1 乱視の者 8
病｜｜
目｜弱 視（両眼）の者 9

!I[[:: 
J、

異

常

該当者数

耳鼻・いん頭

一ヲて

色神 異 常の者 10

トラホームの者 11

結膜炎の者 12

その他の眼 疾 の者 13

聴3の一のデ岬僻

難中そ一蓄アへの

の一のの患
のの疾一のド伏賑

耳ミ耳一症イm叫ん
両；の一λし
（手他一ぅノ比唱

一者
者者者一者者者の

456一78901よ4i1i一4l－1ょ1ょっ山

伝 染性皮府疾患の 者 21

心臓 疾患 の 者 22

精神薄 ~~ の 者 23

身体虚弱 の 者 24

運動機能障 害 の者 25

寄生 虫 病 の 者 26

その他の疾病異常の者 27

エ．医務室利用状況 (39年度〉

月 6 

治 療者 12 19 48 

(40年度〉

月

総人 員 354 

治 療 者 27 48 61 

(41年度）

月 6 

治 療 者 18 36 49 

58~ 511 601 641 4 I 2 I 239 11 11 11 4 , 

11 21 41 ・・・I ・・・I 7 

91 101 81 81 11…I 36 

124 115 93 38 

9 

ぅ；｜刊 77 73 

7 9 

55 91 

6 

1 1 

1 2 3 

237 

71 31 

1 3 

353 344 

74 64 61 

1 3 

79 ・．．
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備考 1 .医務室にて応急、処置をして病院に運んだ人員

(39年度） 15件（40年度） 45件〔41年度） 12月末現在42件

2.教材（ラグビ一、ナッカー、ハンドボーノレ〉の関係上第二学期以降負傷者多し此れはグラワンド

整備不充分の為と思考される。

3.正課体育時にて 〈毎時間少々i小石ひろい、清掃は行っている。

〔2)本校学生の生活

1 .本校学生の生活の構造と調和の取れた生活構造

との比較

本校学生の1日の生活の構造を分析して見之、調和

の取れた生活の構造に成っているか、どうか、検討し

て見た。なぜならば高専時代は、人生に於いての第二

の誕生として、二度と帰ってこぬこの時代を有意義な

ものと してやりたいと言う、我々体育科の願いであり

ます。

各自の生活環境で、生活時間はそれぞれ内容は追っ

てくるとは忠われるが、普通大多数の学生の調和の取

れた生活時間とはどんなものであるか？

そして本校の学生はいかなる生活をしているか、比

較検討して見たい。

ア．青年期に於し、ての調和の取れた生活l時間

Oll?i 

lSll'J 

1211-'j 

イ．睡眠時間
ロ．半拘束時間
ハ．学校生活
ニ．自由時間

61l寺 ホ．学校生活
へ．半拘束時間
ト． 自由時間
チ．学習時間

生活の構造を調和あるものにする事は、健康な生活

をする上にも精神的に安定した生活を送る上にも重要

な問題であると思う。しかし学生の24時間の生活を分

析し現状にてら し合せると、理想的な生活構造を作り

上げる事は非常に困難である。

しかし出来る事なら少しでもそれに近かずけ有意義

な生活をさせる様指導したいものである。

イ．本校生の生活時間

。時 〈考察〉

1sn'.i 

ユ：：n出

本校の学生は睡眠時間

を7時間取っているもの

備が大体76%。8時間取っ

ている者が10%。4～6

時間取っている者が14%

である。調和の取れた生

活の構造と比較した時、睡眠時間に於いては4～6時

間取っている者が 14%いると云う事は保健衛生管理

の上からも充分注意し指導した方が良いと思う。なお

学習時間3.5時間も、はたして内容のあるものか、個

人で良く反省し、出来る事なら学校での授業に最善を

つくし、能率を上げる事に全力を出し、少しでも自由

時間にまわし、その時間を有効適切に使う様にし、健

康や学習能率を上げる基礎と しそれと同時に文学的な

情操をも身につける様指導したいものである。そうす

る事により生活内容も今の時点、よりも充実したものに

成るのではないだろうか。

2.本校の学生生活の実態

日常生活に於いて本校生は、精神的にも身体的にも

常に壮快であるかどうか、これによって学習の効果も

上り、健康な生活も出来、精神的にも安定した生活が

送れるのではないかと思う。

さて全般的に見た、本校の学生はどうなっているか

体のどこかに何らかの異常を訴へるもの、例へば頭が

痛し、体がだるいと云うものが非常に多く 、これは日常

生活が時間的に追れており、個人の自由の時間が非常

に少ないからではないかと忠われる。

上学年に成れば、就職について相当深刻に考へる様

に成り、日常生活にもあせり等が出て来て無理な勉強

から相当の過労が見受けられるので適当な休養、運動

睡眠等に注意した指導が必要と思われる。

なお睡眠時間はどれくらい取ったが一番良いかと云

う問題で、時間よりもその内容（浅さ、深さ〉が大切

であると思われる。浅い人聞は睡眠の時間を長く、深

い人聞は時間を気にする事はないんではないかと思

う。 しかし一般的に云って、 夜の12時前の 1時間は、

12時以後の2時間の睡眠に匹敵すると云う事で健康管

理の上から考へて見ても12時と 1時に寝て睡眠の時間

が同じであっても疲労の解消は12時に床につ〈方が良

いのは当然である。

86%の学生は大体心配はないが、 残りの14%の学生

には充分の注意と指導が必要であると思われる。

又起床時刻から考へでも 7時～7.30分の者が76%

と云うのは大体12時に床についたと考へて非常に好ま

しい傾向にあると云って良い。

ア．起床時刻と就寝時刻

イ．成績別の就寝時刻

（次頁の図を参照）

（考察）

睡眠時間は生活の中でも最っ とも重要な割合を占め

ているものである。特に心身共に成長期にある学生，
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盆笠堕盈L
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めまぐるしい現代社会の中で生活する学生々活におい

ては，益々重要な問題に成って来るのではないだろう

か。下位（35番～40番以下）クリレーフ052名が、12時以

降に起きているものが多い、机に向って勉強はしてい

るつもりでも能率がどう しても上らない，又はテレビ

ラジオ，小説等を見てから勉強に取り組のか，いづれ

にしても下位グループの就寝時刻と睡眠時間には特に

てっていした技導が必要であると思われる。

成績別の就寝時刻

l円r附i~～号～：白】名3晴4以;ii 一－.l：グル プ
一－一 下
0以下

6~~ I ・
※上各、中、単下位グループは
クラス

[;Q 

40 

30 

20 

rn 

!l JO Jl J'.! l ~ ’？’ 時五~：；:r:

ヲ．就寝状況について

（考察〉

全学年の約20.2%がすぐに寝む

れねとうったえている。就寝状況

の中には就寝後すぐにねむりにつ

く事が出来、熟睡出来る者と、肉

｛附ぐに寝れる 体的、精神的な欠陥、過労や病弱、

（ロ）寝むれない かるいノイ ローセ’等のためすぐに

ねつかれない者、 浅いねむりに終るもの等に別けて考

へ後者については、原因を追究し適切な指導者が必要

である。なおどの様に したらなるだけすぐにねむれる

様になるかと云う簡単な指導と して、第一に自由に動

ける様にしてねむる、眠っている時ぜんぜん動けない

様な状態、例へば重いふとんをかけたり、部屋の隅で

小さくなって寝ると云う事は、衛生的にも良くないし

眠りも浅し、。第二は熟睦を阻害するー勺の大きな原因

は筋肉の緊張なのである。

だから睡眠を取る条件として、体をゆっくり動かし

て見て自分の体が一番自然に抵抗のない姿勢でねむる

様指導すべきである。なお他にも精神異常から来る不

眠の原因もあるだろう し、特にこの種の学生には個人

対個人の指導が大切であると思われる。

エ．クラブの学生と普通学生の成績別に見た

就寝状況

（考察〉

なかなか寝つけないと云う人は、やっぱりクラブ参
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加学生より参加してない学生の方が多い。クラブ参加

学生は｝性格的にも陽性の者が多く又練習で精神的にく

オ．本校学生の精神状態

項目

(1) 気がし、らいらして不安である

(2）過敏

(3) 遅鈍

(4) 短気

(5) 注意力集中出来ない

(61 精神的に疲れを感じる

¥7) 普通
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よくょすると云う事が少く肉体的にもある程度の疲労

があるために寝つきが良いのではないだろうか。

しかし学生個人と話おし聞く所によれば精神的に悩

みを持つものが多く、生活の中にその悩みが常につい

てはなれず、日常生活そのものに相当の影響があるも

のと思われる。

※悩みの内容については次の一般的思項で述べて

ある。

F司1.s ilj ii l 20 I 13 
I 7.3 j6.5¥Lnj 15 I 27 I 15 I 

j5.sl 6 ~·~ 6.4 / 11 I 10 I 

I 10 I 11 W 12 I 23 I 11 I 

~一上5.3j6.3( 3l 7.4 j 13 

s t 6 131 12 I 11 

1 l s.s ~~ 10 I 

6.51 s ！~ 9 I 
10 17.3 fh-9 I 

※ 自分自身で感じ取り一番そうで

あると思う項目を一つ書く様指示し

上の図の様な結果が出て来た。

（考察〉精神的に異常があると云う事は、学校生活又

は私生活に於いて適応出来ず欲求不満におち入る。そ

れの解決の糸口をつかめないために軽い異常を起すの

ではないかと思われる。し、わゆる頭を使う人、知能を

働かす人程感情はゆがみやすく、精神異常に成りやす

いのである。

特に一年生に異常を訴える者が多いと云う事は、環

境が変った事と、中学時代の優秀な成績が本校に於い

ては通じない、又はかんばしくなし、ために自己劣等感

に落ち入っている者もいるのではないか。

なお2、3、4年生もこのままで小さな問題として

かたず、けるのではなくして、クレペリン、YG、ロー

ノレνャツハなどの性格テストの資料を基礎にして、何

かの機会を作り一度学生とも話し合う必要があると思

われる。

〔3〕 疲労と回復

本校学生の生活に於いて、学校生活、家庭生活、寮

生活、通学、運動を通してどのくらい疲労 している

か。文その疲労の回復にはどの様な方法を取っている

かを学生の感じから受けとる疲労についてのアンケー

トによる方法と、尿による疲労反応値から、疲労の度

合いを知る方法で、普通の学生とクラブの学生の日常

生活についての疲労の度合を知り、本校学生の疲労の

実態をつかんで、現在の生活の中で、今後の疲労の回

年

年

年

年

年

加

学

学

学

学

学

卓会

全

一

二

三

四

部

41 

27.6 

59 

32 

44 

いとI 48 

22 32 部不参加19 

l
 

n
U
 

1
ょ 40 成li'U:f立20.5 

25 [±I 44 Ji民結下！立

復にはどの様な事をやり、知ったらよいか、その方向

を見い出したいと思っている。

文現在の疲労の回復には、精神的な疲労、肉体的な

疲労があるが、休息、適当な運動、気分転換の為の散

歩、入浴、栄養、睡眠等を考慮して、生活の中に取り

入れて回復を計りたいと思っている。

1 .疲労の実態

7.一週間の内で最も疲れるのは？（生理的疲労〉

（次頁の図を参照）

（考察〕

月曜日に35%の人が疲労を感じると云う事は学校の

性質上（寮生の帰省〉当然であるけど、もう少し帰省

してからの生活を各自が自覚すべきではないか、又指

導も必要であると思われる。全般的に見て木、金曜に

疲労の感があると云う事は、授業内容と時間割との関

係が多分にあると思われる。いわゆる気分ののらない

仕事をやると云う事は疲労の第一原因である。この様

な生理的疲労は、。いやだ I/I/おそろしい。と思って

いるとすぐに疲れを感じる事がある。だれでもが、よ

く経験するように興味のない仕事や慣れない仕事をす

ると、すぐ疲れるのもそれである。この様な疲労は本

当の疲労ではない気分的な疲労だから休養の必要はな

く医者や、栄養剤を飲んだと してもその効果もなくそ

の必要もないものである。
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学生に以上の様な事を、て

っていさせるのも生理的疲 50 

労回復の一つの方法ではな

いだろうか。

午前 ． 午 後
50 '75 100% 10 20 30 40 50 60 70 SU 90 1 00°~ 

全学年｜叫叫 初 l27% j 1 ~5% ・ j お｜ 協同

一学年｜叶 17 I 23 1 47 l 中 I 44 I 2s 1 2s 
、、 ‘

ニワ年i10 J 13.31 46 I 30 I I 45 1 36 I rn j 

三学年｜ 28 ｜叶 40 l 20 I 食 I s1 J 14 ¥ 32 ［~ I 

凹学年｜20 I 26 I 40 J 13 1 I 37 I 2s I 31 H 
1時限目 2時限目 3時限目 4時限目 5時限目 6時限目 7時限目 8時限目

問題も同じく、昼休みに専門の製図又は家庭での学習 50%の残留を軽度、50～80%残留を中等度80%以上残

が少いために、昼休みを学習の時間にふりあてるため 留を高度の疲労とする。基準液記号O～6までの基準

心のゆとりがないためだろう。 1日の生活を規則正し 液を作り、 疲労度数は記号で記入させる。

く、心身にゆとりを与えるのが、 健康にも よく疲労も

感じなくてすむものではないか。

イ． 何時限目が最っ とも疲

~1. るカミ。

〈考察〉

第一時限より全学生の18

%も疲労の感、じがあと云う

事は留意すべき点である。

通学距離の遠い者、前日遅

くまで－起きていた様な人が

あせって学校にかけ込むと

云った場合が多分に考えら

れる。いわゆる時間ぎりぎ

りにかけ込むからで、つま

り体のき ゅうくつで疲労を

感じるのである。早起き し

て心のゆとり

があるならば

朝の1時限よ

りの疲労など

ぜんぜんなく

て良いはずな

のです。

いわゆるこ

の様な問題は

気の持ち方が

大きく関係す

るものではな

いだろうか。

又5時限目の

_J 

40 

30 

20 

月

ク．尿疲労反応値について

※検査法 色素凝結保護物質示差法 （竹屋、川田

氏反応測定法）

コンゴー赤アノレカリ溶液 （1,000111！中にコ ンゴー赤

o.u、飽和 NaOH溶液0.95mtを含む）を 5.0mlに
検尿1.0mtを加え、 振とう混和し、 3時間放置後規準

比色液と比色する。 基準液はコンコぞー赤アルカY液

5.0mlに水2.0mlを加えたものを持いる。 原法では20～

火 木
T

金

記号 疲労度

0 (1-0）×100= 0 % ) 

1 (1-1/2）×100=50% J 

2 (1-1/4〕 ×100=75% ) 

3 (1-1/8） ×100=87.5% J 

4 (1 -1/16）×100=93.75%) 

5 ( 1 -1 /32）×100=96.87% ~ 

6 ( 1 -1/64） ×100=98.84% } 

疲労判定

軽度

中等度

高度

一週間の日数をきめ一般学生 （クラブ不参加）とク

ラブ参加学生の尿検による疲労度を比較、検討してみ

fご。



※ 一般学生（クラブ不参加）の尿疲労反応値

（考察）
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対象学年 2学年（36名〉

尿疲労反応値から見ると 1週間を

通して、毎日が前日からの蓄積疲労

が少々ある様に見うけられる。

クラブにも参加していない一般の

学生に取っては、正課の体育又は休

息時間で、適量の運動もしている事

ではあるし、勉強には励んでいると

しても、睡眠時間を7時間も取れば

充分前日の疲労は解消しなくてはな

らない、それが解消されていないと

云う所に問題がある。生活内容の指

導、特に寮生の生活は充分検討して

指導にあたる必要がある。又学生の疲れたと云う生理 疲労は夕方などは約50%ある様に出ている。なおピー

的疲労感と実際尿検による疲労は異るものである、波 クは感情疲労と同じく木曜、金曜と、そして火曜日で

．十ヤ

j・4
1 .r ~• 

労の感じでは火曜日はぜんぜん疲労はないが、実際の ある。

※クラブ参加学生の尿疲労反応値 対象クラブラグビ一部 （30名）調査は合宿中

（考察）
』！ゐ

規則ある生活、又は練習をやると

言う事は、外界からの皮膚えの、刺

激も強いなり、それと同時に筋肉や

神経のきんちょうが起り、 内臓の働

きも活発に成って来る。自然に睡眠

も良く とれると云う事で、蓄積疲労

が朝にはほとんど消失する様に思わ

れる。合宿中で上の図の様な結果で

あるので、正常に帰った練習では過

労と云う事もあまり考える事がないので、勉学の上に

も悪い影響はないものと思われる。

l7 

エ． 疲労回復に伴う栄養について 栄養 所

年 令 ｜熱量Call蛋白町｜脂肪 91
日本人平均18～19 I 2100 I 85 I 45 I 
寮生 I 2653 I 88. 7 I 50 .1 I 

ょうするに規則ある生活：は、 疲労の回復には大切で

あると云う事が云えるのではないだろうか。

~~.3 1 ~：~ I ~：~~ I ~：~ I ~：~ I ~~ 
年 メL

TJ 

栄養 所要 量 (45年目標）

熱 量｜蛋白質｜脂肪｜鉄 ｜カノレムIV.A [v.B1JV.B:ijv.c 

2s20 J 94 I 41 / 1 o . 8 1 o . 8 J 2soo / i. 4 I i. 4 I 90 18 19 

（考察）

日本人の年令 18才～19才の平均摂取熱量は 2700

Calである、 本校学生の栄養摂取量はどうなってい

るか、通学生については、両親とー諸に生活している

事だし次の機会として、 寮生はどうであろうか。疲労

反応値の表を見てもわかる様に、毎日が疲労の連続で

あり、これをおぎなうためには栄養の摂取が大切な問

題として浮び上る。寮生のCalは2653でCalとしては

充分である。 しかしCalは充分でも、それを学生が全

部食べるか食べないかに問題は出て来ると思う、言い

かえればCalは少々すくなくても、いかにして食事全

部を食べさせるかと言う事である。特にクラブの学生

は毎日が、はげしい練習をしているのでCalも量も多

く取らせる様に指導したい。又普段の練習中に於いて
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他の学校と比較した場合ねんざ、だぼくが多い様に思

われるが、食事の問題も原因のーっとして考えさせら

れる問題で、はないだろうか。なお寮係栄養師の方でも

昭和45年度を目標にして大巾なCal増を研究されてお

ります。 参考のためその表も記載しておく。

オ．疲労回復に伴う入浴について

1.毎日入浴

2.隔日入浴

57% 

25% 

3. 1週間3回入浴 10.5% 

4. 1週間2回入浴 6% 

5. 1週間1回入浴 1.5% ( 7名）

（考察）

7.5%約31名の学生が、一週間に一回～二回の入浴

とは、健康管理、疲労の回復と云う二点から考えても

指導の大きな問題と思われる。個人の問題、家庭の環

境と色々あるだろうけど、家庭には良く連絡を取るべ

きだろう。上手な入浴法は高温短浴で、いわゆる温度

は42～44度（セ氏）で時間は5～10分ぐらい入浴する

ことである。浴後の気分は爽快に成り筋肉も増強され

る。なお日本人は入浴はレクリ－vョンとしての効果
が非常に大きいので入浴してくつろぎ体の 。あか。を

洗い落す事は勿論、心の。あか。も洗い落すものであ

ると思い入浴は徹底した指導をすべきである。その事

により当然学習の能率も上り、健康な心身も作り上げ

られる事は云うまでもない事である。

カ．疲労の回復に伴う運動はどのくらいやって

し、るカミ。

〔考察〕

生活構造から

見て、学生には

自由時間と云う

ものは、ほとん

どない様に思わ

れる。学校に於

いて専門的な知

能の鍛練ばかり

ではなく身体の

鍛練にも、彼等自身どの程度の関心、興味をもち運動

しているか調査して見た。

勿論クラブ参加の学生（全体の約39%175名）も調

査の関係上入っているが、1時間以上運動している者

が全体の67.7%である。これから考えてクラブ参加学

生は 1時間以上運動したとして、参加していなし、学生

でも全体の28.7%(128名）は1時間以上運動している

事になる。 10分～30分しか運動していない学生32.3%

(143名） には、 運動の必要性をとき、もう少し勉強に

も運動にも頑張る様指導すべきである。

なお全体の学生にも、心身を鍛え、勉強に対する意

欲をやしなうためにも適当な運動は、生活の中で大切

な問題だと云う事を、あらためて再認識させ、 実際に

彼等が運動しやすい様に、運動の場（用具、施設）を

与え、何時でも気軽に運動出来る様な環境に してやる

のが、我々のっとめであると言う事を痛切に感じた。

※ 参考までにクラブ不参加の学生の成績別の運動量

を記載しておく。 ( 1時間以上の数）

上位グループ（1～10番） 36.4% 

中位グループ（11～34番） 41.5% 

下位グノレーフ。（35～40番以下） 59.7% 

キ． 疲労の回復に関心があるか。

（考察）

回復には大いに関心があり、そのためにも努力する

と答えた者が、 85%(380名）で関心はあまりないと答

えた者が15%(66名）である。

最近の研究で、 1日よく働いて疲れた時、それが次

の朝完全に回復して、気持よく目ざめたならば、その

日は非常に病気に対する抵抗は強くなっている。だが

前の日の疲れが回復しないで、次の朝に持ち込まれる

と、その日の抵抗力は弱くなっている、つまり疲労を

その日の内にとりのぞくことはただ元にかえるだけで

はなく、次の日の抵抗力が強くなる事であるそうで

す。

だから回復に無関心であるために疲労が回復せず蓄

積した場合取りかえ しのつかない結果をまねく事のな

い様学生に充分指導する必要がある。

〔4〕学習の実態について

本校学生の一般的傾向として、下学年においては初

めての専門的な学習と学科目が多いため、又高学年に

於いては就職戦線がはげしいために学生自身つめ込的

な学習を している様に思われる。その様な関係で学校

での拘束時間が長くなり、家庭及び寮での学習時間も

多くなる。 したがって極端に自由時間が短縮され、毎

日が不安定なきんちょうした生活の連続に成りがちで

ある。

精神的な異常者が出る原因もこのあたりにあるのか

もしれない。青年期においては自分の気持を時には大

ぴらに解放すると云う事も大切な事ではないだろう

力、E

ア．学生の一日の学習時間

（次頁の図を参照）

（考察）

全般的に見て3時間以上が従50%、1時間～2時間



エ．勉強部屋の使用人員

（考察）

本校は地方の高等学校と異り、九州各地からの入学

者がいるため、希望者は入寮する事が出来る。

そのために一人で、部屋を使用する恵まれた環境の学

生はごく少数の通学生、下宿生である。しかし2人～

3人でー諸にし、るからと云って、学習に悪影響をおよ

（考察）

学習と学習の間

』こ一寸と休息を取

ると云う事は気分

転換の上からも、

自に見えね大きな

効果がある。

しかし1時間以

上も休む人は決断

力にとぼしく、ふ

んぎりの悪い学生でこの様な学生は集団的な行動、生

活にも自分の責任をも、はたせない様な学生が多い。

※ 下の数字は精神的に欠陥が生じどうしても学習に

没頭、出来ぬと答えた者である。 （各学年）

第1学年 37% 

第2学年 41% 

第3学年 29% 

第4学年 43% 

111.611 ｜ムム引！Bl(446名）

/ I 
〆，／ I 

I 22% 121 (1 
、＼、 1、

回山
回仇）
固（附
！四ITi.
i時！時
：間；問
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ク．学習に没頭した後は何分程休息を取るか。

26% 

27% 

39% 

36% 
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間
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（考察）

本校学生の 1日

の学習時間の平均

は2時間～3時間

である。その時間

を通して何分ぐら

い学習に没頭でき

るかと云う事で、

約半数の51%の学

生が1時間～1時

間30分は没頭出来

ると云っている。勉強も 3時間～4時間も集中的に没

頭する事は出来ないかもしれないが、30分～40分しか

没頭出来ないと云う学生は問題であり指導が必要であ

る。

特に性格的にそうある学生は勿論、各々自分をよく

反省して見て、何か要求不満があるのか自分で問題点

を見つけ出 し解決の糸口をつかむか、 文は先輩、友人

先生方に相談し早く切り抜ける事が大切である。

多少疲労感、のある時の方が頭の働きは鋭いもので

す。少し疲れたと思っても、一寸気を取りなおしてや

れば非常に頭に良く入ると云う事も医学的に証明され

の者が約50%である。特に

3時間以上している学生で

1日の睡眠時間に勉学の時

間が喰い込む事は、勉強も

大切であるけど、健康を害

する事は生涯の大失敗で取

りかえしのつかない事にな

ると云う事を充分彼等に指

導する必要がある。 1学年

に於いては入学した当初で

もあり、希望もあり、半数

以上の76%が3時間以上勉

強に励んで居空事は喜しい

事である。 2学年では、学

校生活にもなれが出て来て

勉強する者、しない者の差

がはっきり とでて来る。 3

年で学業成績がはかばかし

くない人は、そのままあき

らめのムードが強くなる様に感じる。

4年においては自分の生涯を左右する大きな就職問

題が待っているために勉学に励む人が又次第に増加し

て来る。それと同時に4年に於いては特に健康と栄養

に注意する様指導が必要と思われる。

21.6% 

31% 

20% 

17% 

一
時
間

年リ子全

4｛下

3年

2｛下

1｛下

イ．学習に集中的に没頭する時間

2.5時間以上
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ぼすとは考えられない。なぜなら寮は、各寝室と机は

廊下とカーテンでしきられスタン ドだけは終夜つく様

にしてある。

1人で使用 156名

2人で使用 189名

3人以上で使用 l01名

しかし上の様環境で気持よく学習出来るか、出来な

いかと云う事になれば、学生は、出来ると答えた数は

117名（39.7%う出来ないと答えた学生は269名（60.3

%）と云う回答を出 している。

気持良く勉強出来るか出来ないか，と云う事は学習

の能率に大いに関係ある大切な事である。しかし人数

が多いからとか騒がしいとか、せま くてむさくる しい

とかで勉強出来ないとは本人の意志の弱さも関係ある

のではなし、かと思われる。大体40ホーシ（普通の会話

を一寸と離れて聞くぐらいの音）ぐらいまでは気持を

はりつめ集中さえすれば気にならないものである。そ

れが気にかかりうるさいと言うのは、本人の頭が惑い

のか、注意力散満の者である。

オ．本校学生の学習に対する意欲

旺盛 23名 5.1%

意欲はあるけど出来ない 157名 35 % 

普通 234名 52 % 

意欲な し 32名 7.9% 

（考察〉

約90%強の学生は学習に対して意欲は充分認められ

る。今後の指導では楽しめる結果が出る事は間違いな

いことである。問題は意欲な しの32名の学生である。

担任とよく相談して今後の指導が大切である。

〔5〕 クラブ活動（体育）

ア．本校クラブ活動の現状

本校に於いては、クラブ活動が正しく認識されてい

るかどうか、この点について少し述べて見たい。

学校のクラブ活動と云うのは、学校教育と切りはな

す事の出来ないものであり学習そのものであると知っ

て戴きたい。クラブは学生の自主性によって入部する

所の集団であり、自主性によって運営される事が必要

である。

それだけに個人の責任感も重くなる し、 自由に入部

したからと云って勝手にやめる事も出来ない。 又反対

にクラブの統制を破れば退部を命じる事も当然ある。

この様な性格をもっ集団は、学級や教科の学習の場に

は見られないものであり、今から社会に巣立つ彼等に

とっては、社会における集団生活に対する適応能力の

発展にも役立ち情緒的にも安定した人間、 又は社会人
／ 

として立派な人物を育て上げる場の一つでもある。

この様にクラブ活動は学校教育における重要性をも

ちながら、実際本校に於いては、学科教育の方にのみ

とらわれているのが現状ではないだろうか。

そして体育科と言う一つの教科だけの問題にするの

ではなく、全校上げて取り組むべき仕事であると思う

先生方は、常にこの認識の上におたちに成って、温

い目でクラブ活動を見守ってやって戴きたい。

なお学生は指導教官に、ただ来て戴くだけで良いか

ら練習の場に出て来て欲しいと言う事を良く聞く。

思うに一つの部の指導教官が、その種目にある程度

の技術を持っか、非常に関心を持っている場合は問題

はないが、大部分の先生方は少々経験した事がある、

又は少し関心がある、誰れもやり手がなく学生からた

のまれて仕方なく形だけの指導教官に成ったと云う人

が本校に於いては非常に多いのである。ここにクラブ

と指導教官とク ラブ員の人間的なつながりと云う点で

大きな問題があると思われる。クラブが一つの目標を

持ち成果を上げるにはただ形式的なものでは目的達成

は出来得るはずはないのであって、そこには深い人間

関係があってこそ、その成果は大いに期待出来るもの

であると忠，う。

この人間関係がかるんじられると云う事は、言うま

でもなく技術の向上はのぞめなく、人格形成も期待出

来るものではない。そればかりではなくいろんな教育

的問題へにも発展するのではないだろうか。

人間的に完成していない学生にとっては、常に何か

を中心に求めているのであって、この中心に指導教官

がし、ると云う事は学生にとって非常に安心感をおぼえ

る絶対的な条件であると思う。

いわゆるクラブ活動は、学生の自主的行動によって

運営されるものであるから、それだけにこの中心と成

る教官は重要そして必要なのである。そんな意味で、

少しだけ関心がある、又は誰れもやり手がないので仕

方なくやったと云う時でも、 教育的な精神を発揮して

戴き、技術的な指導の中心でなくて良いから、精神的

な指導の中心と成って戴くなら、よ り以上にクラブの

成果は上がるのではないかと忠われる。又そのほかに

指導教官の待遇の問題がある。ただ指導教官は学生に

対する愛情、母校愛にもえる気持と云う犠牲的、奉仕

的な気持によってのみ支えられているのが本校クラブ

活動の現状なのである。

しかしここで永続的な教育的成果を期待し、 クラブ

の発展を思う時、これではクラブの成長はとうてい望

めないものがある。第一に指導教官の指導に対する手

当の支給その他、コーチに対する公費の予算など緊急

に解決する問題があるのではないだろうか。又対外試

合の問題公式試合の問題、高専体連が出来たと云って



も、まだまだ高体連程に活潜な動きもないため、学生

の練習も惰性に流される傾向が非常に大きい。こう云

う問題もクラブ’活動の発展のない原因の一つに成って

いるのかもしれない。以上は大体の本校クラブ活動の

現状である。

なお本校学生446名中自分の体力に自信がもてると

答えたものは228名（約60%）自信なしと答えたものが

178名 （約40%）である。

この40%の学生の将来を考える時、必ず職場の第一

戦で働かなくてはならない者達である。いかにして彼

等の体力に自信を植えつけてやるかと云う事も、我々

に与えられた今後の一つの大きな課題ではなかろう

7J、。

イ．クラブ参加学生と参加していない学生の学

業成績の比較と変動
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〔考察〕

上の図を見て、 差と云うものはほとんどない。むし

ろ上位クラスに於いては、クラブ参加学生の方が良い

様である。要するにクラブに参加しても、自分の気持

の持ち方では、練習での疲労もさして負担に成らず、

学習への意欲が出るのかも しれない。しかし参加学生

の下位グループには充分の指導が必要である。

｝：｛ 成績変動の比較

上下！ ｜上っ l変ら｜ 下っ ｜ ム叫
｜ lた人 ｜ない lた人 l・i::i ロl

1年 10 60 124 

2年 不クラ参ブ参加加 ~~ 6 37 4 11 

3年 不クラ参ブ参加加 29 3 25 
32 5 23 60 

4年 不クラ参ブ参加加 21 3 22 
24 5 20 49 
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※成績は前の学年の試験の平均と、進級して

からの平均の比較

〔考察〕

クラブに参加している学生も、参加していない学生

も、成績には注目する様な変動は見られない。ただク

ラブに参加している学生は、自分が練習している時に

他の者は勉強に集中し、自分はだんだん遅れるのでは

なし、かと云う精神的な焦燥感につきまとわれていると

云う事を一つの奮発力として主主張る様指導すべきであ

る。

なおクラブに入部している学生は少しでもスポーツ

と学問を両立させ様として努力 している。

参考までにその項目を記載して見る。 （クラブ参加

学生175名） ①クラブは何かの面で＋があるので頑張

る。 44名 ②遊ぶ時間はないが、練習を遊びと思いク

ラブに専念する。 40名 ③クラブで勉強の時間が少く

なるのでその分を、人が遊ぶ時に取り返す。32名とな

りクラブ員175名中116人がこの様に答えた。 59名は回

答な し。それと同時にクラブに参加していない学生

(271名）にクラブ活動は価値があるか、ないかと問う

たら、①価値ある（204名） ②価値なし（67i'.）であ
J」

つ 1..：.。

ワ．退前状況

I i年 I2年 I3年 I4年l合計

面学身対通家そ体習人学族白ととののののくのの関関関な関関係係係係係他い

1 17 17 18 53 
8 2 10 5 25 
4 2 5 8 19 
2 5 8 3 18 。 1 8 2 11 。2 2 6 10 
2 2 5 8 17 

合計 円。
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〔考察〕

この頃では入学してからどの様な理由で退部して来

たかを調査したものである。ここで問題と成るのは、

面白くない。と云う事で退部した者が多い事である。

これは本校クラブ活動の現状でも述べた様に、クラブ

と教官とクラブ員の人間的な密接なつながりがないた

め、学生間でのまさつが生じ、交友関係が乱れて来る

のではないだろうか。又計画性のある練習もないた

め、学生自身目標がつかめない事も原因の一つではな

いだろうか。

ともあれ、指導教官の問題、対外試合の問題、そし

て教官、学生のクラブに対する正しい所の再認識の問

題、そう云うものを早く解決する事により退部の問題

も解消するのではないだろうか。
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保健一般的項目調査結果の考察

（ー）健 康

学校長の教育方針中第一に取りあげられている健康

は、色々の面から考えれば定義はあるだろう。私は

「みずからの力」で精神と肉体に刺激を与えられなけ

れば健康は成立しないと思う。しかしその刺激は毎日

毎日少しずつ、そして普通の手順で与えなければなら

ないのである。学生は「よく遊びよく学べ」すなわち

成長期に栄養は充分にとっていても、勉強ばかり して

いてはかえって肉体的精神的にマイナスの結果をおよ

ぼす。適度の筋肉活動すなわち運動をすることによ っ

て脳活動はいっそう活発になるのである。ふりかえっ

て本校の現状をみると、

1 .たびたび風邪を引くので困る73名15.6%

2. しばしば頭が重くなったり痛くなる63名14%

3.食欲不振になる52名11.6%

4.夜よくねむれず困る41;g9.2%

以下別表の通り少々あるけれども

( 1)について各学年では2年が一番多く25名次3年

が21名1年は18名4年 9名の順で 2、 3年に多

い。成績面からの分類では選手運動していない者

逮の中位の学年に多く見られる。

(2）については各学年選手運動していない者達に大

体同じようである。全体的に近頃の学生は健康に

はあまり留意しないような傾向がある。又一面が

むしゃらに運動する学生もいる。そこで私は学生

に望みたいのは、過労睡眠不足をさけるように注

意し栄養価の高い食物ビタミンを充分とって、し

かも体の抵抗力をトップレベノレに保って置くよう

，心カiけるべきである。

（ニ）経 済

経済問題になると千差万別である世の中で他人の事

はよく解からないが一般的に本校の学生の家庭はあま

り恵まれていないようだ。個人個人にあって見ると本

当に気の毒な学生のいるのに驚く。普通高校にいる時

よく実業高校の生徒の家庭は普通高校と異なると云う

ことをPT Aその他の会合で聞かされたがそのとおり

で本校学生の家庭は本当に経済的に恵まれていない。

今回c調査から見ても

1 .アノレパイ トがしたい。 164名37%

2.奨学金が慾しい。 97名22%

3.家庭が経済的に困っている。 70名15.7%

以下いろいろあるが、 ( 1）について各学年では、

3年が52名、2年が44名、4年が38名、1年が30名の

順である。各科別では、大体平均して50名位いる。選

手、運動していない者の成績別に見ると、中位の学生

が圧倒的に多し、。アノレバイトの問題となると学生は自

のいろを変える。何とかして学費を求めたい然しー一面

に於ては、一部の学生は本当の学費でな く自分の寸、使

いを増そうとする者もいることは見のがせない。全般

的には家庭の経済を考えいくらかでもたしにしたい事

はうかがえる。奨学金が慾しいのも授業料の減免を申

出る者も非常に多い。 斯様に経済的に困ってはいるが

学生の空気は非常に明朗に して快活でよ く勉強しクラ

ブ活動もしている。

（三） 能 力

学生の入学当時の状況では全部六倍以上の入試を突

破した一応優秀な学生であることは明白である。高等

学校に比べ粧のそろった者ばかりである。しかもー科

定員40名でみっちり教育されている。頭脳の面で、は確

かに人並以上の者ばかりであるが精神的肉体的面に於

いては一般的に落ちる。特に頑張りが利かない。何に

か障碍にあえばくじける し、それを何くそと突破する

気力がない。能力とは頭脳ばかりではあるまい。今度

の調査でその精神位面の気力、頑張りの点が明白に出

ている。

1 .専攻学科をうまくやっていけるかどうか不安で

ある。 144名76.1%これは低学年に多い。 （心配

している）

2.自分の考えを言葉でうまく表現出来ない。

127名28.6%

3.語学の能力がたりなし、。 123名28.6%

4.自分の適性が分らない。 115;:g25.4% 

5.勉強に打ち込めない 114名25.4%

その他別表の通りであるが、 (1）について各学年

では3年46名2年40名1年37名4年21名の順である。

各科別に見ると大体平均して50名位いる。選手、運動

をしていない者の成績別では中位が一番多く33～51名

で次が上位の24名位である。自分が頑張ってやろう と

云う気力がなく先に心配が来ている。要するに普通以

上の頭脳の能力をもちながら精神面に於いて欠けてい

るようだ。

（四） 教育内容方法

教育内容の教育課程については技術教育課長、犬丸

直氏の 「高等専門学校制度と関係法令の解説」によっ

て明らかにされていることであるが細部の方法内容に

ついて考えると新しい、学校なるが故にむづかしい点又

やりにくい点学生も又中学校を終えたばかりであり、

5年間の一貫した教育でもあるのでそこにし、ろいろと

問題がある。

1 .あま りにも規則や手続が多すぎる 169;:g33.9%

2.勉強が多く て困っている。 147名31.2%



3.先生はもっと学生に関心を持って慾しい。

122名26.3%

4.講義がむずかしい。 65名14.5%

以下5項目になっているが（1）について各学年で

は4年60i'r3年51名2年39名1年19名の順である。各

科別に見ると大体平均しているようだがM62名C58名

E49名となり選手成績別では中位が48名上位が32名と

なっている。又一方運動をしない者の成績別では中位

が一番多く45名上位20名となっている。規則手続の問

題は援の点で学生は充分考えなければならない。今ま

で中学校ではさほどなかった事が高専では何んでも願

出方式を取っているので最初は面倒だろうと思う。然

し全体的に見ると上学年になるに従い数が多くなって

いる。これは学校の様子が解り自分がするのに人から

の干渉をうけたくない、と云う反坑も一面あろう。次

の勉強する事が多くて困るのは、低学年に多い。又講

義がむづかしいのも同じで、中学校より来て程度が高

八教授内容も異なるからだろう。

（五）課外活動

高専の体育は週2時間で5年まである総計10時間で

高校に比べ非常に低い。特に低学年のもっとも発育期

2時間とは本当にまずい。そこで必要なのは課外活動

である。又一面低学年のカリキュラムがつまっていな

いのでこれを上手に利用することが得策と 考えられ

る。 そこで本校では2年生までは強制的に運動クラブ

に入部させ課外活動を実施している。決して一流選手

を養成するのではなく自己の心身鍛錬を目的とし、チ

ームワーク根性を養い、将来は対人関係にも役立たせ

るよう努めている。

1 .課外活動の時間が少ない。 65名 ・14.6%

2.もっと運動がしたし、が時間がない。

61名・13.6%

3.ナークノレ活動と学業が両立しない。

51名・ 11.4%

1、2共に時間が少いが多い。 これは低学年でも製

図、その他の宿題におわれてのことで学生の勉強の方

法により一応は解決されるものである。 一般的にはク

ラブ活動と勉強の区切りをはっきりさせている。然し

3のように両立しないと解答している学生は低学年に

多い。細部に調査して見ると普通いやいやながらして

いる者ではっきり割切っていないのではなかろうか。

又一面強制的にクラブに入れている関係上（本人が中

学時代あまり運動に興味がなく、していなかった）ク

ラブを中止したい気持からではなかろうか。

（六）対人関係

青年期に於ては対人関係の転換の時期である。他律
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的な拘束をきらう自由えのあこがれ、自己を偉大なも

のにしようとする野心冒険、世俗的権威に対する抵抗

こうした反面、仲間への忠誠、人生の有限性への感傷

自己認識の動揺、種々の文化価値への覚醒等の体験は

青年の社会的態度にも大きな変化を与えずにはおか件

い。とくにその対人関係は質的にも数的にも著しくか

わってくる。青年期の対人関係のこうした背後には青

年の自我意識のめざめと自立への要求、新しい社会意

識 ・異性愛の発生等の心理上の変化がある。具体的に

は両親と家族関係又教師との関係及び仲間異性への関

心などが挙げられる。省りみて本校に於ける学生の具

体的面より考察すれば、

1 .本当の友人が慾しい。151名 ・33.9%

2.異性との交際の機会がない。 128名・ 27%

3.学生の気持をよくくんでくれる教官が少い。

117名・26.2%

4.学内に精神的な支えとなる人がない。

102名・22.9%

5.人とのつきあいが下手79名・先生と話し合う場

が慾しい。 79名・もっと教官と個人的に話し合

いたし、。 78名。

( 1）について各学年では1年50名、2年42名、3年

39名、 4年20名の順で上学年になるに従いだんだん変

化して4年が一番少ない。 各科は大体平均している。

成績別に見た運動しない者の中位が52名で上位が28名

で選手の中位と同じである。友人が慾しいとする学生

は低学年に多く上学年になるに従って減少している。

これは中卒で親元を離れ寮生活を している者でやはり

まだ青年前期の自立に乏しく依頼心があるのではなか

ろうか、これに反し上学年になれば成人にちかずき、

その気持の変化によって減少しているようだ。 異性と

の交際については、戦後男女共学により男女の理解と

友愛は中学まで相当に進んでいる。普通高校に於いて

も共学でなんらくったくなく交際はなされているのに

本校は女子学生の数10名たらずである。中学時代の同

級生で高校に進学した者と比較して本校学生は一回そ

の点で交際の機会を望んでいるのではなかろうか。次

に教官との接触については学生が本当に望んで・いる所

である。中学まで民主的な教育のもとに教官と学生と

の親しみも多いにあった。高専ではなんとなく親しみ

にくい感がある。その理由はいろいろあると思う。高

校でもなく、大学でもない、独自の道を今切りひらい

て後に道をつくっている。一般的には青年期に於いて

教官に頼よる率はすくない、いわゆる主我的性格を示

すものである。にもか Lわらず本校では教官に頼ろう

としている。教官もおおいに学生の期待に副うよう努

力しなければならない。
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（七）思想

現代の学生思想といえば全学連、民主社会青年同盟

その他青年の急激な思想を連想させるが、本校の学生

には全然その気はない。勿論年令的に文学校設立がわ

かし、のかもしれない。今年はじめての卒業生を送りだ

すのに就職についていろいろと会社の人、人事興信所

の人と会ったが思想となると相当考えていられるよう

である。特に興信所の人は全学連との関係については

きびしく質問される。又一面学生の就職面接に於いて

もつきこんだ質問があった事をきいた。今度のアンケ

ー トでは間接的な面を出したので明確には解らないが

1 .立派な校風を樹立したし、162名・36.4%

2.私の学生生活は自主性に欠けている

146名・32.8%

3.政治に対して不信不望を感じる 115名・25.8%

4.傍観的な態度を取る人が多u、。 110名・24.7%

( 1)について各学年では大体平均して40名前後の学

生がいる。各科でも平均して50名位である。成績別の

運動しているもの、していない者共に立派な校風樹立

には熱意を示してやろう と云う気構えは充分にある。

(2）の私の学生生活は自主性に欠けている。 146名

・32.8%とあるが学生自身で自分をみつめそして反省

しているのであろう。一面自覚ある者だとも云える。

現代の学生は自分を反省し将来現在過去について考え

それからなにかを見出し自己のペースを、 思想・行動

にあらわして行くよ うにすべきではなかろうか。次に

10項目にわたって調査したが別紙の様である。全般的

に調査項目は思想問題にしてはあまり深入した事項で

なく学生が何を考えているかを主体に調査したもので

ある。前にも述べた様に現代の学生思想は世界的に非

常に危険なものが多い。 中国の紅衛兵、韓国の学生運

動、黒人の暴動、中近東の問題等、本当に考えさせら

れるものである。国家を愛し民族の発展を基盤とした

青年学生の思想 ・啓蒙を如何にすべきか、又一面現代

社会のあり方についても大いに考慮さるべきではなか

ろうか。

（八）余 日隈

ぶ。 これでは困る。然し；本校の学生はちゃんと計画を

たてていろいろの事を している。

1 .旅行がしたくてたまらなし、。 215名・48.3%

2.如きな事をする機会と時間がない。

144名・32.3%

3.教養をたかめたいc 105名・23.5%

4.生活にうるおいがなし、。 101名・22.6%

( 1 ）について各学年では大体平均しているが多いの

は3年の61名、4年の58名、2年の55名、1年の41名

となっている。 各科別ではMが一番多く87名で55%約

半数を しめている。成績別では選手と運動していない

者共に中位が圧倒的に多く54名となっている。以下8

項目であるが、旅行したくてたまらないのは、全学生

の半分で上学年になるにしたがい多くなっている。全

般的に今の青年は旅行がしたいのは、通念の様であ

る。いろいろな工夫をこらし計画をたて休暇中に実行

している。 1例としてナイクリンクーで九州一周を した

り、ヒッチハイクで廻ったりそれぞれのグループで自

己の希望を実現させている。結構な事だと思ってい

る。勿論出発前に学校に計画、日程、父兄の許可証を

提出してし、る。 日頃は各クラブに於いて運動による余

暇の善用をし、長期の休暇を利用 し自分の夢をはたし

ている。

（九）生活環境

本校は入寮生がき ・通学生が きの割合である。生

活環境も自然と寮生と通学生では異なる。環境の変化

に適応出来るようになるのが第ーである。通学生の中

には環境の悪い所も多い一方、寮生は一定の施設完備

の中で定められた日課で生活している。そこでおのず

と両者は変ってく る。寮生は団結・集団行動になれ対

人関係に於いてよくなる。一方は各個人ばらばらでま

とまった事になると不適である。人間は環境の中に育

ち文環境を自己に向くように変化もさせる。

1 .食事のメニューが何時も同じでつまらない。

115名・25.5%

2.周囲がさわがしいので勉強できない。

78名・17.4%

戦前の日本人は余暇と云うことを、あまり考えなか 3 ；同居人がいるので完全な自由がない。

、った。勤勉をモットーとし、 節約を旨とした。特に学 30名・6.7%

生は、勉強する事に熱中 し一面遊ぶ事も よく遊んだ。 4.部屋がせまくて陰気である。 29名・ 6.5%

その区別をはっきりさせていた。現代は社会も学生も 以下8項目に於いて調査したのは別表の通りである。

レジャーを楽しみにしている。世相の変りには驚く。 ( 1）については各学年では3年が トッフ。で；47名、1

然しこれでいいのかもしれない。働く時は一生懸命に 年27名、4年23名、2年18名となっている。各科では

働き、楽しむ時は楽しむ。 自分の心身の鍛錬修養に余 E45名、M、Cは35名の同数である。生活環境から し

暇を善用したらもっとしっかりした青年が出来るだろ て項目が適当でなかったかも知れぬが、第1に食事の

う。 現代の学生の一部はする事はしない遊ぶ事は遊 点に集中したようである。環境と云う点から一寸離れ



ているようであるが、若い者はまず食う事が第1の楽

しみである。メニューについてば寮生の半分がつまら

ねと答えている。周囲がさわがしくて勉強出来ないの

は下級生に多い。寮に於いては施設の関係上下級生は

四人部屋で仕切がなく、机の位置と廊下が一緒のせい

もあろう。お互い学生の自覚ある行動を注意している

が、なかなかてっていしない。他人に迷惑をかけぬ事

を第1の目標として進んでいる。又一方家族から孤立

しているようで淋しいとか、同室の人とうまくし、かな

いと云うのが各20名位いるが、この問題については於

いている。対人関係の面で今後注意指導して行きた

u、。

（十）人生

青年期の学生に関する事を質問しでもあまり明確な

答は得られないかも知れないが一応なにを求め、なに

を考えているかを知りたかった。戦前の青年はなにか

一本筋が通っていたように思う。又戦時中に於いては

今の学生と周年配者が如何に人生を考え、悩み、最後

に決心したことは国家と平和を願っていたと云う事で

ある。然し現代の学生にその気の幾分もうかがうこと

は出来ない。利己的なひとりよがりの人聞が如何に多

いことか。それも社会の変化教育方針の流転でよしあ

しは別にして仕方ないことかも知れぬ。調査結果を見

れば

1 .人の生き方や目標について悩んでいる。

138名・34.5%

2.自分の本当の姿がつかめない。

123名・27.6%

3.見栄台張ったり背のびしがちである。

78名 ・17.5%

4.信用出来るのは自分だけである。

57名・12.8%

以下9項目についての結果は別表の通りである。

(1）について各学年では3年が多く44名、1年40名

4年31名、2年23名となっている。 各科は大体平均し

て居るようだ。人生の項の始めにも述べた通り、 生き

方、目標に悩んでいる学生が如何に多い事がわかる。

自分と云う者を見つめる能力、見つめたのは決心、目

標の樹立が出来ない。年代的に見て無理もない事だろ

う。私はそれを指導助言し早く 目覚める様に努力する

のが教育ではなかろうかと思う。

（十一） 将来

前項の人生と大体にているようであるがこの項の将

来は今直面して問題と卒業後の問題を主体にして質問

を出した。本校入学の時は入学率の高い難関を突破し
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た気持で一杯であり将来の事についてはっきりした目

標を定めて入学した者が大部分であろうが一部の学生

は学年が進むにつれて目標の変更を考えている。本調

査によってはっきり出ている。高専が新しく卒業生も

なく、社会的地位、その他で明確でないので学生がな

やむのも無理なかろう。

1 .自分の将来の職業選択が賢明だったかどうか疑

問だ 157名・35%

2.職業についていろいろな資料がほしい

116名・26%

3.どうやって将来をきめるか困っている。

96名・21.5%

(1）について各学年では3年記名、次に1年42名、

4年38名、2年34名の順になり、一番不安な状態にあ

るのが3年、 1年の様である。工業高専に於いては大

体に於いて将来の職業は一応入学時に於いて決したと

云っても過言ではあるまい。ごく少数の学生に於いて

は方向転換する者もあるが、それは普通高校に行くの

に1年おくれて入る事は確実に決ま っている。各科で

は大体そろって50名～56名程度である。 次に選手と運

動しない者とで成績から見れば中位が一番多く、34名

～39名となっている。

以下11項目については別紙の結果である。どれを見

ても相当悩んでいる様である。特に職業選択に疑問を

もっ学生がまいることは考えさせられる。何んらか

の指導助言をなし確固たる目標信念をもって勉強出来

るようすべきである。又一方大学進学編入を考えてい

る学生も14%位いる。高専本来の目的を明確にし学生

にてっていさすべきである。

（十二） 家庭

前項の（二）で述べた経済の問題と関連があるが、

家庭の構成親子の問題点を主体にしていろいろの事情

を考慮して質問を出した。戦後特に現時代の学生、青

少年は親に対する考え、 家庭を愛し、 自己の憩の場と

して仲良く住みまい所と考えている者はだんだん少く

なったように思う。昔の様に親に対し尊敬、孝行、兄

弟仲よく、 家庭円満の考えが何かしらかげているよう

である。今度の調査から してもそれがうかがわれるの

である。

1 .親があまりにも自分に期待しすぎる

60名・ 13.4%

2.両親は相談相手としてはものたりない

58名・13%

3.家族との接触が少く淋しい47名・10.5%

( 1) について各学年では最高3年、1年の17名から

2年の15名、4年の11名となっている。 これは大体に
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於いてその差は少くない。次の各科においては平均し 体育の教官として、又学生指導をなす上に必要と感ι
て22名～17名となっている。成績別の運動選手と、運 責任の重大さを思いまとめましたが、分析も考察も不

動していない者では大体中位が多い。 十分で、しかも不確実な点が多く、もっと深く問題点

以下9項目については別表の通りであるが現代の学 を探り、 真に掌生の実態を把握する事は出来ませんで

生が家庭になにを求めているか、なにをしなければな したが、この調査結果を通して本校学生の実態がわず

らないか不明である。自分が家庭の一員であり、自分 かながらでも判明したことから学生指導、課外活動、

がおかれている位置を認識させその責任をまっとうさ その他日常生活指導の在り方に資するものと確信す

せる様に指導すべきではなかろうか。一部の学生は親 る。

のために学校にし、ってやっている考え方をしている。

この項で少々気になるのは家族の事で心配がある。

44名・9.4%、 又家族が自分のために犠牲になりすぎ

る。 41名・9.2%あることはもっと深くほりさげて考

え指導しなければならない問題と思う。

おわりに

この調査研究は、はじめにも述べたとおり、高専に

於いて体育の位置づけがはっきりした事について保健

引用参考文献

1 .体力測定と健康診断

2.体育科教育

3.間違いだらけの衛生

4.統計図表の画き方

5.呉高専研究報告

川畑愛義

s .40. 6 
s .41. 9 
杉靖三郎

渚間顕一
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別表 一 般 的 思考調査（その 1)

校全学生

各 ~主t 年 各 科 選手成績別 運者動のを成し績な別い

項 目 市田 124 110 117 95 114 158 144 59 96 20 77 162 32 

446 1年2年3年4年 E M C 上中下 上中下

1 0病弱で病気にかかりやすい 15 3 2 3 7 7 4 4 2 1 1 2 8 1 

2 0夜よくねむれず困る 41 12 6 12 11 9 15 17 4 9 1 10 16 1 

健 3。時々気分が速くなったりめまいが 45 13 15 13 4 16 13 16 8 9 3 5 17 3 
するので気になる

4 0 自分に悪い遺伝（色盲、精神面） 4 2 1 。1 2 。2 。。2 1 。1 
がないか心配だ

5 0良く食欲不振になる 52 17 10 15 10 17 17 18 9 9 。9 20 5 
6 0たびたび風g-μを引くので困る 73 18 25 21 9 29 27 17 12 17 3 14 27 0 

7 0身体の事で医者に相談したいと思 37 7 11 15 4 15 13 9 5 6 4 7 12 3 
日E っている

8 0 しばしば頭が重くなったり、 痛く 63 16 17 18 12 22 17 24 9 8 4 18 22 2 
なったりする

9 0耳鳴りがして困る 11 2 5 2 2 5 4 2 2 5 。2 1 1 

1 0アノレノくイトがしたし、 164 30 44 52 38 54 52 58 27 42 10 22 48 15 

t主
2 0奨学金が欲しい 97 34 25 15 23 37 39 21 11 25 4 21 30 6 

3 0家庭が経済的に困っている 70 23 15 19 13 33 23 14 12 15 2 16 23 2 

4 0卒業まで学費がつづくかどうか心 15 8 4 1 2 5 6 4 2 1 2 1 7 2 

自己だ

5 。毎月固定した収入や送金がないの 8 2 2 2 2 4 2 2 1 2 1 1 3 。
済 で心配だ

6 0食事に金がかけられない 12 1 4 4 3 5 6 1 5 2 1 1 2 1 

1 0語学の能力がたりない 123 31 21 32 39 48 41 34 24 25 6 24 37 7 

百色
2 0 自分の能力に自信が持てない 94 27 19 28 20 38 30 26 15 18 2 16 35 8 

3 0 自分の考えを言葉でうまく表現出 127 31 29 42 25 48 37 42 15 23 8 29 37 15 

来ない

4 0勉強にうちこめない 114 29 31 .37 17 38 43 33 14 26 5 12 45 12 
力

5 0効果的な勉強のしかたがわからな 112 38 31 25 18 42 37 33 12 24 4 12 48 12 
し、
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（その2)

校全学生

各 学 年 各 科 選手成績別 運者動のを成し績な別い

項目 帝国 音日 124 110 117 95 114 158 144 59 96 20 77 162 32 

446 1年2年3年4年 E M C 上中下 上中下

能 6。勉強の時間がたりない 84 24 15 30 15 39 31 14 6 21 2 14 39 2 

7 0専攻学科をうまくやっていけるカ、144 37 40 46 21 55 40 49 24 33 1 27 51 8 

力
どうか不安である

8 0 自分の適性がわからない 115 30 27 30 28 48 34 33 13 28 8 25 33 8 

1 0大量生産的画一的な講議のやり方 64 4 7 15 38 23 19 22 9 16 4 13 17 5 

に不満がある

2 。学校の成績は能力を正当に評価し 50 4 8 19 19 18 11 21 9 12 0 10 17 2 
教 ない

3。勉強することが多くて困っている 147 54 32 32 29 54 38 55 21 35 6 30 42 13 

宵

4。先生はもっと学生に対して関心を 122 23 23 37 39 53 27 42 27 30 5 18 33 9 

もって欲しい

内 5 0校内で自習する部屋がない 33 8 3 6 16 11 10 12 2 7 1 7 14 2 

容• 6 。習っている事が役に立たない様に 63 12 9 20 22 15 17 30 5 20 3 12 20 3 

思われる

7 0あま りにも規則や手続きが多すぎ 169 19 39 51 60 49 62 58 32 48 13 20 45 11 

方 る

8 0休講が多すぎる 6 1 1 2 2 2 2 2 i_ 。。2 1 2 
法 9。誹議がむずかしすぎる 65 21 17 18 9 18 19 28 9 12 4 15 24 1 

10 。履修科目が多すぎる 50 16 12 8 14 17 17 16 4 10 3 6 25 2 

課 1。課外活動の時聞が少ない 65 17 16 16 16 27 21 17 17 21 1 12 13 1 

外 2。ナークノレ活動と学業が両立しない 51 21 8 17 5 15 23 13 14 7 3 5 17 5 

i舌 3。もっと運動がしたいが時間がない 61 20 14 9 18 26 22 13 8 14 5 12 20 2 

動 4。部な内の対人関係がどうもうまくい 29 8 6 10 5 10 10 9 4 6 3 3 12 1 
カミ し、

対 1。もっと教官と個人的に話し合いた 78 16 9 33 20 24 26 28 17 12 4 17 27 1 

人
し、

2 。学内に精神的な支えとなる人がい 102 19 20 32 31 34 37 31 14 25 6 24 26 7 
関 ない

係 3。学生の気持を良くくんでくれる先 117 25 17 35 40 44 31 42 18 30 3 23 37 6 

生が少ない
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（その3)

〈校学生三二
各 学 年 各 科 選手成績別 運者動のを成し績な別い

項目 帝国 124 110 117 95 114 158 144 59 96 20 77 162 32 

制：6 1年2年3年4年 E M C 上中下 上中下

4 i J¥';'tl:＂＂ーが欲 しし 79 23 9 20 27 20 28 31 10 19 4 15 25 6 

対 5。孤独に苦しんでいる 3 。。2 1 1 1 1 1 1 。。 。
6 0先輩、友人がいけない 17 2 4 4 7 8 4 5 2 4 1 4 5 。

人
7 0 自分を理解してく れる人がし、ない 41 1 10 14ユo 12 16 13 4 9 。5 21 2 
81 0本当の友人が欲しい 151 50 42 39 20 52 56 43 19 28 13 28 52 11 

関

9 0人となかなか親しくなれない 30 7 10 6 7 11 11 8 5 ，。、 1 5 13 3 

係 10 0人とのつき合いが下手である 79 28 20 16 15 27 29 23 16 10 2 19 27 5 

1y 異性との交際の機会がない 120 18 30 47 25 39 47 34 27 28 10 20 20 15 

1 0立身出世主義の世の中に反識を感 102 23 21 23 35 37 34 31 13 21 4 16 43 6 

じる

2 0傍観的な態度を取る人が多すぎる 110 19 16 38 37 32 37 41 22 26 5 21 34 2 

思 3 0思想政治についてもっ と学びたい 93 14 16 36 27 36 21 36 13 22 4 20 30 4 

4 0社会的慣習の束縛に悩んでいる 22 0 11 7 4 9 7 6 4 ο r、 3 3 9 。
γ人は社会的司＂＊＊~filf1n加 77 21 18 19 19 28 23 26 10 21 4 16 22 4 

たりない

61 o現在の社会制度に矛盾を感じる 99 30 20 22 27 4ス 34 22 13 22 8 21 24 11 

7 0政治に対して不信不望を感じる 115 31 19 31 34 41 39 5 5 28 8 25 29 10 

想 8。学生として政治問題と取り組んで 16 3 2 7 4 7 3 6 3 3 2 3 6 1 

良いか悩む

9 0立派な校風を樹立したい 162 48 30 42 42 62 51 49 24 32 10 34 49 13 

101。私るの学生生活は自主性に欠けてい 146 42 30 46 28 50 49 47 20 33 20 

看守 1 。旅行がしたくてたまらない 215 41 55 61 58 59 87 69 28 54 14 36 68 15 

日毘 2 。趣味として音楽絵画を習いたい 69 12 13 29 15 22 21 26 6 13 2 16 26 6 



36 

（その4)

校全学生

各 づ持ι一 年 各 科 選手成績別 運者動のを成し績な別い

項目 示田 音日 124 110 117 95 114 158 144 59 96 20 77 162 32 

446 1年2年3年4年 E M C 上中下 上中下

3 0映画を見すぎる 16 2 4 8 2 7 2 7 2 3 。2 8 1 
余
4 0教養を高めたい 105 34 21 23 27 42 31 32 21 17 7 20 35 5 

5 0 レクリェ－vョシの場が少ない 98 26 23 27 22 27 43 28 17 26 4 17 28 6 

6 0好きな事をする機会と時間がない 144 43 27 34 40 48 46 40 22 31 7 31 45 8 

7 0休日をもてあましている 36 9 12 16 9 1、7 11 8 6 8 。9 11 2 
H吾

8 0生活にうるおいがない 101 27 15 32 27 28 39 34 12 21 8 10 42 8 

1 0周囲が騒しいので勉強が出来ない 78 26 23 20 9 31 22 25 12 13 7 9 30 7 

生
2 0同室の人とうまくし、かない 18 7 5 5 1 7 5 6 4 4 。5 3 2 
3 。家族から孤立している様で淋しい 20 6 4 7 3 8 7 5 3 4 。 6 。

j舌

4。部屋がせまくて陰気である 29 4 11 4 10 13 10 6 4 11 2 4 8 。
環 5。同居人がいるので完全な自由がな 30 12 8 5 5 11 11 8 3 7 1 10 9 。

し、

6 0食事のメニューがし、つも同じでつ 115 27 18 47 23 45 35 35 12 36 9 14 38 6 

境
まらない

7 0今の自分の環境では身体をこわし 23 8 3 7 5 11 8 4 、つJ 7 1 2 8 2 
はしないかと心配である

8 0落ちついて食事をとる事が出来な 21 6 4 7 4 11 10 0 5 7 1 2 6 。
し、

1 0 自分の本当の姿がつかめない 123 36 26 33 28 47 49 27 23 23 2 24 44 7 

人
2 0人生のいき方や目標について悩ん 138 40 23 44 31 42 50 46 17 31 3 26 52 9 
でいる

3 0大人になることに不安を感じる 26 4 5 11 6 10 6 10 4 6 1 3 12 0 

4 0人生じ希望が持てない 36 10 4 15 7 13 9 14 1 12 3 5 10 5 

5 0何を信じて良いかわからない 38 4 9 17 8 16 9 13 8 8 4 5 11 2 
生

6 0見栄を張ったり背のびをしがちで 78 16 22 23 17 25 29 24 16 21 8 16 23 3 
ある
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（その5)

各 品ず4・ 年 各 科 選手成績別 運者動のを成し績な別い

項目 王国 部 124 110 117 95 114 158 144 59 96 20 77 162 32 

446 1年2年3年4年 E M C 上中下 上中下

人 7 。宗教の役割に疑問をもっ 57 15 13 1マ12 16 23 18 11 10 2 14 19 1 

8 0信用出来るのは自分だけである 57 13 18 18 8 19 15 23 6 15 6 8 18 4 

生 9 。傾倒出来る宗教がほしい 6 2 3 1 。3 2 1 1 1 1 2 1 。

1 0本校卒業後は大学に編入したい 52 12 14 13 13 18 15 19 10 8 1 11 17 5 

2 0本校3年で大学に進学したい 10 3 1 3 3 7 1 2 1 2 2 1 。グ、 1 
：｜守

3 0 自分の将来で両親と意見が合わな 11 1 1 2 7 4 1 6 。3 3 。4 1 
し、

4。どうやって将来をきめるか困って 96 19 25 28 24 31 32 33 22 23 3 15 29 4 
いる

5 0高専教育が職業の為に役に立っか 51 3 13 18 17 17 9 25 ロ 16 3 7 12 1 
どうかうたがわしい

6。職業についていろいろな資料が欲 116 25 21 44 26 45 42 29 14 32 6 20 40 4 

しい

7。自分の選んだ学科で仕事につける 96 34 17 27 18 29 30 37 11 22 4 19 33 7 
かどうか心配だ

8 0学校在学中に職業的な助言が欲し 67 19 11 26 11 18 33 16 14 11 5 11 24 2 
し、

9 。卒業後も職業の事での相談室が欲 61 14 15 22 10 21 25 15 10 20 2 9 19 1 
来 しい

10。他の学科に転科したい 5 2 1 1 1 2 。3 。1 1 1 1 1 
11。自分の将来の職業選択が賢明だっ 157 42 34 43 38 51 50 56 21 34 19 24 39 20 
たかどうか疑問だ

1 0家族の事で心配がある 44 8 12 9 15 14 21 9 9 8 2 10 11 4 

家
2 0家族が自分のために犠牲になりす 41 13 7 12 7 16 17 8 10 4 4 7 12 4 
ぎる

3 0親を尊敬出来ない 13 3 4 4 2 6 5 2 、つ) 1 。5 4 。
4 0親があまりにも干渉しすぎる 23 7 6 6 4 5 7 11 4 5 1 2 8 ο r、

5 0両親は相談相手と してはものたり 58 14 11 16 17 21 22 15 9 13 2 11 20 3 
庭 ない

6 0 自分には安住出来る本当の家がな 9 2 1 6 。4 5 。3 1 1 1 2 1 
し、



3i? 

（その 6)

校全学生

各 学 年 各 科 選手成績別 運者動のを成し績な別い

項目 車田 音［； 124 110 117 95 114 158 144 59 96 20 77 162 32 

446 l年2年3年4年 E M C 上中下 上中下

家 7。家族との接触が少なくて淋しい 47 16 7 16 8 18 16 13 7 15 2 15 8 。
.s o.兄弟とどうもうまくやっていけな 16 3 3 5 5 6 4 6 4 6 。1 4 1 
し、

庭 9。親があまりにも自分に期待しすぎ 60 17 15 17 11 22 21 17 5 12 9 6 23 5 

る
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Liquid Molecules in the Non-spherical Cells 

Tatsuro NAGATA 

(Received 19. 9. 1967) 

In treating the liquid state, there are some methods. In this paper, the cell method 

has been adopted. We have extented the theory by adopting the familiar method of us-

ual cage model by Lennard-Jones and Devonshire. We suppose non-spherical molecuie, 

the interaction potential is non-spherical, too. And as we suppose that the field in 

the cell is non-spherical, treatment of equation is troublelsome very much. We has de-

rived the equation of state. 

1 . Int『obudion

ln treating the liquid state, there are some methods. The methods employed by 

various authers can usually be classified as belonging to one of three geneal categories; 

1) The development as a power series of activity. 

2) The method of integral equation. 

3) The cell method or free volume method. 

The cell method is what is most frequently used to find approximate equa-tions of 

state. It is originally more intuitive than formal in its derivation. The method can be 

regarded as a formal use of the principle that a real system at equlibriium always 

adjusts its distribution to give the minim.um value of the appropriate thermodynamic 

potential. 

The cell method of computation has been the one which has the most fruitful in giving 

relatively simple numerical values for the equation of state over a wide range of densi-

ties and temperatures. It would seem as though this method is capable of consideradle 

improvement although it .is to be feared that introducing improvements will greatly in-

crease the complications 。fthe numerical computation. 
We have extended the theory by adoptirW the familiar method of usual cage mod-

el by Lennard-Jones and Devonshire. 

As in our previous paper, we suppose that one molecule exists into a cell and interacts 

between the nearest neighbour rnolecoules. Now, as we suppose non-spherical molecule, 

the interaction potentictl is non-spherical, too. And as we suppose that the field in the 

cell is non-spherical, treatment of equation is troublesome very much. 

2 . Formula of mean potential energy 

In treating the liquid state with any model. We have to find the meaロpotential energy 

of interaction between two molecules. The mean potential energy between two mole-

cules at distance ri::? may be written down in following formula, 

一一一一 I lφ（r1::?)F1 (r1，札01)F:2(r::?, CfJ::?, {}::?) dv1d・v'.!. 
φ（r1:!) ＝ννp  r 
1 I I F1Cr1,CfJ1,01)F".J（ら，CfJ::?,O::?)dv1dv::?,

where r1::? denotes the distance between two molecules, (ri，机，Oi)denotes the 

polar coordinate of molecule i ; (its origin is the point of rest sites of each molecule.) 

φ（r1::?) denotes the intermolecular potential energy between two molecules 
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at distance r1~ , Fi denotes any function restricted its diretion and distance of 

translation of molecule i . In the case of L-J. and D., 

f( ro ¥i" [ ro ¥ G l 
φ（r1:?) ＝φ。 ~I一一 l :!-21一一l( 、、＇12’、， 121 I 

Fi (r1,<p1,01）ニδ（九－r)'

F2 (r:! ,<p2 ,02) ＝δ（r:!), 

where 仇 denotesthe minimum value of intermolecular potental and 向 isthe va-

lue of the distance r at which this minimum occurs. 

In our case, we do not suppose that molecules can move in any direction freely, 

with same probability, but we suppose that they can move easily in one direction and 

uneasily in another direction. Namely, this may shows it is non-spherical cell, but not 

spherical; or, we may think, the field, acted from surrounding cell to the cell, is non-

spherical. The potential energy, used by us, is the L-J. and D’s potential energy. 

Let we adopt as the potential energy one of Rowlinson and Sutton who correct the 

L-J. and D’s potential energy. Then, if we take the mean over all direction, this value 

of orientation becomes only a constant value, so the numerical correction, in the coeffi-

cient of the L-J. and D’s potential energy answers the purpose. 

Namely, when we take the mean over a>12 (which is the angle between each other) 

the following potential energy by Rowlinson and Sutton, 

φ（山）＝φo｛（先）～
then we have the formula 

何百二u十 2δ）φか2(1すめ〕．
Now, let denote the position of molecules 1 and 2 as r1 (r1，α1!31) and r:!(r2，α2f32) 

or (x1,Y1, z1) and (x2,Y2, z2), respectively. Then, we have 

（……M Y 1 = r 1 sin dv1 sin f31, 

z 1 = r 1 cos dvi, 

（……∞ Y 2 = r 2 sin Cι2 sin /12 ， 
z 2 = r 2 cos O乙2， 

z 

x 

The distance r 12 between two molecules 1 and 2 is 

1'122 = (x1-x2)2 + (Y1-Y2)2 + (z1-z2)2 

Z' 

Y1Y' 

xr 

= a 2 + 1¥ 2 + r22 -2 r 1 r 2 (sindv1 cos/11 sindv2 cosf32 + sindv1 sinf31 s.indv2 sinf32 
+ cosdv1 cosdv2) 

-2a(r1si孔dv1sin/11十 r2 sineι2sinf32). 

Let us suppose that the position, which the molecules lie, is not isotropic, but 

anisotropic. Let us adopt the scheme of spheroid simply. We denote the direction of 

the major axis of the molecule as fゆ，θ）．



z 

I 1 ((/Ji，θ1) for x,Y,z-axis, 

， 
x 

I :i ((fh，θ：！） for x〆，y〆， z/ -axis, 

r 1(r1,<p1，θ1) for l 1 , 

r2 (r2 ， ~ρ2,02) for I 2・
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Z' 

Y1Y1 

If we write r 1 and r 2 for x, Y, z -axis and zぺYぺz/ -axis, respectively, we have 

r i ( r 1，ηI，θ1, ＋ε1) and r 2 ( r 2，η2，θ2 + ~2) respectively, where 

r cos<p1一cosη1cosa>1 cos~ -::; 1 - sinη1 sina>1 rnη：：！ =cosιcos 
cos日D2 一 cosη2 cosa>:i 

cosε － ::; :! - sinη2 sina>:i 

Accordingly, when interchange cι→ηand S→θ＋ ~ is done, we have as the distance 
ri:i the fallowing formula, 

石2＝ α2十九2十ゲ－ 2 r 1 r 2 { sin111 cos （θ1 ＋ ε1）山η2cos （θ2 + ~:i) 

+ sin111 sin （θ1 + ~1) sinη2 sin （θけむ）十 C州 lc州 2 } 

- 2α ｛ r 1 sinη1 sin （θ1 十 ~i）十 r :! sinη2 sin （θ2＋ι）｝ 
z 

てと＼＼

＼、、’7

<l>¥ ' 

y 15～0 ¥ 

n ト込

We can have easy the following formulae by the theorems of spherical trigonometry, 

{ c州＝ c…伊＋ sina> cos少cos（π－0) 
cos少一 cos11cosa> 

cos~ -"' - sinηsina> 

Now, we write down the ellipsoid in the form following, 

a x2 + by 2 + c z 2 = α r2 sin::?cι cosヨ[3+ b r 2 sin2d, sinヨ戸 + cr2sin2ii, 
= c r 2 CL1x sin2cι cos・i13 + L1y sin2d, sin2[3 + 1) 

= c r 2〔1+ ｛凶－ L1x) S凶戸十 L1x} sin2d,〕
= canst. 



where 一三一＝ 1 + Llr. and 一色一＝ 1十 Livc - c -
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Then, F can be written in the follow-

exp. －γρ 〔1+ { (Llyーん）s叫＋ Ll.x} sin2必〕
= cost. exp. -r r 2 〔1+ LI sin2cι〕

where LI = (Lly -Llx〕sin2/3+ Llx・ Inthe spheroid, Llx = Lly = LI. 
For the direction of the major axis of ellipsoid orientes to Cの， θ〕， theellipsoid 

can be represented in the following form, 

（αcos2θ ＋ b si孔2θco

＋（αsin2θ ＋ b cos2θ cos2(/) + c cos2θsin2aう） y 2 
+ ( c cos2（／） 十 bsin20) z 2 
+ 2 （αsinθcosθ－ b sinθcosθsin2(/) - c sinθcosθcos20) x y 
+ 2 ( b cosθ cos(/) - c cosθcos(/)) sin(/) • Y z 
+ 2 ( - b sinθ cos(/) + c sinθcos(/)) sin0 • z x 
= canst, 

The mean potential energyφ（r12) is represented by the following, 

ing form, 

F(r, dv, /3) = const. 

｜… lφ（ r 1::.?) F ( r i(/J101([)1θ1) F ( r 2~ρ'202G九θ：.？）r1 2sin01r22sin02 d 1・ 1d01 d CfJ1dr:.?d02 
φ（r12)=r r 

l…l F(r1cp10101θ1) F ( r 2CfJ202([)2θジr12sinθ1r22sin02dr 1d01dC[J1d r 2dO:.?d(/J:.? 
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with 

F ( r cpO（［）θ）＝叫〔－ A r2{ （αcos2θ 十 bsin2<'9 cos2 ([) + c sげ θ山吻）山2ηcos2（θ吋）

＋（αsin2θ ＋ b cos2θ cos2(/) + cos2θsin2(/)) sin2ηsin2 （θ十主）
十（c cos20 + b sin2(/)) cos2η 
十2(a sinθcosθ－ bsinθcosθsin2(/)-c sinθcosθcos2(/))sin2ηsin（θ十ご）cos （θ十さ）

+ 2 ( b cosθ cos（／）一ccosθcos(/)) sin(/) sinηcosηsin （θ十主）

十2(-b山 θcos(/)+ c sinR cosθ） sin@ sinηcosηω （θ十さ）｝〕

cosη ＝ cos(/) coscp + sin(/) sinψcos （π－ 0), 
cos少一 cosηcos(/)
sinηsin0 

cosξ ＝ 

We see that it may be impossible to perform the computation of these equations 

directly. We perform this computation by the following approximation. 

和玉） ＝÷｛百二百十 四 τ否 ＋百五二）｝

where φr，φy an dφz represent the mean potential energy when the rotational axis 

lies in the direction of x, Y and z axis respectively. Such an approximation is the 

way used frequently. The computation becomes very simple. 

- eーア 7・2 ( 1 +LI sin2dv) 
Fx = Fy = F zー

where dv denotes the angle measured from the rotational axis. When the rotational 

axis lies in the x or z axis, the equation replaced x with z sets the same result. 

r122 ＝ α2 + r 2 - 2 a r sino乙sin/3.
In the Y axis lies, 

r122 = a ::i + 7・2-2a rcoscι， 
where o乙and/3 are shown in Figs. 4. 
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We have the following equation after troublesome work. 

~＝φ。 ［｛（子)12 -2（刊 ＋2π｛（-sf)12-（引｝

4.3 

.2 ( _ l ) n-1 (2 n + 1 ) ! ！ー（γLI)n-1 （三）;in-1
n (2n+2)!! (n-1))¥al 
× 
.2 ( 1) n-1 (2 n --1) ! ! （γLI) n-1 （斗
叫 （2n ) ! ! ( n -1) ! ¥a I 

.2(-l)1q (2n+l)!!. （γLI) 11-1 （三）:in
叫 （2n+2)!! (n-1) ! ¥al 

n-1 (2n-1)!! （γLJ) n-1 I r ¥ 2n-2 
.J,'(-1) • ( l 
叫 （2n)! ! （η－－1) ! ＼α／ 

+8 { 7（子)12-4 （子r}

（~） 2 
-3｛（子)12－（七）。｝

_2(-l)n-1」主竺二.DlL.（γLJ)n-1 { ！＿二12 ~ 
(2 n) ! ! ( n -1) ! ! ＼α／ 

3. General treatise 

We stand for intermolecular potential energy byφ （ r), at distance r between two 

molecules. Interaction potential energy acted from the nearest neighbour molecules, 

when all the molecules exist in the rest sites, in the following; 

u(o)=.2 φ（ai), 
• ~ 1 

where z is the number of the nearest neighbour sites,and ai is the distance between 

the rest sites. But in liquid state, each molecule moves freely around within the cell. 

Then if the molecule translates by 7・fromthe rest site, the interaction potential 

energy is the following; 

u ( 1・）＝ 2φ（ 1・i)

where ri represents the distance between the nearest neighbour molecules. 

The interaction potential energy, measured from the rest potential energy, is 

u(r)-u(o)= l;φ（ r i) - .2 φ（αi) . （α） 

This potential energy is calculated as follows. First we make the oentre molecule 

translate at a distance r into various direction, and we calculate the mean potential 

energy between the nearest neighbour molecules. 

京子了＝JJQφ（1・）dSJ/ J rQd .. Q, 
where .Q. is the whole configurational space. Next, let distance between the nearest 

neighbour sites be a constant ，ム thenequ.（α） becomes 
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u(r)-n(o)=zφ（ r )-zφ（α）， 

Used this potential energy, free volume becomes 

Vf=eJ:!e一｛u(r)-u(o）｝！げ dγ． 

Moreover, when each molecule exists at each rest site, let total potential energy denote 

-Nxo, where N is the total number ot molecules in our system and; 

ーχo＝ーすゅ（α），

whereas, if we take count of interaction between the second nearest neighbour mole-

cules, an error diminishes still more. 

The partition function of system is, in using these equations, 

z=( 2π7JT）τ〔j(T）〕N χ内

ekT.v1 

where j (T) is partition function of the degree of inner freedom of each molecule. 

Helmholz’s free energy is 

3 
I 2πmkT,2 

F = -N k T 1 n ( ) -N Ii T 1 nj ( T) -k T ＋一一φ（a)-NkTlnvf・
' frt:! J 

Pressure is 

ρ＝－（許）T＝千七－-rl子年t¥-2+ （土佐－1）〕

4 . Equation of state 

φ（α）＝φu { （子)12-2（子f},
and so 

u(r)-u(o) = z φ。（｛（？）三2 （~r'}+2π ｛（子)12－（子／｝ A

+8 { 7（子)12-4（引い－3{ （子)12－（子t}c十 〕
- z ¢0｛（子rー2（子r},

where 

A =.2:( _:_l) n-1 (2 n +I)!! （γL1) n-1 Y n－~ / 
(2n+2)!! (n-1) ！ー／

B=.2:(-l)n-1 (2n+l)!! （γL1)n-1 yn /D, 
(2 n +2) ! ! ( n -1) ! / 

C=Y /D  

D=.2:(-1）目 （2n 1)!! （γL1) n-1 Y n-1 
(2 n) ! ! ( n -1) ! 

Y=(7)2 

Free volume is 

f = e J:-4πr2e-{u(r)-n(o)} ／げ

= p v J 04 y －~－ e -{u(Y)-u(o)} /kT dY 
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whもre

u(Y)-u(o) 

= zφ。〔2π｛（子)4－（ヂ）2}A+8{7（子r-4（ヂ）2}B 

-3 { （子)4－（子)2}c＋・ 〕
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where 

A=l:y÷Ae -{u(Y)-u(o)} Iげの／万
五イy÷Be-{u(Y)-u(o)} Iげの ／万
万＝｛：Y+ce-{u(Y)-u(o)} Iげの／万
五イーパeード）－u(a)}/k～ 
When each molecule exists at each rest site, total potential energy -Nχ。is

ー χ。＝つトφ（a）＝すけ。｛（テ)12-2（~t}. 

If we add to 20% increase by the attraction (at f .c.c.), total potential energy becomes 

。＝す z 。φ ｛（~)12 -2.4（三。）マ

Then pressure is 

ρ＝功。｛2（午r-2.4（ヂ)2｝手＋ k rfv-11-z v 1} 

＝与（弓手。｛（午r-1.2（ヂ)2｝十v/vtnv1〕

＝千［1十号ヂ｛（テr-1.2（テ)2}

＋岩子［4π｛2（羽生－（今回＋32{ 7 （午r-2 （ヂyp~－

-6 {2 （羽生－（与。)2｝百十 〕〕

From this equation and following conditions, 

（許）T = 0, and （詳）T =Q' 
we have the critical temperature Tc, 

T _ 43.φ。丙2
c-72 KV’ 

where 

甲＝2+8πA+224B-12 C＋・・・

丙＝ 2.4+4πA +64B -6C＋・・・・
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In small L1 , pressure becomes 

P=P。＋L1・与〔一号ヂ（（羽生－2.4（テ）2}

十三位Lψ。 (rd~(1-＿＿＿.！：＿一色d f十y÷eーい。（Y)-u(o)}/kTdy 
k T v of l 2 v of 8 v J o 

十y÷a{uo(Y)-u(o)}e -{u0(Y) u(a）｝／げの｝〕
k T o 8 v 

In the right hand s'ide, the second term is the corrective term, and letters marked by 

suffix “0“are the one of spherical model. 
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軟鉄の電気熔接における境界 (2) 

ヨく 田 達 良日

（昭和42年9月19日受理）

Boundary Layer between Matrix and 

Attachment of Soft-Iron by Electrical Welding (2) 

Tatsuro NAGATA 
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The diffusion coefficient of melted iron has been deduced from the width of 

boundary layer produced by electrical welding of iron. 

The deduced velue is about 10-4 cm:i/sec and is layer about 105 times than the 

value of diffusion coefficient of solid solution iron at the same temperature, 

5×10-o cm:i /sec. 

The diffusibility to ground iron side is not equal to the diffusibility to welding 

part side. We can understand this difference by the reason which the diffusion 

coefficient depends on the fractional concentration. 

1 .序論 ている。

拡散の機構の研究はこL十数年の聞に数多くなされ その他、いろいろの材料についての実験11や理論12

ている。 不純物の拡散に対する研究、貴金属中の不純 的研究も行なわれている。

物拡散の研究が報告され、拡散の機構についてかなり さ て、 我々がこ L に提出するのは、 前報1：~に記載 し

良く知られるようになった。 1吐 た dataを拡散の立場から、今一度ふり返って見よ

Batra と Huntington：~に よ れば、 高純度の Zn うというのである。

単結晶中に放射性 tracerCuと Ga を拡散させる 実際に現場で行なわれている熔接の技術が、果して

ことによって hexagonal軸に平行な拡散と垂直な 工合よく行っているものか、どうかを調べよう として

拡散とを測定している。 学生の実習の際に行なわれた材料をもって来て顕微鏡

Wuttigと Birnbaum'1は Ni中に存在する刃 で覗いている中に面白い事実が見出された。学生は入

状転位に治つての自己拡散を測定し、 拡散係数として 学するとすぐにも機械科の者は、実習としてその中に

20exp (-1.6/kT) cift/sec 電気熔接があって実習に従事するのであるが、それら

（エネノレギーの単位は eVである。 ）を得ている。 が最初から上手に接着できるとは限らないだろう。そ

塩化ナト yワム中への鉛イオンの拡散については れを見わけるには何を使用したらよいか。大いなる欠

Allen, Irelandと Fredericks5が行い、 陥は肉眼で直ちにそれと見られよう。 しかし見たと こ

Stasiw, Teltowと LidiardG の提案した理論の ろ別に異常がなさそうな時には顕微鏡下で調べるのが

ように、不純物一空孔の混合T を含む機構によって生 一番であろう。 こうして得られた訳山の試料を調べて

ずることが明らかにされた。 いる中に当然のこととして、 うけ入れられるものや、

文、.Gupta, LazarusとLiebermansらによる 中には何か変った状態を示しているものなどが見付か

と、 Au-Cd合金の自己拡散を放射性 tracerを用 って来た。その中の一例を前報に載せておいた。それ

いて測定している。 は熔接個所における境界層のこと であった。境界層

CdS単結晶中への Cuの拡散については、光学的 は、原の地鉄と熔接棒とが高温になって熔解した際、

方法で Szetoと Somorjai9が測定している。 光 それらがお互に熔け合うこと、 即ち相互拡散によ って

学的に透明な材料については、非破壊的な測定方法で 出来たものであることは当然である。 従って境界層の

あり、他の方法を使うよりも有望であると息われる。 厚さを測定することによ って相互拡散係数が求まる筈

その他、流体中での拡散の研究10も数多く行なわれ である。
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その結果、 1812°Kに於ける値は約10--icm2/sec 

（液状鉄の値で）であらうということが得られた。

2 . Fickのj去貝l

Aという溶媒に、 Bという溶質が溶け込んでいると

き、 Bの濃度が場所によって差があれば、時間が経過

して行ぐと共に、その濃度差がなくなるようにBが移

動してゆく。このBの濃度のみを調べるとき、それが

ある場所における濃度cの時間的変化は、一次元の場

合に

f) c hθ2 c 
fJt L/ f)x2 

で与えられる。これが Fickの第2法則14と呼ばれて

いるものである。こ LでDを拡散係数と呼び場所によ

って変化しないという仮定をしている。

こLで
f xくO で c=1 

t=O のとき ) x>Oで c=0 

という初期条件の下で解を求めると

x 

1 r噌 2 ( 2〆万T -v2 l 
＝一一一＜ 1ー「士 1 e J d Y > 
2 l iiπJ J 

0 

をうる。従って高温に保持した時間 tと場所xにおけ

る濃度cがわかれば、上の式から逆に拡散係数Dが求

められる。

更に拡散係数Dは温度の関数であり、 Arrhenius

の式に従うとすると

D(T) =Do exp (-HJ k T) 

の形で表わせる。こ LにHは拡散に対する活性化のエ

泳ノレギーである。 D。は振動数因子と呼ばれ

Do＝α2 u {3 exp (Sf Id 

で与えられる。こ Lにαは格子定数であり、 Uは原子

の振動数で Debyeの振動数を採用すると、大体1013

の桁の値である。戸は結晶構造によりきまる量で、面

心立方格子で__L、体心立方格子で__l_、体心立方格
12 ~ 

子の格子間原子の運動の場合はすで与えられる。又

Sはエントロビー、 hは Boltzman定数である。

若し物体中の温度が場所により異なるなら、拡散係

数D=const.とは置けなくなる。拡散係数Dは温度T

を通して場所の関数となるから

δt a θc _ BD θc ()2 c 
一一＝一一一(D一一一）一一一一一＋D一一一－ac ax ax ax ax ax2 

を解かねばならなくなる。

格子間型固溶体において、小さい原子が格子の聞を

通り抜けて拡散する場合の拡散係数は、置換型固溶体

の場合に較べて著しく大きい。その例として、鉄に対

して格子間型固溶体を作る炭素の拡散係数は、

1000。Cで10-1cm2/day （約1Q-Gcm2/sec) 

であるのに、鉄に対して置換型固溶体を作るアノレミニ

ワムの拡散係数は11so0cで

1.7×10-3cm2 /day （約1.9×10-scm2/sec) 

クロムの場合は同じ温度1150°Cで

5.9×10-5cm2 /day （約6.4×10-1ocm2/day) 

と温度が高いのに、 102～10 4倍に小さくなってい
る。 1針。

3 .拡散係数

前節に与えた Fickの第2法則の解が利用できる様

にするために、次のように考えることにする。

ある時間の間（短かい時間）、物体が一定の高温に

保持されていて、その後は室温に急に下がったという

条件を満足しているとしよう。即ち、電気熔接をして

いる聞のみ高温に保たれていて、それが終ると直ちに

冷えて室温にまで下がってしまうと考える。現実には

その高温の聞は液体状になっており、その後は少しだ

け温度が下がっただけでも液体から固体になっている

だろう。すると固体の状態の時の拡散は、液体の時の

拡散に較べると桁違いに小さいから、液体の聞の時間

だけで拡散の量は定まり、固体じなってからの拡散の

量は補正項程の影響も与えないと見てよいだろう。

Pbにおいて、自己拡散係数Dの値は343°Kで

D液＝2.22cm2/day(=2.55×10-5cm2 /sec) 

であり、 324°Kで

D国＝4.78×10-5cm2/day 

(=5.35×10-1ocm2 /sec) 

である。従って液体から固体になると、拡散係数は

10-5倍に小さくなる。

Feについても、これと同様な関係が成り立つと して

D；夜与 l05D固

を採用してよいであろう。

次に Fickの法則は、原子や分子についてのもので

ある。分子も多原子分子というより単原子分子の方で

ある。

従って高分子や結晶微粒子等のように大きいものに

ついてはもっと別の違った法則に従うであろうことは

当然であるが、我々は現在の場合にも Feの原子では

なくて微粒子の移動にも、この法則が成り立つと仮定

する。これは確かに非常に乱暴な仮定である。しかし

拡散の行なわれている状態が固体ではなくて液体であ

るということから、この乱暴な仮定も、 ある程度容認

されるだろう。

数表を利用するために、前節で与えた濃度cに対す

る式を次の様に変形する。
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今4く Cく-fの値のところを境界層とすると、
数表15より

C＝ーをに対して X=0.6万

をうる。

従って境界層の巾を Jとすると

l =2x 

=2〆三万tX=l.35〆互万7
で求められる。

γ－Fe に対する自己拡散の活性化エネノレギ－Qと振
動数因子 Doの実測値は表の通りである。

表

J D0 (cm'2/sec) I Q (k叫 mol)
① 5.8 74.2 

② 0.58 67.9 

③ 0.7 68.0 

この表の値を使って、純Feが融ける温度1539°Cで

の拡散係数を求めてみよう。

D=Do exp (-Q/RT) 

こLで R=1.987 al/mol、 T=1812°K

①の場合 D=6.4×JO-D cm'2/sec 

②の場合 D=3.7×JO-D cm'2/sec 

③の場合 D=4.3×JO-'J cm'2/sec 

従って 1812°Kでの γ－Feの自己拡散係数は
D図＝5×JO-Dcm'2/sec 

を採用してよいであろう。すると同糧度における液体

の Feの自己拡散係数は

D波＝10＂・D回＝5.×10一生 c111z'2/sec 
であるとしてよいであろう。すると境界層の巾は

l =1.85/2×5×10--1 t cm 

=1.35×1 O-'.!. ,/JJJt c111. 

=135〆Z百子 μ 

で求められる。

電気熔接の際、高温にある時間は非常に短かく、今

問題としている個所が液体の状態になっている時間は

恐らく数秒もないであろう。 1秒以下であると思われ

る。 この時間は測定していなし、。熔接している場所で

の感じから見ての話にすぎない。これを測定する装置

は持ち合わせがないので憶測の域を出ない。そこで仮

りに時間を1秒と してみると

t =1 のとき

l =135/Hf一μ 与 430μ
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約430μ の境界層となるが、これは少し大き過ぎるか

ら、実際の液体状にある時間はもっと短かいと思われ

る。熔接棒を試料に接触さ してから、離すまでの時間

は1秒以内であるから、 Feが熔融状態にあるのは、

それの半分以下で‘ある。

そこで

t =0.1 とすると

l =135 μ 

となり、大体実測値に近い値を出す。しかしこれでも

まだ少し大きし、。これは恐らく D波がD固の 105倍と

推定したところに庇，るものと思われ。。原子や分子の

拡散とは違って大きい粒子の拡散であるから、拡散係

数自身がもっと小さいであろうし、又鉛の時に較べる

と温度も高くなっており、 1800° Kにもなると、国体

の状態にある胞子も相当に運動のエネノレギーが高くな

っているから、それが液体になっても、低温で固体か

ら液体になる鉛の場合に較べると、固体の拡散係数が

大きくなっているから、 105倍より 1桁位小さくなっ

ているものと見てよいのではないかと思われる。

そうすると

D波＝5×JO-G cm'2/sec 

として

t =1 のとき

l =135 μ 

t =0.1 のとき

J与43μ 

となり、殆んど実測値の範囲内に入ってくる。

これから逆に、 実測値に適するように液体状の Fe

の自己拡散係数を、Fickの法則に従うと して求める

と
D；仮与 10-.t cm'2/sec 

をうる。

しかし、原子の拡散の時には

D波与 5×10-'1 cm'2/sec 

を採用 してよいと思う。

4.温度変化

試料中の温度の分布状態はどうなっているか。液体

状になっている部分はどの位か。等という疑問が出て

くるので、簡単な場合について計算してみよ う。金属

は熱伝導がよいので、高温にある金属は熱の補給をや

めれば直ちに冷えるであろう。 Feの場合は、その温

度が高いから、 Newtonの冷却法則に従う限り、直

ちに液状から固状に移ってしまうであろう。

試料の一端を電気熔接していると考えて、温度分布

がどうなるかを調べてみよう。
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l 

TH T(x) s TL 

X=O x x+dx 

（第1図）

お＝！

太さ一様の棒 （長さ l)の両端がそれぞれ温度 TI-I

TL (TH>TL）に保つであるとき、熱の流入と周囲

の空気中（温度TR） に出て行く熱量が等しいとき定

常状態となるから、切口の面積をSとして、 Xとx+

d xとの閣の小部分で考えると

d2 T 
J..S－，てつ「＝K(T-TR)

~ . -
で温度分布は与えられる。 こLにえは固体の熱伝導率

であり、Kは表面の性質、表面積および媒質の性質に

よって定まる定数である。温度Tにつけた添字のHは

高いという highの、Lは低いという lowの、Rは

室という roomの頭文字から採用 している。

この式より

T - TR = c 1 e px 十 C2 e -PX 

をうる。 こ与に

P" ＝一一互一-
J..S 

である。 これに

X=O のと ころで T=TII

x = lのところで T=TL

とし、う境界条件を入れると、 求める温度は

T-TR＝ … I … 

×｛〔（TL-TR)-e-Pi (TII-TR）〕epx 
一〔（TL一日）一 ePi ( T 11 - TR）〕e外

で与えられる。

若し TL=TRなら

T 

TH 

ナマ－Tr
T-TL ＝ τ~=e今τ

×｛ eP(l-X） ー e-P(l-X) }
・nhρ （ l -x) 

.. T =TL+ (Tu-TL) 81 
sinhρJ 

x 

となる。

若 しTI-Iが物体の融解点より高く、TLが融解点よ

り低いなら一一我々が現在考えているのはこういう場

合である一一上の式は変わってくる。 即ち、固体の熱

伝導度と液体の熱伝導度では相当の聞きがあり、液体

と固体の間では熱伝達が問題となってもっ と複雑な問

題となる。 しかしそれを真正面から解く ことは問題を

厄介にするだけであるから、たど熱伝導度えをその両

者で違う値をとるとして問題を扱う ことにしよ う。

TR 

波 ｜ 回
THI },L I TM }. L TL 

。 d l 

（第4図）

X=O から X=dの聞は液状とし、 X=dから

x = lの聞は固状と しよ う。

温度を定める式は

d2T 
λ（T) S－，てつ「＝K(T-TR)

~ .. -
で与えられることは前と同様であるが、こ Lに

T>TM のとき λ（T)=J..L 

TくTM のとき え（T)＝ん

をとるものとする。添字Mは融点（meltingpoint) 

Lは液体 (liquid）、 Sは固体（solid）を意l床してい

るo

今 T-TRニO、 TM-T R=O,l[、

K 一品 J K ー布 2
ALS Z 心’ J..sS .L s 

とおく と

(}> (JMのとき

d2θ 
一つでて「＝ρL2(} たど し o £,x三d

月 「V -

Oく (JMのとき

d 2(} 
一？で「＝ρs'2(} たどし d£,x£, l 
ti x..;, 

を解いて

r~o …で日 （＝Tu-TR)
X=d のところで O=(}M (=TM-TR) 

x = lのところで O=OL (=TL-TR) 

の条件を満足する様に解を求めればよい。

。＞OM のとき
。－ePLd - e－ρLd 
×｛ ( 8 .M - 0 He-PLd )ePLx一（eM-81-IePLd) 

×e－ρLX} 



dB ρL 
dχ 一 eρLd -e－ρLd 

×｛（eJ1[-fJ}le－ρLヤω
+(old -BliePLd )e-PLx} 

。く0.M.のとき
1 

。一eρs (l-d) _ e－ρs (l-d) 
×｛（8Le－ρsd _{j .Me一九νsX
十（(} MeP sl - {} LePsヤ－ρsX}

dB ρs 
dx - eρs (l-d) _ e一九 (l-d)

×｛（e Le一ρsd一BJ1te一ムJ s 

+ (e〆sd一（｝lrteρsl)e一九Z｝ 
こLに熱ij↑：が連統につながる条件として

AL（ず子t~ ct ニ As（ず子）二cl
を使用すると

ep~乙Ld { ( t} JW - f} lie －門
十（fJl,1-8 JlePLd )e-PLd} 
ρS ). s 

- ePs (l-d) _ ePs (l-d) 

×｛（tJLe －ρsd -{} Me-Psl)eP sd 

+(BLePsd -{}MePsl)e-Psl} 

これを満足するようにdは定まる。

λLIん＝A とおくと（一般に OくイくIである。

あるいは OくA《1かも知れない。）

d÷ ~ （｝M coth（ρLd）一一＿＿_{}u＿~ 
l sinh （ρL d) J 

＝ θL一一一一一 －OJ'rt coth ρs (l -d) 
sir..hρ s (l -d) 
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がdを定める式となる。

Special caseとして

(I) A= 0 

とき）

のとき（即ち、液体の熱伝導度が 0の

一一一一空主一一一一 ＝OJWcothρsCl-d)
sinh ρsCi-d) 

co sh ρs (l -d ) = --!!..!)!____ 
VL 

。LくOJ11だから右辺れ！OJW.は1より小さい。一方左
辺の cosh xと1だから、上式には解がない。

この場合には d=O と考えて処理すべきであろ

う。そ して X=O  のところがoliの代りに （｝M で
初まる｜曲線である。又 A与 O のときも同様である。

。fl

。M

。L
0 

（第4図）

x 

(II) A=lのとき（即ち液体と固体の熱伝導度が

等しいとき）

1 

ρl －ρf e -e 。＝
×｛（eL -fJiie-Pl)ePx 

一（eL一｛｝uePl 
このとき dを定める式は、上式で X=d のとき

。＝0Jl1 となるところだから
1 

eρJ e－ρJ － 
。J1f= 
〉く｛(OL-{}I-I e -Pl) e Pdー （OL-{}I-Ie Pl) e -Pd} 

より求まる。即ち

dニ＿＿£＿＿ ln ~ fぷ ePl_e-Pl）＋〆（｝M;!. ( e Pt -e -Pt）三十4i (} L;!. -(} L(} H ( e pl + e pl) + (}I-I;!.} 
l 2({}L-{jH e -Pl) 

(III) 一般には (I）と (II）の中間である。 d/ l =(iとおくと、 dの範囲は 0く玄く1である。

さらに

~＝θII、 ~ι＝向、 4-＝θL= 1 
A÷~ ON cothρLd- (}II ~ 
lι~ sinh ρL d J 

VL VL VL 

＝一一一－ (}L -OM coth ρs (l -d) 
sinh ρs (l -d) 

を解いてdを求めねばならない。



s ch x = 1 + 1' ( -l); En ・x2叫
冗 － 1 (2n) ! 
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cosech x 

。

=_l___r 1 + 1' c-1）π （22n-2) B冗.x叶
x l n=l (2 n) ! ) 

こiで Bπ は Bernoulliの数で、あり、 EπはEuler

の数ある。

（第5図）
OJI 

E1=1 Bi＝三一＝0.16667
1
1
1
1
1
E
I＋
d
 

T
 

F
4
 

nu
 

E .. =5 

Es=61 

ふ ＝_l_=o.03333 
’ 30 

B・＝ーと＝002381 
42 

＝屯

。L
0 

とおくと、上式は

ρ －｛むcothρLl(i E.1=1385 B.1 =_l_=0.03333 
30 

θ｝［ 
sinh ρL l d 

Er;,=50521 Bπ＝三二＝007576 
oJ 66 

θMCOthρs l (1-(i) 
1 

sinh ρs l (1-(i) 

と変形される。 さて、 dについて展開して、 それの2乗まで採ると

次の式をうる。

θM一θ｝［ 1 一 一一一＋-r-ρL2l 2 (2@M＋θH）玄
d 0 

7ーぬー 1 ＝一一）ι一一一βs:!.l ::!. (1十2θ；lt)(1-(i) 
1-(i 6 

これを満足するように玄を定めればよいが、分母を払

うと、 玄について3次式となるから大変な計算であ

る。3次式は勿論根の公式があるから、 真正面から解

こうと思えば解けるが、非常に厄介であることは解く

までもな くわかることである。

こLで

。

OJI 

x 

とおく。するとρs=l、ρi=10-2 

A＝」.§.....＿＝ーム：＿＝10-4
AL ρs:!. 

M
い

向日 1812 バ
一一 一－-iu 300 -

と置いてみよう。すると、上の式は

0.3 
一ーで＝ー十3.05×10-::!.d = 
d 

向円 1900 二＿，... .... ・-・ - --.....‘ 
V 且 300 ・v v 、

l =10とする。

10-2 < ＠ ~1"COth_Z一一一~ι－＞
l A … lO sinh －一一一 J 

10 

である。

5 13 
－一一 一一一×102(1-(i) 
1-(i 6 

となり、左辺の第2項は微小量の項として無視してよ

いことがわかる。 すると

0.3 . 5 13 
一一一一＝一一一一一一一×102(1-(i) d . 1-(i 6 

θM coth10(1-(i) 

これを解いて、 Ciを求めるためにdが小さいとして、
近似値を求めてみよう。

それにはlx l《1のときの次の近似式を用いる。 10

1 

sinh 10 (1-(i) 

.. 1300(i3-2600(i：：！.十1331.S(i-1.8=0 

をうる。

dの第1近似として
1331.8([-1.8=0 

Jピ2叫＋i

(2n +l) ! 

00 

sinh x = 2: 
叫 ＝0

oo •• ·~n 

cosh x = 2: ""' -
托 ＝ O (2n) ! 

より

(i==cO .00135 

をうる。即ち液体になっている部分は非常にうすいこ

とがわかる。その厚さは

tanhx= 1' (-l)'Ll 22nc22n一日叫x::!.n-1
n=1 (2 n) ! 

coth x ＝~r· 1 - 1' 」ニザ~2;B π x：：！.叫1
X '-.. n=l 1_.：：：： η 】 I ..) 
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d =0.0135cm=l35μ 方かも知れない。熔接棒が熔けて、地の鉄の方に侵入

となり、これからみても、 電気熔接の際における境界 するという見方よりも、ハンダづけもこのように見る

層は余り厚くはないであろうことがわかる。 方がい与のではなかろうか。若しそうなら、地の鉄の

この計算は一次元の問題と して解いてあるが、実際 組織の中に熔接棒の方の組織が侵入している部分より

は2次元と して扱う と、平板の場合には表面が距離に も、それの逆の熔接棒の組織の方に、地の鉄の組織が

比例 して大きくなるので、発散熱が多くなり、こ Lで 侵入している部分の方が多いことになる。沢山の事例

扱ったよりも温度の下がり方は大きいであろう。更に から見て、そのように思われる節もあるけれども、そ

熱伝導度が一定であると しているけれども、 実際に熱 れが上述の見方によるものと見てよいかは疑問があ

伝導度は温度の関数であることはよく知られており、 る。即ち境界層の厚さよりも、 両者の液体状の部分の

その温度係数は金属の場合負であることが多いが、正 厚さの方がずうっと大きいということと、 拡散係数が

の場合もある。負の場合は温度の下がり方が大きいだ 濃度の関数であるという事実の二つの理由からであ

ろう し、 正の場合は逆に小さくなるだろう。 る。 これによって、地の鉄側と熔接棒の側とで状況が

いずれにしろ、液体状の部分の厚さは境界層の厚さ 異なっていても差支えはない。それ以上に不均衡の場

より大きいことは確かであろう。その部分が非常に薄 合には、一方的に侵入する機構を考えるべきであろう

いということより、地の方の鉄の融けた部分が、 熔接 が、我々の場合には相互拡散であることは疑問の余地

棒の融けた方に流れこむという方がこの際の現実的見 がない。
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井桁構造の強度計算その 1

木 村 岡リ

（昭和42年9月30日 受理）

An Analysis of the Strength of a Lattice Structure ( I ) 

Gozo Kimura 

This problem of the title originated in connection with an analysis of the 

strength of a structure which holds a uniformly distributed transverse 

load applied to the surface. What I take here is a lattice structure which 

is built up with some beams to be in oblong parallel crosses. In this case 

their material and section are constant, their cross sections are rigid. and 

their ends are rigidly fixed to the surrounding material. When they hold a 

uniformly distributed transverse load, they bend towards its direction, but 

do not make torsion. 

This paper shows the basic equations and calculations by the formulas 

of the strength of the materials, and their simplification in this simplest 

case. So the followinrg are not original, but 1 think it will be useful for 

the more practical study in future to present this paper here as the first 

report. For I have a plan to research this problem systematically using 

an electronic digital computer. 

まえがき § 1 第1報のまえがき
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表題に掲げた問題は或る面積にわたって一様な横荷 図1において周辺を固定し縦横直角に交わる部材か

重を受ける構造物の強度計算に関連して発生したもの らなる井桁構造を考える、その結節点は1~ 2 の よ う に

である。即ち通常そのような場合、面内に横たわる小部 互に剛に結合され外力は矢印の方向に働らく分布荷重

材は力を周辺の柱に伝えるだけの用をなせば足り、構 とする。第1報においては不静定量と して外力の方向

造物の強度は実質的には数本の大きな周辺材によって

保持されるものと見なして計算を行なうのであるが、

或る場合にはむしろ逆に強さの大部分を面内の多数

の小柱の組み合せによって保つことが有利の場合もあ

るであろう 。し、 又他の条件からそれを強制されること

もあるであろう。筆者は電子計算機を用いて将来この

問題を組織的に研研することを計画しているのである

が、主として続報に対する準備のためにここに第1報

として最も簡単な場合に対する基礎方程式とその方程

式の簡単化とを述べることにする。 ここで取り扱われ

ている問題が極度に理想化されたものであり、且つ以

下の解法が目新しいものでないことは勿論であるけれ

ども一応これを掲げておく ことが筆者の将来発表する

予定のもっ と現実的な問題の研究にとって便利である

と考えられるからである。

に平行な内力だけを考慮して部材の各々について材料

力学の教える梁の計算を実施する。従って各部材は自

分自身の面に平行に変形しその面から1の振りは起さな

いものと仮定し、その様な変形を 「単純変形」 と呼’ぶ

ことにする。
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また、各部材は結節点（図2のCc／点）で互に剛に結

合されているのでその点での変位は等しく、荷重はー

（図2)

桜な分布荷重とする。集中荷重に対する計算〔も必要な

らば後報において示すことにする。井桁の周辺は少く

とも現在問題になっている分布荷重程度の力に対して

は充分剛であると考えられる様な部材がめぐらされて

いて、井桁はその周辺材に固定支持されているものと

する。井桁と周辺材との結合を単純支持した場合の計

算も容易に実行することができる。実際にはこの結合

を弾性支持と見倣すのが最も現実に近いのであろうが

その計算は梢複雑になるので一応省略しておく、もし

必要あれば周辺部材の変形の影響と共に別に考慮しょ

っ。

§ 2 記号と梁の公式

井桁組みの周辺は杭α（11111!）、縦b（川1）の矩形とし、

その相隣る 2辺に沿って直交座標軸ヱ及びYをとる。

井桁材（以下しばしば梁と呼よぷ）によって短形はヱ

軸に沿ってm等分（ 1ますα／rn）、y軸に沿ってn等

分（ 1ます bIn）されているものとする。分布荷重は

梁に沿って一様に分布し、その方向をZ方向、 その大

きさを梁の単位長当り w(Kc;/mm）とする。井桁面全体

に働く全横荷重をW （持） と置く と、 ωは

甘
乞

w= vv 
(n -1）α＋（m-l)b 

( 2 . 1) 

で与えられる。但し強度計算を安全側にとるために、

全横荷重を周辺材をを除く正味の井桁材だけで分担す

る場合を取り扱うものとする。また部材の慣性モーメ

シト I（仰品）、断面係数 Z(11l11l ：~） 及びヤング率Eは全

部材を通じて一定とする。

今Y軸に平行な（ i ）梁と xll油に平行な(j）梁とを選

び、その結合点を（ i ' j）と書き、その点に於て両梁

聞に働く内力を考える。 (j）梁が（ i ）梁に及ぼす力を

Y(i,}), (i）梁が(j）梁に及ぼす力をX(i,J）と

書くことにすれば、X(i,J),Y(i ，｝）は何れもZ軸

に平行で

X（しj)=-Y（しj) (2.2) 

(i=l,2，…m-1), (j=l,2，…n -1) 

である。

y (i.j) 
3守常深遠

議イ
γ

x:'.li;:f;f 

寸X(i.j) 
くj)m

ymq寸

(i)i;,7!: 

（区I4) 

図4にはX Ci, j) >Oの場合が画かれている。尚、

梁に作用する力としてはこの他に等間隔で存在する他

の結合点で直交する他の梁から与えられる集中荷重、

周辺部材上の固定点で作用する反力と曲げモーメント

が挙げられる。

w 

.e 1斗－ t2

x 
（図 5)

次に図5に於て、両端を固定された梁に集中荷重が

働いたときの反力Pi、p'2モーメントをI'1、I';y,と梁の

変位z( x) （但しxは梁の左端から測った座標とする）
は次の式で与えられる。但しここでは機械工学便覧と

者干異り、荷重及び変位は下むきを正、反力は上むき

を正、曲げモーメントは弾性線を下の方に張り出させ

る桜なものを正にとる。

P1=wz'22（日1+ l 2) 
p :!-w l12 ( 4f. 3 l '2) 
.－， ーーー ． 

( 2 ' 3) 



＋五＇~－／；ff( r , j ) ( 1一千Y（÷）2
[3（テ）－ { 1十2（引け）］

が得られる。 但し右辺第1式は分布荷重によ るも

の、第2、第3式は結合点における集中荷重によ るも

のである。 特に

よど＝ at 

とおくと

Z(ai ,bi）三 Z(i,j)

＝器対（すr-2 （す）刈す）？
＋元三：X( r , j ) (-:-fii-) 2 ( 1ーすy
[3(1す ）－｛1+2(1寸 ）｝
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( 2 ' 4) 

I'1＝一旦千＿：＿＿＿ 1 

九 一 W l? l 1 ~ J ー ．
ια 

一山
一
f
，，，《、，．、

Z

一I
九
一Em一6

付

＝

Z
 ( 3 ti詳三三｝

( 3' 3) 

(O~x ~ t 1) 

-w l 22 x 2 J 3 l 1 ( 3 l 1十 l2) x l 
6EI l l l !2 I 

+ W(x - l 1 ）九 （ f 1~ X ~ f)

6EI (2,5) 

かす）］

＋五三宮X(r,j)(1ーすnす）
[3（す）－｛1+2（す）｝（す）

である。 ・( 3 '4) 

またx点に働く関断力をQ(x, bJ）、曲げモーメ

ントをM(x,b1）と記す。 但しその符号は図7に示

されたものを正とする。 （機機工学便覧のとり方と反

なお、（2,5）は後の便利のために次のように変形し

ておく

Z(x) 

＝志子（1 －与Y（子）2[ 3 （与）－（1 
+2与）（子fj

＝古？（与）小一子Y[3(1－与）－

{1+2(1－与）｝ ( 1ーテ）］

(O ~ x ~ l 1) 

叫
＼
j
／

Q
 

・・a
，．』唱・咽－a－－－E
E

且・E・・

l
i
l
i－
－
－
－

十

I
l
l－’
l
l
i
1
1
L

ハM

－a－－E
－－－E
E

－－E
・E・ZE
－－『
＋
 

号3、x部材の変形

本節では｜玄J3のX*ihに平行な部材について計算す

る。 その際次の符号を使う。

αi ＝＝＝（す）α
(i=0,1,2，…，m) 

bi 三（十）b 
(j=o,1,2，…， n) 

第j番目のx部材に働く力は区］6に示す通りで、そ

のための変位Z (X ,b j ） は （ a i - l~ x ~ a i) ( i = l

2，…，111.）の範囲のzに対して

( 3 ' 1) 

（図 7)

対） その と き a i ＿，~ x ~ ai の範囲のz に対 して次

の式が導かれる。

Q(X,bj) 

= -w x ＋と三－~三 X(r , j)
よ4γ＝l

Gγ：~ t α ＋ 2 （α－aγ） r m-1 
、 J 十 .J:X(r,;)

γ＝i 

（α－aγ）2（α＋2aγ） 
αリ

（図6)

Z (x, b 1) 

_ vV a ,1, ( x 2 2 x :: , xι1 
2 4E J¥α：！ a：；’ a -1 I 

wα 
=-WX＋一一一一

2 

－ ：~:Xe 川）（ヂY{1+ 2 (1 ーヂ）｝

十三1X(r,j)(l一千)2{1+2（会）｝

十iJD＜~＞（ ハ n （テ）下 ーすy

[ 3 ( 1 －午）－{1+2(1－午）｝

( 1ーす）］



Q(m, j ）＝ーとと＿1nil X ( 1' ' j ) （－－：日
よ5γ－1 、wι ノ
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及び
M(x, bi) 

_ w a 2( 1 x , x2 ¥ 
2 ¥ 6 a ・ a:!./ ( 3 '11) {i+2(1ーす）｝

,,, n :!, 1n-l 
M(o,j ）＝ 一二三一－ a~ X(r,j) 

12γ－1 ’ 

＋三：X(r,j)（ヂ)2〔αγ＋2(a-aγ）

( 3 '12) 

M(nt,j ）＝－宅三－ a ~KX(r,j) （す)2

{ 1 －（す）｝

(i-+)2（す）ーすいr+3 （α－aγ）｝〕

-：~＞ er, j)（与丘）。

( 3 '13) 

が導かれる。ところで公式によれば、梁の根もとの
反力（上向を正）及び曲げモーメント（弾性線を下に
張りださせるものを正）は次の式で与えられる。
即ち（2'3）、 (2 '4）を参照して

一 ωα2( 1 x I x2 ¥ 
2 ¥6 a 'a:t./ 

-a ：~~X （人 j)（ザ〔（ i 一子）－

Px(o,j ）＝三三空ー＋nX1 X( r, j) 
zγ－1 

（α－aγ）2 { 3 aγ＋（αーαγ）｝
aa 

{i+2(1一子）｝（1一子））

( 3 '14) 

勿，， n 刀i-1

P x (m,j ）＝二三~＋ .2: X( r, j) 
L, γ＝1 

a r2 ｛σγ＋ 3 （α－ a r)} 
a;; 

-a :fxc川）（1 －引（（テ）－
1
1
1
l
J
 

Z
7
 

r
’l
t＼
 

、l
r
J
会りλ－

十
噌
’
ム
，J
九
t

( 3 '15) 

及び
... n2  1n-1 .. 

I'x (o,j）＝ーと三よ－.J:X(r,j)
12 γ＝l 

( 3' 6) 

( 3' 7) 

特に

X=  a i 

とおくと
Q(ai,bi）三 Q(i,J)

=-W  a （す－－~－） ( 3 '16) 
αγ（α－aγ)2 
a:J 

I'x(m,j）＝一笠互三一叫云1X(r,j)
12γ＝l 

a r2 （α－aγ） 
α2 

一三ト，n（す)2{1+2(1ーす）｝

+ n：~~ ( r, j) ( 1ーすy{ 1+2 （す）｝
( 3' 8) 

( 3 '17) 

そこで（3 '14）内至（3 '17）を書き直すと、

pρ，j > =T+ ~~＞ r. j) { 1ーすド
{ 1+2 （す）｝＝Q(o,j)

及び
M(ai,bi）三 M(i , j) 

＝一千 け－（計十（す)2} ( 3 '18) 

P x (m, j) =T+ :iK X ( r, j) （す)2
{1+2(1 す）} = -Q (m, j) ( 3 , 19) 

α三：X(r,j)（すYT1一（す）－

{ 1十2(1ーす）｝（1ーす）〕
M /1ヨ ηi-1 I • 、

I'x (o,j）＝ーとと三二－a.2:X(r,j）トニー）
12 γ＝l ¥ m I 

ー α ~g X( r, j〕（1

( 3 ,20) ( 1ーす)2=M(o,j) （す－｛1+2（す）｝（す）〕（3' 9) 
w a 2 7九一1 I . , ¥ 

I'.v (nt, j) ＝一一一一－aZX(r,j）ιー）
12 γ＝1 ¥ I 

が得られる。文、i=O又はmの場合は夫々

( 3 ,21) 

これは当然の結果であるが本節の検証としてつけ加
えた。

( 1ーす）＝M(m,j) Q(o, j ）＝~＋ ：~1 X(r, j〕（1 －~）2 
z 1'=1 ＼ 〓＇l I 

( 3 '10) 、l〉
i
p

f

一ω
司ム＋
 

噌
’
ム

i
’1
l、



次にy*u1に平行なYi｝／：材につ

いて計算する。 i番目のY前材

について考えると、その上には

ー桁分布荷重w、b/nの等間隔

で並んだ結合点においてそこを

通る x ：，~r＇材から与えられる集中

荷重Y(i,j)=-X(i,j) 

(j=l,2，…n -1）が働き、

また梁の両端の固定点(j= 0' 

n）には反力Py （九 o）、 Py

( i , n）と曲げモーメント I'v

（し o）、I'11(in）が作用する。

前節と全く同様に bi -t~Y ~ bi (j=l,2，一

, n）の範囲のyについて、梁の変位Z (ai:,Y）がw

とXとを用いて次の式で与えられる。
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Py(i.~） 

Y部材の変形§ 4 

十；三X(i,sY（今Y{1+2(1ーヤ）｝

－：~： x Ci ' s) ( 1十 Y{1+2（十）｝
(4,4) 

N(ai, Y ）＝ ー丘土三（－~－ --2_+£) 
乙＼ 6 b b:.!/ 

十b三： X(i,s）（十YC(1 －与）－

{i+2(1十）｝（1寸）〕

+ ＜~~ x Ci ' s) ( 1十 y〔（与）－
{ 1 + 2 （十）｝（÷）〕

zv b ,L ( y 2 2 y :: y .J ¥ 
Z(a.i,Y）＝一一一一（一一一一一一「＋一一一）24E I ¥ b :.! bリ b品／

一吉元 X(i,s）（ザ（1寸 y
〔3( 1ーギ）－｛ 1十2( 1 －与）｝

( 1ーす）〕

( 4' 5) 

( 4, 6) y = b J 

とおくと

TCαi ' b j）三 T(i,j)

=-wb（す－÷）

十：~~X(i,s ）（すY{1 + 2(1 寸）｝

一造主主 X(i,s)(lーラゲ（÷y
〔3（十）－｛ 1十2（与）｝（÷）〕

特にy= b J 

とおくと

Z(ai,bi）三 Z(i,j)

＝若？｛（ナY-2（す）～（十}1}

-&-r：三 X(i,s）（す）下寸 )2 X(i,s)(lーす)2{1+2（÷）｝
( 4' 7) 

JLZ寸
n

s

 
[3(1ーす）－｛ 1+2(1－÷）｝

N(aいわ） 三 N(i,j)

＝－与三日一一（す）十（十円

十b~ ~： x ( i ' s ) （÷Y(( 1寸）－

( 1ーす））

-&-r：~~ X( i, s )( 1寸 Y（すy
〔3（す）－｛1+2（÷）｝（す）〕

{1+2(1ーす）｝（1一ーが〕

→にされi,s)(l す）＼（子）－又この梁の上のY点に働く萌断力をT(ai,Y）、曲

げモーメシトをN(ai,Y）とし、符号のとり方は前

節と同じとすればbi-t~Y ~ biの範囲のY に対して

次の式が導びかれる。 ( 4' 8) 

が得られるが、更に j=O、及びnに対して夫々次

の式が導びかれる。

{ 1+2 （÷）｝（す）〕

T （ α 川）＝－ WY ＋~
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T(i,o ）＝乏し：~： x(i,s)(l 一子）~

{ 1+2 （す）｝ ( 4' 9) 

T(i,n ）＝ーとし~），＇~ X(i, s）日斗
Z s ~ 1 、 n f 

{i+2(1一子）｝ ( 4 ;10) 

N(i,o）＝－竺と＋b n"j-;1 X( i, s) 
i乙 s ~ 1

( 1ーナ）2(一日 (4,11) 

N(i ,n）＝－毛と＋ b n"j;l X ( i , S ) 
i乙 S-1 

（ ~ ~ )2(1寸 ） ( 4 '12) 

ところで公式によれば梁の根もとの反力と曲げモー

メントは次の式で与えられる。

Py ( i , 0 ) = ~ -n"j:1-X ( i , S ) 
乙 S=l

( 1 －÷ y{1+2（ナ）｝＝TCi, o) 
( 4 '13) 

Py(i, n ） ＝~π三 X(i,s)
ぷ S=1 

（すY{1+2(1－÷）｝＝ T(i,n) 
( 4 '14) 

I'11 ( i '0 ) = 丘立三＋b n"j:l X ( i , S ) 
" 1 2 S=l 

（十）小一÷）二N(i,o) 
( 4'15) 

w b:! 九一1
Tり（ i, n ） ＝ 一一一＋ b~X(i,s)
" 12 s =1 

（土問 寸 ）＝N(i,n) 
n I ¥ 

( 4 '16) 

これは前節と同じく 当然の結論であって本節の検証

としてつけ加える。

§ 5 基礎方程式

次の様に定義された無次元量を導入する。

月’）＇，（；ム
クに＇Ill

不静定力

関断力

Z(i ,j) 
ζ（i ,j)= 

一 wb ± /24E I ( 5 , 1 ) 

X(i,j) 
さ(i'j）三 w F一一一，（5,2)

y ( i‘j) 
η（ i ' j）三

w b (5' 3) 

q三一一皇－
wb 

( 5 '4) 

t二 一___I___
wb ( 5' 5) 

反力 ρ－ p;:x 
Z つπー ( 5' 6) 

ρ 百＝~ー
" w b 

( 5' 7) 

曲げモーメント μ三 M
w b :!/12 

(5,8) 

u- N 
- w b :!/12 ( 5' 9) 

γ ＝一_I'_ι－－
x w b:!/12 ( 5 '10) 

rv = I'v 
w b :!/12 

( 5 '11) 

縦横比 λ＝う－ ( 5 '12) 

これらを用いて（3' 4）と（4 '3）とから Z(i,j) 

の式を書き直すと

＝が（引（1づ；i-t
十4P(1ーすt主主（r,j)（ザ
〔3(1ーす）－｛1 ＋兄（1ーす）｝

(iす）〕

+ 4 J. a （すr~： ~ （ r,j) (l イトy
〔3（す）－｛ 1+2（す）｝（す）〕

＝（す）わーすt
-4 ( 1ーす）：！ ~＞ Ci ' s ）（ナr
[3(1ーす）－｛1+2(1ーすけ

かす）〕

-4 （十rl: ~ (i , s) ( 1 ナr
〔3（ナ）－｛ 1十 2（÷）｝（十）〕

が導かれる。但し、

i = 1, 2，一…・， 11Z- 1 ( 5 '14) 

j = 1, 2 ，・・…－，n -1 ( 5 , 15) 

である。 ( 5 '13）は（m-1）×（ n -1）ケの未知数

ε（ i 'j）に対する同数の方程式であるから これを解
いて主（ i ' j）を求めると、 ( 5 '2）から明らかな桁に

さ（ i ' j）はz部材の （i 'j）点に働く無次元不静定力

であり、更に（2 '2）を参照するとY前材の（ i ' j）点

にf動く力は（5 '3）から

η（i,j）＝ーさ（ i ' j) ( 5 '16) 
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( 5 ,20) 

が得られる。更に又（3,18）～（3,21)及び（4 '13) 

～（ 4 '16）から梁の根もとの反力と曲げモーメントに

対して次の式が得られる。 ρ及ひ、γの脚符出それぞれ

がz又はy部材の何れに関するものであることを示し

ている。

ρxC o , j) = q Co, j) 

＝十三ε（r,j)(1ーす)2
{ 1+2 （す）｝

{ 1+2 （÷）｝（す）〕

( 5 ,21) 
ρx=(m,j)= q(m,j) 

＝すー十三~（ r,j) （すy

{ 1十2(1 づけ

として与えられる。

更に文（ i 'j）点の変位αi'j）は（5 'i3）の等式
の何れかから容易に計算される。又直ちに証明出来る

様に（5 '13）の f及び Sに対：する総和は上式の如く

（主＋三）と（三1＋ミ）

と分けてもよいし叉
m-1 J 冗－1

C.2 + -2;）と（ .2 -1一三、）
’－1 r-i+l s-1 s・-j+l 

とに分けてもよいので t及びjの値に対して適宣使い

わけることができる。

又（3 '8）と（3,9）とからz部材に働く関断力と曲

げモーメシトに対して、 夫 、々

q(i,j) 

＝ λ （ナーす）－：~： ~ （川）（すy
{i+2(1ーす）｝

( 5 ,22) 十三ご（r,j)(lす y{ 1十2（す）｝
ρy(i,O)=t(i,o) 

寸－－：主主（ i,s)(l－÷y
{ 1+2 （÷）｝ 

μ ( i‘j) 

( 5 ,23) 
1うy(i,n)=-t (i ,n) 

ニ÷－：之さ(i,s）（÷y
{i+2(1－÷）｝ 

ニ－ 6 ,{ 2｛÷－（す）＋（す)2}

λ：主主（r,j)（却下（す）－

{ 1十2(1ーす）} ( 1す－）〕

山：~ ~（ r,j)(l ーす）ヨ〔す－

{i+2 （~）｝（す）〕
( 5 '24) 

アx(o,j)=u(o,j)

= -,{ 2-12λ：x~cr,j)(1 ーすy( 5 '18) 

(4,8）とからy部材に対し

( 5 '25) 

（~） 
が導びかれ、（4' 7 ), 

て同じく

t(i,j) 

一（ 1 j ¥ 
¥ 2 n I 

r xCm, f)= u (m, j) 

= - ,{ 2 12 ( ~~1 ~ ( r , j) （すy
{ 1 －（す）｝ ( 5 '26) 

？”y(i,O)=U(i,O) 

=-1 +12：主主(i's〕（1寸 Y（ナ）

十：之さ（i,s)（÷ )2{1+2(1－ナ）｝

-S!j ~ (i , S) ( 1ーナy{ 1十2（÷））

=-6 ｛÷（十）十（十)2} ( 5 '27) 

Ty(i ,n)=(u i ,n) 

=-1＋屯ε（i,s）（ナ)2(1ーナ）、、1
1
1
’’

S

一n－

、、‘，，，，，

ー

1
7

r
ハい
k

一

0
4
 、112／

4
iム

一
，
r
’tt
‘、

S

一n

、tf｝

一

1
1
l
f

r
’’a
t

、、、

一

ー
ノ

S

一n

cu

一
イ
l
A

f
f

、
／

1
1＼
 

p
g

タ｝

す
ん｝．4

＋

J
I
1
8

1
ム

1

L

f

y
t
l
、

＋
 

( 5 ,28) 

以上で井桁を構成する部材が所謂「単純変形」を行な

う場合の強度計算に対する基礎方程式が求められた。+12：~ξ （ i,s)(l －÷）2〔（÷）－



が導かれる。これらの関係は格子点の対称性を考慮

すると実は自明の事柄である。

( 6' 4）の関係を利用すると（5 ,21）内至（5 ,28）か

ら次の結果を得る。例えば（5 ,22）で fをm--r，と書

き直すと
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方程式の簡単化

方程式（5 '13），即ち

z一
例

4
1ム
，，sl
・、、

1

一m
f
i
s＼
 

ヲ八

§ 6 

九 （m,j) ＝ーι十三！主（m一戸，j)
L; ア＇ ~ l

( 1 －引い2（長）｝

十 4,.¥ :}( 1寸Y：~： f (r, j)（引

〔3(1 7日－｛1+2(1ーす）｝
( 1ーす）〕

ここで（6,3）を使うとf〆を fと書き直して

れ仇 j)＝す＋苫：εc1,n(1ーす)2

{ 1+2 （す）｝

十 4,.¥ ：｝（すfl：ξ（r,j)(lす t
〔3（す）－｛1+2（す）｝（す）〕

即ち

ρ：r:Cm,j)＝ρxC o , j) 

同総に

Py(i,o）＝ρy(i,n) (6,6) 

γx (o, j)=rx (m, j) (6, 7) 

γy(i,o）＝ γy(i,n) (6,8) 

を得る。外力が井桁構造の上に一様に作用すると考え

いるので、反力及び曲げモーメ ントに於けるこれらの

対称性は当然の結果である 更に ρ X•Y 及びT :r;,y を

求める式を簡単にするために次の計算を行なう。

先づ（5 ,21）を次のよ うに書き直す‘。

( 6 '5) 

＝（ナ)2(1ーす)2

-4 ( 1ーザ之さ (i,s）（÷y
[3(1ーナ）－｛1十2(1ーナ）｝

( 1一三－）〕

-4（ナ)2~： ε （ i,s) (l ーす)2

〔3（す）－｛1十（÷）｝（十）

九 （：o'j) ＝す＋ ：~1 f(r,j) 
( 1 -+ )2 { 1+2 （す）｝

+ f （子 j)( 1ーす－）2{ 1 + 2 （÷）｝ 

(6,2) 

に於て

r－一一；；＞1n-r 

i ->1n-i 

という変換を行なう と、 左辺は

が（1す ）2(*-)2

され， j)( 1す r
{ 1+2 （す）｝
(ni：偶数） ( 6 ' 9) 

れ （o,j）＝ーし： .2 ε（ r' j) 
乙 γ ~ 1

(i －~)2{1+2 （す）｝

？九一 1
4 芳、
－ 

aι4 

r ~三笠ー十
2 

十 4F（ネ－） 2rix·~ (m-r' j)( 1す r
〔3（す）－｛1+2（す）｝（す）〕

+ 4 ,.¥ :.!( 1す r三者（m-r,j)（すr
〔3(1ーす）－｛1+2(1---it)} 

( 1ーす）〕

+m三 f(r,n(1寸r
1'=--z+y { 1+2 （す）｝

(m：奇数） ( 6 '10) 

( 6' 9）及び（6 '10）の第2の総和で fを 1n-r＇と

おき更にr＇をfと書き直すと（6' 3）を考慮して次の
式を得る。

となるが前節 目，15）で述べた注意によってこれは

( 6 ' 1）の左辺の主 （r,j）の代りにε（m-r,j）と
おし、たものに等しいことを知る。故に

ε（r,j）＝害〔m-r,j)
が得られる、問中；y~に

主Ci,j）＝ε（m-i,j) 
＝主 （i,n-j)

＝ξ（m-i, nー j)

( 6' 3) 

(6,4) 
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＝ーが－12A { 2 r~12 ~ ( r, j) ( 1 --iz-)2 
九 （o,j）＝す

され，J)(lーす)2（す）＋ でど 1

（す）｝

＋旨11~（ r,j)(lーす)2 { 1十2（す）｝
十~（子， j ） ・ナ

(m：奇数） ( 6 '14) 

上と同じ様に書き直して

γ.7;( 0 'j) 

＋注 ε（r,j)（す)2{1+2(1ーす）｝
(m：偶数） ( 6' 9）〆

＝ーが－叫三1さ（r,j){(1ーすy
（す）＋（すY¥1ーす）｝ + ~ （子j)

れ （o,j）＝す

+ 2r~1 2 ~ ( r' j) ( 1ーす)2{1+2（す）｝

=-X2 -12X〔三 ε（r,j){(1--iz-)2 
（す）｝＋（引（1ーす）〕

(ni：奇数） ( 6'14)' 

(m：偶数） ( 6 '13）〆
＋〈さ12ε （r,j)（す)2{1+2(1ーす）｝

(m：奇数） ( 6 ,10)' 

即ち

即ち

ρx(o,j) 

1空一一1

＝－ι＋白~ ~（ r,j ）＋上主（竺・｝
乙 γ＝1 ’ 2 ¥ 2 I 

(m；偶数）（6,9）グ

＝一λ2-12X { :-i1 i ~ Cハj)(1ーが
け）＋ ~ （十j）÷｝

(m：偶数） ( 6 '13）。

＝ーが一以｛ 2r~1 2 ~ ( r ' j) ( 1ーす）

γ品・（0 'j) 

~－ 1 

＝ － ~ + ＂~ ~（ r,j) 
~ r=l 

(m：奇数） ( 6 '10）。

全く同様に

Py(i,o) 

冗ー

＝÷－ 21=1. ~ (i ' s ）＋十ε（iナ）
(n：偶数） c 6 ,rn (1勿：奇数） ( 6 '14）。

（す）｝

=--1-- ~ 2ε (i's) 
L:; S=l 

同様に

f百（ i ' 0) 

= -1 + 12 { ~ il 1 ~ (i ' s ) ( 1 －÷） 
（÷）は（i，子）÷｝

(n：偶数） ( 6 '15) 

(n：奇数） ( 6 '12) 

( 6' 9）。内至（6 ,22）は各々の梁の上に働らく力（分

布荷重と結節点で働く集中荷重）の総計のM宛がその
梁の付け根で周辺材に伝達されることを考えると当然

の結果である。

次に（5 ,25）は次の様に変形される
=-1 +12 { 2 ど~（ i,s)(l －÷）

（÷）｝ 
(n：奇数） (6 ,16) 

γx(O, j）とγyυ ，0）とに対する（6 '13）。内至

( 6 '16）の結果は次の様に考えると又当然である。

即ち各その式に於けるーが又は－ 1のは項一様分布

の横力によるものであり、（3 ,20）、（3 '21）、（4'15) 

( 4'16）及び（5'10）、 ( 5 '11）参照）、それ以外のさ

r.1;(o,j) 

－
E
j
 

f

一m
4
1占

／

I
E＼
 

、、，J・7J
4

，
 

，i
、
井乞

唱’ム

一Z
4

m
一2
γ
，EJ
、Et
3
A
 

qム
4
Bム

AZ λ
 一一

（す）＋さ（子， j）（÷)2－~－ 

+ mil ~ ( r , j ) ( 1寸 )2（す）｝
’＝子＋i (m：偶数） ( 6 '13) 
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を含む項は結合点に於ける集中荷重の影響である。

そこで第2節の第5図に於て、W と左右対称の位置に

もう一つのWが働くものと想像すると、これら 1対の

外力による曲げモーメシ トは明かに

I'1=I':.?=-W」う！：＿＇.！.＿ ( 6 '17) 

であり、これを無次元にすると、上述の結果を与える

のである。 但し、（6 '13）ぺ（6 '15）の未項は梁の中点

に作用する力によるもので、形式的には梁の中点に

ε／2の力が2個重なって作用していると 看倣せばよ
し、。

次にξ（i ' j）を決定する（6 ' 1）の方程式を簡略に

しょ う。 そのためは

iζ 〔子〕' j fu〔一子〕 ( 6 '18) 

と仮定すれば充分である。 但し〔－；－〕は整数たが偶

数ならば k/2、 奇数ならば（k-1)/2 を意味す

る。これ以外の i、jに対するεの値は（6' 4）の関係
を用いていれば容易に定めることができる。

( 6 ' 1）の左辺を書き直すと

品三 λ品（す)2(1っ十y

+4が（ 1寸y~： ε （ r,j)（引

〔3(1ーす）－{i+2(1ーす）｝

( 1ーが〕

+ 4 ,p （す)211~＇： f(r ,j)(1寸y

〔3（す）－ { 1十2（す）｝（す）〕

+ 4 ,r; （すy~： ξ （ r ,j)(lす）ヨ

〔3（す）－{i+2（す）｝（す）〕
( 6 '19) 

を得るが、第3の総和で fを 111-r＂と置き、更に
ア〆を Tと書き直して

ι＝ λ＇~ （す）下すy
+4,P(1ーすy泣い，j)（す）＇.！.
(3(1ーす）－ {i+2(1ーす）｝

(iーす）〕

+4λ！｝ （す)2玄ε（r,j)(lーすy
〔3（す）－ {i+2（剖｝（す）〕

+4,P（すy：~·： ε （ r,j)（すy

〔3(1ーす）－ {i+2(1ーす）｝（す）〕

＝が（す）そ1寸 r
+ 4 k~ ：~：~（ r,j) （すt

｛－（す）十 3（す）－3 （す)2}

( 4λ： 

'.!. 

｜｛一（す）＋ 3 （す）一i（す）｝ 

＋~ + 4 λ：｛－~)2~ （子， j）（十)2

｜ ぱ一一2（す）｝ (11'l：偶数）

¥. 4が（すy：主主（r,j)
｛－（す）十3（す）－3 （引

(m：奇数）

同様に（6' 1)の右辺を書き直すと さ(i'j）を決定

する方程式として次の式を導くことができる。

+4λ：~ ：~：~ (r ,j)（す)2

｛－（す）＋3 （す）－3 （す）勺

f .~， " ( 'j）断 出
+ 3 （す）－ 3 （引いf（子 j)

l附世）＋÷｝〕

(m：奇数）
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-4.（す）2 .ns~ :7 ( j ' s ) ( 1ーすy
〔3（す）－｛1引け）｝（す）〕

となり従って（6' 1）と比較して

主（ i 'j；え
さ(j,i;l/え）＝「一一一－；：一一一一

( 6 ,23) 

を得る。又主（ i , j ,A）からyu,i; 11え）を導いた
のと民じ方法で1！日次元の変位と（ i 'j；え）から

((j, i; 1/A）を作れば（5 '13）から

((j,i）＝去（十Y¥1づ－）2

J〔ド(i, ）附
（÷）一 3 （÷）2十~ ( iテ）（すyl { －÷（すいが〕
4〔三 ε(i,s）（十）2{ －（十）＋
3（す）－3 （÷Y｝〕

＝（す）小一÷y
-4 ：~，： ~ (i ' s ) （すy
｛－（÷）＋ 3 （÷）－ 3 （すY}

(n：偶数）

十4（す－f(1ーすy三：亨（r,i)（すy
〔3( 1 －÷）－｛1+2(1－÷）｝ 

( 1ーす）〕

十 4（す－n十)2~ >-( r , i ) ( 1 －÷y 
、，11〆17
 

ワム＋
 円。

〆
l
l
L

＝（が（1ーすy

-4 ( 1 -In y ：~：亨(j,s ） （すy

(3(1ーす）－｛ 1+2(1ーす）｝

原形の（6' 1）に比べると（6 ,21）は未知数ξの数が

約弘程度であるので取扱いも相当に簡単となる。

次に又主(i'j）の指標 iとjとを交換する変換に

ついて考えてみよう。定義によってε(i'j）はYi削Iに
平行なCi）梁がz軸に平行な(j）梁に及ぼす力（無次

元）であるが今さ (i'j）に於てαとb、mとn、iと

jとを夫々交換する事によって導かれる量を吉（ i' j) 

と書くことにする。さの上の棒は単に iとjとを交換

するだけではない事を強調するためのものである。

尚αとbとを交換した 〉めに（5 '12）で定義される

縦横Jtは 1/えとなる。 これをはっきり示すためには

原量を主（ i 'j；え）、 変換量を主 (j,i;l/え）と書く

事にする。方租式（6' 1)にこの秘な変換を施すと

(n：奇数）

( 6 ,21) 

( 1ーす）〕

-4（す）己主亨(j,s)(lーす)2

〔3（す）－｛1十2（す）｝（す）〕

( 6 ,23）の関係式を代入すを導くことが出来るが、

ると結局

((j,i:l／え）＝去と （i , j ,A) 

( 6 ,25) 

を得る

( 6 ,23）及び（6 ,25）の意味は次の様で、ある。

主（ i 'j；え）はy1'1tlJに平行な（ i ）梁がz軸に平行な

(j）梁に及ぼす力（無次元）であり、同様にして、

さ(j,i ; 1/ A）は上の矩形を丁度gooだけ回転したと

考えた図形でY仙に平行なに平行な(j）梁がxJ!irJJに平

行な（i ）梁に及ぼす力（無次元）である。

+ 4 （す）（1ーナ）2 ~ ：~ ( r , i ) （÷）2 

[ 3 ( 1 －÷）－｛ 1+2(1－÷）｝ 

( 1 －÷）〕

+ 4（去）（す)2~ ：~ ( r , i ) ( 1ーナy
〔3（す）－｛ 1十 2（÷）｝（す）〕

＝（す）2(1ーすy
-4 ( 1ーす）2三百(j,s）（すy
(3(1ーす）－｛ 1+2(1ーす）｝

( 1ーす）〕

（す）（十）2(1 すr
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。

るし、右の場合は同じく αで割って与えられるのでさ

と吉との比は－ a I b =-A C 5 , 12）となるのである。

同様にして図8でと（ i 'j；え）は（ i 'j）.点の変位でり

（左）、（(j'i; 1/え）は (j'i）点の変位であるので

当然この2つの点の変位は符号を含め て相等 しい。

( 6 ,25）の右辺の分母がは前と同じ様に無次元化じよ

って生ずる。 即ち（5' 1)によって図8の左の場合に

はとは変位を b-1 で割って得られるし、右の場合には

（図8) a 4 で割って導かれるのでζとζとの比は

この2つの力が大きさ等しく方向反対であるのは自 α，,i/b壬＝が となるのである。

明のことである。 但し（6 ,23）の右辺の分母は力を無 なおこの研究を進めるに当って九州大学応用学力研

次元にする操作によって生ずる。 即ち（5 '2）に従 究所川建和雄助教授の懇切な御指導を受けたことを記

って図8の左の場合には主は力を bで割って得られ してここに感謝の意を表する次第である。
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合成インピーダンスの作図法

辻 夫

（昭和42年9月29日受理）

The Graphical Method of Calculating a Resultant Impedance 

Kazuo Tsuji 

Abstract When we require the numerical value of a resultant impedance, it is 

conveniently calculated by the graphical method. It was, well known about the 

s.eries impedance calculation, the f.amiliar law of parallelogram addition, but 

little known about the parallel impedance calculation by the graphical method. 

this paper shows about 

1 . the parallel impedance 

2. ’delta-star, star-delta tranceformation 

3 . bridge circuit 

calculation by the graphioal metho,d. 

まえがき

回・fil各の電圧分布や電流分布を計算する場合入力イミ

タンス、伝達イミタンスの値を知る必要がある。これ

等の値は並列回路、直列回路のイミタンス計算が基礎

となるのであるが、例えば簡単な並列回路の合成イン

ピーダンスの計算に して も ~i~算ではかなり面倒であ

る。多少精度を犠牲にすれば作図により、速やかに合

図1. （α） 

剃

実宇宙

並列インピーダンスの合成図（その 1)

成インピーダンスが求められる。と ころでブYッデ回

路、プリッヂT回路、ダブルT回路等の合成インピー

ダンスは直列インピーダンス、並列インピーダンスの

合成法を適用 しでも非常に繁雑となり実用的でない。

そこでム－Y変換、 Y－ム変換及びブリッヂ回路につ
いて特別に考察しておく必用がある。こ Lに筆者の考

案した方法を招介する。

(1）並別インピーダンスの作図による合成

インピンダンスZ1,Z2が並列に接続さ，れている場合

その合成インピーダンスZは

_ Z1+Z2 
(1) 

Z1Z:! 

となる。 この式をつぎのように変形する。

Z1 _ Z2 
Z Z1十Z:!

(2) 

」二式』ま

I z I_ I Z2 I 
/Z/ )Zi+Z:!) 

Aぱ（云）＝Aば（示云） (3) 

を芯味する。さて、図1 （α）におし、てoa =Z1、
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ーー怪 一一揖 一一揖 ーーョ，
ob =Z2とし、oa+ob=o cより点Cを求める。

ムoac』こ相似なムoed( o d = o b）を求めればoeは

(3）式左を満足する。そこでムoedをどbocだけ反時計方

ーー暑
向に回転すればofは（3）式を、すなわち（2）式をj荷足し

Zが求まる。 つぎに図1 （α）においてζbof＝ζaoc

＝どfao、及びどohf＝どocaなることに注目すればさ

らに簡単にZを求めることが出来る。図1 (b）にお

区11 . ( b) 

並列インピーダンスの合成図（その2)

ーーョ， －ーョ，
いて oa =Z1、ob =Z2とする。 。を中心に半径

0 bの円Oを描き obの延長線との交点をb〆とし

a b ／を結び円Oとの交点をcとする。円O上にbc 

= b / c ／、 αrC＝αr dを満足する点、 C F、 dを求め

c／ とb、dとαをそれぞれ結びcノbとdaの延長線

一一ーとの交点をeとすれば0 6は求めるZである。 Z1、

Z＇.！.が特殊な関係にある場合の作図については文献参

日召。

(2) ム－ Y、Yーム変換

複雑な回路の合成インピーダンスを求める場合ム－

Y、Yーム変換について考察しておけば便利で、ある。

これを作図によ引求めるには、前の相似三角形の作図

及ひ、その回転の考え方を適用 し簡単に求めることがで

きる。図2に示すようにインピーダンスの値を設定す

れば

z _ Z ca Z a/J 
a Z ab+ Z b c十Zcα 

Zh ＝－－~~）＿互be
v Zab+Zbc+Z cι 

z _ Zbr;_ Z cι 
c Z示二~Zbe十Zca 

z ,,-z品Zb+zb_Z c十Zc Zι 
品u－ーー一一ー一一一一一一一 一一ーーー 一一一ー一一－
v z c 

(4) 

(5) 

(6) 

(7) 

Zbc=ZaZb+z-P:;z c+Z cZa (S) 
,£,a 

α＝ZaZb+ZbZc+Zc Z品 （9)
zb 

なる関係式が成立する。（4）、 （5）、（6）式はム－Y変換、
(7）、（8）、（9）式はYーム変換である。

図2. （α） (b) 

f、、， Z比f、

Y 接続 ム接続

先ずム－Y変換について考察する。（4）式より
Zι＿ Zea 
Zab Zab+Zb c十Zca 

(10) 

を得る。さて上式は（2）式と同じ形を していることがわ

かる。すなわち前に述べたのと同じ方法により Zαを

求めることができる。図3に示すようにZab、Zbe、
一一静 一一争 ー一争

z cιはそれぞれoa、ob、ocで与えられるとす
ーー怪 ーー善 一ー＋ ーー怪 ー一善 一一一一一

る。oa+ob十 oC=O dより odを求め e点（e o 

= o a）より dcに平行な線を引きocとの交点をf
とする。ムoafをζ αoeだけ反時計方向に回転すれば

図3.

－

ze脚

d 

ム－Y変換
一一善 一→》 一一予
0 fはogに移りogが求めるZαである。（5）、（6）式を

11印式のように変形し同紘－の方法でZb' z cが求まる。
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Yーム変換についてはつぎのようにすればよい。（7) -Y変換を適用することにより並直列回路に直すこと

式より ができるが、以下に示す方法により作図を簡単化でき

(11) 

ω 
Za.b=Za.+Zb+z c/ 

z～＿ Zc Zα νz  b 
(12｝式をつぎのように変形する。

Zc/_Zb Zc/_Z 
一一一一一一 、 一一一一一一ι (13) 
ZιZ  c zb z c 

上式は（2）式と同様な形となり相似三角形の作図及びそ

の回転によりZJが求められ、るこ芝がわかる。 ZJが

わかればこれにZι＋zbを加えZa.bが求まる。さて図
ーー怪 ー一揖 ーー怪

4に示すようにoa =Za., ob =Z b、oc=Z cと

図4.

車必
千

。
生駒

~ 

d〆

Y ー ム変換

ーート ーー怪 ー一揖 ーート 一一一ーー

し、 oa+ob=odより odを求める。つぎにoc 

の延長c/ ( 0 c〆＝ o a）より cbに平行な線を引き

万7の延長との交点を万b／ とすれば万1ジは Iz c/ I 
に等しい。そこでムb/oc〆をζαoc反時計方向に回転さ

ーー￥

せればムb/oc／はムαoeに移り、 oeが求めるZJで、あ
ーー善 一一善 一一揖 一日告

る。これより oe+od=o fより ofを求めれば
ー今

of =Za.bが作図できる。同様な方法により Zbe、

Z ca.を求めることができる。

(3）プ Y ッデ 回路

プリッヂ回路の合成インピーダンスを求める場合ム

図5. (a) (b) 

ブリッヂ回路 Z5の分解

る。

図5 （α）のプリッヂされたインピーダンスz.， を
次式を満足するように分解する。

z
 

h
h

ム
一ム

z

＝
 

戸

J

u

一JU

Z

Z

一Z

(14) 

(15) 

明らかに図5 (b）のo点はb点と同電位であるから

同図のようにo点と b点を短絡しでも回路の状態は乱

れない。よって図5 （α）は図5 (b）に示すように

直列回路と並列回路の組合せとなる。

こLではZピ、 Z 511のイ乍図法を記すにとどめる。図
一ー静 一→b －一争

6に示すようにog、oh、oiをそれぞれZ:;,Z:h 

Z』とする。
一一怪 ーー怪 ーー号炉

まずoh+Oi=Oaを求め、つぎに万す上の点b

（万b＝万三「）より7五に平行な線分ocを引けばoc
=I Z；； ／である。そこでhrに平行な線cc〆を引き、
ムcoc／ を反時計方向にどgoa 回転させれば刀、~
はそれぞれZジ、 Z511となる。以下並列インピーダン

ス及び直列インピーダンスの作図を繰返せばプDッジ

回路の合成インピーダンスが求まる。

図6

e 

実軸

ピ、 z：；＇＇の作図

むすび

並列インピーダンスの作図による合成法については

文献にも種々な方法が紹介されているが、 筆者がこ L

に2つの方、法を新たに紹介したのはつぎの理由によ

る。まず第1の方法は今迄に知られている方法に比較ミ

して必ずしも使－単とは言えないが、（2）式のような形の
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関係にあるインピーダンス群中に1つの未知インピー

ダシヌがあれば第1の方法、すなわち、相似三角形の

作図及びその回転により未知インピーダンスを求める

ことができるということ L、さらに、この原理を知っ

ていれば、別に作図法を覚える必要がないためであ

る。第2の方法は非常に簡単であるので作図誤差を減

少できる。作図によるムーY変換、Yーム変換法、プ

リッヂ回路の作図による合成インピーダンスの求め方

は並列インピーダンス合成法の第1に述べた考え方を

用・いれば簡単に求まることがわかった。(13）式のZJや

凶、倒式のZピ、 Z：.＇＇はその実数部が負になる ことも

あるが、計算に便利なように仮想した値であって、結

果に間違いを生ずることはない。

終わりに、質・重な助言をいただいた本学電気工学科

荒木三知夫助教授に謝意を表す。

文献

(1) 国技 ：信学誌、31.7. p .35 （昭23-07)
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減衰利得系最適軌道からの一回回復方策

荒 木 三知夫

（昭和42年9月28日 受理）

Gain Recovering Strategy on Optimal Trajectry for Systems 

with Decaying Gain. 

Michio Araki 

When the gain of secondary order system decayes exponentialy with time and 

control parameter u is costrained by the condition J u l ~ 1, we consider the problem 

of gettig to the origin from any given initial phase state in the shortest time. 

Solution of this problem is obtained by the maximum principle. 

From the calculated results, the time-optimal control of the system is obtained 

as bang-bang. 

The switching lines for the system without recovery are given in the phase phane. 

On the other hand, if we try to execute the gain recovering strategy on optimal 

trajectry, the optimal gain recovering point is obtained, and is shown in the phase 

plane. 

Some calculated results are given. 

まえがき

従来多くの制御系で、は、利得は時間に対 して不変な

ものと して取扱われて 来た。 しかし現実の系の利得

は、 時間のある関数形で減衰する場合が多 くみられ

る。本論文は二次制御系の利得が時間に対して指数関

数的に減少する場合、操作量 u ( t）に Ju I ~ 1 

なる制限付で、 位相面上の任意点（xl、x：：！）より原

点。へ最小時間で到達せしめる問題を考察 した。それ

はBang-Bangf!rl）御となり、所要制御時間に対応し

てそれぞれ異なった切換線の設定を必要とする。 さら

に原点到達までの制御過程の強中において、 一回だけ

利得回復が行なわれた場合、最初の軌道が回復方策な

しでも原点を通過し得る方策のもとに進んでいる状態

から、位相面上のどこでその 回復1手段がとらるべき

か、すなわち最適利得回復方策の理論と計算例を述べ

‘ヲ，
Q。

1 .回復方策なしの場合の減衰利得二次系に

対する最小時間制御

第1図の系で利得回復指令回路を使用 しない場合、

系のl状態方程式は次の如くなる。

dx1 __ ., dx：：！ げ ー－ ' 
- ., － ー“ － ~ ν 一一一 一一…－d t . d t --v 

I u I込1

ここで、 Ko＝初期時の系の軒得

。乙＝定数

とし、 減衰利得を Kosーαtで表わす。

さらに評価軸値 xOを導入すると系の基礎方程式は

次の如くなる。

ーム

九
R
E
t
－
E
J

dx O ィ dx 1 ., •> d x ::! Tr - n r：ユ 、
一一一一一一＝＝ ！ 、 一一一一一 二二 x－‘ 二二←一一一＝Knε .. ._ U I 
d t -. d t ‘ d t --v I 

>(2) 
d x3  • I 
d t - ) 

これに対する随伴方程式は、

~＝ O ‘ 豆J!i= 0 . 豆~＝ －ι l
d t . d t【 、 d t ’ ~ I 

~ （3) 
豆企 ＝－ψ：：！Ko（一α）ε－ax3 ＝ψ2αKoε－≪x3u I 
d t J 

ハミノレ トン関数は

H=1Jo＋ψix：：！＋ψ：！Kos－αx:3 U ＋φ芯 （4)

どな り、Kos-aZゅの符号が一定なること と、

ψ：：！＇＝－ b +a t （仏、bは定数）

となることよ り、uはBang-Bang制御一回の切換

が最適となる。
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川’
－U
1
r
 
・11
 

0
H川s’
 

E
－
 

’
s
 

i
 

第 1 図

これにより、全；fill御時間を tiとし、計算の簡単の

ため初期利得 Ko= 1 とし、また α＝1 として

以下の各式を求めた。 ノ

＼、第2図において、 (5）式で表わされるA点（操

作量zt=+l）、 A点の符号を逆にした B点（操作

量u=-1）が操作量の切換なしで原点に到達し得る

点となる。

x1(o)=l一 Cti+1)e-n 1 
}(5) 

x:i (o) =-1十 e-n J 

その1ときの軌道（例えば、 第4象限では） (6）式

が最適切換線をあらわす

x1 ( t) ＝ε－t十 （t-ti-1）ε－n 1 
‘ H6l 

x2(t)=-e-c十 ε－n J 

第 2 図

。

A、B点以外では、一回最適切換を行なって t1を

原点までの最小時間とするような点の集合は、第2図

のABを結ぶCA Bあるいは、BD A曲線の如くなり、

例えばAc B曲線については（7）式で表わされる。

xl(ts）＝ー 1十2( 1 + t s)8ーら一（ ti 'I 
十 1）ε－t1 I 

H7l 
x~ (ts) =1-2e_ts+e-t1 

O~ts~t1 



ただ し、 fは切換時間を示し、 ACBI曲線上にパラ

メ ータと して~EAされている。例えばC を初期点と す

る軌道は、最適切換線とE点で交わり ここで切換えら

hる。

第2図は t1 =10とした場合の数値を記入 し、 CE 

!ill線上の数値は経過時聞とを示す。CE 曲線の一般式

は；、

x 1 （と）＝－ ε一ζ＋2(l+tsーと〉ε－ts ~ 

一 (t1 + 1ーと） ε－t 1 >(8) 

x ::l （ζ） = e －こ－2e-ts十e-ti J 

となる。曲線AF Oは t1の種々の値に対する（4)

式に示されるAに相当する点、すなわち切換な しで原

点到達可能な初期点を表わし、 記入数字は t1の値を

示す。

2 .回復方策のとらるべき状態値の決定法

第l図の系において、原点到達までの制御を行ノ

B 

叫
ん
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＼なっている途中において、 一回のみ利得回復指

令を出 して、 減衰した利得を初期時の値まで回復せし

め、その後は前と同様、指数関数的に利得が減衰して

いく場合を考える。

次に、回復方策が位相面上の何処でとられたら、最

も大きい時間短縮が可能であるかすなわち最適回復方

策採択状態値の決定法について述べる。

第3図のTは時間Jlir!iを示し、 S面は、

x J （~， ()=- 1十 2(1 ＋と）e －」

ー（ご 十1）ε－ ~ 
x :!( ~ ，と ）= 1 -2ε一」＋ εーと

T＝ 主、 o ~ ミ ι t 、 o ~ ζ で：：；；； ~ 

で表わされる。 これは（7）式におし、て t1が種々変

化した場合、Ac Bに相当するl曲線がTljl1lr方向に推移

円
同

υ

、・11
1
1
EF
t
－

z
f
J

することによりつくられたrU1面である。

丁

c 

t1 

xi 。

第 3 図

問問に して、 BD Aに相当する曲線によってs/l面
がつくられる。第3図CG Oは第2図の軌道CE Oに

相当し、CE聞は

x 1 （ζ叫）＝一εーζu十 2( 1 + t s -t; u,）ε一ζ叫1

一（t 1 + 1 -t; u,）ε－ t1 I 
I' f I . >(1日

五：：！（と叫） ＝ε一、叫－ 2ε－-s ＋ε－ ・1 I 

T= t 1一ζ唱、 o ι と 叫 ~ t s .) 

で表わされる軌道であり、EO聞の軌道は（第3図に

おいてG0) ( 5）式において

t = t; l 

とした（11）式によって表わされる。

軌道CE、EOはと叫、と Lをパラメータとする空間

曲線である。 このCG O空間曲線のS面、およびs/

面へのT軸に平行な射影をCH Oとすれば、これら2

曲線聞のT軸方向への距離の最大の状態値（xl、x::?) 

で回復方策をとるべきことがわかる。すなわちこの距

敵 （第3図においてGH)が最大短縮時間を示す。

次に実際の計算法の一例を示す。第4図においてC
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点は初期点の座標を示し、この点から出発した軌道が

J点に到るまでの所要時間を ととする。今位相面上に

描かれた第3図のS面に相当する軌道群のJ点と交わ

る点の（8）式の主の値を求めると、これがJ点ノ

、で利得回復した後においての原点到達所要時間と
なる。而して最小所要時間は次の如くなる。

min ( ( u ＋主）

この場合のJ点が最適利得回復点を示す。

二くl

。
第 4 I玄｜

3 .計算例

t 1 =10 とした場合の計算例を第5図に示す。 図

中の破線は（9）、 (10）、（11）式等から min（と

＋さ）を図上で求め、それより回復方策のとらるべき

状態値を求めたもので、図中の記入数字はパラメータ

ハを示している。

すなわちAc B上のある初期点（パラメータ ハで
示す） より出発した軌道は、利得回復採択曲線上の同

- t s1u直を示す点で利得が回復されることとなる。

第6図は ts= 2、ts= 5について回復方策が行

なわれる場合の原点到達までの実際の軌道を描いたも

のである。 ts= 2については、利得回復方策をと

らない場合は、I点が初期点で、IJKL Oなる軌道

で進みL点で切換えられ原点に到達するが、回復方策

がとられる場合にはI点より出発し、 J点で利得が回

復され軌道はJNとすすみN点で操作量が切換えられ

原点Oに到達する。
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第 5 図

つぎに ts= 5の場合について述べる。

まず回復方策がとられない場合の軌道はMPS Oで

あり、S点で操作量が切換えられ原点に到達する。回

復方策がとられる場合には、このときの軌道上P点に

おいて利得回復が行なわれ、次にQ点において操作量

が切換えられて原点、に到達する。同館に して初期点を

パラメータ tsで表わしたそれぞれの軌道は、t sの各

点に対応する回復方策採択i曲線上において利得が回復

され、それぞれ利得回復の前後に操作量の切換えを行

ない原点へ到達する。
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4.回復時点と切換時点の考察

利得回復方策がとられる場合、 tsの変化 に対する

切換回数、時点、及び回復点の関係は次の如くなる。

(I) ts=O 

zt =+ 1→利得回復（以下Rで表わす）→
zt =-1 切換→u=+l→原点

(II) ts>O～t s=0.9 

u =-l （切換） u =+ 1→R （同時に切

換）→u二 一 1 （切換）u =+ 1→原点

(Ill) t s=0.9～t s =1.517 

U=-1 R U=-1 （切j免）μ＝十l

→原点

(IV) ts=2.478～t s= 3 

U=-l R （同時切換） u =-l→原点、

CV) t s:2::3～t s=lO 

Uニー 1 R （同時切換） lt ＝十1 （切

換）→ lt=-l→原点

以上の tsの変化による操作量の変化は、 (IV）の

場合は利得回復の前後において変化なく、 (III）の場

合は、一回であるが、 (I）及び（V）の場合は二回
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の変化となり最適な制御とみなすことは出来難い。こ

れは、回復方策なしでも原点を通過し得る軌道上にお

いてのみ利得回復を行なうという条件を付したことに

よると考えられる。 (I）及び CV）を含めて最適制

御を行なうために、高々一回の切換で原点、に到達する

方策を構ずる必要がある。

それは例えば、 (I）の場合、初期点より U=-1

とし切換えられu=+l R→u=+l→原点到達の

方策であり、 (II）の場合には、初期点より U=-1

として出発し、 最適切換線上で切換えず、更に進み切

拘u=+lとなり、次に利得回復し u=+lとして

原点に到達する方策である。 この方策は、 文献（2)

において研究され、その計算結果が詳細に述べられて

いる。

5.結 語

前項に述べた如く、利得回復を行なう場合、無回復

最適軌道上において行なう 条件がつくため、 t sのあ

る部分に対応する部分を除き（ ( 4）において（III）、

(N) ）操作量の切換が複雑であり必ずしも最適とは

いい難い。本研究は文献（ 1 ）により先に電気回学会

連合大会において報告を行なったものであるが、その

後九州大学において更に研究を進められ詳細な計算が

行なわれた。それにより先の報告に修正を行なう必要

を認められ、更に加筆して本論文を構成した。第5図

中の利得回復方策採択曲線に於ける不連続点の存在、

(4）項の一部等の事項は文献（2）中の結論を参照

さして戴いた。記して謝意を表する。

終わりにのぞみ、終始御指導を賜る九州大学辻節三

教授に深く感謝致します。

文献

(1) 荒木、辻、 回復方策を考慮した減衰利得二次

系の最小時間制御電気回学会連合大会

No.1799 昭和41年

( 2) 辻、安部、板谷、柴山、減衰利得最小時間；fil)

御おける利得回復最適時点 電気回学会連合大

会 No .2631 昭和42年
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アースキン・コールドウェル試論

一転換点としての 『ジョージア・ボーイ』－

西 誠 也

（昭和42年9月30日受理）

An Essay on Erskine Caldwell 

-Especially on Georgia Boy as a Turning Point 

Seiya Nishi 

Synopsis 

Georgia Boy, published in 1943 as the fifth long novel by Erskine Caldwell, is quite 

different in several points from his other earlier books of which Tobacco Road is 

the greatest. It is a farce of everyday affairs in a middle lower class family con-

sisting of four members. 

In this novel, violence and grotesque which characterlize his earlier novels are 

subdued, while humor is enriched with his social consciousness and social protest 

being moderate here. The humanization of a negro and the appearance of a 

nigger-lover are both important from the racial point of view. The difference 

between Georgia Boy and the other earlier books suggests some tendencies appear 

ing in his later works. I think Georgia Boy marks a turning point in his story-

telling and that one of the factors of the change is the interworking between 

his posture for writing and the social background of America in those days. 

はじめに

1 9 4 3年 Caldwellの五冊目の長編小説として

Geo1玄白 Boyが出版された。 RobertCantwellは

Ge01宮iaBoy (Signet Classic版、19 6 1）の

Afterwordの中で literaryexpectationと ac-

tual performanceとの問題を論じ、GeorgiaBoy 

がそれ自体に於て考えられず TabαccoRoad以来の

一連の彼の小説との関連に於て批判されることについ

て4・Caldwell’s interest in the South, and 
particularly its lower classes, was au then-

tic, but he was no more ex-sharecropper 

than Harriet Beecher Stowe was an ex-
(2) 

slave J’とCaldwellの立場を弁護しJ‘Thefresh 

and innocent comedy of Georgia Boy is re-

mad王able in its own right-doubly remar-

kable for what it reveals about the social 

and cultural aspirations of its author ．”と

本書についての評価を下して彼のAfterwordをしめ

くくっている。

しかしながら、 GeorgiaBoyを彼の他の作品と切り

離してその文学作品としての価値を認めるとしても、

彼の作品を年代順に追って読んでゆく場合、ユニーク

な Ge01宮山 Boyに触れてこれをそれまでの彼の作品

との関連に於て考えよう とするのは、また極く自然な

ことと思われる。それは GeorgiαBoyのよき理解の

ためにも、またその後の作品研究のためにも一応必要

なことと思われる。

本稿に．於ても Caldwellのそれまでの流れの中で

Georgia Boyに見られるいくつかの特徴を考察し、

且つまたそれが後期の作品群の中にいかなる傾向を形

成していくかを概観し、 Ge01宮iaBoyに於ける転換

の1要因を社会的背景のなかに探って見ょうと思う。
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I Ge01宮山 Boyの誕生とその構成

CaldwellはGeorgiaBoyに4年の時間をかけた。

彼はすでに4冊の長編と4冊の短篇集を含む数多くの

作品を書いていたが、そのいずれをも彼の強靭な体力

にものを言わせ短期間に書きあげている。 Tobacco 

Roe 

の原稿は3ケ月で出l；足社の手に渡した。またJournり－

17ια叫こも 5ヶ月とかけていないし、 Troublein July 

は夏の間に書きあげられている。ところが Ge01玄ia

Boyについては彼自ら「他の如何なる作品に費 した
① 

よりも多くの時聞をかけている」と言い、 Cantwell

は、それが‘scandalsand sensations and at-

tempted suppressions of Caldwell ’s early 

novels ’のさ中に書かれたと四囲の状況について敷

桁しながら、“BeforePublication, he was al-

most as nervous and eager as if he were 

bringing out his first book.＇＇と Caldwell

のGe01’giaBoyに寄せる特別の愛着を述べている。

Ge01苫iaBoyはそれぞれ独立した14の短論2から成

り立ち、それらが鰹ーって 1冊の本となり、 William

という12才の少年の回に映ずる Stroup一家の生活の

明け暮れを綴っていくとし、う構成であって、 William

SaroyanのHumanComedy、SherwoodAnder-

sonのWinesburg,Ohioと類似の形式をとる。そし

てこの14章のうち結論となる 4章を Arizona州の

Tucsonで・4週間で、書きあげた以外は、Connecticut

のDarien、NewYork、Moscow、NewMexico 

のSantaFeに於てそれぞれ書きとめられ幾篇かは既

に雑誌に掲載されていた。これよりさ き、1938年に

Czechoslovakiaへ海外旅行を試みたCaldwellはさ

らに1941年に妻である写真家のMargaretBourkι 

Whiteと共に Moscowに入り、たまたま独ソ戦勃

発のため戦時通信員と してその方面の報道記事やノレポ

ノレタージュを書くことに追回された。 5ヶ月間のロν

ア滞在ののち、イギ Yス経由で帰国したCaldwellを

待ち構えていたものは、やはり戦争に関する仕事の連

続であった。 この間、1941年12月Russi；正zat耳7正zr

1942年1月Moscowunder Fire、同年2月All-Out

on the Road to Smolensl－.、そして同年秋には All

Nほ加 Longが続々と出版された。疲労困怨したCald-

wellは、医師の忠告にもとづき休養を求めて Tucson

へ帰来したのであったが、 Tucsonの陽光を浴ひ、なが

ら昼間の殆んどを屋上のデッキか、馬上で過す生活を

重ねるうち、彼はやがて本来の元気を恢復し一再び創作

意欲を刺戟されるのである。

Georgia Boyは独立したそれぞれのエピソードを綴

り合わせたものとはし、え、全，体的な脈路についても充

分配慮されていることがわかる。たとえばこの作品の

舞台となる牧歌的な町 Sycamoreについて見ると、

その町名は先ず第1章にあらわれるが、全篇を眺めて

はじめて町内の具体的状況、即ちAtlantic沿岸鉄道

の線上にあって近くを BriarCreekが流れ、ユニパ

ーサリストの教会・魚市場・製氷会社・製粉所などが

あり、また町の野球チームまであることがわカずるので

ある。また彼ら Stroup一家の社会的地位や、 経済状

態をあらわす住宅についても同様である。各章に断片

的に拙かれる彼らの家を綜合して見ると、通風を良く

するため地面から 3, 4フィートも高い床の上にある

二階建の主屋には、玄関の屋根や台所の屋根が接続し、

物置小屋・鶏小屋が附設している。正門は表通りに面

し、 哀門は裏小路に接して、周囲は高い板塀に囲まれ

ている。 家畜は2輪馬車を牽かせるためのIdaという

雌馬が一頭、それに畑から連れて来た5ITiiの山羊が役

者となって登場する。さらに番犬が一匹家の横につな

がれており、永い聞大事にされて来たが数年前に枯れ

てしまい、今では4、50羽の「きつつき」が楼みつい

ている1本のスズカケノ木がある。

登場する主人公Morris、その妻Martha、黒人の小

間使 HandsomeBrownの性格についても同様で、

ひとつひとつの小話のなかで描かれるとともに、全体

の流れにおいて始めて三者閣の微妙な力関係の推移が

示されるのである。 このよ うな小説の形式は、Cald-

wellのそれまでの小説には見られないものであった。

そしてこの構成上の技巧化は PlaceCalled Esther-

・ville、G1・ettaに於てさらに新しい形式へと進むので

ある。

ιιI wanted to tell the story of the people 

I knew in the manner in which they actually 

lived their lives from day to da.y, and to 

tell it without regard for fashions in writ-

ing and traditional plots. It seemed to me 

that the most authentic and enduring mate-

rials of fiction were the people them-

selves, not crafty plots and counterplots 

designed to manipulate the speech and 

actions of human beings ．け

これは彼が TobaccoRoadを書くに当って抱いた

気持ちについての回顧であるが、それはまた‘cyclo-
③ 

ramic depiction of the South ’を目的とする初

期の作品に共通した執筆態度でもあった。この姿勢を

Georgia Boyに見られる構成上の技巧化が基本的にID



すものではないにしても、 彼の著作態度に何らかの変

化が起ったと想定するのはあたらないであろうか。

II グロテスクの退行と主題の多様化

Ge01’S・iaBoyのMorrisStroupは一種の遊民で、

食事が済むと裏庭で惰眠を貧り 、BriarCreekへ魚

釣りに出かけては気のむくままに二、三日逗留し、 或

は1111鶏に凝って家を空けることもしばしばである。そ

うでなければ、とんだ失敗を引き起してその後仕末を

Handsomeへ転稼したり Marthaの小言や懲を受け

ながらその日その日を空しく送っている。彼は相変ら

ず、のおんな癖、奇抜な発想、突飛な行動、現実ばなれ

の経済観念、奇妙な誌弁によって専ら笑いの対象とな

っている。彼は TcbaccoRoadのJeeterLester、

God ’S Little AcreのTyTy Walde立の系譜に属す

ると思われるが、金鉱を求めて15年間も畑を掘り続け

る強慾も、また荒れ果てた土地に死ぬまで昔の煙草全

盛の夢を追う JeeterLesterの強い執着心も持ち合

わせていなし、。統制力の点では問題があったとして

も、JeeterLester、 Ty Ty Waldenが少くと

も大家族の家長としての貫録を維持し得たのに対し、

MorrisはむしろTrnublein JillyのMcCurtainの

ような hen-peckedでさえある。媛小化されたJee-

ter Lesterとも云えよ う。

Morrisを除くMartha、Handsome、 William

の3人は、これまでCaldwellの作品に登場してきた

人物特有の怪異さ、醜悪さ、低劣さが全く影をひそめ、

暴力、性慾、物慾の点から見ても極めて常識的であり

建設的な人物となっている。 前期作品に姿を現わす群

像の個性豊かな乱舞：や原色の開放的な性関係に較べる

と、 GeorgiaBoyは規模も小さく迫力に欠け淡彩の田

園風景とも見える。すなわち、堅実で働き者のMartha

はクリーニンクP業を営んでいて、 殆んど毎日洗濯聞の

上にかがみこんでは仕事に精出し、一家を支えている。

一方Stroup家には田舎にひと山位の畑もあり、とう

もろこしやピーナッツを作っているが、その方は実質

的にHandsomeの仕事となっている。 クリーニシグ

が主で民業を副業にしているのが実態であろうか。裕

福ではないにしても、 食に追われる様子は一向に見え

ない。それどころかMarthaは社交的で、町の顔役と

して時々婦人社交クラブの会員達を招待したり、日曜

学校で子供達に歌を教えたりしている。 また彼女の心

掛けを表わすものであろうか、 或はその育ちを示すも

のであろうか、 壁には何枚かの絵がかけられており、

その中にはTucker家の祖父母の肖像画も見られるo

"Most of the shingle-rotted shacks coηー

81 

tained a bed and several pallets on the floor, 

a cookstove, and a few split-cane straight 

back chairs ．”と言ったGeorgiaのPoorWhites 

とはかなりの距離にある環境といえよ う。

小間使の黒人少年Handsomeは物置の屋根哀を自

分の居室に して、 パンジョーなどを買い込んでいる。

Morrisが案内 して来たジプVー達に屋内を くまなく

物色された折、彼は自分のバンジョーを守ったばかり

か、動転してしまったMorrisに代って脱馬の Idaを

ジプνー達から守った。彼は真面目さ と柔）I固さ以外に

も、正常な常識と勇気と判断力を兼ね備えているよう

である。

以上は主な登場人物の性格を概観したのであるが、

たとえば16才の少年と結婚する鼻びしゃの女宣教師

Bessie、義弟の持っている‘かぶら’をねらって婦を

呈する兎唇のEllieMay (Tobacco Road）、黒人少

年にいどむ白人少女 Katy、Yンチに巻き込まれるこ

とを恐れ自ら独房に入る 300ポン ドの巨漢 Sheriff

McCurtain (Trouble in July） 金鉱のありかを占

うためつかまえられる全身真白の albi no、妻の面前

で義姉、義妹に手を出す WillThompson (God’s 

Little Acre）夜中に食物をさがし豚舎に迷い込んで豚

に食われるMarkNewsome (Kneel to the Rising 

Sun）、猫いらずをふったゴミ箱をあさって死ぬ少女

Rachel (Rachel） 等の従来の人物と比較する場合、

ここにも確かに一つの変化が見られる。 これまでの

Caldwellの文学に見られる特徴は、ヒ ューマーを適

度に混ぜたグロテスク ・セ ックス。 暴力の描写や、そ

れを通して 示される 社会意識・抗議精神 にあった。

Georgia Boyに於ては上記の例に比較すれば、グロテ

スクといえるほどの人物は登場せず、グロテスクな場

面も展開しない。奔放な無軌道さも見られず、 νョッ

キングな事件も発生しない。暴力による死の影も血の

匂いもさらさらない。 Handsomeの不満な顔も、

Morrisの引き起す茶番問lに茶化されてしまいがちで

ある。 ここでは、ヒ ューマーの比重が増大し社会意識

も一見笑いの陰に隠されているかのように見える。

George Snellは彼のTheShゆersof American 

FictionのなかでGeorgiaBoyの人物を評して次のよ

うに述べている。

‘ ・・， butmore importantly, it is a story 

of a Southern family very far removed in 

social strata from the Lesters and the Wal-

dens. The Stroups are lower middle class, 

・・The humor is mellower in this book; we 

are no longer shocked by the degeneracy 
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of the people ，・

またW.M. Frohockは GeorgiaBoyは Tobacco

Roadを稀薄化したものであ るとの見地に立ち、

“The rampant sexuality, the murderous ig-

norance, the bitterly depressing picture of 

Georgia life which characterize Caldwell ’s 

other books are gone.けと彼の TheNo・velof 

Violence in Americaのなかで述べて、 Geo1志向Boy

に於けるグロテスクの退行を強調する。そ してこのグ

ロテスクの退行という現象は、小説の主題 ・素村の

変化とも関連する。 GeorgiaBoyの次に出版された

Tragic Ground (1944）はむしろ前期作品のνyーズ

に属する と考えら；／~12~ が、 その後の主題に A I louse 
in the Uplands (1946）に於て南部貴族 Dunbar家

の没落を、さらに ThisVery Ea,-th (1948）で中流

！？皆f設を、PlaceCalled Estherville (1949）でミュラ

トーの兄妹に対する白人による迫害を、Eρisodein 

Palnietto (1950）では美しい女教師の受難を取上げ、

さらに Loveand Money (1955）、Gretta(1955）、

Gulf Coast Stories(l957）、CertainWoman (1957) 

等ではますます主題の多様化・ 普遍化という傾向へ巡

んでいくのである。

''Turning from the earthy people of the 

South and New England he has depicted in 

his other famous novels, Erskine Caldwell 

here throws all his talents into a penetrat-

叫 revelat（~ai° n of a sophisticated and faー
ロiouswriter.” 

これは恋する作家を主題とする Loveand Nfoney 

の前扉に載せた Advertisementの一部であるが、

すでにここではかつての TobaccoRoadの面影を見

出すことは出来ない。

E 黒人の取扱い

1) Nigger-Loverの出現

Georgia Boyの特徴の一つは、登場人物中の黒人

Handsomeの取扱いにあるだろう。それまでの作品

に現われた黒人は、大なり小なり悲劇的に扱われてい

た。彼等はリンチの犠牲者となるか、少なくとも差別

主義に基く白人の暴力の被害者となるのがほとんどで

あったからだ。 黒人は全くの端役としてしか登場しな

いTobaccoRoadにその例を見ょう。女宣教師Bessie

は、Jeeter老人の息子の Dude少年の歓心を買うた

め、夫の残した保険金で買った新しい車を駆ってMc-

Coyに出かけ、その帰途2頭の馬に牽かせた黒人の馬

車に追突する。ひどく傷んだ自動車のフロントを見て

不思議がるJeeterはBessieとDudeにその訳を尋ね

るのだが、その聞の会話を拾って見ょう。

''It was that nigger ，”Dude said.“If he 

hadn’t been asleep on the wagon it wouldn't 

have happened at all. He was plumb asleep 

till it woke him up and threw him out in 

the ditch.'' 

‘＇He didn’t get hurt much, did he？” Jee-

ter asked. 

パ Idon ’t know about that.リ Dudesaid. 

4‘When we drove off again, he was still 

lying in the ditch. The wagon turned over 

on him and mashed him. His eyes was wide 

open all the time, but I couldn’t make him 

say nothing.He looked like he was dead.ハ

ε＇Niggers will get killed. Looks like 

there ain’t no way to stop it.ハ

これは前期の作品に共通の処理法で、あって、そこに

描かれる黒人は、raoingの瓦否を確められること も

なく Yンデに会う Troublein JulyのSonnyClark 

少年、経済力があって落着いているのが気に入らない

と殺される Satw・dayAfternoonのWillMaxie、妻

を取灰しに行って SemonDyeに射たれるJourney-

1nanのHardy、恋人のもとへ急いで夜警の巡査に怪

しまれ、足を撃たれて望みを果たせね Candy-Man

Beechum、60の齢をとってI盟国を追われる Abe

Lathan、仔豚を歯で食い殺すνョーをして白人の見

世物に使われる黒人少年 BlueBoy、狐狩りに 熱中

して古井戸に落ち、2匹の猟犬の譲渡を条件とする白

人の救助を断り 、その結果井戸におきざりにされる

The Negro in the WellのBokusBradleyなどの

如く 、いつも白人から非人間的に扱われる哀れな姿ば

かりを示すことになる。

Georgia Boyに於て黒人の悲劇性が薄らぐのは、こ

れに対置する白人の変化によると思われる。Hand-

some Brownも本質的には変らない虐待を受けるの

だが、前述の黒人達を苦しめた白人達とは異なって、

Morrisには直接酌暴力を振う非情さはない。彼の与

える仕打ちは、いわば彼の不精、突飛な着想、気まま

でずる賢い性格等に由来する迷惑といった程度のもの

であろうか。ここでは陰気な暴力は影をひそめている。

そしてさらに、Morrisの圧力が抑止される事情が介

在する。それはMarthaの存在である。

これまでの作品に於ても黒人に好意を寄せる白人は

何人かあった。しかしその好意は常に実現しにくかっ



た。 Troublein JulyのMcCurtainは SamBrin-

sonの救助に精神的、道義的代償を求めたが Sonny

Clarkを見殺 しにしてしまった。また Harvey

Glenn, Grandpa Harris, Leroy LuggitもSonny

に同情的だったけれども行動として表現することは出

来なかった。 Kneelto the Rising Sunの Lonnieも、

恩を受けたClemの命を救うため彼から頼まれた僅か

のひと言をどうしても地主達に言ってやれなかった0

'Nigger-Lover’と呼ばれる恐怖が白人の良心を凍

結させていたのである。 GeorgiaBoy lこ於てはこの凍

結が氷解している。Marthaは、彼女の母性的愛情を

William少年とともにこの孤児の黒人少年へも注ぎ、

家族的近親感さえ抱いている。夫Morrisのだらしな

い体たらくも作用 しているのだが、MorrisのHand-

someに対する処置に対してMarthaはいつも擁護的

立場にあり 、Morrisに対して常に製JJすを加えている。

Marthaの招いた婦人会の連中がもうそろそろやっ

て来るという時、5匹の山羊のt;R子が主屋の屋根に登

っているのを見てはMarthaもさすがにmし、た。恐る
恐る屋根へあがってゆくHandsomeに、 Marthaは

思わずヒステリックに下からどなるのである。夫婦l喧

嘩をする時でさえ、配慮して必ず、Williamを速さーける

ほどのMarthaも、御婦人達に対する虚栄心には勝て

ぬら しい。

if you come down that ladder before 

getting those goats off the roof, I'll never 

give you another bite to eat as long as I 

live. You can just make up your mind to 

go off somewhere else and starve to death, 

if you don ’t do what Mr. Morris told you.ハ

しかし、Handsomeが雄の親山羊に突掛けられて屋

根からもんどり落ち、井戸の屋根を突き破って落下し

てきた時には、Marthaの最初の気慨は何処へやら、

失心して卒倒する。 i析く意識を取り戻した Martha

は、井戸の枠に掴まりながら涙を拭し、つつ嘆くのであ

守

宅~o

‘＇I wish I hadn’t scolded him so much while 

he was alive. He was the best darkey we ever 

had. Poor innocent HandもomeBrown.ハ

CaldwellはGeorgiaBoy lこ於て、Nigger-Lover

の原形を母性愛という形で登場させたのである。 A 

House in the Uplandsに於てPeonageからの黒人

解放のために活躍するBen-Baxterは、自他共にゆる

す Nigger-Lawyerとして登場する。また黒白平等

の考えを持つPlaceCalled Esthervilleの DrPlow・ 

denは、白人の私生児を生む黒人女 Kathyanneの
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出産にたまたま訪れて彼女を励ます。 Caldv,rellは、

いづれも humanistたるべき人物を、従来の白人の

類形を破る Nigger-Loverとして誕生させてし、く 。

まさにGeorgiaBoyこそ、そのような人物造型の先

駆的作品と認むべきであろう。

2) 黒人の人格化

Georgia Boyに於ける黒人の取扱い上着目される

第2の点は黒人の人格化という ことである。 Trouble 

in Julyの SonnyClarkはリンチの犠牲者であるけ

れども、Caldwellの扱いは彼を追う白人集団の標的

として拙かれているに過ぎなし、。 innocentで小心な

Sonnyは、 彼が懐中に入れて逃げた小兎のような印

象を与えるだけである。 Caldwellの視点は専ら白人

の方向にあり、無実に追われるSonnyの苦悩、恐怖、

反抗といった感情の強い表出が見られない。黒人の代

弁者的立場に立つヒューマニスト Caldwellが黒人を

登場人物として描くユーモア小説を書く に至って黒人

の人格化をあえてした事実にはそれだけの理由がある

と思われる。 なかなかの度胸を持った伊ー達男の Big

Buckが、これまた絶対に男を近ず‘けたことのなし、し、

きのよい歌っ子のSalを、遂には口説きおとすという

黒人同志の世界を描いたBigBuckのユーモアは別と

して、従来の単なる虐待する白人と虐待される黒人と

の図式的関係だけでは、虐待者が如何にユーモラスな

人物で・あるとして も 、 笑いを呼ぶ~－＇－！；の喜劇 と はならな

いであろう。 無人格の黒人の弱さ、哀れさを笑うだけ

の小説では喜劇とはならなし、。 Caldwellによる作中

黒人の人格化は彼の黒人問題に対する意識の1詳明化を

意味するものではないであろうか。従って、この喜劇

の主調は ヒューマーであるが、その背後には Cald-

'vVellの社会的問題意識が含まれている。

Handsomeは専らMorrisから災難を蒙っているo

Morrisはネクタイ売りの女の子のコケット Yーな売

り込みに応じてネクタイの代金50セン トを都合するた

め、休暇をとっているHandsomeを仕事に連れ出し

て雇主から前金を取ったり、自分の眠りを覚した 6き

つつき’を黙らすため、夜中にHandsomeを起して

スズカケの木に登らせたこともあった。 このときは

Handsomeは頭も体もすっかりつつかれて、朝にな

って木から降り て来た時には上衣もジャ ンパーもずた

ずたに切れ、頭には大きな丸い広が4つ5つ出来、そ

こでは髪がすっかり抜けていたほどであった。しかし

Handsomeはこれらの仕打ちにも我慢するのだが、

彼の大事なパンジョーをMorrisに盗まれてはもう我

慢出来なかった。 Morrisは移動見世物を見るための
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小遣いを作るため、Handsomeのバンジョーを1ド

ノレで売ってしまったのだった。 Handsomeはおこっ

て家を出る。 Marthaは家出の理由を未だ確認してい

ないうちから、Morrisのせいだとすぐ感ずいて彼を

責め始める。彼女はMorrisのHandsomeに対する

普段からの処遇を非難して次のように言う。

“She said that Handsome would never 

have gone off if Pa had treated him halfway 

decent and hadn’t [always been cheating 

Handsome out of what rightfully belonged 

to him just because he was an orphan colored 

boy and scared to speak up for his rights ． リ

それでも、Handsomeが移動見世物の中にいると

いう知らせを聞いて、Marthaの常識はHandsome

に若しもの事が起つてはし、けないからと、Morrisと

Williamを急き立てる。 HandsomeはMorrisを見

つけるが、別の仕事を得たのだから帰るわけにはゆか

ないと楯を突き、Morrisに対して思い切りの嫌味を

並べる。 Handsomeの抵抗である。

“I just got good and tired of always work-

ing for nothing, and having my banjo taken 

away from me like it vvas. I just got tired 

of being treated that way, that ’s all ．ハ

''I sure don ’t ! I got myself another job 

now, and I figure on collecting me some 

pay instead of never getting nothing at 

all except some o 1 d clothes and things like 

that.'' 

Georgia Boy以前の小説のヰlで、 Handsomeほど

素直にしかもはっきりと権利についての考えを持った

黒人はいなかったし、またいわば労働条件ともいえる

給料、待遇について具体的に主人に文句をつけたの

も、黒人として初めてのようである。 これは基本的に

は南部封建主義の基盤といえる Peonage批判にも通

じる。息子のと ころへ移住させてくれと地主に申し出

るAHouse in the UplandsのUncleJeff Davis 

や、給金の代りに古着を出す女主人に現金を呉れと要

求するPlaceCalled Esther切lleのKathyanneなど

もやはり、Handsomeに始まる一つの新しい黒人像

といえる。ところで、Handsomeは Kneelto the 

Rising SunのClemHenryのよ うな勇気と力を持っ

ている訳ではなかったが、このような平凡な 1少年に

託して批判的言辞を吐かせたのは一層注意すべきこと

と思われる。 Nigger-LoverとしてのMarthaの出

現に対応して人格化されたHandsomeが登場したの

は確かにGeorgiaBoyのー特徴であり、前期作品と区

.3Uされるところであろう。

ちなみに、Caldwellが、ユーモアと社会批判と し

ての黒人問題を巧みに組合わせているこの小説は、彼

が結論としてつけ加えた最終章によってどのように結

ばれているであろうか。

MorrisというJeeter,Ty Ty Waldenの線を辿

る南部農民の家長権失墜とMarthaという良識と経済

力を持った女性の拾頭によって、小間使という弱い立

場のHandsomeが黒人の人間回復と、虐待者に対す

る間接的な復讐を果すことがさらに高次のユーモアを

形成しているように見える。

Uncle Ned’s Short Stayに於て、Handsomeが

本能的に身を遠ざけた脱獄図 Ned叔父さんは恐らく

黒人にと って最も危険な人種であったろうが、来訪後

即刻、治安官に逮捕されてしまったっまた、TheNight 

My Old lvlan Canie Homeトこ於て、或る雪の晩、酔

った揚句独身者気取りで若い女の子をつれて帰ってき

たMorrisはMarthaから散々な自にあわされる。そ

して最後の掌 MyOld Jl!fan Hasn't Been the Sαme 

Sinceでは、彼の心の支えともいえる闘鶏チャンピオン

College Boyが、Marthaの思い切った処置によ り夕

食の肉汁となって彼の口の中へ入ってしまう。Morris

は無言のまま、夜の閣の中に↑自然と消えてゆく 。

これは旧態依然たる南部白人に対する一種の郷織と

受けとることは出来ないであろうか。

これまでの作品に於て、白人対黒人という状況が現

われるとき、それは特にリンチ小説等の極限状況に於

て顕著であったけれども、白人相互の利害は多少おこ

っても、大きな白人対黒人の対立関係を崩すことはな

かったし、白人と黒人との対立関係の前には、白人同志

の利害は次元の異るものという解釈は地主から小作人

に至る白人の心の奥にある暗黙の了解の如きものであ

った。この白人の心の中の壁が、人種偏見と‘Nigger-

Lover ’と呼ばれることへの恐怖であり、白人優位

の内面的支えであった。 Nigger-Loverの出現と黒

人の人間的自覚がこの白人優位の基盤を崩す大きな力

となる。そして、 ただ単に人種の違いによる白人対黒

人の人間関係の構図も崩れ始めるのである。従って、

Georgia Boy は象徴的作品とも云えるかも知れない。

日T) Ge01宮山 Boyに於ける転換のー要因

以上述べたように、Caldwellの仙の前期作品と比

較するとき、GeorgiaBoyは明らかにユニークな作品

である。しかもここに見られる諸特性は、主題の多様

化、 グロテスク ・暴力の退行現象、黒人の人格化と主



題め変化、 Nigger-Loverの出現、社会意識・抗議

精神の稀薄化等、各要素の濃淡は作品によって様々な

がら、その後の一般的傾向とさえなるに至っている。

この意味に於て、 GeorgiaBoyは確かにCaldwell文

学の一つの転換点をなすものと断定出来よう。それで

はとの転換の背景には何があるのか。不充分ながら、

あえてそのl要因の解釈を以下に試みたい。

1929年10月24日突如と して襲った GreatDepres-

sionの影響を最もひどく受けた南部煙草耕作地帯に

於て、人間社会は底辺状況を露呈し一切の虚飾を剥い

で人間性の悪の面をさらけ出す。 Caldwellはhu-

maneな愛情と、自然主義的な冷静な観察をもって

Georgiaの世界を描き出すのであるが、その代表作

Tobacco RoadがJackKirklandによって劇化され、

1933年12月4日から1941年5月に至る 7年半のロング

ラン記録に見るように、ベストセラ一作家と しての

Caldwellの成功は、この国民的大試練の時期1930年

代の進歩的時代思潮と大いに関わりがあるように思わ

れる。即ち、1933年3月4日Hooverのあとを継いで

Franklin D. Rooseveltがアメリカ大統領に就任

し、 若い理想主義者達ーから成る BrainTrustを作っ

てNewDealの政策を発表し、 不況からの脱出、貧

困の解放をはかるため、政治、経済、労働の各分野に

わたって政策を実行し、 懸命の努力を傾注し始めた。

こうした中央の動きに呼応し南部Georgialこ於ても、

この苦しみに堪え抜く努力が、 知識人を中心に活発に

続けられていた。 RalphMcGillは？皮の TheSouth 

and the Southernerの中で、彼を含む学究達の活動

と彼の目に映った30年代初期の状況を次のように述べ

ている。

υThere was in the South an excitement 

about the early depression years of the 1930’s 

which ameliorated the harshness of them 

There was a mighty surge of discussion, 

debate, self-examination, confession and 

release. 

Few towns were too small to have their 

study groups. The demand for panel mem-

bers and speakers was steady. Aligned with 

faculty members from Emory University 

and Georgia Tech, I traveled much of the 

state to spend a day investigating and hlaf 

a night in argument and in question-and-

answer hours. There were sharecroppers 

and tenants to visit. Their wretched cabins 

and the pitiful meagerness of their posses-
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sions and existence were eloquent evidence 

of the inequities of an agricultural social 

and economic system which had ground to 

a halt. I recall thinking, with a surge of 

pity, on seeing them on the roads, some-

times whole families of them ragged, now 

and then barefooted, I had never before 

seen despair. There was the rough, scaly 

skin of pellagra victims, the thin bodies 

and hot eyes of the chronic malaria suf-

ferers. We gofto know U.S. Public Health 

doctors and technicians who encouraged 

us to peer through microscopes and learn 

to identify hookworms. We saw and talked. 

There was a stimulation in those days. 

Gone, finally, were the myths of white-

pillared mansions, and a magnolia-scented 

civilization. There were days, as we drove 

along the rural roads, when it seemed as if 

distorting veils had been removed and we 

could, for the first time, see the cotton 
印）

South plain. 

ところでそれから10年を経た1943年、 GeorgiaBoy 

の出版された当時のアメ Yカ内外に於ける情勢はどう

なっていたであろうか。

1936年の選挙に勝った Rooseveltは、引きつづき

New Dealの政策を遂行して多くの成果をもたらす

のであるが、まだ充分な結末を見ないうち、新しい世

界の情勢に影響を受けながら NewDealの目標から

遠ざかり始める。 1940年代に入る頃、西欧の風雲は既

に怪しくなってきていた。モンロー主義を守ってきた

アメ Yカも無関心ではおれなくなり、40～41年にかけ

て防衛支出は急増し、 30年代の不況は漸く終りを告げ

ようと していた。

1941年12月7日未明の日本海軍の真珠湾攻撃によ っ

て、 独ソ戦は第2次世界大戦へと発展し、アメ Yカは

このあと、 軍需産業を中心とする戦争遂行の為の生産

拡大へ入り、非常な速度をもって経済の成長を続け

る。劇 TobaccoRoadの終演は、アメリカ30年代

の不況からの脱出を象徴し新時代の到来を意味するも

のであった。 GreatDepressionの産物としての貧

困は、アメリカ国民にとって到底忘れ難し、ものである

としても、歴史的にはもはや過去のものとなりつつあ

ったのである。

一方、 黒人の世界においても変化がおこり始めてい

fこ。
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Ralph McGillは1942年の夏ごろには、 南部にほ

とんどコックがし、なくなって主婦達を憤慨させたと述

ベその様子を次のように書いている。

''Nor was it merely that Southern kitchens 

were out of cooks. Maids were also scarce. 

And this was, of course, too much to en-

dure. Not to have a cook, or at least a girl 

who came to 'clean ’two or three days a 

week, was a sign of social inferiority. It 

became very easy to decide that Mrs. Roose-

velt, who had interested herself in the issue 

of civil and economic rights, was an awful 

person when the cook telephoned to quit, 

.or, as more often the case, simply didn’t 

show up at all, because she had a job in a 

war plant一一 orher_husband did.リ

戦争政策に伴う産業の発，展の中で・の黒人の経済的向

上は、白人との聞に程度の差はあっても、無視するこ

とは出来ない。農業の面に於ける機械化は、南部棉花

国の伝統的 Peonageの破壊を早めていた。そ して黒

人の北上、都市集中に伴う人口減からくる労働力の不

足は南部黒人の地位向上に、かなりの拍車を加えてい

たのである。 McGillはさらに＇＇ Thekitchens 

were never to fill up again, at least not in 

the old way, any more than would the empty 

tenant cabins. The forces loosed by the de-

pression, the ・war, and Franklin Roosevelt’S 

political coalition had already rubbed out 

‘Nigger is Nigger and cotton is cotton ’ ~nd 

all that this crude inanity implied，・・・＇＇と

不況、戦争、NewDealの黒人に及ぼした影響につ

いて述べている。

また、1935年以降、下降線を辿って来たリンナ件数

は、 F.L. Allenの報告によると、40年代に於ては年

間概ね4件以下であり 、1945年には全米を通じて僅か
(2功

l件に止ったという ことである。 30年代に較べて明ら
似）

かに激減している。奴隷解放以後の黒人にとって、

New Dealから第2次世界大戦へと続いた時代ほど、

明るい希望を抱いた時期はなかったであろう。戦争と

黒人それは誠に皮肉な関係にある。 経済成長の恩恵を

最後に受けたのであっても、またたとえ軍隊の中に於

てさえ白黒の差別があったとしても、 黒人にとっても

やはり希望の時代であり 、その力を伸ばせる時代であ

っfこ。

ここで、 さらに視点を変えてCal dwellの文学観に

ついて瞥見することにしよ う。

彼は自紋伝 CαllIt Exρerienceの中に於て自らの

文学的目標を明示して＇＇ Ihad no philosophical 

truths to dispense, no evangelistic urge to 

change the course of human destiny. All I 

wanted to do was simply to describe to the 

best of my ability the aspirations and des-

pair of the people I wrote about，”と言い、

さらに作家の責任にふれて＇＇ Itwas now my con-

viction that a writer ’s obligation was to 

himself and to his readers, and all his effort 
ω） 

should be directed toward those two.＇’と

述べ、 「知っているままの、また見えるままの南部」

を描く ことに精進し続けた。

Chicagoに於ける劇 TobaccoRoadの巡業禁

止、 God’s Little Acr叫二対するNewYork矯風会

からの狼袈罪による告訴等Caldwellの作家への道に

はなお多くの障害も横たわっていたが、 幸運に恵まれ

た新進の作家にとってそれ等は大した影響を及ぼすも

のではなかった。彼は批評家達の批判にも耳を傾けよ

うと しなかった。彼は Bastm・d(1929）以来 Trouble

in July (1940）に至るまで、殆んど Depressionと

時期を合せて Georgiaの煙草耕作地帯に於ける貧乏

白人と黒人を主題とし、暴力・性・貧困に焦点を合わ

せながら、グロテスク・ユーモアを加味し社会意識・

抗議精神の密度の高い作品を次から次へと世に出 した

のである。そこに幾分主題や素材の重複が見られ、ま

た登場人物の類型化が見られることも確かである。

GeO?・gia Boy誕生の直前に於ける諸批評家の批評は

次のようなものであった。

CantwellはTimeを引用 して“Asnovel after 

novel was panned because, as Time said, 

they ran their‘weary pre-ordained course 

of rape, murder and stupidity’it almost 

seemed that Caldwell was becoming impris-

oned in the legend that had grown up 
ω 

about him.パと言い、 Caldwellの作品がその主

題の画一化と、プロッ トの展開の常套化を攻撃されて

いること を知らせる。さらに AlfredKazinは彼の

On Native Grounds (1942）の中に於て Kenneth

Burkeの言葉を引用 して＇＇ Caldwell,as Kenneth 

Burke once said, became so repetitious that 。9)
he seemed to be playing with his toes，＇’と

Caldwellのマンネリズム化した手法と主題について

批判している。

Caldwellが1938年、1941年の2度にわたって海

外旅行を し、 Northof Danube, Russia at War, 



Jld oscow under Fire等、主としてノレポノレタージュ文学

の仕事に携わったのが、批評家達の言う彼の文学的行

きづまりに関連するものであるかどうかわからない。

しかし、このあと GeorgiaBoyは全く異った姿で世

に出されたのである。それでは、Caldwellがこれ等

の批評家達の忠告に従ったのであろうか。否、そうで

はなかろう。次の言葉は Cald・.vellの批評家に対す

る最も痛烈な批評である。

“There seemed to be reasonable evidence, 

after all, that there might be some truth 

in the belief that a good many reviewers 

and critics were impotent lovers or unsuc-

cessful authors. 

Perhaps a wouldbe reviewer or critic 

should be required to demonstrate his 

ability either to make love or to write a 
t珂

publishable book of fiction.'' 

このよ うに意固地なほどに強い、批評家・ 書評家に

対する言葉から判断してCaldwellが彼等の忠告に応

じたとは忠われないようである。

一方、彼は 4ε・・ ・，readers were to be the ones 

to pass final judgement on my book；下，と

言って、読者に対し極めて堅い忠誠心を抱いている。

確かに30年代のアメリカに於ては Caldwellの作家

としての責任は南部を赤裸々に描1き出すことにあった

し、それはまた読者の支持とも一致していたと言って

よかろう。 40年以後に起ったアメリカの大きな変化

は、Caldwellの＃Jiv、た PoorWhitesと、 それから

また黒人をも大きく変えたのである。

読者を極度に意識する Caldwellが40年代に入っ

て、自らその主題、素材の選択に変化あらしめたのも

（彼のジャーナリス ト的感覚からして〉決して不思議

とは思われなし、。それが批評家に対する降伏を意味す

るのではなくとも、読者に対する彼の考え方からすれ

ば変化が起 るのは当然とも云える。そして Poor

Whitesからの脱却は一一一それはむしろ新しい Geor-

giaへの順応と云った方がよいかも知れないーーまた

グロテスクからの退行を意味することにもなるのであ

った。アメ Yカの繁栄を思うとき Loveand 11グoney

以降の主題の普遍化という傾向のあらわれるのも、ま

たうなずけるようである。また黒人の取扱い上の変化

についても、GeorgiaBoyの特徴とした Nigger-

Loverの出現、そして黒人の人格化はまさに与えられ

た恰好のチャンスといえるかも知れない。 Caldwell

のその後の黒人主題の小説は、 なお暴力を問題と して

残してはいるものの、 The House in the Uplands 
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(1946) Place Called Estherville (1949）、 Close

to Home (1962）に見られる如く、それは顕在的暴力

からより多く潜在酌暴力の問題へ移行し、 Adultery,

Racial Mixture, Matrimonyの主題を包含して

ゆく。

おわりに

Georgia Boyに見られる創作上の変化について、

転向と区別して転換という 言葉を用いた。 というの

は、Caldwellの基本的立場は ヒューマニズムにあ

り、それは TobaccoRoad (1934）以来 InSearch 

of Bisco (1965）に至るまで、一貫して流れて変らな

い彼の信条であると思われる。

George Snellカ＇ The Shaρers of American 

Fiction (1947）に於て、GeorgiaBoyを Caldwell
(:J") 

の‘Totalabout-face ’と評したとき、そこにあっ

たのは悪意ではなく、彼の文学に於ける新しい方向づ

けへの期待であった。

たしかに、Georg一切 Boyは彼の作品群の中に於て、

全く ユニークなものである。その類例は前期作品中に

もまたそれ以後の作品群にも見当らないようである。

しかし、 Ge01苫iaBoy lこは、前期作品の特徴であった

社会意識・抗議精神が Nigger-Loverの出現、7r;i:i，人

の人格化、ヒューマーに含まれた白人への調刺という

形で残り、それらはその後の黒人主題の作品の中に、

ヒューマニズムの昂揚という形で受け継がれてゆく。

それと同時に GeorgiaBoyに於て暗示された Vio-

lence • Grotesqueの退行現象、主題の多様化・ 普

遍化は、特に Loveand ildoney以後の中間小説化と

も云える方向へ進む。

このよ うに、GeorgiaBoyはユニークな作品であ

っても前期作品との聞に完全な断絶はないし、また後

期作品の出発点ともなっている。 30年代に書かれた作

品を特徴づけていた要素と、戦後に於ける新しい傾向

を作る要素がこの Ge01宮iaBoyの中に混在している

といえよう。画然としてではないが、そこに転換点と

しての GeorgiaBoyの意味があるように思われる。

文壇登場とともに、一躍アメリカのベストセラ一作

家に仲上がり 、底lJTobacco Roadのロングランも

あって、移しい読者を獲得し、安定した作家の座に坐

ったCaldwellが読者に於て勝負をしようとする姿勢

をとるとき、アメ 3カの変化一一大不況から第2次世

界大戦へ突入し、そして完全な勝利を得たあと、世界

を二分する自由陣営の中で指導的地位に立つという大

変化一ーの中で何等かの転換をはかることは、作家の

生命を守るために不可欠のことであったろう。この社



Anierica (Southern Methodist U .P .) P .107 

cf. Erskine Caldwell ; Call lt Exρerience 

P.176 

13 Erskine Caldwell ; Love and Money CA 

Signet Book) 

14 cf. Seiya Nishi ; Caldwell as a Humanist 

(Research Reports of the Ariake Techni-

cal College No. 2) 

Erskine Caldwell ; Tobacco Road (Heine-

mann) P .124 

16 Erskine Caldwell ; G♂orgia Boy P. 35 

17 Ibid., P.39 

18 Ibid., P.78 

19 1 bid.' pp .84-85 

20 Ralph McGill ; The South and the Southerner 

(Atlantic Little, Brown) PP .159-160 

21 Ibid., P.169 

22 Ibid., P.170 

23 F. L. Allen; The Big Change P .185 

24 cf. Louis Y. Gossett ・ Violence in recent 

Southern fiction PP .20-21 

Erskine Caldwell ; Call It Exρerience 

pp .104-105 

26 Ibid., P .86 

Ibid., P.38 

Erskine Caldwell ; Ge01宮山 Boy P .147 

Alfred Kazin ; On Nati-ve Grounds, 

(Harcourt, Brace World) P .382 

Erskine Caldwell; Call It Exρerience P .85 

Ibid., P .86 

George Snell ; The Shaρers of Amencan 

Fiction 1798-1947, PP .275-276 

Edited by Robert A. Jelliffe ; Fa11lkne1・

at Nagαno (Kenkyusha) PP .57-58 

12 

25 

15 

88 

会の変化の中で、読者の実体、読者の心をCaldwell

がどのように把握し理解していったか、それが Geor~ 

gia Boy以降の作品の傾向と して現われるところで

あろうか。

William Faulknerは、長野セミナーに於て

Caldwellについての質問に答え、いTherewas a 

thought or a certain moving power and 

quality in his firstbook, Tobacco Road, but 

after that, it gradually grew toward trash, 
4刈

I thought.けと言い、かつて TobaccoRoadに見

られたCaldwellの感動が次第に失われてきているこ

とを批判している。

ところで、このFaulknerが、MalcolmCowly編

The Portable Faulんne1・が出版される 1946年まで、

殆んど正当な評価を受けなかったのに対し、 1930年代

の初期に花々 しくデビューしたCaldwellが、現在殆

んど研究の対象とされていないことは非常に興味深い

ことである。

Georgia Boy に貴台ま り、Georgia Boyによって日吾

示されたCaldwellの転換は、Caldwellが小説家と

してさらに飛躍する出発点となU得たのか、それと

も、諸家によ って言われるように、 Caldwellの創作

力の傾斜を食止めることは出来なかったのか、筆者に

とっては未だ断定出来ないと ころである。

7
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り
ん
ご
平
果
の
樹
、
ボ
ル
ド
ク
液
の
、

霧
降
り
て
、
ち
い
さ
き
虹
の
ひ
ら
め
き
た
け
り
。

（
自
）
、
り
ん
ご
の
樹
／
ボ
ル
ド
ウ
液
の
器
ふ
け
て
／
ち
い
さ
き
虹
の
ひ
ら
め
げ
る
か
な
。

（
「
大
正
四
年
四
月」

）

う
る
み
た
る
、

馬
の
瞳
に
歪
む
か
な
、
五
月
の
丘
に
開
け
る
戸
口
。

（自
）
ゆ
が
み
う
つ
り
／
馬
の
ひ
と
み
に
う
る
む
か
も
／
五
月
の
丘
に
ひ
ら
く
る
戸
口
（
同
）

ひ
と
に
ぎ
り
、
草
を
喰
ま
し
め
、
つ
く
づ
く
と
馬
の
機
嫌
を
、
と
り
で
あ
る
と
き
。

（
自
）
一
に
ぎ
り
／
草
を
は
ま
し
め
／
つ
く
づ
く
と
／
馬
の
機
嫌
を
と
り
て
け
る
か
な

（
「
大
正
五
年
三
月
よ
り」

）

き
た

風
来
り
、
高
鳴
る
も
の
は
、
や
ま
な
ら
し、

あ
る
ひ
は
ポ
プ
ラ
、
さ
と
り
の
ね
が
ひ

（自）
風
き
た
り
／
高
鳴
る
も
の
は
や
ま
な
ら
し
／
ま
た
は
こ
ゃ
な
ぎ
、き
と
り
の
ね
が
ひ
（同）

旅
の
手
帳
よ
り

。

（

四

十

頁

下

段

）

そ
ら
ぎ
ん
ね
づ
み

暮
れ
て
ゆ
く
、
奈
良
の
宿
屋
に
、
ひ
た
ひ
た
と
、
せ
ま
り
ぬ
る
か
な
、
空

の

銀

鼠

（自
）
た
そ
が
れ
の
／
奈
良
の
宿
の
の
き
ち
か
く
／
せ
ま
り
ょ
せ
た
る
銀
鼠
ぞ
ら
（
同
）

ママ

暗
に
向
く
、
鹿
の
ま
な
て
の
、
燐
光
と
、
酔
ひ
た
る
ご
と
く
、
行
け
る
わ
れ
ら
と
。

（自
）
に
げ
帰
る
／
鹿
の
ま
な
こ
の
燐
光
と
／
な
か
ば
は
黒
き
五
日
の
月
と
（
同
）

ひ

な
つ
か
し
き
、
わ
が
長
石
よ
、
た
そ
が
れ
の
淡
き
灯
に
照
る
、
そ
と
ぼ
り
の
た
も
と
o

e
L
手酌
鴻
の
海
、
石
山
行
き
の
、
小
蒸
気
に、

陽
は
あ
か
／
＼
と
、

山
な
み
の
石
。

ち
た

そ
ら
は
れ
て
、
く
ら
げ
は
う
か
び
、
わ
が
船
の
、
知
多
半
島
を
、
め
ぐ
り
行
く
か
な
。

（
自
）
そ
ら
は
れ
て
／
く
ら
げ
は
う
か
び
／
わ
が
船
の
／
渥
美
を
さ
し
て
う
れ
ひ
行
く
か
な

（
「
同
」
）

肥
り
た
る
、
ひ
わ
色
の
山
、
た
ち
な
ら
び
、
明
き
う
れ
ひ
の
、

画
根
山
か
な
。

（自
）
ひ
わ
い
ろ
の
／
重
き
や
ま
や
ま
う
ち
な
ら
び
／
は
こ
ね
の
ひ
る
の
／
う
れ
ひ
を
め
ぐ
る

（
「
同
」
）

う
す
び
か
る
／
春
の
う
れ
ひ
を
／
ひ
わ
い
ろ
の
笹
山
な
ら
ぶ
画
根
や
ま
か
な
。

（
「
同
」
）

う
す
ひ

輝
石
た
ち
、
こ
L
ろ
せ
は
し
く
、
さ
よ
な
ら
を
、
云
ひ
替
す
ら
ん
、
淡
陽
の
函
根
。

（自）

輝
石
た
ち
／
こ
こ
ろ
せ
は
し
く
別
れ
を
ば
／
言
ひ
か
は
す
ら
ん
函
根
の
う
す
ひ

（
「
同
」
）

山
の
藍
、
空
の
ひ
び
わ
れ
、
草
の
穂
と
、
思
ひ
き
た
ら
ば
、
泣
か
ざ
ら
め
や
は
。

ま
ど
ろ
み
の
、
山
の
絵
巻
の
、
み
ど
り
こ
そ
、
っ
か
れ
し
こ
L
ろ
、
な
ぐ
さ
む
も
の
ぞ
。

わ
く
ら
．
立

大
使
館
、
低
き
煉
瓦
の
塀
に
降
る
、
並
木
桜
の
朝
の
府
乳
。

錦
町
、
も
や
を
通
れ
る
展
光
の
、
し
み
じ
み
注
ぐ
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
か
な
。

（
四
一
頁
上
段
）

八
月
も
、
終
れ
る
故
に
、
小
石
川
、
青
き
、
木
の
実
の
降
れ
る
さ
び
し
さ

（自
）
八
月
も
／
終
れ
る
ゆ
え
に
／
小
石
川
／
青
き
木
の
実
の
降
れ
る
さ
び
し
さ
。

（
大
正
五
年
七
月
）

東
京
よ
、
こ
れ
は
九
月
の
青
草
果
、
あ
は
れ
と
み
つ
L
汽
車
に
、
乗
り
入
る
。

（自）

東
京
よ
／
こ
れ
は
九
月
の
り
ん
ご
／
か
な
し
と
見
つ
つ
／
汽
車
に
の
ぼ
れ
り

（
「
同
」
）

毛
虫
焼
く
、
ま
ひ
る
の
火
立
つ
、
こ
れ
や
こ
の
、
稜
父
寄
居
の
ま
し
ろ
き
、
そ
ら
に
。

山
峡
の
土
蔵
の
、
う
ず
う
ず
と
、
タ
も
や
に
く
れ
、
わ
れ
も
だ
せ
り
。

霧
晴
れ
ね
、
分
れ
て
乗
れ
る
、
三
台
の
、
ガ
タ
馬
車
は
行
く
、
山
岨
の
み
ち
。

星
あ
ま
り
、
む
ら
が
れ
る
故
、
恐
れ
し
を
、
鳴
く
轟
の
あ
り
、
三
み
ね
の
山
。

（自
）
星
あ
ま
り
／
む
ら
が
れ
る
ゆ
ゑ
／
み
つ
み
ね
の
／
そ
ら
は
あ
や
し
く
お
も
ほ
ゆ
る
か

な
（

「
同
」
）

か
ひ

鳳
仙
花
、
実
を
弾
き
つ
L
、
行
く
と
き
は
、
峡
の
流
れ
の
碧
々
と
し
て
。

か
ひ

（白
）
鳳
仙
花
／
実
を
は
ぢ
き
つ
L

行
き
た
け
れ
ど
／
峡
の
な
が
れ
の
碧
か
な
し
も

（
「
同
」
）

ほ
ん
の
が
み

金
地
に
も
、
今
日
は
別
れ
の
、
本
野
上
、
駅
に
ひ
か
れ
る
、
た
う
き
び
の
穂
よ
。

は
る
ば
る
と
、
谷
に
行
か
ん
、
少
年
の
、
工
夫
は
ね
む
る
、
朝
の
武
阿
隈
。



（
こ
れ
が
お
前
の
世
界
な
の
だ
よ
、
お
前
に
丁
度
あ
た
り
前
の
世
界
な
の
だ
よ
。
そ
れ

よ
り
も
っ
と
ほ
ん
た
う
は
こ
れ
が
お
前
の
中
の
景
色
な
の
だ
よ
。
）

誰
か
が
、
戎
ひ
は
諒
安
自
身
が
、
耳
の
近
く
で
何
べ
ん
も
斯
う
叫
ん
で
ゐ
ま
し
た
。

（
さ
う
で
す
。
さ
う
で
す
。
さ
う
で
す
と
も
。
い
か
に
も
私
の
景
色
で
す
。

私
な
の
で

す
。
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
の
で
す
。
）
諒
安
は
う
と
う
と
斯
う
返
事
し
ま
し
た
。

ほ
ほ
の
花
は
マ
グ
ノ
リ
ア
の
木
と
さ
れ
て
い
る
が
、
「
こ
こ
は
こ
れ
／
惑
ふ
木
立
の
な
か

な
ら
ず
／
忍
び
を
習
ふ
春
の
道
場
」
は
、
「
（
こ
れ
は
こ
れ
／
或
ふ
木
立
の
中
な
ら
ず
／

し
の
び
を
な
ら
ふ
／
春
の
道
場
。
）
」
と
わ
ず
か
に
初
五
が
な
お
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。

「
マ
グ
ノ

p
ア
の
木
」
の
後
半
は
、

羅
を
つ
け
理
瑠
を
か
ざ
っ
た
子
供
が
あ
ら
わ
れ
、
「
学

者
の
善
」
が
語
ら
れ
て
、
（
峯
や
谷
は
）
は
信
仰
の
表
現
に
昇
華
さ
れ
て
い
る
。

「
ア
ザ
リ
ア
」
の
散
文
三
篇
に
つ
い
て
、

簡
単
に
述
べ
て
き
た
が
、
な
お
、
同
時
代
の
他

の
作
品
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
の
意
味
を
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
三
篇

に
後
年
の
賢
治
を
語
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
に
と
ど

め
て
、
っ
た
な
い
紹
介
を
結
び
た
い
。

（注）

拙
稿

「
宮
沢
賢
治
末
発
見
短
歌
二
十
九
首
｜

『
盛
岡
高
等
農
林
学
校
校
友
会
会
報
』

三
十
二
号
所
収

『灰
色
の
岩
』
に
つ
い
て
l
」
（
「
日
本
近
代
文
学
会
九
州
支
部
会

報」

4
・
5
合
併
号
昭
必
・

8
）
参
照
。

高
橋
秀
松
「
寄
宿
舎
で
の
賢
治
」
（
草
野
心
平
編
「
宮
沢
賢
治
研
究
」
昭
お
・

8
筑

摩
書
房
）

p
m

1 2 3 

阿
部
孝
「
中
学
生
の
頃
」
（
「
四
次
元
」
∞
号
昭
弘
・

1
）

p
m
「
あ
の
と
ぼ
け
た

d
Bム

よ
う
な
、
お
ど
け
た
よ
う
な
、
人
を
く
っ
た
よ
う
な
、
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と
し
た
、
そ

れ
で
い
て
、
じ
つ
に
き
れ
い
で
、
り
つ
ぎ
で
、
ば
か
正
直
で
、
て
い
ね
い
で
、
実
が

こ
も
っ
て
い
て
、
ご
ま
か
し
の
き
か
な
い
、
ま
っ
た
く
類
の
な
い
あ
の
字
体
は
、
す

で
に
は
っ
き
り
完
成
さ
れ
て
い
た
。
」

保
阪
嘉
内
の
短
歌
例
8
「
ギ
ヤ
マ
ン
色
」
例
幻
「
沈
澱
の
雲
」
な
ど
。
保
阪
は
よ
く

生
命
、
命
を
謡
歌
し
て
い
る
。

阿
部
孝
「
或
日
の
賢
治
」
（
『
甘
口
辛
口
』
昭
但
・

4
学
社
）
参
照
。

拙
稿

「
宮
沢
賢
治
へ
の
近
代
詩
の
投
影
」
（
「
日
本
近
代
文
学
」

第
五
集
昭
4
・

ω）

参
照
。

4 5 
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6 

7 

（「
語
文
研
究
」
お
号
昭
必
・

3

8 

拙
稿

「
宮
沢
賢
治
の
心
象
ス
ケ
ッ
チ
に
つ
い
て
」

参
照
。

森
荘
己
池
『
宮
沢
賢
治
』

（
昭
四
・

1
小
学
館
）
P
∞∞
参
照。

拙
稿

「
宮
沢
賢
治
の
自
然
交
感
」
（
「
四
次
元
」
別
号
昭
必
・

3
）
参
照
。

拙
著
『
評
伝
・
宮
沢
賢
治
』

（
昭
必
・
3
中
出
版
予
定
、
桜
楓
社
）

参
照
。

同
右
書
「
愛

l
禁
欲
を
め
ぐ
っ
て
」

参
照
。

9 11 10 （附
録
）

宮
沢
賢
治
末
発
短
歌
二
十
九
首
｜
l
「盛
岡
高
等
農
林
学
校
校
友
会
報
」

三
十
二
号
所
収

「
灰
色
の
岩
」

に
つ
い
て
｜
｜

本
稿
は
先
に
記
し
た
よ
う
に
、

「
日
本
近
代
文
学
会
九
州
支
部
会
報
」

4
・
5
合
併
号
（

昭
必
・

8
）
に
紹
介
し
た
も
の
を
も
と
に
し
て
い
る
。
一
頁
の
全
白
を
借
り
て
、
先
の
稿
で

果
さ
な
か
っ
た
自
筆
歌
稿
と
の
異
聞
を
並
記
し
た
い
。
「
灰
色
の
岩
」
を
も
と
に
し
て
、
自

筆
歌
稿
に
類
歌
の
あ
る
の
も
の
を
（
自
）
と
し
て
並
記
し
た
。
／
は
改
行
。
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色

四

十

頁

上

段

）

鈍
感
の
鼠
色
な
る
、
こ
の
岩
は
、
七
月
の
午
後
の
、
霧
を
吸
ひ
た
り
。

（
自
）
捌
く
し
て
／
馬
覚
に
ぶ
き
／
こ
の
岩
は
／
夏
の
や
す
み
の
タ
霧
を
吸
ふ

（
「
大
正
五
年
三
月
よ
り
」
）

灰

岩

健
吉

（

の

み
な
そ
乙

そ
の
む
か
し
、
な
ま
こ
の
ご
と
く
水
底
を
、

這
ひ
て
流
れ
し
、
石
英
組
面
岩。

お
ろ
か
な
る
、
灰
色
の
岩
の
、
丘
に
立
ち
、
今
日
も
暮
れ
た
り
、
雲
は
る
ば
る
と
。

（自）

愚
か
な
る
／
流
紋
岩
の
丘
に
立
ち
／
け
ふ
も
暮
れ
た
り
／
く
も
は
る
ば
る
と
（
同
）

（
う
ま
の
ひ
と
み
等
）

し
め
り
あ
る
、

黒
き
推
肥
は
、
五
月
よ
り
、
頭
ふ
樹
液
と
な
り
ぬ
べ
き
か
な
。

（
自
）
し
め
り
あ
る
／
黒
き
推
肥
は
四
月
よ
り
／
ふ
る
ふ
樹
液
と
か
は
る
べ
き
か
な
（
同
）

棚
砂
球
、
ク
ロ
ッ
カ
ス
の
し
ベ
、
さ
て
は
ま
た
、
ベ
シ
が
配
れ
る
、
青
加
里
の
汁
。
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の
場
合
と
お
な
じ
く
、
賢
治
は
表
現
を
抑
制
し
た
も
の
を
発
表
し
て
い
る
比
九
い
え
る
。
作
品

の
評
価
と
意
味
に
つ
い
て
は
、
別
の
と
こ
ろ
で
少
し
書
い
た
こ
と
も
あ
り
、
l
ぽ
数
も
尽
き
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
、
ひ
か
え
た
い
。

賢
治
が
「
ア
ザ
リ
ア
」
に
発
表
し
た
三
つ
の
散
文
は
、
筑
摩
版
全
集
に
発
表
さ
れ
た
が
、

原
典
と
異
っ
て
い
る
点
は
、
句
読
点
や
用
字
を
正
式
に
改
め
て
い
る
だ
け
で
、
異
同
を
記
す

ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。

一
輯
の
「
『
旅
人
の
は
な
し
』
か
ら
」
は
、
賢
治
が
発
表
し
た
最
初
の
散
文
作
品
に
な

る
。
こ
れ
以
前
に
書
い
た
も
の
と
し
て
は
、
大
正
五
年
あ
る
い
は
E
N
C
・
m
｜
の
書
込
み
の

あ
る
「
丹
藤
川
」
（
の
ち
「
家
長
制
度
」
）
が
あ
だ
け
で
あ
る
か
ら
、

賢
治
の
も
っ
と
も
初
期

の
思
想
を
表
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
作
品
は
、
ま
ず
童
話
的
な
発
想
を
持
ち
、
文
体
も

「
ま
す
調
」
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
と
い
え
る
。
ト
ル
ス
ト
イ
の
「
戦
争
と
平
和
」
の
名
が
み

え
て
空
想
的
な
物
語
か
と
思
え
ば
、
最
後
に
盛
岡
高
等
農
林
学
校
の
標
本
室
と
農
場
実
習
が

出
て
く
る
な
ど
、
空
想
と
現
実
が
結
び
つ
い
て
い
る
点
で
、

賢
治
特
有
の
発
想
が
す
で
に
あ

ら
わ
れ
て
い
手
’
「
木
を
恋
し
た
り
」
と
あ
る
自
然
へ
の
傾
倒
に
つ
い
て
は
す
で
に
触
れ
た

こ
と
が
あ
る
が
、

賢
治
の
生
涯
を
暗
示
す
る
よ
う
な
一
節
が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

そ
の
国
広
い
事
、
人
民
の
富
ん
で
い
る
事
、
こ
の
国
に
は
生
存
競
争
な
ど
L
申
す
様
な

つ
ま
ら
な
い
競
争
も
な
く
労
働
者
対
資
本
家
な
ど
L

い
う
様
な
頭
の
痛
め
る
問
題
も
な

く
総
て
が
楽
し
み
総
て
が
悦
び
総
て
が
真
で
あ
り
善
で
あ
る
国
で
あ
り
ま
し
た
、
決
し

て
喜
び
な
が
ら
心
の
底
で
悲
し
む
様
な
変
な
人
も
居
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
一
文
を
白
樺
派
の
影
響
と
す
る
の
は
早
計
に
す
ぎ
る
が
、
少
く
と
も
白
樺
派
的
な
理

想
主
義
に
近
い
こ
と
が
い
え
る
。

賢
治
の
用
語
と
し
て
、

「労
働
者
対
資
本
家
」
と
い
う
こ

と
ば
が
み
ら
れ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
れ
一
語
で
あ
っ
て
、

賢
治
が
階
級
観
を
超
え
た
も
の

を
考
え
て
い
た
こ
と
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
を
支
配
し
て
い
る
奇
妙
な
詣
諮
調
も
ま

た、

賢
治
の
作
風
の
基
底
に
あ
る
も
の
と
い
え
る
。

第
五
輯
の
「
復
活
の
前
」
は
、
卒
業
を
前
に
し
た
賢
治
の
進
路
に
対
す
る
不
安
と
混
迷

が
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

賢
治
の
内
心
を
露
出
し
た
よ
う
な
こ
の

文
章
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
賢
治
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
こ
こ
で
は
、
表
現
さ
れ
た
二
、
三
の
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

ま
ず
こ
の
文
は
、
「
あ
〉
ち
〉
は
〉
よ
、
い
ち
ば
ん
の
幸
福
は
私
で
あ
り
ま
す
」
と
い
う

逆
説
的
な
断
章
に
よ
っ
て
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
八
章
目
に
は
「
私
は
さ
び
し
い
、
父
は
な
き

な
が
ら
し
か
る
、
母
は
あ
か
ぎ
れ
し
て
私
の
（
数
字
不
明
）
思
ふ
。
私
は
い
く
ぢ
な
し
の
泣

い
て
ば
か
り
い
る
、
」
と
あ
る
。

賢
治
が
生
涯
父
母
、
な
か
で
も
父
親
に
気
が
ね
し
て
い
た

こ
と
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
が
、
古
着
屋
と
質
屋
と
い
う
嫌
い
な
家
業
を
継
が
ね

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、
父
母
に
対
す
る
二
様
の
こ
と
ば
を
書
か
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
わ

れ
は
古
着
屋
の
む
す
こ
な
る
が
故
に
こ
の
よ
ろ
こ
び
を
得
た
り
」
と
い
う
逆
説
が
、

賢
治
の

内
心
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

賢
治
と
推
定
さ
れ
る
第
四
輯
の
「
A
と
い
う
字
」
で
、
彼

は
「
厚
さ
六
千
里
あ
る
石
の
壷
の
中
に
私
は
入
れ
ら
れ
厚
さ
一
千
里
あ
る
葦
を
さ
れ
た
」
と

述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
閉
塞
感
は
、
「
無
上
甚
深
微
妙
の
法
は
百
千
寓
劫
に
も
遭
遇
し
た
て

ま
つ
る
こ
と
か
た
し
。
」
と
い
う
信
仰
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
こ
の
断
章
の
す
ぐ
あ
と
に
「

な
ん
に
も
な
い
、
な
あ
ん
も
な
い
、
な
あ
ん
に
も
な
い
。

」
と
い
う
虚
無
感
や
、
「
私
は
剣

で
沼
の
中
や
便
所
に
か
く
れ
て
手
を
合
せ
る
老
人
や
女
を
ズ
ブ

y
ズ
プ
リ
と
さ
し
殺
し
高
く

叫
び
泣
き
な
が
ら
か
け
足
を
す
る
。
」
と
い
っ
た
加
虐
意
識
と
い
う
よ
り
も
被
虐
意
識
の
表

出
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
書
き
並
べ
て
あ
る
こ
と
が
、

賢
治
の
信
仰
の
す
が
た
を
あ
ら
わ
に
し
て

い
る
。

賢
治
の
信
仰
は
彼
の
心
情
の
弱
さ
と
結
び
つ
き
、
弱
さ
に
結
び
つ
く
こ
と
で
、
そ
の

必
然
の
強
さ
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
六
輯
で

K
E
N
J
I生
と
署
名
の
あ
る
散
文
に
は
題
が
つ
い
て
い
な
い
。
「
峯
や
谷
は

無
茶
苦
茶
に
刻
ま
れ
私
は
わ
ら
じ
の
底
を
抜
い
て
し
ま
っ
て
そ
の
一
番
高
い
と
こ
ろ
か
ら
又

低
い
と
こ
ろ
文
高
い
と
こ
ろ
と
這
ひ
歩
い
て
ゐ
ま
し
た
。
」
に
は
じ
ま
る
こ
の
文
は
、

賢
治

の
直
観
像
的
な
映
像
の
世
界
を
表
出
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
こ
の
峯
や
谷
は
実
に

私
が
刻
ん
だ
も
の
で
す
。
」
と
い
う
こ
と
ば
が
、
そ
れ
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
同
じ
頃
と
推

定
さ
れ
る
同
級
生
、
佐
々
木
又
治
宛
書
簡
（
大
正
7

・4
－

m）
に

「
ケ
レ
ド
モ
熊
テ
ト
モ

私
が
創
ツ
タ
ノ
デ
ス
カ
ラ
ソ
ン
ナ
ニ
意
地
悪
イ
骨
マ
デ
喰
フ
様
ナ
ゴ
ト
ハ

V
マ
ス
マ
イ
。
」

と
か
、
「
本
統
ニ
コ
ノ
山
ヤ
川
ハ
夢
カ
ラ
ワ
マ
レ
、

寧
ロ
夢
ト
イ
ブ
モ
ノ
ガ
山
ヤ
川
ナ
ノ
デ

セ
ワ
。
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
と
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
作
品
は
、
初
期
作
品
の
一

つ
で
あ
る

「
マ
グ
ノ
リ
ア
の
木
」
の
初
稿
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
た
と
え
ば
、
昌
頭
の
部

分
は
、

「
マ
グ
ノ
リ
ア
の
木
」
で
は
、

沓
の
底
を
半
分
踏
み
抜
い
て
し
ま
ひ
な
が
ら
そ
の
い
ち
ば
ん
高
い
処
か
ら
い
ち
ば
ん
暗

い
深
い
と
こ
ろ
で
ま
た
そ
の
谷
の
底
か
ら
霧
に
吸
ひ
こ
ま
れ
た
次
の
峯
へ
と
一
生
け
ん

め
い
伝
っ
て
行
き
ま
し
た
。

と
あ
る
。
「
こ
の
峯
や
谷
は
実
に
私
が
刻
ん
だ
の
で
す
。

」
と
い
う
主
題
は
次
の
よ
う
に
育

て
ら
れ
て
い
る
。
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阿
片
光

う
つ
ろ
よ
り
来
れ
る
青
き
阿
片
光
百
合
に
ほ
ひ
し
て
波
立
ち
に
つ
る

阿
片
光
さ
び
し
さ
こ
む
る
た
そ
が
れ
の
む
ね
に
ゆ
ら
げ
る
青
い
麻
む
ら

（第
三
輯
七
枚
目
）

（
注
）
第
一
首
、
全
集

p
m「
あ
か
り
窓
」の
異
稿
P
町
出
。

第
二
首
、
全
集

p
m出。
第
三

4
1
ム

，

つU

4
Eム

首
、
全
集

p
m出
。
第
四
首
、
全
集

Pω
「
降
り
来
る
」
の
異
稿

p
m
「
う
つ
ろ
よ
り
」
と

同
形
。
第
五
首
、
全
集
問
「
阿
片
光
」
の
異
稿
、

p
m
「
阿
片
光
」
と
同
形。

種
山
ケ
原

よ
り
そ
ひ
て
赤
き
う
で
き
を
つ
ら
ね
た
る
青
草
山
の
電
し
む
ば
し
ら
。

白
雲
は
泊
と
と
も
に
し
め
り
た
り
手
帖
の
け
い
は
青
く
流
れ
ぬ
。

ぬ
れ
そ
ぼ
ち
い
と
し
く
見
ゆ
る
草
あ
れ
ど
越
え
ん
す
べ
な
き
オ

l
パ
ル
の
空

寂
し
さ
は
あ
ざ
み
に
涌
き
て
白
雲
の
種
山
ケ
原
に
み
ち
み
ち
に
け
り
。

（第
三
輯
八
枚
目
）

（
注
）
第
一
首
、
全
集

p
m
「よ
り
そ
ひ
て
」
と
同
形
。

第
二
首
全
集

p
m
「
白
雲
は
」
の

4

，ム

異
稿

p
m
「白
雲
は」

と
同
形
。

第
三
首
、
全
集

prm
「オ
｜
パ
ル
の
」
の
異
稿

p
m出。

第
四
首
、
全
集

p
m
「
白
雲
に
」
の
異
稿

p
m出。

原
体
剣
舞
連

行'X
i主主

治

．〆

y

や
る
せ
な
き
た
そ
が
れ
烏
に
似
た
ら
ず
や
青
仮
面
つ
け
し
踊
り
手
の
歌
。

若
者
の
青
仮
面
の
下
に
つ
く
と
い
き
深
み
行
く
夜
を
出
で
し
弦
月
。

青
仮
面
の
若
者
よ
あ
L
す
な
ほ
に
も
何
を
求
め
て
な
れ
は
踊
る
や
。

中
秋
十
五
夜

賢

治
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ア
メ

き
れ
ぎ
れ
に
雨
を
伴
ひ
吹
く
風
に
う
す
月
こ
め
て
虫
の
鳴
く
な
り
。

つ
き
あ
か
り
風
は
雨
を
も
と
も
な
へ
ど
今
宵
は
虫
鳴
き
や
ま
ね
な
り
。

其
の
か
み
も
か
く
雨
お
す
月
の
夜
を
あ
は
れ
と
見
つ
L

過
ぎ
て
来
じ
ら
ん
。

（
第
三
輯
十
一

枚
）

（
注
）
第
一
首
全
集
貯
「
さ
ま
よ
へ
る
」
の
異
稿

p
臼
出
。
第
二
首
、
全
集

p
幻

「
わ
か
も

n
L
 

の
の
」
の
異
稿

p
m出
。
第
三
首

p
m出
。
第
四
首

p
m
「
き
れ
ぎ
れ
に
」
の
問
、州

p
m
「

き
れ
ぎ
れ
」
と
同
形
。

第
五
首
、
全
集
P
∞

「
つ
き
あ
が
り
」
と
同
形
。
第
六
首
臼
出
。

n
L
 

好
摩
の
土

賢

治

熱
茂
く
こ
〉
ろ
わ
び
し
む
、
は
れ
ぞ
ら
を
、
好
摩
に
土
を
と
り
に
行
く
と
て

け
さ
も
又
身
に
燃
ゆ
る
火
の
盲
の
聞
を
車
の
そ
ら
の
黄
蓄
額
わ
ら

へ
り
、

疾
み
た
れ
ど
い
ま
は
よ
ろ
こ
び
身
に
あ
ま
り
な
み
だ
は
そ
ら
の
黄
蔀
誠
に
を
ひ
た
す

ゃ
な
ぎ
よ
り
よ
ろ
こ
び
き
た
り
、
あ
か
つ
き
の
、
古
川
に
湧
く

g
m
H
ω
r
m
m
Z
か
な

ま
だ
き
と
て
桔
梗
の
そ
ら
の
底
び
か
り
、
仮
停
車
場
の
ゆ
が
む
窓
よ
り
、

い
つ
か
そ
ら
ま
し
ろ
に
陰
し
日
輪
は
ち
Y
れ
か
し
わ
を
こ
ろ
が
り
行
き
ぬ

高
原
の
白
日
輪
と
赤
毛
布
、
V
ャ
ツ
に
作
り
し
そ
の
工
夫
ら
と
、

雪
ふ
れ
ば
む
か
し
の
こ
L
ろ
、
ほ
の
ぼ
の
と
そ
ら
よ
り
っ
ち
に
に
ほ
ひ
入
る
か
な

き
ら
L

か
に
あ
め
は
れ
て
ひ
と
は
あ
ら
ざ
れ
ば
鵡
烏
は
わ
れ
の
足
を
か
み
た
り

（
第
四
輯
十

一
枚
目
）

雪
ふ
れ
ば
き
た
か
み
河
は
や
す
ら
か
に
昆
布
の
波
を
た
L

へ
る
か
な
（
同
十
二
枚
目
）

- 53ー

（
注
）
第

一
首
全
集

p
m出。
第
二
首
、
全
集

p
m
「
け
さ
も
ま
た
」
の
異
稿

p
m
「
け
さ

。白

も
又
」
と
同
形
。

第
三
首
、
全
集

pm
「
疾
み
た
れ
ど
」
と
同
形
。
第
四
首
、
全
集

pm

「
楊
よ
り
」
の
異
稿

「
ゃ
な
ぎ
よ
り
」
と
同
形
。
第
五
首
全
集

pω
出。

第
六
首
、
全
集
P

円ム

m
「
そ
ら
い
つ
か
」
の
異
稿
「
そ
い
つ
か
ら
」
と
同
形。

第
七
頁
、
全
集

p
m
「
高
原
の
」

の
異
稿
P
郷
出
。
第
八
首
、
全
集

p
m出。
第
九
首
、
全
集

p
m
「
き
ら
ら
か
に
」
と
同

形
。
第
十
首
、
全
集

p
m出
。

以
上
で
「
ア
ず
リ
ア
」
の
発
表
短
歌
を
終
る
が
、自
筆
歌
稿
で
は
「
大
正
六
年

一
月
」
「
大
正

六
年
五
月
」
「
大
正
六
年
七
月
よ
り
」
の
項
に
あ
た
り
、

第

一
輯
の
発
行
日
大
正
六
年
七
月

か
ら
第
四
輯
の
大
正
六
年
十
二
月
と
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
。
嘉
内
の
短
歌
に
比
べ
て
表
現
は

お
と
な
し
く
、
自
筆
歌
稿
に
多
く
ア
、そ
ミ
ズ
ム
の
歌
が
み
え
る
ψ

も
の
で
、

「校
友
会
会
報
」
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口
ほ
ん
の
ぱ
こ

夜
あ
げ
が
か
っ
た
雲
の
色

。
全
集

p
m
「
ほ
ん
の
ぴ

ち
ゃ
ん
が
ち
ゃ
ん
が
う
ま
こ
は
橋
わ
だ
て
来
る
。
士
」
」
の
異
稿

p
mに

（
第
一

輯
六
枚
目
）
出
。

口
中
津
川
ぼ
ん
や
り
と
し
い
れ
い
藻
の
花
に

か
L

っ
た
橋
の
ち
ゃ
が
ち
ゃ
が
う
ま
こ

。
全
集

p
m出。

口
は
し
む
つ
け
の
や
み
の
な
が
Y
ら
音
が
し
て

あ

せ

〈

ち
ゃ
が
ち
ゃ
が
う
ま
こ
は
汗
た
ら
し
来
る

。
全
集

p
m出

ロ
ふ
さ
つ
け
だ
ち
ゃ
が
ち
ゃ
が
う
ま
こ
は
せ
で
げ
ば

夜
明
け
の
為
か
泣
く
た
よ
な
気
も
走
る

出め全
。に集
」 p
の175
異「
稿い
全し
集 ょ
未け

口
夜
明
方

ち
ゃ
が

。
全
集

p
m

あ
ぐ
色
の
雲
は
な
が
れ
る
す

ち
ゃ
が
う
ま
こ
は
う
ん
と
は
せ
る
す

（
大
正
六
年
六
月
中
）

（第一

輯、

七
枚
目
）

夜
の
そ
ら
に
ふ
と
あ
ら
は
れ
て

賢

治

夜
の
そ
ら
に
ふ
と
あ
ら
は
れ
て
さ
び
し
き
は
、
床
屋
の
み
せ
の
だ
ん
だ
ら
の
棒

夜
を
こ
め
て
七
ツ
森
ま
で
き
た
り
し
に
、
は
や
あ
け
ぞ
ら
に
草
穂
う
か
ベ
り

青
び
か
る
河
べ
り
に
し
て
ま
ど
ろ
め
ば
夜
っ
ぴ
て
鳴
け
る
と
り
ま
た
な
け
り

河
ぷ
ち
の
ま
ひ
る
ゆ
ら
げ
る
い
し
が
き
の
、
ま
ど
ろ
み
に
入
り
て
ま
た
烏
な
け
り

ゆ
が
み
た
る
あ
を
ぞ
ら
の
辺
に
仕
事
着
の
古
川
さ
ん
は
た
ば
こ
ふ
か
せ
り

蒼
き
そ
ら
ゆ
が
み
て
う
つ

る
フ
ラ
ス
コ

の
ひ
た
す
ら
ゆ
げ
を
（
不
明
）

樺
も
ゆ
る
あ
か
き
火
な
れ
ば
す
Y
ら
ん
は
ふ
る
ひ
、
ひ
か
り
（
不
明
）

琉
泊
張
る
つ
め
た
き
そ
ら
は
明
ち
か
く
、
お
ほ
と
か
げ
ら
の
雲
を
ひ
た
せ
り

（
第
二
輯
五
枚
目
）

（
注
）
第
一

首
、
全
集

p
行
「
よ
る
の
そ
ら
」
の
異
稿

p
市
「
夜
の
そ
ら
に
」
と
同
形
。
第
二

4
1ム
円

ベ

U

首
、
全
集

p
m
「
夜
を
こ
め
て
」
の
異
稿
P
蹴
出
。
第
三
首
全
集

p
m出
。
第
四
首
、
全
集
P

市
「
川
べ
り
の
」
の
異
稿

p
m∞
出
。
第
五
首
、
全
集

p
mは
「
ゆ
が
み
た
る
」
の
異
稿
P
W出。

n
L

寸

i

第
六
首
全
集

p
m「
フ
ラ

ス
コ
に
」
異
稿

p
m
に
類
似
。
第
七
、
首
全
集

p
m出
。
第
八
首
、
全

集

p
m「
あ
か

つ
き
の
」

p
m「雲
の
海
の
」
異
稿
、

p
m出。

心
と
物
象

（高
倉
山
）

松
こ
め
て
岩
鐘
ら
立
っ
た
そ
が
れ
の
雲
は
往
来
の
銀
の
あ
い
さ
つ

し
ろ
が
ね
保
つ
軽
き
は
う
し
な
ひ
て
う
ち
洗
み
た
る
た
そ
が
れ
の
雲

雲
ひ
く
き
青
山
つ
Y
き
さ
び
し
さ
は
百
合
の
を
し
ベ
に
と
ぼ
が
へ

り
す

（小
国
峠
）

っ
か
れ
故
青
く
縞
た

つ
ひ
か
り
ぞ
と
、
あ
き
ら
め
行
け
ば
萱
草
さ
け
り

青
山
の
肩
を
す
べ
り
て
タ
草
の
谷
に
そ
L
げ
る

青

き

日
光

タ
コ

山
峡
の
青
き
光
の
そ
が
中
を
章
魚
の
脚
食
み
行
く
男
は
も

（
遠
野
）

そ
ら
ひ
か
り
煙
草
の
看
板
切
り
ぬ
き
ぬ
紳
士
は
棒
に
支
へ
ら
れ
て
立
つ

あ
を
じ
ろ
き
光
の
そ
ら
に
う
か
び
立
つ
三
き
れ
の
雲
の
切
り
抜
き
紳
士

（鉛）

落
一
ち
か
L
る

- 52一

そ
ら
の

し
た
と
て

電
信
の
は
し
ら
よ
り
そ
ふ
青
山
の
せ
な

（
第
三
輯
六
枚
目
）

（
注
）
第
一
首
、
全
集

p
m
「
岩
鐘
の
」
異
稿

p
初

「
岩
鐘
の
」
異
稿

p
m出
。
第
二
首
、第

三
首
、
全
集

p
m「
雲
ひ
く
き
」
の
異
稿
初
出
。

第
四
首
、
全
集

p
m
「
汗
ゆ
ゑ
に
」
の
異

稿

P
初
出
。

第
五
首
、
全
集

p
m
「青
山
の
」
の
異
稿
P
W出。

第
六
首
、

p
m「山
峡
の
」

異

稿

p
m
「山
峡
の
」
と
同
形
。
第
七
首

p
間
「
そ
ら
ひ
か
り
」
の
異
稿

p
m
「
そ
ら
ひ

ヴ

ー

ハ

り

か
り
」
と
同
形
。
第
八
同
首

p
m
「
あ
を
じ
ろ
き
」
の
異
稿
P
幻
「
あ
を
じ
ろ
き
」
と
同
形
。

第
九
首
、
全
集

p
m出。

U
4
 
；
 

f:.f 

治

ト

l

コ

イ

ス

あ
か
り
ま
ど
仰
げ
ば
空
は

叶
oρ
ロO
広

の
板
も
て
張
ら
れ
そ
の
継
目
ひ
か
れ
り

あ
か
り
ま
ど
そ
ら
し
ろ
く
張
る
に
す
Y
め
来
て
い
と
Y
せ
は
し
く
つ
ば
さ
廻
せ
り

あ
か
り
ま
ど
か
つ
を
雲
来
て
う
か
ぶ
へ
ば
瞳
ひ
い
で
た
る
編
物
の
百
合



吸
ふ
が
よ
い
、
こ
こ
ら
は
光
り
一
杯
だ
。

も
し
太
陽
の
前
で
其
の
葉
を
す
か
ひ
て
見
る
な
ら
、

数
へ
き
れ
な
い
程
の
脈
管
が
青
く
す
い
て

見
え
る
だ
ら
う
。

そ
こ
に
動
い
て
ゐ
る
も
の
を
感
ず
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
が
命
だ
。

そ
れ
が
命
だ
。
（
「
一
本
の
草
」
）

こ
の
詩
は
朔
太
郎
風
の
感
性
に
、
白
樺
派
の
生
命
讃
歌
が
加
っ
て
お
り
「
ア
ヂ
リ
ア
」
の

影
響
を
図
式
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
典
型
的
な
作
品
と
い
え
る
。
そ
の
他
の
作
者
に
つ

い
て

は
、
と
り
た
て
て
書
く
ほ
ど
の
も
の
は
な
い
が
、
宮
沢
賢
治
は
感
情
派
か
ら
白
樺
派
の
影
響

の
濃
く
み
ら
れ
る
「
ア
グ
リ
ア
」
か
ら
生
れ
た
詩
人
で
あ
り
、
そ
の
文
学
的
出
発
の
当
初
か

ら
、
東
京
の
詩
人
た
ち
の
動
向
に
敏
感
に
反
応
し
な
が
ら
、
独
自
の
形
式
を
つ
く
り
あ
げ
て

い
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

．」ー．
ノ、

宮

沢

賢

治

の

作

品

口
わ
る
ひ
の
き

雪
を
被
れ
ば

ま
ひ
る
は
乱
れ
し

菩
薩
す
が
た
に

口
た
そ
が
れ
に
す
っ
く
と
立
て
る

菩
薩
の
せ
な
の
う
す
ぐ
も

真
黒
の

ロ
暮窓
のが
ひら
のす
き
は破
れ
うし
ーちあ
淀と
むの
な
り角マ
フ
て〉

ろ
わ
る
ひ
の
き

但全
し集
改 P
行394
き出
れ。

ず

の全改全
異集行集
稿 P な「
p 142 し異
260「。稿
出窓 」

が P
ら 371
す出
L一。

口
雲
き
れ
よ
ひ
の
き
は
く
ろ
く
延
び
た
ち
て

な
に
に
た
く
ら
む
連
れ
行
け
、
よ
は
ぼ
し

口

く

ろ

ひ

の

き

、

月

光

よ

ど

む

雲

き

れ

に

。

全

集

P
釧
出
。
句
点
、

う
か
い
ふ
ひ
よ
り
て
何
か
く
は
だ
っ
（
第
一
輯
五
枚
目
）
改
行
な
し
。

。
全
集

p
m
「
雪
落
ち
て
」

の
異
稿

p
m
「
雲
と
け
て

」
と
ほ
ぼ
同
形
。

口
匂！；雲
ひ・ーと

出け
でて
fこ
るひ
の
月き
のは

。
全
集

p
m出。

延
び
ぬ
は
が
ね
の
そ
ら

た
わ
む
れ
。

口
う
す
ら
泣
く
月
光
瓦
斯
の
な
か
に
し
て

ひ
の
き
は
枝
の
雪
を
は
ら
へ
り

口
ひ
ま
は
り
の
す
が
れ
の
茎
は
タ
暗
の

ひ
の
き
菩
薩
の
こ
な
た
に
立
て
り

「
ア
ザ
リ
ア
」
に
発
表
さ
れ
た
賢
治
の
短
歌
は
、
筑
摩
版
全
集
第
一
巻
の
「
異
稿
」
と
「

後
記
」
に
自
筆
歌
稿
異
稿
と
し
て
、
歌
稿
の
掲
載
順
に
、
分
解
さ
れ
て
発
表
さ
れ
た
。
し
か

も
、
原
典
に
あ
る
句
読
点
は
省
略
さ
れ
て
い
る
の
で
、
厳
密
に
い
え
ば
原
歌
の
趣
を
伝
え
て

い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
こ
こ
で
は
原
典
の
ま
ま
紹
介
し
た
い
。

み
ふ
ゅ
の
ひ
の
き

宮
沢
賢
治

ロ
ア
ル
ゴ
ン
の
、
か
け
込
や
く
そ
ら
に

み
た
れ
み
だ
れ
て
い
と
Y
恐
ろ
し

わ
る悪
ひ
き
の

94 

口
な
に
げ
な
く
、
風
に
た
わ
め
る
黒
ひ
の
き

は
じ
ゅ
ん

ま
こ
と
は
ま
ひ
る
の
波
句
の
い
か
里

あ
く
悪
ひ
の
き

立
つ
か
な

口
雪
降
れ
ば
昨
日
の
ひ
る
の

菩
薩
す
が
た
に
す
く
と

口
あ
は
れ
こ
は
人
に
む
か
へ
る
こ
L
ろ
な
り

ひ
の
き
よ
ま
こ
と
な
れ
ば
な
に
ぞ
や

（
大
正
六
年
二
月
中
）

ち
ゃ
ん
が
ち
ゃ
ん
が
う
ま
こ

よ
口
夜
の
聞
が
ら
ち
ゃ
ん
が
ち
ゃ
ん
が
う
ま
こ

し
も
は
し

見
る
ベ
と
て
下
の
橋
に
は
い
っ
ぱ
人
立
つ

見
さ
出
』主
fこ

の全との全
異集同異集
稿 P 形稿 P
p 176 ° p 175 
375 「 735~
と下 「悦

同の 夜明
形は 明げ
0 l ~乙｝こ
と はは

し－ Lー

（注）

く全
」 集

の P
異140
稿「
Pな
206に
出げ
。な

。
全
集

p
m出。

口
夜
明
に
は
ま
だ
は
ゃ
ん
と
も
下
の
橋

ち
ゃ
ん
が
う
ま
こ
見
さ
出
は
た
人

。
全
集
P
凶
「
雲
降
れ
ば
」

の
異
稿

p
m
「
雪
降
れ

ば
」
と
ほ
ぼ
同
形
。

口
下
の
橋
、
ち
ゃ
ん
が
ち
ゃ
ん
が
う
ま
こ

み
ん
な
の
な
か
に
お
と
L
も
ま
ざ
り

と全
同集
形 P
0143 
Pコ
394 ::-

円ら
な
J、
(_ 

- 51-

の」全
」異集
と稿 P
ほ p144 
ぽ 372「
同「ひ
形ひま
。まは
は；り
りの

。
全
集

p
m出。

。
全
集

p
m出。
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叉
静
か
に
自
分
の
肉
体
を
眺
め
て
無
限
に
尊
い
無
比
に
美
は
し
い
も
の
で
あ
る
と
感
ず

る
、
そ
し
て
、
そ
の
感
じ
の
内
に
浸
っ
て
る
喜
び
は
仮
令
、
一
寸
の
聞
に
し
て
も
可
ロ
吋
O

の
も
の
で
あ
る
様
に
思
は
れ
る
が
す
べ
て
そ
の
喜
び
は
文
冷
や
か
に
内
省
す
る
時
に
起

る
肉
体
は
醜
き
も
の
だ
。
呪
ふ
べ
き
も
の
だ
。
い
と
ふ
べ
き
も
の
だ
と
云
ふ
一
種
の
堪

え
難
さ
は
憎
悪
に
依
っ
て
打
破
ら
れ
て
了
ふ
。
虚
偽
の
世
の
中
に
於
け
る
快
楽
犠
牲
に

よ
っ
て
生
れ
た
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
感
じ
が
す
べ
て
も
の
喜
び
を
破
っ
て
了
ふ
。

（
第
三
輯
四
枚
目
）

第
五
輯
の
「
心
の
草
ム
巴
は
内
心
の
矛
盾
を
「
ゴ
シ
プ
レ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
語
で
表
し
て

い
る
。市
村
宏
に
は
短
歌
鈎
首
が
あ
る
。

ア
ク
ガ
レ
ヒ
ト
ミ

1
梢
慢
の
昨
冴
え
た
悠
空
を
仰
げ
ば
神
の
光
ま
ば
ゆ
し
（
E
白
眠
詠
草
）

2
血
の
色
の
叶
己
ぽ
の
花
に
頬
擦
り
て
物
思
ふ
日
の
淡
き
あ
く
が
れ
（
同
）

3
男
て
ふ
強
き
誇
を
馳
ち
て
女
て
ふ
名
に
あ
く
が
れ
し
か
な
（
同
）

4
之
を
し
も
恋
と
や
云
は
ん
し
ば
ら
く
も
君
を
見
ざ
れ
ば
淋
し
さ
の
湧
く
（
同
）

オ

コ

5
こ
の
恋
の
遂
げ
ま
ほ
し
さ
に
只
管
に
娼
び
つ
L
あ
り
し
烏
詩
の
人
か
な
（
同
）

ア
ネ
イ
モ
コ

6
緋
扇
を
艶
に
弱
し
つ
な
よ
や
か
に
姉
妹
の
妓
は
今
し
舞
ひ
出
づ
（
E
舞
姫
）

「
ア
グ
リ
ア
」
に
は
恋
の
歌
が
各
所
に
み
え
る
が
、

賢
治
も
自
筆
歌
集
に
次
の
よ
う
な
歌

を
記
し
て
い
る
。

ま
す
ら
を
の
お
ほ
き
っ
と
め
は
忘
れ
は
て
や
す
け
か
ら
ん
と
つ
と
む
る
も
の
よ

ひ
た
す
ら
に
を
み
な
を
得
ん
と
つ
と
む
る
は
ま
こ
と
の
つ
よ
き
を
の
こ
の
わ
ざ
か

「
大
正
六
年
四
月
」

鯉
沼
忍
に
は
短
歌
羽
首
、
俳
句
お
句
、
短
詩
3
篇
、
小
説
1
篇
、
が
あ
る
が
、
俳
句
に
は

み
る
べ
き
も
の
が
な
い
。

－
名
も
知
ら
ぬ
花
の
赤
き
に
あ
こ
が
れ
て
、
／
夢
見
た
る
日
を
恋
ふ
る
我
か
な
（
I
赤

き
花
）

2
花
や
見
る
草
や
摘
む
ら
む
野
の
道
に
／
立
て
る
小
女
の
愛
し
き
姿
（
同
）

第
二
輯
に
創
作
と
し
て
出
さ
れ
た
「
試
み
の
ま
L

（
過
ぎ
し
日
の
）
戦
」
は
、
救
世
軍
と

の
神
に
つ
い
て
の
問
答
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
短
詩
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

ー
す
っ
と
吸
ふ
て
吹
き
出
す
敷
嶋
の
煙
／
舞
ひ
上
る
ゆ
か
し
き
姿
ほ
う
え
む
日
曜
日
の

午
后
の
三
時
／
青
い
煙
の
ふ
る
へ
（
I
寮
の
窓
に
て
）

潮
田
豊
の
俳
句
印
句
は
無
季
、
自
由
律
の
句
で
あ
る
。

1
更
け
し
灯
に
按
摩
の
笛
淋
し
ふ
流
る
（
I
盤）

2
石
工
ら
働
く
真
昼
ベ
シ
を
き
し
ら
す
（
E
石
工
ら
働
く
）

3
ひ
よ
こ
、
ひ
よ
こ
、
日
南
の
仮
母
器
に
育
つ
（
W
日
南
の
仮
母
器
）

4
霜
枯
れ
の
花
あ
り
楽
隊
あ
た
た
か
に
（
町
い
き
も
の
の
う
た
）

5
山
を
ま
わ
る
太
陽
に
午
砲
の
大
い
さ
（
同
）

6
昼
の
月
吹
く
風
あ
り
て
空
は
や
は
ら
ぐ
（
珂
白
い
昼
の
月
）

緑
石
に
は
俳
句
句
句
、
詩
2
篇
、
短
詩
2
篇
が
あ
る
。

1
今
日
も
水
の
渦
巻
に
く
る
L
淋
し
さ
は
（
E
車
の
き
し
り
）

2
淋
し
い
月
が
さ
し
よ
り
て
寝
し
ず
ま
る
家
（
同
）

3
日
を
吸
い
た
り
て
草
の
花
く
づ
れ
け
り
（
E
墓
草
）

4
烏
の
屍
は
我
手
の
中
に
冷
え
ゆ
け
り
（
W
旅
人
に
、
烏
と
銃
声
と
皿
）

5
狂
人
の
家
に
狂
人
は
居
ら
れ
ず
茶
碗
が
白
し
（
珂
狂
人
と
茶
碗
）

「
ア
ザ
リ
ア
」
の
俳
句
は
、
季
語
定
型
を
無
視
し
た
自
由
律
で
あ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
が
、

短
歌
が
形
式
上
の
定
着
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
情
感
の
表
現
と
し
て
は
舌
足
ら

ず
の
感
が
あ
る
。
こ
の
時
代
の
知
識
層
の
一
つ
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
緑

石
が
、
第
六
輯
に
は
じ
め
て
発
表
し
た
二
つ
の
口
語
自
由
詩
は
、
『
月
に
吠
え
る
』
の
影
響

が
顕
者
で
あ
り
、
第
三
輯
の
「
あ
ざ
り
ゃ
ん
表
れ
た
セ
シ
テ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
と
と
に
「
ア

ず
リ
ア
」
の
性
格
を
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

青
空
の
真
中
に
猫
が
あ
ら
は
れ
出
で
、

数
限
り
な
い
眼
が
あ
ら
は
れ
、

あ
る
ひ
は
、
冬
木
の
梢
が
空
に
重
り
合
ひ
、
い
き
づ
き
、

青
空
の
白
い
手
が
、
総
の
や
う
な
、

数
か
ぎ
り
な
い
手
が
ふ
り
か
か
り
、

私
の
魂
を
く
る
し
め
る
。
（
「
青
い
目
」
つ
己
）

こ
の
あ
ま
り
に
直
蔵
な
模
倣
を
指
摘
す
る
よ
り
も
、
短
歌
を
表
現
の
場
と
し
た
同
人
誌

に
、
萩
原
朔
太
郎
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
「
ア
ヂ
リ
ア
」
の
特
徴
が
あ
り
、
そ
の
反

俗
性
が
証
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

賢
治
の
短
歌
か
ら
詩
に
到
る
展
開

に
は
、
こ
の
「
感
情
」
の
詩
人
の
影
響
を
無
視
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

す
る
ど
く
青
い
葉
を
見
ろ
見
ろ
、

光
を
吸
ふ
ん
だ
、
光
り
が
吸
へ
る
ん
だ
。

-50-
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内
の
心
情
を
伝
え
て
い
る
。
作
品
の
完
成
度
か
ら
み
れ
ば
、
挫
折
の
傷
ま
し
さ
が
形
式
に
純

化
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
巻
末
の
書
信
は
、
嘉
内
の
落
脆
を
伝

え
て
あ
ま
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
全
文
を
記
す
心
要
も
な
い
と
思
う
の
で
、
挫
折
の
感
傷
を
伝

え
て
い
る
前
半
を
記
す
こ
と
で
、
こ
の
項
を
結
び
た
い
。

書
信
の
ま
ま
を
。

書
う
と
し
て
幾
度
止
め
た
か
知
ら
な
い
、
ど
う
し
て
も
途
中
ま
で
書
い
て
書
け
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
と
云
っ
て
大
し
た
わ
け
が
あ
る
の
で
も
な
い
ら
し
い
。
机
の

前
に
す
わ
り
方
が
悪
い
の
で
も
、
帯
の
ゆ
る
ん
だ
の
で
も
、
も
う
気
持
が
変
に
い
ら
い

ら
し
て
来
る
。
そ
う
い
ふ
時
は
し
か
た
な
く
頭
を
か
く
、
大
き
な
ふ
け
が
ご
ろ
り

と
落
ち
る
。
不
潔
な
や
う
だ
が
お
れ
に
は
気
持
の
い
い
事
だ
。

こ
の
頃
は
眼
が
終
日
充
血
し
て
居
る
。
後
頭
部
が
ず
き
ん
／
＼
と
痛
む
、
お
医
者
さ
ん

に
聞
い
た
ら
『
咽
喉
何
と
か
』
と
云
ふ
病
気
の
は
じ
め
だ
っ
た
、
し
か
し
お
れ
は
ま
だ

何
に
も
す
る
気
は
な
い
、
実
は
こ
の
前
の
土
曜
日
か
ら
こ
れ
ま
で
書
き
初
め
て

二
三
度
目
だ
、
け
ふ
も
終
り
ま
で
書
け
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。

こ
の
頃
は
ま
る
っ
き
り
友
達
を
断
っ

て
居
る
の
で
妙
に
激
し、

感
傷
的
に
な
り
、
ま
た

沈
ん
だ
り
す
る
時
は
す
ぐ
手
紙
を
書
く
気
に
な
る
、
そ
れ
は
手
紙
を
書
く
時
そ
の
時
す

で
に
そ
の
対
手
と
直
接
に
話
し
を
し
て
居
る
気
に
な
る
の
だ
、
近
頃
は
時
に
非
常
に
感

傷
的
に
、
文
孤
独
の
寂
莫
と
云
っ
た
風
な
思
ひ
に
か
ら
れ
る
、
そ
の
時
だ
手
紙
を
ま
る

で
面
と
向
っ
て
居
る
つ
も
り
で
書
く
の
は
、

つ
い
こ
の
頃
あ
る
友
か
ら
こ
の
頃
は
誰
に
も
こ
ん
な
に
感
傷
的
な
事
を
云
は
な
い
の
で

あ
な
た
だ
け
に
向
つ
て
は
是
非
其
れ
を
云
は
し
て
呉
れ
ろ
と
云
ふ
意
味
で
手
紙
に
い
ろ

い
ろ
書
い
て
よ
こ
し
た
。
私
は
其
の
手
紙
を
見
た
時
に
泣
き
さ
う
だ
つ
た
。
や
っ
ぱ
り

彼
も
こ
ん
な
気
持
で
居
る
か
と
思
っ

て
。
そ
の
手
紙
は
粗
い
筆
紙
に
鉛
筆
と
（
以
上
九

枚
目
）
筆
で
書
い
で
あ
っ
た
。

二
度
か
か
っ
て
書
い
た
の
だ
、
ま
る
で
今
の
場
合
と
全

じ
だ
。
私
の
泣
く
の
は
そ
こ
だ
。
お
互
に
黙
っ
て
ゐ
る
、
し
か
し
お
ん
な
じ
や
う
に
じ

っ
と
何
か
を
見
詰
め
て
互
に
ま
ぶ
し
い
日
光
の
中
に
空
気
を
吸
っ
て
生
き
て
い
る
か
と

尽
ふ
と
そ
こ
に
其
の
友
と
益
々
同
化
し
た
と
云
ふ
よ
う
な
う
れ
し
さ
の
思
ひ
に
か
ら
れ

て
泣
く
の
だ
。
し
か
し
そ
の
泣
く
瞬
間
に
や
っ
ぱ
り
悲
し
ん
で
泣
い
て
ゐ
る
。
そ
の
瞬

間
に
悲
し
い
か
ら
こ
そ
嬉
し
い
の
だ
。
ま
た
そ
の
手
紙
を
か
り
で
書
こ
う
。
私
は
そ
の

手
紙
が
見
る
に
た
え
な
い
。
し
か
し
見
た
い
。
そ
ん
な
陰
気
な
手
紙
は
見
た
く
な
い
。

し
か
し
見
な
い
で
は
居
ら
れ
な
い
。
・
：
：
：
：
さ
ん
、

じ
っ
と
空
に

（
一
字
不
明
）
く
空
気
と
目
舷
し
さ
を
見
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
私
の
云
は

ん
と
す
る
所
が
わ
か
り
ま
す
。
：
：
：
特
に
新
緑
の
森
の
中
で
じ
っ
と
ひ
と
り
で
居
て
ご

ら
ん
な
さ
い
。
：
：
：
尚
ほ
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

そ
の
手
紙
の
友
は
い
ま
も
ひ
と
り
で
じ
っ
と
森
の
中
で
も
歩
い
て
居
る
で
せ
う
。

こ
れ
で
今
日
も
夕
方
と
な
り
ま
し
た
。
今
私
の
机
の
上
に
は
中
学
の
物
理
の
本
と
、
代

数
の
本
と
が
載
っ
て
ゐ
ま
す
。
物
理
の
本
は
日
に
焼
け
、
代
数
の
本
は
二
冊
あ
り
ま
す

が
、
其
の
角
の
処
は
鼠
に
か
ぢ
ら
れ
て
褐
色
の
ク
ロ
ー
ス
の
中
に
よ
ご
れ
た
馬
糞
紙
の

心
が
見
え
て
ゐ
る
。
鼠
に
か
ぢ
ら
れ
た
代
数
の
教
科
書
と
日
に
や
け
た
物
理
の
本
と
O

i
－
－
：
さ
ん
。
私
の
近
頃
の
暮
し
は
大
抵
解
っ
た
で
せ
う
。

じ
っ
と
見
て
ゐ
ろ
。
じ
っ
と
見
て
ゐ
ろ
。
（
以
上
十
枚
目
）

こ
の
後
、
東
京
の
生
活
が
淡
々
と
語
ら
れ
、
（
二
十
九
行
略
）
「
・
：
：
：
：
さ
ん
。
ほ
ん
と

う
の
い
の
ち
は
ほ
ん
と
う
の
心
で
す
／
五
月
廿
七
日
后
、
七
、
嘉
内
、
」
で
終
っ
て
い
る
。

「
ア
ヂ
リ
ア
」
が
嘉
内
の
こ
の
手
紙
で
終
っ
て
い
る
の
は
遇
然
と
は
思
え
な
い
。

五

他
の
同
人
の
作
品

-49ー

保
阪
嘉
内
と
宮
沢
賢
治
を
除
い
た
他
の
同
人
は
、
と
り
た
て
て
書
く
ほ
ど
で
も
な
い
が
、

「
ア
ヂ
リ
ア
」
の
文
学
的
状
況
を
伝
え
る
意
味
で
、

簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

「
ア
ヂ
リ
ア
」
の
保
存
者
小
菅
健
吉
に
は
、

短
歌
部
首
、
俳
句
2
旬
、
散
文
2
篇
が
あ
り
、

短
歌
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

－
張
り
つ
め
し
力
も
仁
は
か
に
揺
る
む
か
な
、

鐘
の
余
韻
の
閣
に
き
ゆ
れ
ば
（
E
照
る

陽
の
も
と
）

2
お
そ
ろ
し
き
迄
静
か
な
り
け
り
闇
の
夜
の
更
け
ゆ
く
偉
に
こ
ほ
ろ
ぎ
の
鳴
く

（同）

3
ツ
ト
押
せ
ば
過
去
一
年
に
築
き
上
げ
し
吾
と
い
ふ
も
の
く
づ
る
心
地
す
（
V
冬
の
生

一室
）

4
心
か
ら
何
を
求
め
て
何
故
に
生
き
て
ぞ
行
く
や
恐
し
い
か
な
（
同
）

作
風
は
思
索
的
で
涜
欝
で
あ
り
、
小
菅
氏
自
身
が
証
言
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
「
校
友
会

会
報
」
三
十
二
号
の
健
吉
の
作
は
、
小
菅
氏
の
作
と
は
思
え
な
い
。
第
三
輯
の
感
想
文
「
矛

盾
」
は
、
矛
盾
を
正
面
か
ら
問
う
た
観
念
的
な
文
章
だ
が
、
次
の
よ
う
な
厭
世
の
説
が
あ

る。
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こ
ん
な
事
を
云
ふ
の
で
な
い
事
を
御
存
じ
だ
ら
う
ね
。

（中
十
九
行
略
）

人
聞
が
自
分
を
い

つ
わ
る
事
程
悪
い
こ
と
は
無
い
。
人
聞
が

、、

を
為

し
し

ぶ
る
事

程
悪
い
事
は
な
い
。
人
間
は
不
真
面
で
あ
る
事
程
わ
る
い
事
は
無
い
。
土
塊
は
い
か
に

多
く
積
る
と
も
土
塊
だ
。

人
は
い
か
に
多
く
集
る
（
以
上
九
枚
目
）
と
も
烏
合
の
集
で

は
何
に
も
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
あ
る
集
り
に
集
る
ご
と
き
人
々
な
ら
ば
す
べ
て
が
全

じ
方
向
に
向

っ
て
全
じ
考
へ
で
、

ほ
ん
と
う
に
、

ま
じ
め
で
、

御
倒
口
者
で
な
く
、
共
に
共
に
進
ん
で
行
た
い
も
の
だ
。
あ
h
し
か
し
誰
が
ほ
ん
と
う

に
私
の
心
を
、
汲
ん
で
く
れ
る
だ
ら
う
か
。
あ
〉
恋
人
よ
、
お
ん
み
よ
り
他
に
我
を
知
る

人
は
な
い
。

あ
〉
お
ん
み
恋
人
よ、

ま
じ
め
だ
、
し
か
し
り
こ
う
も
の
で
は
な
い
。

あ
L
恋
人
よ、

よ
り
来
よ
、
わ
れ
と
よ
き
歌
を
う
た
お
う
で
は
な
い
か
。
（
以
上
十
枚

目
）

こ
の
中
で
、
「
ま
た
旅
人
と
里
程
表
。
あ
る
若
者
と
材
木
と
の
恋
物
語
。
」

と
あ
る
の

は
、
第
一
輯
所
収
の
賢
治
「

『旅
人
の
は
な
し
』
か
ら
」
に
あ
る
「
こ
の
多
感
な
旅
人
は
旅

の
聞
に
沢
山
の
恋
を
致
し
ま
し
た
。
女
を
も
男
を
も
、
あ
る
と
き
は
木
を
恋
し
た
り
、
何
と

し
た
わ
け
合
や
ら
指
導
標
の
処
へ
行
っ
て
恭
し
く
帽
子
を
取
っ
た
り
、
け
れ
ど
も
、
と
う
と

う
旅
の
終
り
が
近
づ
き
ま
し
た。

」
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
憶
測
す
れ
ば
、
こ

の
作
品
は
、
賢
治
へ
の
呼
び
か
け
で
は
な
い
の
か
0
・

第
五
輯
「
社
会
と
自
分
」
は
雑
駁
だ
が
、
嘉
内
の
内
心
が
露
骨
に
出
て
い
る
の
で
、
八五文

を
引
用
し
た
い
。

こ
の
ア
ブ
ォ

y
ズ
ム
と
第
四
輯
の
「
A
と
云
ふ
字
」
「
B
と
云
ふ
字
」
を

比
較
す
る
と
、
威
勢
の
よ
い
点
は
似
て
い
る
よ
う
で
、
イ
メ
ー
ジ
の
質
が
異
な
っ
て
お
り
、

嘉
内
の
筆
で
な
い
こ
と
が
ほ
ぼ
推
定
さ
れ
る
よ
う
に
思
え
る。

社
会
と
自
分

｛呆マ
坂マ

いい
『

Lm川
刈
J

一二
Y
阿「

訓
合
例
ロ
な
も
ん
だ
、
し
か
し
馬
鹿
な
も
の
だ
、

話
せ
な
い
奴
ら
だ

否
馬
鹿
と
云
ふ
よ
り
も
ほ
ん
と
う
に

今
だ
、
A
「
だ
、
世
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
上
に
あ
っ
て
住
む
べ
き
日
が
わ
れ
に
来

っ
た
。

あ
L
最
後
の
日
は
近
づ
け
り

者
よ
定
れ
、

さ
ば
き
の
日
は
近
づ
け
り
、
偽
善
者
を
去
れ
、
例
口

ほ
ん
と
う
に
で
っ
か
い
力
。
力
。
力
。
お
れ
は
皇
帝
だ
。

お
れ
は
神
様
だ
。
お
い
今

だ
、
今
だ
、
帝
室
を
く
つ
が
え
す
の
時
は
、
ナ
イ
ヒ
リ
ズ
ム
。
（
以
上
十
五
枚
目
）

と
う
と
う
唯
一
人
、
人
間
の
誰
か
に
下
さ
る
べ
き
神
の
御
宝
が
お
れ
に
賜
ら
れ
た
。
か

く
し
て
外
の
連
中
は
泥
中
の
微
生
物
・
：：
：
：
あ
L
彼
ら
を
救
ふ
べ
き
力
と
光
と
は
。
ど

ん
な
場
合
に
於
て
で
も
あ
る
人
の
片
寄
っ

た
性
質
は
反
っ
て
そ
の
人
の
保
護
色
し
と
な
り

御
愛
嫡
と
な
る
も
の
だ
。

お
れ
は
・自
分
勝
手
の
扮
し
た
松
王
丸
だ
、
由
良
之
助
だ
、

あ
る
い
は
又
破
戒
僧

尼
業
僧
の
内
職
と
し
て
の
ム

ム

ム

。

し

か
し
こ
れ
ら
は
み
な
一
流
の
ア
ク

タ
ー
だ
、
ア
ク
ト
レ
ス
だ
。
チ
ャ
リ
｜、

チ
ャ
プ
リ
ン
以
上
の
役
者
だ
。
一
条
大
蔵
郷

は
中
々
話
せ
る
わ
い
。
鼻
の
下
の
長
成
郷
。

こ
れ
は
一
つ
大
き
な
芝
居
を
打
つ
。
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そ
れ
は
文

ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ド
の
経
済
階
梯
説
の
き
L

か
ぢ
り
信
者
。

ほ
ん
と
う
に
馬
鹿
な
者
と
例
口
な
も
の
と
で
は
全
じ
結
果
を
来
す
。
ほ
ん
と
う
の
で
っ

か
い
力
き
は
ま
り

一合
大
空
に
向
ひ
て
十
字
を
切
る
ベ

し、

空
は
担
な
れ
ば
也

Jts
－d主
〉
十
主
主
り
。

可
ノ
脳
一
回

0
3ノ
－f
d
vJ

大
空
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
云
ふ
べ
き
か
、
社
会
の
毒
虫
か
、
こ
れ
も
き
L
か
ぢ
り
か
。

（以
上
十
六
枚
目
）

文
中
、

「
今
だ
、
今
だ
、
帝
室
を
く
つ
が
え
す
の
時
は
、
ナ
イ
ヒ
リ
ズ
ム
。
」
の
語
が
あ

り
、
嘉
内
の
思
想
の
尖
鋭
が
み
え
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
第
五
輯
を
出
し
て
間
も
な
い

頃
、
嘉
内
は
盛
岡
高
等
股
林
を
去
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

第
六
輯
に
み
え
る
嘉
内
の
短
歌
「
東
京
雑
信
」
は
、
前
に
少
し
触
れ
た
が
、
挫
折
し
た
嘉



的
辻
村
の
草
花
み
せ
の
ベ
ラ
シ
ダ
に
露
し
っ
と
り

νネ
ラ
リ
ヤ
あ
り
o

m過
激
派
の
労
働
者
よ
と

電
車
ぬ
ち
に
酔
ひ
て
叫
べ

る
車
夫
は
愛
ら
し。

（同）
（同）
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右
の
五
十
首
は
、
佳
作
を
選
ぶ
よ
り
、

嘉
内
の
特
徴
と
影
響
の
あ
ら
わ
れ
た
も
の
を
選
ん

だ
。
全
体
的
な
印
象
は
耽
美
派
的
で
、
感
覚
的
、
官
能
的
で
あ
る
が
、
「
あ
ざ
り
あ
に
表
れ

た
セ
シ
チ
メ
シ
タ
リ
ズ
ム
」
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
「
ア
グ

y
ア
」
第
一
輯
の
「
六
月
草
原

篇
」
か
ら
感
情
の
表
現
が
は
げ
し
く
な
り
、
退
学
後
の
第
六
輯
「
東
京
雑
信
」
で
は
、
ま
た

も
と
の
持
情
に
か
え
っ
て
い
る
。
嘉
内
の
挫
折
が
ま
ざ
ま
ざ
と
あ
ら
わ
れ
て
い
て
、
傷
ま
し

い
。
銀
雨
（
6
）
、
鈍
銀
（
叩
・
日
・
ロ
）
な
ど
の
用
語
や
、

6
・
7
・
ロ
な
ど
に
は
北
原

白
秋
の
影
響
を
感
じ
る
。
0
0生
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
賢
治
の
短
歌
と
よ
く
似

て
い
る
が
、
ど
ち
ら
が
影
響
を
与
え
た
か
、
速
断
は
許
さ
れ
な
い
。
「
ア
ず
リ
ア
」
以
外
の

自
筆
歌
稿
と
二
、
三
比
較
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

日
今
見
た
る
こ
の
青
き
眼
は
大
空
の
お
そ
ろ
し
き
眼
に
に
ら
め
か
へ
さ
る

こ
ぜ
は
し
く
鼻
を
う
ご
か
し
西
ぞ
ら
の
黄
の

一
つ
目
を
い
か
ら
し
て
見
ん
（
明
治
四

十
五
年
四
月
）

う
し
ろ
よ
り
に
ら
む
も
の
あ
り
う
し
ろ
よ
り
わ
れ
ら
を
に
ら
む
青
き
も
の
あ
り
（同）

凶
大
空
に
傷
が
出
ね
ば
い
L
が
、
ぺ
に
色
の
あ
ん
ま
り
高
い
煙
突
が
つ
L
た
ち
て

軸
棒
は
ひ
と
ば
ん
な
き
ぬ
凍
り
し
そ
ら
／
微
笑
み
な
ぎ
り
ピ
チ
と
ひ
び
い
り
（
明
治

四
十
五
年
四
月
）

処
わ
が
来
た
る
秩
父
寄
居
の
山
の
尖
り
始
原
系
な
る
と
て
さ
わ
な
怒
り
そ

お
鹿
鳴
の
こ
は
よ
ろ
こ
び
の
う
た
な
れ
ど
片
岩
た
ち
は
沈
み
黙
れ
り

輝
石
た
ち
／
こ
こ
ろ
せ
は
し
く
別
れ
を
ば
言
ひ
か
は
す
ら
ん
函
根
の
う
す
ひ
（
大
正

五
年
三
月
よ
り
）

う
す
び

鈍
輝
石
た
ち
、
こ
L
ろ
せ
わ
し
く
、
さ
よ
う
な
ら
を
、
云
ひ
替
す
ら
ん
、
淡
陽
の
函
根

（「
盛
岡
高
等
農
林
学
校
校
友
会
会
報
」
三
十
二
号
大
正
5
・
1
）

鈍
感
の
鼠
色
な
る
、
こ
の
岩
は
、
七
月
の
午
後
の
、
霧
を
吸
ひ
た
り
（
同
）

右
の
例
の
よ
う
に
、
嘉
内
が
賢
治
と
と
く
に
似
て
い
る
点
は
、
無
生
物
を
擬
人
化
す
る
ア

ニ
ミ
ズ
ム
的
傾
向
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

賢
治
の
場
合
は
、
す
で
に
中
学
時
代
か
ら
続
け
ら

れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
賢
治
の
感
性
の
持
性
と
し
て
、
後
年
の
詩
や
童
話
に
ひ
き
つ
が
れ

て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、

嘉
内
が
賢
治
の
短
歌
を
み
せ
ら
れ
て
、

表
現
の
手
法
と
し
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
賢
治
は
「
校
友
会
会
報
」
三
十
二
号
（
大
正
5
・
U
）
三
十
三
号

（
大
正
6
・
3
）
に
短
歌
を
発
表
し
て
お
り
、
例
に
あ
げ
た
以
外
に
も
ア
ニ
ミ
ズ
ム
風
の
歌

を
多
く
発
表
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
嘉
内
の
「
東
京
雑
信
」
に
は
、
こ
の
ア
ニ
ミ
ズ
ム
が

全
く
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
証
左
に
な
ろ
う
か
。

嘉
内
が
賢
治
と
違
っ

て
い
る
大
き
な
特
徴
は
、
嘉
内
の
演
劇
好
き
を
証
す
る
数
多
く
の
舞

台
描
写
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

3
・
4
－
M
・
お
・
幻
・
お
が
そ
れ
に
当
る
が
、
引
用

し
な
か
っ
た
歌
に
も
多
く
み
ら
れ
る
。

「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
と
規
定
さ
れ
た
嘉
内
と

賢
治
の
歌
は
、
感
情
派
と
白
樺
派
の
影
響
を
受
け
た
自
我
の
解
放
、
感
情
の
解
放
に
向
っ
て

お
り
、
自
然
を
ア
ニ
ミ
ズ
ム
化
す
る
こ
と
で
、
自
然
と
の
融
合
を
謡
歌
し
て
い
る
。

嘉
内
の
散
文

嘉
内
が
書
い
た
と
思
わ
れ
る
第
二
輯
の
序
文
や
、
「第
三
輯
序
に
代
ふ
」
と
副
題
さ
れ
た

「

我
を
愛
す
る
も
の
」
が
あ
る
が
、
第
四
輯
で
、
小
説
と
題
さ
れ
た
「
打
て
ば
響
く
」
、
第
五

輯
の
断
章

「社
会
と
自
分
」
に
は
い
っ
そ
う
情
熱
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る。

「
打
て
ば
響

く
」
は
小
説
と
あ
る
が
、
内
容
は
全
く
の
独
白
で
、
孤
独
な
心
情
を
吐
露
し
た
だ
け
の
も
の

す
に
ぎ
な
い
。
こ
れ
も
、
全
文
を
引
用
す
る
に
は
し
の
び
な
い
の
で
、
賢
治
の
作
品
と
関
連

の
あ
る
部
分
を
引
用
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

（
前
三
十
四
行
略
）

友
よ
、
ま
こ
と
の
恋
人
よ
侍
り
来
よ
。

わ
れ
と
思
ふ
さ
ま
泣
か
う
で
は
な
い
か
、
地
が
固
く
氷
っ
て
身
を
切
る
様
な
風
の
吹
き
荒

ぶ
夜
な
ら
北
海
の
は
な
れ
島
、
月
下
に
二
人
よ
り
そ
ひ
て
泣
か
う
、
心
ゆ
く
ま
で
に
泣
か

、フ。
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友
よ
、
ま
こ
と
の
恋
人
よ
、
ま
だ
泣
き
足
り
な
い
の
か
。
そ
ん
な
ら
泣
か
う
、
あ
の
廊
子

の
木
の
茂
の
熱
帯
の
森
で
も
、
二
人
で
泣
か
う
。
そ
し
て
泣
い
て
泣
い
て
泣
き
死
ん
だ
ら

恨
は
な
い
で
あ
ら
う
。
そ
う
だ
恋
人
よ
。
お
う
恋
人
よ
。
ま
こ
と
の
国
は
そ
の
時
よ
り
我

ら
の
眼
の
ま
へ
に
展
開
せ
ら
れ
て
来
る
の
で
な
い
か
。

友
よ
、
梅
川
忠
兵
衛
の
う
る
は
し
い
物
語
を
御
存
じ
だ
ら
う
。

小
春
治
兵
衛
の
は
な
し
を

知
っ

て
だ
ら
う
。
ロ
メ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
、

天
文
学
者
レ
オ

・
ニ
コ
ラ
ヰ
ッ
チ
（
以
上

八
枚
目
）
と
星
と
の
話
を
知
っ
て
御
い
で
だ
ら
う
。
空
と
土
と
の
恋
物
語
。
ま
た
旅
人
と

里
程
表
。
あ
る
若
者
と
材
木
と
の
恋
物
語
。

恋
人
よ
、
さ
う
だ
、
今
夜
は
ゆ
っ
く
り
語
り
明
さ
う
、
お
ま
え
ま
さ
か
私
が
い
た
づ
ら
に
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謂
大
正
デ
モ
ク
ラ

ν
l時
代
の
青
春
を
謡
歌
し
て
い
る
。
彼
が
退
学
に
さ
れ
た
内
因
は
、
す

で
に
作
品
に
み
え
て
い
る
と
い
え
る
。
嘉
内
と
賢
治
は
、
比
磁
的
に
云
っ
て
透
谷
と
藤
村
に

似
た
関
係
に
あ
り
、
嘉
内
挫
折
後
、
賢
治
は
辛
抱
強
く
、
自
己
の
表
現
形
式
を
完
成
し
て
い

っ
た
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。

嘉
内
の
短
歌
切
首
は
、
直
識
な
肉
声
の
ひ
び
き
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
そ
の
三
分
の
一
を
選

寸
l
ム

ん
で
次
に
記
し
た
い
。
（
作
品
番
号
は
仮
に
筆
者
が
記
し
た
も
の
、
歌
末
の
数
字
は
輯
数
）

1
雪
降
ら
ば
す
Y
ろ
か
に
降
れ
こ
ひ
ひ
と
の
裳
に
軽
く
ふ
り
し
き
り
つ
L

（
I
春
日
哀

愁
篇
）

2
こ
ひ
ひ
と
よ
、
し
ば
し
な
待
ち
ね
後
れ
毛
に
降
り
た
る
雪
を
振
り
て
落
さ
ん
（
同
）

3
幸
四
郎
の
水
入
の
場
の
白
こ
ろ
も
、
意
久
の
ま
く
は
白
き
綾
絹
（
同
）

4
は
ら
は
ら
と
友
禅
染
に
桜
散
る
、
力
は
な
く
て
友
七
の
上
に
（
同
）

5
北
上
の
川
は
遠
く
に
流
れ
去
り
て
さ
び
し
く
春
の
光
を
ぞ
吸
ふ
（
同
）

ア
シ
カ
ジ
7

6
海
鹿
島
銚
子
岬
に
行
く
と
し
て
菜
の
花
に
降
る
銀
雨
を
過
ぐ
（
I
四
首
旅
日
記
よ
り
）

7
鴎
ら
は
こ
の
大
海
を
か
け
り
と
ぶ
、
い
つ
し
か
一
羽
、

空
に
き
唱え
た
り
（
同
）

8
六
月
の
こ
の
草
原
の
草
々
は
ギ
ヤ
マ
ン
色
す
、
笑
ひ
た
く
な
る

（I
六
月
草
原
篇
）

9
六
月
の
こ
の
草
原
に
立
ち
た
れ
ば
足
の
底
よ
り
か
ゆ
き
心
地
す
（
同
）

に
ぷ
ぎ
ん

叩
ど
ろ
の
木
は
三
本
立
ち
て
鈍
銀
の
空
に
向
へ
り
女
は
た
ら
き
（
同
）

日
三
本
の
ど
ろ
の
木
に
出
て
幹
に
入
る
鈍
銀
の
空
鈍
銀
の
空。

（同）

ロ
に
ぶ
ぎ
ん
の
空
の
ま
ん
な
か
に
猫
が
居
る
、
悲
し
き
猫
よ
眼
を
つ
む
り
た
り
（
同
）

日
大
空
が
あ
ん
ま
り
青
く
、
は
れ
た
れ
ば
お
そ
ろ
し
く
な
り
て
、
ふ
た
－
L

び
仰
が
ず
（

E
大
空
が
ま
っ
た
く
晴
れ
て
お
そ
ろ
し
や
）

比
大
空
は
あ
ん
ま
り
晴
れ
て
銀
の
縞
、
地
上
に
し
み
り
、
草
は
み
な
黙
る

（間）

日
大
空
に
お
こ
ら
れ
に
け
り
、
つ
ん
む
り
と
す
ま
し
て
ゆ
け
ど
、
わ
れ
の
お
ろ
か
さ
（同）

日
今
見
た
る
こ
の
青
き
眼
は
大
空
の
お
そ
ろ
し
き
眼
に
に
ら
み
か
へ
さ
る

（同）

汀
七
月
の
大
空
だ
よ
と
、
あ
ん
ま
り
に
、
わ
れ
を
怒
る
な
、
す
ご
き
眼
を
し
て
（
同
）

国
大
空
よ
り
H
こ
れ
は
あ
ん
ま
り
よ
そ
よ
そ
し
、お
や
じ
よ
少
し
、
金
が
ほ
し
い
ぞ
（
同
）

印
大
空
に
傷
が
出
れ
ば
い
L
が
、
ベ
に
色
の
あ
ん
ま
り
高
い
煙
突
が
つ
っ
た
ち
て
（
同
）

却
甘
藍
の
菜
の
助
教
授
は
元
気
な
く
、
わ
れ
植
う
る
手
を
だ
ら
り
と
さ
が
る
（
同
）

幻
七
月
の
雲
は
も
く
も
く
渦
ま
け
り
、
沸
騰
皿
の
沈
澱
の
雲
（
同
）

忽
出
る
雲
は
沸
騰
皿
の
沈
澱
の
白
さ
に
似
た
り
ま
っ
さ
を
の
な
か
に
（
同
）

幻
打
ち
見
れ
ば
お
染
は
し
ば
し
泣
き
居
た
り
、
お
染
な
泣
き
そ
、
あ
や
の
衣
に
（
同
）

お
桐

一
葉
、
桜
狩
場
に
、
小
団
次
の
仮
面
奴
の
成
政
は
し
も
（
同
）

mw
山
の
草
、
璃
の
く
そ
と
石
こ
ろ
に
せ
ま
り
出
で
た
る
誘
色
の
土
（
W
璃
と
空
）

川
町
四
股
を
踏
め
、
土
は
，
鳴
る
べ
し
ひ
ろ
び
ろ
と
雪
の
野
原
は
輝
き
て
出
づ

（

V
冷
0
・熱
0
・愛
0
・）

4
鴎
と
ば
ず
、
さ
む
ざ
む
し
き
は
八
戸
の
入
江
の
空
の
藍
色
の
つ
ぼ
（
同
）

必
七
つ
森
、
雪
の
斜
面
を
行
く
と
し
て
天
日
に
輝
か
れ
け
り
（
同
）

必
外
套
に
白
雪
ち
る
と
泣
き
だ
し
紺
の
羅
紗
こ
そ
あ
は
れ
な
る
か
な
（
同
）

叫
雪
の
夜
の
電
信
パ

V
ラ
の
お
の
の
き
に
ふ
る
ひ
て
吠
え
る
犬
が
あ
り
た
り
、
（
同
）

必
思
ふ
さ
ま
宅
気
を
吸
へ
と
深
林
の
四
月
の
芝
の
上
に
ま
ろ
び
ぬ
。
（
珂
東
京
雑
信
）

必
二
十
銭
の
ハ
ヤ
V
ン
ス
の
鉢
を
買
ひ
し
夜
は
露
店
が
み
ん
な
美
し
か
り
き
。
（
同
）

U
し
ん
し
ん
と
雨
は
降
る
な
り
傘
持
た
ね
美
し
き
妓
が
濡
れ
て
ゆ
く
な
り
。
（
同
）

必
満
足
の
心
は
い
つ
か
hq

夕
暮
れ
の
風
に
ま
じ
り
て
街
を
さ
ま
よ
ふ
。
（
同
）

お
よ
く
も
又
ふ
る
ふ
地
な
る
か

向
へ
ば
）

μ
わ
が
来
た
る
秩
父
寄
居
の
山
の
尖
り
始
原
系
な
る
と
て
さ
わ
な
怒
り
そ
（
同
）

お
片
岩
の
塩
酸
泡
沸
、
空
あ
り
て
か
ら
り
と
晴
れ
し
秩
父
紺
青
（
同
）

お
鹿
鳴
の
こ
は
よ
ろ
こ
び
の
う
た
な
れ
ど
片
岩
た
ち
は
沈
み
黙
れ
り
（
同
）

幻
う
ろ
こ
雲
、
そ
ら
い
っ
ぱ
い
に
ひ
ろ
が
り
て
わ
が
笑
ふ
ま
へ
の
秋
の
田
と
畑
（
匝

阿
提
目
多
伽
抄
）

お
語
ら
へ
ど
そ
は
よ
そ
ひ
と
の
ご
と
く
な
り
き
今
宵
は
じ
め
て
君
と
手
握
る
（
同
）

m石
灰
洞
帝
釈
天
の
馬
鹿
者
は
石
笥
に
し
て
天
を
指
さ
す
（

E
寂
び
れ
た
る
空
）

初
ば
か
も
の
の
帝
釈
天
は
天
を
指
す
こ
の
石
笥
の
き
げ
ん
と
り
か
も
（
同
）

担
ょ
っ
く
よ
く
頭
が
わ
る
く
生
れ
た
れ
ば
洗
は
ん
と
し
て
試
験
管
わ
る
（
同
）

お
加
里
沈
澱
、
塩
化
白
金
大
明
神
、
ガ
ラ
ス
の
壷
に
お
さ
ま
り
か
へ
る
（
同
）

お
銀
河
光
軸
き
ら
び
や
か
な
る
星
の
帯
、
ま
こ
と
は
秋
の
夜
の
お
ほ
ぞ
ら
（
同
）

弘
宗
十
郎
、
打
つ
太
鼓
の
音
踊
き
て
鳥
居
は
共
に
会
心
の
え
み
（
W
紅
隈
の
大
荒
事
）

お
あ
L
く
ち
び
る
、
こ
は
よ
き
人
の
息
す
れ
ば
、
や
わ
ら
か
き
手
の
君
の
は
に
か
み

（同）

お
京
染
め
の
君
が
ま
あ
か
き
、
長
嬬
紳
、

（
W
明
烏
春
泡
雪
）

今
宵
ま
た

わ
れ
ら
の
前
に
輝
き
ふ
る
ふ
（
E
山
に
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と
あ
る
の
を
連
想
さ
せ
る。

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
だ
け
の
根
拠
で
賢
治
と
断
定
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
が
、
謎
め
い
た
「
顔
の
赤
い
宿
場
は
ず
れ
の
女
」
を
他
の
ひ
と
が
書
い
た
と
は

思
わ
れ
な
い
。
第
四
輯
は
、
ほ
ぼ
ひ
と
り
の
筆
蹟
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
K
の
字
」
に
似
て
い

る
こ
と
も
論
拠
と
な
ろ
う
か
？

第
五
輯
と
第
六
輯
は
、
発
行
日
も
発
行
所
も
つ
い
て
い
な
い
。
第
五
輯
は
謄
写
刷
り
の
文

字
や
カ
ッ
ト
も
拙
劣
に
な
り
、
新
顔
の
同
人
や
匿
名
が
増
え
て
お
り
、

「
ア
グ
リ
ア
」
は
卒

業
を
前
に
ひ
か
え
て
、
次
の
学
年
に
移
行
す
る
動
き
を
み
せ
て
い
る。

第
五
輯
は
俳
句
二
1

三
枚
目
、
短
歌
四
l
六
枚
目
、
八
｜
九
枚
目
、
詩
七
、
十
l
十
一
枚

目
、
断
章
十
二
l
十
八
枚
目
と
い
う
構
成
で
、
や
や
整
理
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
号
か
ら
賢
治

が
短
歌
を
発
表
し
て
い
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
無
記
名
の
文
語
定
型
詩

「春
愁
」
に
「
杜

陵
の
春
の
訪
れ
ハ
／
淡
い
霧
に
つ
L
ま
れ
て
／
夢
見
る
様
な
御
出
嶺
の
／
白
雪
じ
L
に
と
け

い
で
込
／
春
の
泉
は
流
れ
来
ね
」

と
あ
り
、

賢
治
の
「
復
、
活
の
前
」
は
「
春
が
来
ま
す
」
で

は
じ
ま
っ
て
お
り
、

短
歌
作
品
に
も
春
の
訪
れ
を
歌
っ
て
い
る
の
が
多
く
み
ら
れ
る
と
こ
ろ

を
み
る
と
、
卒
業
を
前
に
ひ
か
え
た
頃
、
編
集
が
な
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
謄
写
の
文
字

は
少
く
と
も
三
人
以
上
の
手
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

「
復
活
の
前
」
「
何
故

に
」
「
社
会
と
自
分
」
な
ど
十
二

l
十
五
枚
目
は
、
や
や
右
下
り
の
「
K
の
字
」
と
思
わ
せ

る。
第
六
輯
に
も
日
付
は
な
い
が
、
五
月
廿
七
日
と
日
付
の
あ
る
「
嘉
内
」
の
書
信
が
あ
り
、

同
人
消
息
な
ど
に
よ
っ
て
も
、
卒
業
後
、
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の

号
は
、
嘉
内
の
短
歌
「
東
京
雑
信
」
に
は
じ
ま
り
、
嘉
内
の
書
信
に
お
わ
っ

て
い
る
の
で
、

嘉
内
東
京
特
集
号
の
感
が
あ
る
。
繰
石
が
「
月
に
吠
え
る
」
の
影
響
の
顕
著
な
口
語
自
由
詩

「青
い
目
」
「
一

本
の
木
」
を
書
い
て
い
る
の
が
特
徴
だ
が
、
賢
治
の
断
章
は
、
は
じ
め
て

「
K
E
N
J
I
生
」
の
筆
名
で
出
て
お
り
、

題
名
さ
え
つ
い
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
の
断
章

の
文
字
も
「
K
の
字
」
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
同
一
人
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
流
暢
な
文

字
に
よ
っ
て
い
る
。
表
紙
の
カ
ッ

ト
も
平
凡
だ
が
、
よ
く
書
き
込
ま
れ
、

整
っ
た
も
の
で
あ

る
。
八
枚
目
の
同
人
消
息
（
題
な
し）

は
次
の
と
お
り
で
あ
る。

口
保
阪
嘉
内
氏
。
は
目
下
在
京
中
、
健
在
な
り
、
東
京
市
外
中
渋
谷
六
二
六
木
村
方
。

口
宮
沢
賢
治
氏
。
盛
岡
市
大
沢
川
原
宮
沢
方
に
居
ら
る
る
。
目
下
学
校
に
出
み
ら
る
。

口
小
菅
健
吉
氏
。
青
森
県
立
畜
産
学
校
に
就
職
せ
ら
る
。
途
中
感
岡
に
立
ち
よ
ら
れ
た

M
り
。

口
市
村
宏
氏
。

東
京
都
豊
多
麻
郡
戸
塚
町
諏
訪
に
居
ら
る
る
。

口
鯉
沼
忍
氏。

東
京
に
あ
り
。

口
河
本
氏
、
村
上
氏
。
（
茅
町
鎌
田
方
）
、
潮
田
氏
、
伊
藤
氏
（
寄
宿
舎
北
寮
）

十
二
枚
目
の
巻
末
に
は、

福
田
正
夫
の
詩
「
地
は
砂
漠
、
／
人
間
は
荒
涼
／
愛
は
い
つ
も

か
ぎ
り
な
く
奪
は
れ
、
／
世
界
の
愛
は
行
く
処
な
く
果
て
る
。
」
が
記
さ
れ
て
い

る
。
憶
測

す
れ
ば
、

「
ア
ヂ
リ
ア
」
は
第
六
号
で
下
級
生
に
受
け
つ
が
れ
た
も
の
の
、
保
阪
嘉
内
の
上

京
、
宮
沢
賢
治
、
小
菅
健
吉
、
市
村
宏
、
鯉
沼
忍
ら
の
卒
業
に
よ
っ
て
、
そ
の
中
核
を
失

い
、
続
刊
す
る
理
由
を
失
っ

て
し
ま

っ
た
と
い
え
る
。
第
一
輯
を
発
行
し
て
一
年
足
ら
ず
の

期
間
で
あ
り
、
短
い
青
春
の
発
散
で
あ
っ
た
と
い
え
る。

し
か
し
、
小
菅
氏
が
こ
の
片
々
た

る
同
人
誌
を
保
存
し
て
下
さ
っ
た
た
め
に
、
賢
治
の
初
期
の
作
品
が
残
さ
れ
、
そ
の
周
辺
と

影
響
関
係
が
知
ら
れ
る
の
は
能
倖
と
い
う
外
は
な
い
。

四

保
阪
察
内
の
作
品

「
ア
グ
リ
ア
」
は
保
阪
嘉
内
と
宮
沢
賢
治
の
作
品
が
中
心
を
な
し
て
い
る
が
、
そ
の
作
品

数
や
批
評
文
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
保
阪
が
賢
治
を
上
ま
わ
っ
て
い
る。

作
品
の
価

値
を
問
う
と
い
う
よ
り
も
、
保
阪
の
作
品
を
検
討
す
る
こ
と
で
、

「
ア
デ
リ
ア
」
の
状
況
を

知
り
、
保
阪
と
賢
治
の
関
係
を
知
り
た
い
と
思
う
。

t

、

カ
ね
し

賢
治
と
嘉
内

（こ
れ
よ
り
保
阪
を
小
菅
氏
に
従
っ
て
嘉
内
と
称
す
る
）
が
気
の
合
っ
た
、

仲
の
良
い
友
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
森
荘
己
池
の

『宮
沢
賢
治
』

（
昭
日
・

1
小
学

や
す
ぎ
か

館
）
に
二
年
下
級
で
同
室
の
工
藤
藤
一
が
伝
え
て
い
る
。
「
保
坂
、
と
い
ふ
生
徒
は
、
劇
が

え
ん
げ
い

飯
よ
り
す
き
と
い
ふ
男
で
、
保
坂
が
毎
月
買
ふ
、
劇
の

『芸
演
』

と
い
ふ
雑
誌
を
、
宮
沢
さ

ん
も
読
ま
れ
て
、
二
人
で
劇
の
こ
と
を
お
も
し
ろ
さ
う
に
話
し
て
ゐ
た
も
の
で
し
た
。
」
（

同
書
P
釘
！

%
、
な
お
、
や
す
ざ
か
と
振
り
仮
名
が
あ
る
が
、
小
菅
氏
は
、
ほ
ざ
か
と
称
し

て
い
る
。
坂
は
阪
で
あ
る。

）
小
菅
氏
も
嘉
内
と
賢
治
が
意
気
投
合
し
て
い
た
こ
と
を
強
調

さ
れ
た
が
、
小
菅
氏
に
よ
る
と
、
保
阪
嘉
内
は
甲
府
の
出
身
で
、
賢
治
た
ち
よ
り
一
学
年
下

で、

演
劇
の
好
き
な
熱
血
漢
で
あ
っ
た
。
「
ア
ヂ
リ
ア
」
第
六
輯
で
わ
か
る
よ
う
に
、
嘉
内

は
大
正
六
年
春
に
は
上
京
し
て
い
る
が
、
小
菅
氏
に
よ
る
と
、
学
内
の
活
動
と
不
勉
強
が
た

た
っ
て
、
退
学
に
処
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
な
お
調
査
の

必
要
が
あ
る
が
、

嘉
内
は
上
京
後
、
新
聞
記
者
と
な
り
、
結
婚
後
没
し
た
と
い
わ
れ
る
。
嘉

内
の
作
品
は
「
ア
ザ
リ
ア
」
の
中
で
は
、
も
っ
と
も
個
性
が
強
く
、
反
体
制
的
で
あ
り
、
・所

- 45 -
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定
出
来
な
い
が
、
の
ち
阿
部
孝
氏
は
「
月
に
吠

i
u」
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
で
に

拙
稿
で
も
そ
の
内
容
を
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、

賢
治
の
文
学
的
環
境
と
し
て
は
、
「
ア

ザ
リ
ア
」
時
代
に
、
感
情
派
の
接
近
が
み
ら
れ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
こ
の
批
評
文
が

「
ア
ヂ
リ
ア
」
に
発
表
さ
れ
た
こ
と
は
、
「
ア
ヂ
リ
ア
」
同
人
の
価
値
評
価
が
な
さ
れ
た
こ

と
を
意
味
す
る
。
そ
の
選
択
と
評
価
は
、
ほ
ぼ
当
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
保
阪
と
宮
沢
の
作

品
を
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
規
定
し
た
の
は
感
情
派
の
影
響
下
に
あ
る
こ
の
時
代
を
伝
え

て
い
る
。

「
ア
ザ
リ
ア
」
第
四
輯
（
大
正
6

・ロ－

m）
の
巻
頭
に
は
、
ア
ザ
リ
ア
会
の
名
で
、

本
会
は
生
命
の
尊
き
を
知
れ
る
醒
め
た
る
人
々
の
層
よ
り
（
二
字
不
明
）
な
る
心
を
し

て
光
輝
に
至
ら
し
め
ん
と
す
る
を
以
て
目
的
と
す
。

と
い
う
宣
言
が
あ
る
。
巻
末
に
は
、
無
記
名
の
「
A
と
云
ふ
字
」
「
B
と
云
ふ
字
」
と
い
う

断
章
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
断
章
と
し
て
特
色
が
あ
り
、

賢
治
が
書
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
ふ
し
が
あ
る
の
で
、
全
文
を
写
し
た
い
。

A
と
云
ふ
字

口

a
と
云
ふ
字
を
よ
く
よ
く
考
へ
れ
ば
き
ち
が
ひ
に
な
る

口

私
は
灯
を
け
し
て
床
に
も
ぐ
る
。
磁
波
が
チ
ャ
プ
チ
ャ
プ
と
鳴
り
私
は
砂
に
伏
せ
る
人

魚
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
私
は
今
布
団
を
か
け
て
ゐ
る
。
左
様
、
人
魚
と
の
ち
が
ひ
の
た

Y
こ
れ
丈
し
か
な
い

口

懐
疑
の
故
に
死
ぬ
と
い
ふ
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
死
ぬ
為
に
は
あ
る
決
定
を
要
す
る
。

疑
は
又
疑
る
こ
と
を
も
疑
ふ

（

以

上
十
三
枚
目
）

口

私
は
い
か
に
も
こ
の
世
界
に
相
当
し
た
も
の
た
。
ロ

νヤ
の
ご
ろ
つ
き
も
肥
っ
た
牧
師

も
、
ち
ん
ば
の
馬
も
み
な
私
の
中
に
居
る

口

ひ
し
げ
た
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム
の
弁
当
ば
こ
を
開
く
友
だ
ち
。
蒼
う
な
ば
ら
の
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
等
、
顔
の
赤
い
宿
場
は
づ
れ
の
女

一」

恋
す
る
と
て
自
分
を
恋
す
る
と
き
も
あ
り
、
物
語
を
恋
う
る
と
き
も
あ
り
、
空
間
と
時

間
と
の
涯
無
い
ひ
ろ
が
り
の
中
に
か
な
し
く
恋
す
る
と
き
も
あ
る
。

口

そ
ん
な
事
に
は
趣
味
が
な
い
と
云
ふ
人
は
幸
福
で
は
な
い
か
。
死
ぬ
こ
と
も
こ
の
人
に

は
趣
味
に
ち
が
ひ
な
い
。

口

厚
さ
六
千
里
あ
る
石
の
壷
の
中
に
私
は
入
れ
ら
れ
厚
さ

一
万
里
あ
る
蓋
を
さ
れ
た

口

こ
訟
は
雪
が
ふ
る
、

雪
と
人
と
木
と
に
み
な
光
る
そ
ら
だ
、

こ
L
は
こ
L

で
は
な
い
。
こ
L
は
こ
〉
だ
。

か
げ
〉
や
く
い
し
だ
。

B
と
云
ふ
字

口

命
懸
け
と
、

真
面

目

、

不

真
面
目
な
馬
は
命
懸
け
で
遁
走
す
る
、

か
L
る
の
を
待
っ
て
ゐ
る
ひ
と
に
は
大
し
た
こ
と
は
出
来
な
い
。

頑
張
れ
し
っ
か
り
頑
ん
ば
れ

口

B
と
云
う
字
が
丁
度
、
わ
れ
わ
れ
の
心
を
代
表
し
て
ゐ
る
。

御
座
敷
が

頑
張
れ
、
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（
以
上
十
四
枚
目
）

賢
治
の
特
徴
が
出
て
い
る
の
は
、
テ
ャ
プ
チ
ャ
プ
と
い
う
擬
音
語
の
使
い
方
を
は
じ
め
、

「ロ

νヤ
の
ご
ろ
つ
き
も
肥
っ
た
牧
師
も
、
ち
ん
ば
の

馬
も
み
な
私
の
中
に
居
る
」

と
い
（

7
）
 

う
部
分
は
観
念
論
的
と
い
う
よ
り
も
そ
の

直
観
像

的
表
象
を
語
っ
て
い
る
よ
う
に
と
れ
、

「
頑
張
れ
、
頑
張
れ
し
っ
か
り
頑
ん
拭
れ
」
は
賢
治
の
口
ぐ
せ
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
の
を

裏
書
き
し
て
い
る
よ
う
に
も
と
れ
る
。
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
気
に
な
る
の
は
、
「
顔
の
赤

い
宿
場
は
づ
れ
の
女
」
と
い
う
こ
と
ば
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
自
筆
歌
稿
の
「
明
治
四
十
五
年

四
月
」
の
項
に
、

「今
日
も
ま
た
宿
場
は
づ
れ
の
顔
赤
き
を
ん
な
は
ひ
と
り
め
し
を
喰
へ

る

ぞ
」
と
あ
り
、
「
大
正
八
年
夏
」
「
E
N
C－
m」
と
書
込
み
の
あ
る
初
期
短
篇

「
女
」
に
、

ま
っ
黒
な
家
の
中
に
は
黄
い
ろ
な
ラ
ン
プ
が
ぼ
ん
や
り
貼
い
て
顔
の
ま
っ
か
な
女
が
ひ
と

り
せ
は
し
く
飯
を
か
き
こ
ん
で
ゐ
る。



あ
る
。
「
大
空
」
が
に
は
一
層
遊
戯
的
分
子
が
加
っ
た
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
っ
た
の
で
あ

っ
た
。
私
は
比
の
二
篇
に
つ
い
て
全
く
不
徹
底
な
理
解
を
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
本
当
の

作
者
の
心
を
つ
か
み
得
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
詩
を
象
徴
万
能
的
に
考
え
た
り
、
感
傷
的

な
作
品
で
あ
る
、
現
実
味
に
之
し
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
排
斥
し
て
い
た
自
分
は
狭
ま
か
っ

た
。
し
か
し
今
こ
そ
「
六
月
草
原
篇
」
を
愛
す
る
、
そ
し
て
「
夜
の
空
に
」
を
。
私
は
初
め

て
此
の
三
篇
を
本
当
に
理
解
す
る
事
が
出
来
た
よ
う
に
感
ヅ
る
。
私
の
身
体
中
に
数
知
れ
ぬ

涙
滴
が
お
ど
る
。
私
は
此
等
三
篇
を
遊
戯
的
で
あ
る
と
思
っ
た
。
然
し
そ
れ
は
前
述
の
如
く

誤
解
で
あ
っ
た
。
ど
う
し
て
ど
う
し
て
、
此
等
は
極
め
て
真
面
目
な
作
品
で
あ
る
。
正
直

ト
ク

で
、
清
楚
で
、
澄
明
で
あ
る
。
限
り
な
い
苦
し
み
の
后
に
生
れ
た
作
品
に
は
血
の
出
る
よ
う

な
真
実
が
あ
る
。
作
者
二
氏
は
極
め
て
異
常
な
神
経
と
感
情
の
所
有
者
で
あ
る
。
二
君
の
神

経
は
著
し
く
病
的
で
、
痩
せ
て
、
（
以
上
十
五
枚
目
）
光
っ
て
い
る
。
病
め
る
二
氏
の
神
経
が

シ
カ

鈍
銀
の
空
に
顔
え
る
。
市
し
て
、
そ
こ
に
二
氏
の
真
実
が
あ
る
の
で
あ
る
。

二
氏
の
歌
は
悉

く
こ
の
た
え
が
た
き
疾
患
か
ら
逃
れ
ん
と
す
る
祈
祷
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
真
実
が
あ

る
の
で
あ
る
。
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「六
月
草
原
篇
」
中
感
傷
的
で
最
も
作
者
の
真
実
を
語
る
も
の
は
、

六
月
の
こ
の
草
原
の
草
々
は
ぎ
や
ま
ん
色
す
笑
ひ
た
く
な
る
。

六
月
の
こ
の
草
原
立
ち
た
れ
ば
足
の
底
よ
り
か
ゆ
き
心
地
す
。

三
本
の
ど
ろ
の
木
に
出
て
幹
に
入
る
鈍
銀
の
空
銀
の
空
。

鈍
銀
の
空
の
ま
ん
な
か
に
猫
が
ゐ
る
悲
L
き
猫
よ
眼
を
つ
む
り
た
り
。

に
り
ん
さ
う
谷
聞
を
す
べ
て
う
づ
め
た
り
全
く
山
を
行
く
人
も
な
し
。

等
で
あ
る
。
「
大
空
が
」
に
い
た
り
益
々
作
者
の
詩
境
は
澄
徹
さ
を
益
し
て
来
た
。
「
大
空

が
」
に
於
て
作
者
は
大
空
の
為
め
に
少
な
か
ら
ず
悩
さ
れ
て
い
る
。
正
し
く
君
は
恐
空
病
に

か
か
っ
た
の
で
あ
る
。
大
空
が
青
く
鋭
く
澄
み
き
っ
て
い
る
。
君
に
と
っ
て
は
大
空
は
恐
怖

で
あ
る
。
幻
感
で
あ
る
。
大
空
が
青
く
澄
み
き
っ
て
一
ツ
の
大
き
な
眼
な
り
、
或
は
大
空
に

青
い
眼
が
現
れ
、
君
を
に
ら
み
つ
け
る
。
全
く
君
は
身
の
置
ぎ
所
な
く
苦
し
み
も
が
く
。
そ

う
し
た
疾
患
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
心
の
閃
き
が
君
の
歌
と
な
る
。
そ
こ
に
君
の
真
実
が
あ

る
。
「
大
空
が
」
中
の
作
品
は
悉
く
捨
て
難
き
も
の
で
あ
る
が
、
私
は
特
に
次
の
数
首
を
抜
く
。

大
空
が
あ
ん
ま
り
青
く
晴
れ
た
れ
ば
恐
し
く
な
り
て
再
び
仰
が
ず
。

大
空
は
我
を
見
つ
め
る
こ
れ
は
ま
た
恐
し
い
か
な
其
の
青
い
眼
が
。

今
見
た
る
比
の
青
き
眼
は
大
空
の
恐
し
き
眼
に
に
ら
み
か
へ
さ
る
。

七
月
の
大
空
だ
よ
と
あ
ん
ま
り
に
我
を
怒
る
な
す
ご
き
眼
を
し
て
。

お
や
ぢ
い
の
眼
は
象
眼
の
つ
く
り
も
の
ひ
っ
こ
ぬ
い
た
ら
太
陽
が
お
こ
ら
ん
。

大
空
に
傷
が
出
ね
ば
い
与
が
紅
色
の
あ
ん
ま
り
高
い
煙
突
が
た
ち
て
。
（
以
上
十
六
枚
目
）

ど
ろ
の
木
の
あ
ん
ま
り
光
る
葉
を
よ
け
ん
と
ひ
き
し
カ
ー
テ
ン
に
青
空
が
す
く
。

出
る
雲
は
沸
騰
皿
の
沈
澱
の
白
さ
に
似
た
り
ま

っ
さ
を
の
中
に
。

「
大
空
が
」
を
見
て
「
夜
の
空
に
」
に
移
る
と
先
の
二
篇
の
作
者
は
頗
る
相
似
た
作
家
で

あ
る
事
を
思
う
。
「
夜
の
空
に
」
の
作
者
は
「
大
空
が
」
の
作
者
と
同
様
澄
徹
し
た
剃
刀

の
閃
き
の
よ
う
な
鋭
い
神
経
を
以
て
絶
え
ず
光
り
を
求
め
て
祈
祷
す
る
。
頗
る
相
似
た
作

家
で
あ
る
と
思
う
。
然
し
決
し
て
私
は
同
一
な
も
の
で
あ
る
と
は
言
は
な
い
。
二
氏
の
歌

は
絶
対
に
別
で
あ
る
。
然
も
頗
る
相
似
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
夜
の
空
に
」
の
中
よ
り
私
は
次
の
数
首
を
抜
く
。

夜
の
空
に
ふ
と
表
れ
て
淋
し
き
は
床
屋
の
店
の
だ
ん
だ
ら
の
棒
。

空
を
こ
め
て
七
ツ
森
ま
で
来
し
に
早
や
明
け
空
に
草
穂
こ
か
Y
り。

ゆ
が
み
た
る
青
空
の
辺
に
仕
事
着
の
古
川
さ
ん
は
煙
草
ふ
か
せ
り
。

班
泊
は
る
冷
き
空
は
明
け
近
く
大
と
か
げ
ら
の
雲
を
ひ
た
せ
り
。

終
り
に
真
実
な
二
氏
の
ど
こ
ま
で
も
真
面
目
に
自
己
に
徹
し
て
行
か
れ
ん
事
を
望
む
。

私
の
こ
の
無
理
解
な
批
評
を
お
許
し
あ
れ
。
暴
言
多
謝
。
暴
言
多
謝
。
（
完
）

：
：
・
九
、
二
五
、
夜
：
：
：

（
以
上
十
七
枚
目
）

こ
の
批
評
文
は
一
見
し
て
、
萩
原
朔
太
郎
の
『
月
に
吠
え
る
』
（
大
正
6

・2
）
に
寄
せ

た
北
原
白
秋
の
「
序
」
を
思
わ
せ
る
。
「
萩
原
君
。
何
と
云
っ
て
も
私
は
君
を
愛
す
る
。
そ

う
し
て
室
生
君
を
。
」
に
は
じ
ま
る
白
秋
の
名
調
子
が
こ
の
文
を
支
配
し
て
い
る
。
「
私
は

君
達
を
思
ふ
時
、
い
つ
で
も
同
じ
泉
の
底
か
ら
更
に
新
ら
し
く
湧
き
出
し
て
く
る
水
の
幣
し

さ
を
感
ず
る
。
」
「
私
は
信
ず
る
。
さ
う
し
て
君
の
異
常
な
神
経
と
感
情
の
所
有
者
で
あ
る

事
も
。
」
「
君
は
寂
し
い
、
君
は
正
直
で
、
清
楚
で
、
透
明
で
、
も
っ
と
細
か
に
ぴ
ち
ぴ
ち
動

く
。
」
ま
た
、
「
正
し
く
君
は
恐
空
病
に
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。
」
と
い
う
箇
所
は
、
同
書

の
室
生
犀
星
「
駿
」
の
「
か
れ
は
、
か
ら
だ
ぢ
う
竹
が
生
え
る
や
う
な
神
経
系
統
に
ぞ
く
す

る
恐
竹
病
に
お
そ
は
れ
た
。
」
を
思
わ
せ
る
。
同
書
の
出
版
は
こ
の
年
の
二
月
十
五
日
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
影
響
が
い
ち
は
や
く
、
こ
の
東
北
の
高
等
農
林
の
同
人
誌
に
あ
ら
わ
れ
た
と

み
て
よ
い
。
保
阪
嘉
内
は
別
に
し
て
、
賢
治
が
こ
の
年
「
月
に
吠
え
る
」
を
読
ん
だ
か
は
断

-43ー
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実
は
躍
っ
て
居
る
、
地
は
振
ふ
て
居
る
、
そ
う
だ
雲
は
動
い
て
居
る
。
烏
は
さ
へ
づ
っ
て

居
る
、
石
は
笑
っ
て
居
る
。
無
理
も
な
い
草
は
青
く
広
い
原
に
ギ
ヤ
マ
ン
に
光
っ
て
ゐ
る

の
も
、
げ
に
命
だ
、
命
だ
、
命
あ
る
も
の
の
楽
し
さ
よ
、
あ
〉
喜
こ
ば
し
き
も
の
わ
れ
ら
の

い
の
ち
、
沈
澱
の
雲
も
歓
楽
の
も
の
だ
、
残
撞
の
霧
も
わ
れ
ら
が
よ
ろ
こ
び
だ
。
今
夏
の

空
は
青
い
。
さ
れ
ば
こ
〉
に
ア
ず
リ
ア
第
二
輯
は
生
れ
た
。
（
4』

こ
れ
は
文
体
と
内
容
か
ら
み
て
、
保
阪
嘉
内
が
書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
と
も
あ

れ
、
第
一
輯
の
常
套
的
美
文
調
を
脱
し
て
、
よ
う
や
く
同
時
代
の
表
現
を
持
つ
同
人
誌
ら
し

い
特
徴
が
出
て
い
る
。
だ
が
、
第
一
輯
の
次
号
予
告
に
あ
っ
た
戯
曲
は
発
表
さ
れ
ず
、
短
歌

部
首
、
俳
句
お
句
、
漢
詩
2
篇
、
小
説
1
篇
と
相
変
ら
ず
、

短
歌
が
主
流
で
あ
る
。
保
阪
は

短
歌
白
首
を
出
L
て
、
そ
の
作
風
を
設
定
し
た
よ
う
に
み
え
る
。
巻
末
、
十
六
枚
目
に
は

ア
4
9
ア

「洋
邸
周
会
小
集
第
一
回
」
の
記
事
が
あ
る
。

七
月
七
日
夜
皆
集
る
、
丁
度
栗
の
花
が
ま
っ
白
く
咲
い
て
い
る
香
が
し
て
来
る
時
だ
っ

た
、
わ
れ
ら
は
お
そ
く
来
る
、
早
く
来
た
人
に
あ
や
ま
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
ど
う
L

た
処
で
心
と
心
と
で
参
り
ま
た
人
だ
ち
だ
、
そ
こ
に
へ
だ
つ
べ
き
何
物
が
あ
ら
う
、
終
夜

語
り
暮
し
た
、
ほ
ん
と
う
に
あ
の
高
く
そ
び
え
る
岩
手
山
の
清
ら
か
さ
の
様
に
、

会
者
十
名
、
伊
藤
、
潮
田
、
河
本
、
瀕
縮
、
宮
沢
、
鯉
沼
、
保
阪
、
小
菅
、
福
永
、
市

村
、
作
品
の
互
選
、
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ
二
、
三
あ
り
、
河
本
、
潮
田
、
小
菅
三
氏
の
も

の
高
点
に
入
る
、
会
閉
会
後
雫
石
に
旅
行
す
る
馬
鹿
者
も
あ
っ
た
、

第
二
輯
は
賢
治
の
筆
蹟
に
似
た
字
（
以
下
「
K
の
字
」
と
仮
称
す
る
）
が
七
枚
固
ま
で
、

八
枚
目
か
ら
十
五
枚
目
は
他
の
字
で
、
十
六
枚
目
は
「
K
の
字
」
に
な
っ
て
お
り
、
二
名
で

書
か
れ
た
ら
し
い
。

「
ア
ザ
リ
ア
」
第
三
輯
（
大
正
6
－

m
・
汀
）
は
保
阪
嘉
内
の
「
我
を
愛
す
る
も
：

三
輯
序
に
代
ふ
：
：
：
（
白
痴
の
銭
言
）
」
に
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
保
阪
の
名
が
巻
頭
に
出

て
、
二
輯
の
序
が
や
や
論
理
化
さ
れ
た
こ
と
が
特
徴
と
い
え
る
。

人
間
の
自
己
を
愛
す
る
心
は
偉
大
な
も
の
だ
。
こ
れ
に
依
っ
て
あ
ら
ゆ
る
世
の
活
動
が
発

現
す
る
。
人
間
生
活
が
活
躍
す
る
。
否
々
こ
れ
無
く
し
て
は
人
間
の
生
き
て
ゆ
く
事
は
あ

り
得
な
い
。
乞
食
が
食
を
門
に
乞
ふ
の
も
、
文
帝
王
が
金
冠
を
載
く
の
も
み
な
み
な
自
己

を
愛
す
る
か
ら
だ
。
世
の
慈
善
家
と
云
は
れ
、
博
愛
家
と
云
は
る
－
L

も
の
を
見
よ
。
彼
ら

は
特
に
自
己
を
愛
す
る
の
最
た
る
も
の
だ
。
こ
の
慈
愛
家
、
博
愛
家
の
各
々
二
種
の
う
ち

い
づ
れ
も
叉
絶
大
な
る
自
愛
家
だ
。
そ
は
よ
き
側
の
こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
そ
の
人
た
ち
の

内
な
る
心
の
満
足
の
た
め
に
し
か
す
る
。
そ
し
て
あ
し
き
側
の
こ
れ
ら
の
人
達
も
文
自

己
を
愛
す
る
。
こ
れ
は
即
ち
彼
ら
は
し
か
く
す
る
事
に
依
っ
て
名
を
得
位
を
得
ん
と
す
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
即
ち
自
己
を
愛
す
る
か
ら
だ
。
そ
し
て
そ
の
よ
き
側
の
人
、
あ
し
き
側

の
人
、
い
づ
れ
が
よ
り
深
く
自
己
を
愛
す
る
か
は
そ
れ
は
個
々
の
人
に
つ
い
て
見
ね
ば
な

ら
ぬ
。
世
の
大
我
の
人
と
称
せ
ら
る
L
人
程
、
自
己
を
愛
す
る
こ
と
益
々
強
い
も
の
だ
。

そ
し
て
骨
心
浄
受
か

b
b比
r
fぃ
b
ト
ム
ポ
っ
て
こ
れ
を
行
は
ぬ
人
程

一
層
自
己
を
愛
す
る

事
強
い
も
の
だ
。
ニ
イ
ツ
ェ
の
極
自
愛
も
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
極
多
（
他
）愛
も
や
は
り
自
己
を

愛
す
る
事
に
依
っ
て
生
じ
た
。
わ
れ
ら
は
至
大
な
る
愛
を
も
て
自
己
に
向
は
ね
ば
な
ら
ね
。

特
に
す
ぐ
れ
た
文
で
は
な
い
が
、
主
張
が
明
確
で
、
保
阪
の
創
作
態
度
を
裏
書
き
し
て
お

り
、
白
樺
派
全
盛
時
代
の
影
響
下
に
あ
る
自
我
確
立
の
宣
言
で
あ
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。

そ
L
て
、
賢
治
の
後
年
の
文
学
は
、
こ
の
自
我
確
立
と
自
我
愛
か
ら
生
れ
た
文
学
で
あ
っ
た

と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
序
文
に
つ
づ
い
て
、
小
菅
健
吉
の
感
想
文
「
矛
盾
」
が
あ
る
の
で
も
わ
か
る
よ
う

に
、
第
三
輯
は
や
や
思
弁
的
な
性
格
が
出
て
い
る
が
、
相
変
ら
ず
、

短
歌
凶
首
、
俳
句
日

句
、
散
文
3
篇
と
、
短
歌
が
主
流
で
あ
る
。
巻
末
に
「
あ
ざ
り
あ
に
表
れ
た
セ
シ
チ
メ
シ
タ

リ
ズ
ム
」

O
O生
と
し
て
、
保
阪
と
賢
治
の
短
歌
の
批
評
が
出
て
お
り
、
賢
治
の
作
品
批
評

と
し
て
は
い
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
が
最
初
の
も
の
に
な
る
が
、
保
阪
と
賢
治
の
共
通
性
を
よ

く
と
ら
え
て
い
る
の
で
、
全
文
を
紹
介
し
た
い
。
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あ
ざ
り
あ
に
表
れ
た
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム

0
0生

第
一
号

「
み
ふ
ゅ
の
ひ
の
き
」
、
「
腹
だ
た
し
き
事
」
等
も
感
傷
的
な
作
品
で
あ
る
が
最

も
感
傷
的
色
彩
の
強
い
の
は
、
第
一
号
「
六
月
草
原
篇
」
第
二
号
「
大
空
が
ま
っ
た
く
晴
れ

て
恐
ろ
し
や
」
「
夜
の
空
に
ふ
と
表
れ
て
」
の
三
篇
で
あ
る
と
思
ふ
、
で
私
は
専
ら
比
の

三
篇
に
つ
い
て
所
感
を
の
べ
た
い
と
思
ふ
。
私
は
第
一
号
に
於
て
「
六
月
草
原
篇
」
を
大

に
歓
迎
し
た
、
そ
れ
は
篇
中
に
表
れ
た
象
徴
味
を
嬉
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

ど
ろ
の
木
は
三
本
立
ち
て
鈍
銀
の
空
に
向
へ
り
女
は
た
ら
き
。

農
場
の
農
夫
は
み
ん
な
昼
深
き
睡
り
に
陥
ち
て
湯
ひ
と
り
た
ぎ
る

等
が
象
徴
味
に
富
む
作
品
で
あ
る
。

然
L
此
等
の
歌
に
表
れ
た
象
徴
味
は
或
は
微
温
的
で

あ
る
ま
い
か
と
思
っ
た
。
其
后
、
第
二
号
「
大
空
が
」
に
接
す
る
に
あ
た
り
私
は
少
L
く

失
望
し
た
。
「
六
月
草
原
篇
」
に
あ
っ
た
よ
う
な
象
徴
味
を
見
い
だ
し
得
な
か
っ
た
か
ら
で



生
、
超
然
、
義
麿
の
3
篇
、
記
名
な
し
の
断
章
2
矯
、
詩
1
篇
、
同
人
消
息
3
と
な
っ
て
い

る。

こ
の
中
に
は
同
一
人
が
一
つ
以
上
の
匿
名
を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る。

こ
の
集
計
で
わ
か
る
よ
う
に
、
「
ア
グ
リ
ア
」
の
主
要
同
人
は
、
ほ
ぼ
短
歌
あ
る
い
は
俳

句
を
主
た
る
表
現
の
形
式
と
し
て
、
そ
れ
に
小
説
、
散
文
、
断
章
な
ど
を
書
い
て
い
る
が
、

小
説
と
は
名
ば
か
り
で
、
主
観
的
な
感
想
文
が
多
い
。
作
品
数
と
表
現
の
鮮
烈
さ
か
ら
み
て

保
阪
嘉
内
が
中
心
に
な
り
、
保
阪
と
賢
治
の
密
接
な
交
流
を
め
ぐ
っ
て
、
小
菅
健
吉
、
鯉
沼

忍
、
市
村
宏
、
潮
田
豊
、
村
上
亀
二
な
ど
が
主
た
る
同
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
ア
ザ
リ
ア
」
内
容
紹
介
と
解
説

「
ア
ず
リ
ア
」
の
作
品
内
容
と
そ
の
変
遷
を
み
て
ゆ
く
た
め
に
、
各
輯
に
つ
い
て
、
主
な

作
品
を
検
討
し
て
み
た
い
。
個
人
の
作
品
に
つ
い
て
は
、

項
を
改
め
て
紹
介
し
た
い
の
で
、

同
人
誌
と
し
て
の
「
ア
ず
リ
ア
」
の
動
き
を
伝
え
る
部
分
に
つ
い
て
の
み
検
討
し
て
ゆ
く
こ

と
に
す
る。
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「
ア
ザ
リ
ア
」
第
一
輯
（
大
正
6

・7
・1
）
は
ま
ず
、
流
る
〉
子
の
序
文
「
初
夏
の

思
ひ
出
に
」
に
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
序
文
は
文
語
美
文
調
で
、

盛
岡
の
春
を
常
套
的
に

歌
っ
た
感
傷
的
な
駄
文
に
す
ぎ
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
、

賢
治
の
置
か
れ
て
い
た
状
況

を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
全
文
を
写
す
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
の
で
、
比
較
的
情
景
描
写
の
少

い
後
半
を
も
っ
て
か
え
た
い
。

（
前
十
五
行
略）

感
受
的
詩
人
が
限
り
な
き
涙
を
流
す
は
、
げ
に
や
此
の
晩
春
よ
り
初
夏
へ
の
移
り
目
、
は

り
つ
め
た
る
琴
線
の
見
え
ざ
る
刺
戟
に
も
尚
ほ
美
妙
な
る
音
を
発
す
る
時
に
あ
ら
す
や
、

吾
が
ア
ヂ
リ
ア
会
は
か
L
る
詩
人
（
敢
て
吾
曹
一
派
を
詩
人
と
名
っ
け
ん
）
多
忙
の
初
夏
、

乱
れ
易
く
傷
み
や
す
き
心
を
育
み
、
現
在
に
対
す
る
不
平
を
軽
か
ら
し
め
、
自
由
て
う

心
を
積
極
的
に
向
上
せ
し
む
べ
く
年
来
各
自
の
心
に
は
り
つ
め
た
る
琴
線
相
触
れ
て
、
こ

〉
に
第

一
歩
を
踏
み
出
し
向
。

之
よ
り
吾
等
の
放
浪
す
る
処
、
足
跡
に
印
す
べ
き
の
旅
路
、
前
途
行
程
た
る
や
誠
に
遠
大

な
る
も
の
な
り
、
遠
く
し
て
而
も
近
き
に
到
る
、
そ
の
到
達
点
や
各
自
の
、
そ
の
心
眼
に

或
る
何
物
を
か
を
認
め
つ
L
あ
る
に
あ
ら
ず
哉
。

今
正
に
、
よ
は
真
夜
中
に
し
て
、
沈
み
行
く
弦
月
の
影
あ
は
く
、
吾
が
行
方
を
照
し、

静
か

に
、
な
が
む
れ
ば
山
影
に
似
た
る
雲
の
峯
ゆ
る
や
か
に
動
け
ど
も
、
や
が
て
は
す
べ
て
の

も
の
を
打
ち
破
る
べ
き
力
強
き
あ
ら
し
を
含
む
も
の
に
似
た
り
。
柳
か
所
感
を
述
べ
て
巻

頭
に
認
む
。

前
年
の
大
正
五
年
頃
か
ら
、
所
謂
大
正
デ
モ
ク
ラ

ν！
と
呼
ば
れ
る
民
主
主
義
の
傾
向
が

み
ら
れ
、
白
樺
派
が
盛
ん
に
な
っ
た
時
代
で
、
「
自
由
て
う
心
を
積
極
的
に
向
上
せ
し
む
べ

く
」
と
い
う
こ
と
ば
に
そ
れ
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
第
一
輯
は
序
文
に
つ
い
で
、
時
雄
の

短
歌
「
鮫
の
浦
に
て
」
が
あ
り
、
賢
治
の

「
み
ふ
ゅ
の
ひ
の
き
」
幻
首
、
「
ち
ゃ
ん
が
ち

ゃ

が
う
ま
こ
」

8
首
を
含
め
て
、
短
歌
が
釘
首
、
俳
句
日
句
、
短
詩
9
篇
、
文
語
詩
1
篇、

賢

治
の
散
文
「

『旅
人
の
は
な
し
』
か
ら
」
で
終
っ
て
い
る
の
で
、
短
歌
が
表
現
の
主
流
に
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
一
輯
に
賢
治
が
散
文
を
発
表
し
て
い
る
の
は
、
賢
治
の
文
学

観
が
他
の
同
人
に
や
や
先
ん
じ
て
い
る
よ
う
な
観
を
与
え
る。

こ
の
号
の
十
二
枚
目
に
は
、

次
号
予
告
が
あ
る
。

次

号

予

告

倉

作試
み
の
ま

与

を

鯉

沼

し

の

ぶ

氏

戯
曲
（
甲
州
劇
場
台
本
黙
劇
一
幕
）

黒

き

焼

石

の

正

宮

津

賢

治
氏

戯
曲
（
社
会
劇
）

大

空

へ

保

阪

嘉

内

氏

其
他
諸
氏
の
短
歌
、
俳
句
、
長
詩
、
漢
詩

こ
の
予
告
に
よ
る
と
、
戯
曲
と
創
作
が
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
第
二
輯
は
鯉

沼
の
創
作
を
載
せ
た
だ
け
で
、
戯
曲
は
み
え
な
い
。

謄
写
刷
り
の
文
字
は
、
二
名
内
至
三
名

以
上
の
手
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
特
に
、
賢
治
の
「
み
ふ
ゅ
の
ひ
の
き
」

ほ
か
短
歌
の
多
く
の
筆
蹟
が
後
年
の
筆
蹟
に
似
て
い
る
の
を
感
じ
る
。
賢
治
の
筆
蹟
は
、
阿

部
孝
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
中
学
時
代
か
ら
特
色
が
あ
っ
て
、
そ
の
潤
達
な
人
柄
を
あ
ら
わ

し
た
個
性
的
な
文
字
で
あ
る
。
な
お
残
さ
れ
た
他
の
原
稿
と
照
合
す
る
こ
と
で
、

厳
密
に
判

定
す
べ
き
だ
が
、
賢
治
の
筆
で
あ
る
可
能
性
は
大
き
い
の
で
、
先
に
図
版
で
紹
介
し
た
。
「

『旅
人
の
は
な
し
』
か
ら
」
は
序
文
と
同
じ
手
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
賢
治
の
筆
で
は
な

い
。
巻
末
、
奥
世一
日
の
横
に
は
「
l
愛
あ
る
処
に
神
あ
り
l
」
と
あ
る
。

「
ア
ザ
リ
ア
」
第
二
輯
（
大
正
6

・7
－

m）
は
、
次
の
よ
う
な
序
文
に
よ
っ
て
は
じ

ま
っ
て
い
る
。

- 41ー
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月
夜
感

（俳
句
2
匂
）

旅
人
に
、

鳥
と
銃
声
と
皿

（俳
句
幻
句
）

日
南
の
仮
母
器

（俳
句
叩
句
）

輝
き
出
し
月
（
俳
句
3
匂
）

飴
売
り
と
鶏

（俳
句
2
句
）

打
て
ば
響
く
（
小
説
1
焔
）

雪
解
途

（短
歌
8
首
）

紅
隈
の
大
荒
事

（短
歌
5
首
）

明
烏
春
泡
雪

（短
歌
臼
首
）

好
摩
の
土
（
短
歌
山
首
）

平
和
の
塵

（短
歌
日
首
）

璃
と
空

（短
歌
6
首

沈
黙

（詩
1
篇
）

A
と
云
ふ
字

（断
章
9
篇
）

B
と
云
ふ
字

（断
章
篇
）

二る 二 二
三嘉 L 賢嘉嘉 三 嘉縁 三 緑 。
四内 子 治内内四 内 石 四 豊 石

「
ア
ザ
リ
ア
」
第
五
輯

洋
半
紙
十
八
枚
、
頁
数
な
し、

発
行
日
記
載
な
し
。

表
紙

（ア
グ
リ
ア
Z
0・〈）

い
き
も
の
の
う
た
（
俳
句
四
句
）

う
た
え
る
す
ず
め

（俳
句
5
匂
）

囚
人
と
麦
の
芽
空
え
（
俳
句
日
句
J

冷
0
・熱
0
・愛
0
・
（前
書
5
行
短
歌
お
首
）

冬
の
生
霊

（
げ
首
）

呪
哩
（
短
歌
8
首
）

雪
の
日
に
（
短
歌
9
首
〕

哀
愁

（文
語
自
由
詩
1
篇
）

（短
歌
4
首
）

暖
燈
（
短
歌
5
首
）

独
愁
（
短
歌
山山
首
）

舞
姫
口
（
短
歌
7
首
）

ゆ
め
を
ゑ
が
く
（
短
歌
8
首
）

春
愁
（
文
語
定
型
詩
1
篇
）

潮
田
豊

村
上
亀
二

河
本
義
行

保
阪
嘉
内

小
菅
健
吉

三
十
六
鱗
堂
主
人

三
十
六
鱗
堂
主
人
健
坊
白
搾

宇
品
大
こ
」
お
僧
沖
路

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

（

5
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

（

9
）
 

（

9
）
 

（叩）
（叩）
（日）
（日
）

（ロ）
（ロ）
（日）

（

1
）
 

（

2
）
 

（

3
）
 

（

3）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 

（

7
）
 

（

8
）
 

（

8
）
 

（

9
）
 

（

9
）
 

（

9
）
 

復
活
の
前

（断
章
汀
篇
）

何
故
に

（断
章
8
篇
）

社
会
と
自
分

（断
章
日
篇
）

洋
傘
な
ほ
し
（
俳
句
1
句
）

心
の
革
命

（感
想
1
篇
）

宮
沢
賢
治

（ロ）

村
上
亀
二
（
比
）

保
阪
嘉
内

（日）

潮
田

豊

（日）

小
菅
健
吉

（口

l
m
）

「
ア
ザ
リ
ア
」
第
六
輯

洋

半

紙
十
二
枚
、
頁
数
な
し、

発
行
日
発
行
所
記
載
な
し
。

表
紙

（ア
ヂ
リ
ア
挿
画
入
り

）

（

l
）

東
京
雑
信

（前
書
7
行、

短
歌
比
首
）

嘉
内

（3
）

東
京
夕
景
集

（短
歌
口
首
）

嘉
内

（3
）

島
の
夕
影

（俳
句
日
句
）

総
石

（3
）

春
の
大
地

（短
歌
9
首
）

I
生

（4
）

狂
人
と
茶
碗
（
俳
句
日
句
）

緑
石

（4
）

青
い
目
（
口
語
自
由
詩
1
篇
）

縁
石

（
5
）

一
本
の
木

（口
語
自
由
詩
1
篇
）

緑
石

（5
）

（断
章
7
篇
）

義
麿

（6
）

（断
章
）

K
E
N
J
I
生

（7
）

白
い
昼
の
月
（
俳
句
8
勾
）

ゆ
た
か
生

（8
）

（
同
人
消
息
）

（

8
）

書
信
の
ま
ま
を

（
9
1ロ）

-40 -

（嘉
内
）

以
上、

六
冊
計
一

O
二
枚
中
の
作
品
数
を
主
要
同
人
別
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

宮

沢

賢

治

短
歌
白
首

散

文

1
篇

断
章
2
篇

保
阪

嘉

内

短
歌
印
首

小
説
1
篇

断
章
1
篇

噌
EE

－

小
菅

健

吉

短
歌
お
首

俳

句

2
句

散
文
2
篇

鯉

沼

忍

短
歌
幼
首

俳
句
お
匂

短
詩
3
篇

小
説
1
消

市
村

宏

短
歌
羽
首
、
潮
田

豊
俳
句
印
句
、
村
上

亀
二

俳
句
5
句
、断
章
1
稿
、

河
本
義
行

俳

句

日
句
、
流
る
－
L

子

短
歌
お
首
序
文
1
篇

詩

1
錦
、
時
雄

短

歌
幻

首
、
緑
石
俳
句
位
句

詩
2
篇

短

詩

4
篇
、
流
れ
山
人

短
歌
加
首
、
二
三
四

短
歌
日

首
俳
句
3
匂

詩
1
篇
、
瑞

穂

俳

句
ロ
句
、
ほ
か
短
歌
で
は
、
陸
奥
の
お
の
こ
、
ム
ム
ム
ム

生
、
ま
さ
ご
、
白
拝
、山
僧
、沖
路
、
I
生
な
ど
計
四
首
、
漢
詩
、杜
蛭
2
矯
、感
想
評
論
は
0
0

書
簡
1
通

序
文
1
篇



「ア
ザ
リ
ア
」
第
二
輯
和
半
紙
二
つ
折
、
十
七
枚
、
頁
な
し
、
大
正
六
年
七
月
十
八
日
発

行、

盛
岡
高
等
農
林
学
校
ア
ず

p
ア
会

表
紙

（ア
ヂ

p
ア
第
二
輯
）

（序
文
）

白
眠
詠
草
（
短
歌
7
首）

車
の
き
L
り

（俳
句
日
匂
）

石
工
ら
働
く
（
俳
句
7
匂）

夜
の
そ
ら
に
ふ
と
あ
ら
わ
れ
て

（短
歌
8
首
）

大
空
が
ま

っ
た
く
晴
れ
て
お
そ
ろ
し
や

（短
歌
沼
首
）

高
松
山
土
堤
の
た
〉
ず
み

（短
歌
4
首
）

五
月
哀
愁
譜

（短
歌
6
首
）

夏
雨
日
雲
日

（短
歌
4
首
）

タ
ぐ
れ
四
首
、
・
等

（短
歌
日
首
）

早
池
峯
山
に
登
り
し
折
の
も
の
（
短
歌
6
首）

石
ど
り
や
に
て
（
短
歌
な
ど
3
首）

不
良
少
年
（
短
歌
7
首）

中
津
河
流
れ
月
夜
の
鐘

（短
歌
7
首
J

漢
詩
二
題

試
み
の
ま
L

（過
ぎ
し
日
の
）
戦

（短
篇
1
篇
）

ア
グ
リ
ア
第
二
輯
の
後
に

ア
ザ
リ
ア

洋
邸
周
会
小
集
第
一
回

奥
書

宏

緑
石
山
人

ユ
タ
カ豊
子
賢
治
嘉
内

時
雄
漁
史
時
雄

と
き
を

流
れ
山
人

流
る 二。
杜 L 三
忍蛭子四

〈

1
）

（

2）
 

（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

（

5
）
 

（

7
）
 

（

7
）
 

（

8
）
 

（

8
）
 

（

9
）
 

（

9
）
 

（叩）
（叩）
（日）
（ロ）
（日）
（げ）
（げ）

洋
半
紙
十
七
枚
、
頁
な
し
、
大
正
六
年
十
月
十
七
日
発
行
盛
岡
高
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「ア
ザ
リ
ア
」
第
三
輯

農
ア
グ
リ
ア
会

表
紙

（ア
ザ
リ
ア
第
三
輯
挿
画
入
り
）

我
を
愛
す
る
も
の
・
・
・
・
・
・
三
輯
序
に
代
ふ
・

．．．．． 

矛
盾

（散
文
1
篇
）

秋
風
節
理
（
短
歌
4
首）

空
谷
の
建
音
（
短
歌
6
首）

工
夫
（
俳
句
3
句
）

保
阪
嘉
内

小
菅
健
吉

陸
奥
の
お
の
こ

ム
ム
ム
ム
生
瑞
穂

（

1
）
 

（

2
）
 

（

3
）
 

（

5
）
 

（

5
）
 

（

5
）
 

心
と
物
象

（短
歌
9
首）

山
に
向
へ
ば
（
短
歌
山
首
）

窓
（
短
歌
3
首）

阿
提
目
多
伽
抄
（
短
歌
7
首）

阿
片
光
（
短
歌
2
首）

舞
姫

（短
歌
4
首
）

閣
に
咲
く
花

（俳
句
9
匂）

種
山
ケ
原
（
短
歌
4
首）

墓
草

（
俳
句
5
匂
）

石
地
蔵
と
秋
の
雨
（
短
歌
9
首）

雑
感
雑
唱

（短
歌
U
首
）

恋
心
（
短
歌

5
首）

黒
髪
（
短
歌
日
首
）

秋
の
気
圏

（短
歌
2
首
）

原
体
銅
舞
連
（
短
歌
3
首）

中
秋
十
五
夜
（
短
歌
3
首）

夏
の
旅

（俳
句
臼
匂
）

信
越
線
の
旅
路
に
て
詠
め
る
（
短
鐸
叩
首
）

寂
び
れ
た
る
空

（短
歌
叩
首
）

照
る
陽
の
も
と
（
短
歌
日
首
）

無
題
集
抄

（俳
句
2
句
）

悶
え
ゆ
く
心

（短
歌
2
首
）

貰
ひ
風

（俳
句
日
句
）

巌
鷺
山
雪
光
讃

（短
歌
6
首
）

あ
ざ
り
や
に
表
れ
た
セ
シ
チ
メ
シ
夕
日
ノ
ズ
ム
（
評
論
1
篇）

ひ ひ
ろ 繰賢瑞ろ賢嘉賢嘉賢
し忍忍石治穂、し治内治内治

0 ひ
0 健健健嘉ろ緑賢賢嘉。
生忍忍吉吉吉内し石治治内

（

6
）
 

（

6
）
 

（

7
）
 

（

7）
 

（

7）
 

（

7）
 

（

8
）
 

（

8
）
 

（

8
）
 

（

9
）
 

（

9
）
 

（叩）
（叩）
（叩）
（日）
（日）
（日）
（也）
（也）
（臼）
（臼）
（臼）

（

U）
 

（比）
（日）

。u
q
u
 

「
ア
ザ
リ
ア
」
第
四
輯

洋
半
紙
十
三
枚
、
頁
数
な
し
、
大
正
六
年
十
二
月
十
六
日

表
紙

（
叶
出
回
〉
N
〉
F
開
〉

挿
画
入
り
）

（

1
）

（

序

文

）

（

2
）

時
世
後
れ
の
乏
し
き
頭
を
絞
り
て
（
感
想
1
篇
）

（

2
）

夕

明

り

（

俳

句

臼

匂

）

（

3
）

緑超
石然
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・
ロ
）
に
は
短
歌
5
首
を
発
表
し
て
い
る
の
で
、
校
友
会
会
報
に
は
か
な
り
積
極
的
な
発
表

を
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。
大
正
七
年
三
月
に
は
本
科
を
卒
業
し
て
い
る
の
で
あ

る
か
ら
、
大
正
五
年
四
月
、
特
待
生
と
な
り
級
長
を
命
じ
ら
れ
た
二
学
年
か
ら
卒
業
近
く
ま

で
、
校
友
会
会
報
に
は
か
な
り
積
極
的
な
発
表
を
つ
づ
け
た
こ
と
に
な
る
。
没
後
発
表
さ
れ

た
初
期
短
篇
も
、
大
正
五
年
五
月
五
日
の
日
付
の
あ
る
「
丹
藤
川
」
（
の
ち
「
家
長
制
度
」

と
改
題
）
が
も
っ
と
も
古
く
、
「
秋
田
街
道
」
（
大
正
6
・
7
付
）
「
沼
森
」
「
柳
沢
」
（

大
正
6
0
叩
付
）
な
ど
が
あ
る
の
で
大
正
五
年
頃
か
ら
賢
治
の
作
品
活
動
と
い
う
よ
り
も
習

作
活
動
が
は
じ
め
ら
れ
た
と
み
て
よ
い
。
こ
の
頃
、
賢
治
が
手
帖
や
日
記
に
、
詩
や
歌
を
書

い
て
い
た
こ
と
は
、
同
室
の
高
橋
秀
松
が
述
べ
て
い
る
。
が
正
四
年
四
月
、

盛
岡
高
等
農
林

学
校
農
学
科
第
二
部
（
大
正
七
年
農
芸
化
科
と
改
称
）
に
首
席
入
学
し
て
以
来
の
賢
治
は
、

成
績
の
芳
し
く
な
か
っ
た
中
学
時
代
と
は
別
人
の
よ
う
に
異
な
り
、
学
業
に
、
課
外
に
、
水

を
得
た
魚
の
よ
う
に
生
き
生
き
と
活
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
人
誌
「
ア
ザ
リ
ア
」
細
目
目
次

高
農
時
代
の
賢
治
の
作
品
活
動
の
中
で
、
興
味
深
い
も
の
に
、
同
人
誌
「
ア
ザ
リ
ア
」
に

発
表
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
こ
の
中
の
主
要
な
作
品
は
、
す
で
に
筑
摩
版
全
集
第
一
巻

（昭

和
也
・

1
）
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
「
ア
ザ
リ
ア
」
は
謄
写
版
刷
り
の
粗
末
な
同
人
誌
で
、

全
六
冊
、
第
一
輯
は
大
正
六
年
七
月
で
あ
り
、
年
内
に
第
四
輯
ま
で
を
出
L
て
い
る
が
、
大

正
七
年
に
出
た
と
推
定
さ
れ
る
第
五
、
第
六
輯
は
日
付
が
な
い
。
盛
岡
高
等
農
林
学
校
ア
ず

リ
ア
会
発
行
と
あ
り
、
同
人
は
同
校
の
学
生
で
あ
る
（
小
菅
健
吉
氏
に
よ
る
）
が
、
当
時
の

高
農
に
お
け
る
同
人
誌
の
雰
囲
気
を
濃
厚
に
伝
え
て
お
り
、
全
集
未
所
収
の
資
料
も
あ
る
の

で、

賢
治
を
め
ぐ
る
文
学
的
環
境
を
知
る
た
め
に
紹
介
し
た
い
。
原
本
は
賢
治
の
同
級
生
で

同
人
の
ひ
と
り
、
宇
都
宮
市
在
住
の
小
菅
健
吉
氏
が
所
有
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
四
十
一
年

ま
で
に
宮
沢
家
へ
全
冊
を
寄
贈
さ
れ
た
。

筆
者
は
昨
年
八
月
、
宮
沢
家
を
訪
ね
た
折
、
保
存

さ
れ
て
い
た
第
四
輯
ま
で
を
抜
書
き
し
て
き
た
が
、

賢
治
の
実
弟
、

清
六
氏
の
紹
介
で
、
帰

途
小
菅
氏
を
訪
ね
、
同
家
に
あ
っ
た
第
五
輯
を
抜
書
き
し
た
。
の
ち
小
菅
氏
が
第
六
輯
を
探

し
出
し
て
追
加
寄

贈
さ
れ
た
折
、
宮
沢
家
で
ゼ

ロ
ッ
ク
ス
に
よ
る
全
冊
の
複
本
を
作
製
さ

れ
、
小
菅
氏
と
筆
者
に
送
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
第
五
輯
ま
で
の
原
本
か
ら
の
抜

書
き
と
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
複
本
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
記
し
、
あ
わ
せ
て
宮
沢
氏
、
小
菅
氏

に
謝
意
を
表
し
た
い
。
紹
介
の
方
法
と
し
て
、
全
文
の
賄
側
刻
も
考
え
ら
れ
る
が
、
賢
治
を
め
ぐ

る
文
学
的
環
境
を
知
る
の
が
目
的
で
あ
る
か
ら
、
目
次
と
主
要
作
品
を
紹
介
し
、
検
討
を
加
え

る
こ
と
に
す
る
。

「
ア
ザ
リ
ア
」
第
一
輯
和
半
紙
二

つ
折
、
二
五
枚
、
頁
な
し
、
大
正
六
年
七
月
一
日
発

行、

盛
岡
高
等
農
林
ア
ザ
リ
ア
会

表
紙

（
な
し
、
脱
落
か
の
・
）

初
夏
の
思
ひ
出
に
（
序
文
）

鮫
の
浦
に
て

（
短
歌
7
首）

春
（
文
語
詩
1
篇）

み
ふ
ゅ
の
ひ
の
き
（
短
歌
ロ
首
）

ち
ゃ
ん
が
ち
ゃ
ん
が
う
ま
こ
（
短
歌
8
首）

寮
の
窓
に
て

（
短
詩
3
篇
）

厩
舎
に
て
（
短
歌
2
首）

春
日
哀
愁
篇
（
短
歌
臼
首
）

四
首
旅
日
記
よ
り
（
短
歌
4
首）

若
葉
の
頃
（
短
詩
6
篇）

蛍
（
俳
句
6
匂）

次
号
予
告

夏
の
風
（
俳
句
5
匂）

赤
き
花
（
短
歌
口
首
）

節
句
の
あ
さ
川
岸
に
居
て
（
短
歌
2
首）

あ
る
日
曜
日
の
あ
さ
（
短
歌
3
首）

午
後
（
短
歌
1
首）

初
夏
（
短
歌
3
首）

つ
れ
づ
れ
に

腹
だ
注
し
き
事

（
短
歌
5
首）

月
の
夜
（
短
歌
3
首）

六
月
草
原
篇

（
短
歌
叩
首
）

昨
夕
（
短
歌
3
首）

述
懐
（
短
歌
1
首）

「
旅
人
の
は
な
し
」
か
ら
（
散
文
1
篇
）

奥
書

流
る
弘
子
時
雄

流
る
弘
子

宮
沢
賢
治

潮
田
ゆ しし
た緑嘉のの
か石。内ぷぷ。

し
の
ぶ

し
の
ぶ

と
き
雄

。

流
る
h

h
q
 

嘉
内

L
の
ぶ

し
の
ぶ
賢
治 。子。

枚
数

（

1
）
 

（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

（

6
）
 

（

8
）
 

（

8
）
 

（

9
）
 

（叩）
（日）
（也）
（辺）
（臼）
（日）
（日）
（臼）
（日）
（日）
（日）
（汀）
（路）
（印）
（
初
）
（
加
）
（幻）
（お）

。。

I/ 
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宮
沢
賢
治
は
大
正
十
月
一
月
か
ら
八
月
頃
ま
で
、
東
京
で
生
活
し
た
一
時
期
を
除
い
て
、

旅
行
滞
在
を
別
に
す
れ
ば
、
生
涯
を
生
地
の
岩
手
県
花
巻
と
盛
岡
で
過
し
た
地
方
人
で
あ

る
。
生
前
、
東
京
の
知
識
人
と
の
交
遊
も
少
く
、
そ
の
作
品
の
多
く
は
死
後
、

選
集
、
全

集
の
出
版
な
ど
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
表
現
形
式
の
主
要
な
も
の
が
詩
と
童
話

で
、
近
代
文
学
の
主
流
と
さ
れ
る
小
説
で
な
い
た
め
か
、
文
学
史
上
の
位
置
づ
け
に
お
い
て

孤
立
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
に
は
賢
治
が
自
己
の
思
想
を
分
析
し
た
評
論
に
類

す
る
も
の
を
残
し
て
い
る
例
が
少
く
、
個
性
的
な
表
現
に
包
ま
れ
て
い
る
た
め
に
、
思
想
の

経
路
が

つ
か
み
に
く
い
せ
い
も
あ
る
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
、
「
宮
沢
賢
治
へ
の
近

代
詩
の
投
影
」

（
「
日
本
近
代
文
学
」

第
五
集
昭
和
4
・

m）
「

『銅
鐸
』
の
詩
人
・
宮
沢

賢
治
」
（
「
文
学
語
学
」
（
四
七
号
予
定
）
宮
「
沢
賢
治
観
の
変
遷
」

（
「
反
存
在
」
第
四
号
昭

和
必
・

5
）
な
ど
で
、
主
と
し
て
近
代
詩
に
お
け
る
賢
治
の
位
置
を
概
観
し
て
き
た
が
、
さ

ら
に
個
々
の
作
品
に
つ
い
て
分
析
を
続
け
た
い
。
宮
沢
賢
治
と
い
う

一
個
性
の
問
題
に
と
ど

ま
ら
ず
地
方
文
化
の
影
響
過
程
の
箱
型
と
い
う
意
味
で
考
え
た
い
の
だ
が
、
ま
ず
、

賢
治
の

思
想
的
な
基
盤
を
知
る
た
め
に
、
初
期
の
作
品
に
つ
い
て
眺
め
て
み
た
い
。

賢
治
の
文
学
的
な
出
発
は
中
学
時
代
か
ら
作
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
短
歌
で
あ
る
。
だ

が、

盛
岡
中
学
校
校
友
会
誌
に
も
作
品
発
表
の
例
は
み
え
ず
、
友
人
た
ち
に
も
見
せ
た
記
録

が
な
い
の
で
、
積
極
的
な
発
表
の
意
志
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
大
正
十
年
末
頃
ま
と
め

ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
自
筆
の
歌
稿
で
は
、
中
学
時
代
の
短
歌
日
首
、
卒
業
後
の
一
年
に

寸
h占

当
る

「
大
正
三
年
四
月
」
の
項
に
は
、

短
歌
の
吃
首
、
旋
頭
歌

2
首
を
残
し
て
い
る
。
こ

ーょ

の
数
で
わ
か
る
よ
う
に、

中
学
時
代
か
ら
は
じ
め
た
短
歌
は
、
卒
業
後
一
年
の
浪
人
時
代

に
、
内
心
の
煩
悶
の
表
出
と
し
て
多
作
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
賢
治
が
最
初
に
公
的
な
場
所
で
発
表
し
た
の
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
「
盛
岡

高
等
農
林
学
校
校
友
会
報
」
第
三
十
二
号

（
大
正
5
・
1
）
に
宮
沢
賢
治
の
名
で
発
表
し
た

詩

「
初
夏
雨
の
日
に
」
と
、

K
E
N
J
I
の
筆
名
で
発
表
し
た
短
歌
「
初
夏
」

3
首
ほ
か
、

計
日
首
と
さ
れ
る
。
同
号
に
は
、

健
吉

と
署
名
の
あ
る
短
歌

「灰
色
の
岩
」
却
首
が
あ
っ

（

1
）
 

て、

賢
治
の
短
歌
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
は
、
先
に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、

mm
首
中
、
自
筆
歌
稿
と
全
く
同
一
の
歌
が
1
首
、
異
稿
と
み
な
さ
れ
る
も
の
日
首

で、

賢
治
が
健
吉
の
名
を
借
り
て
発
表
し
た
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
同
号
の
文
芸
作

品
は
こ
の
三
篇
だ
け
で
あ
る
か
ら
、

賢
治
が
同
号
の
文
芸
作
品
を
独
占
し
て
い
る
こ
と
に
な

る。

賢
治
は
続
け
て
同
誌
三
十
三
号
（大
正
6
・
3
）に
短
歌

「雲
ひ
く
き
峠
等
」

比
首
を
銀

縞
の
筆
名
で
発
表
、
同
三
十
四
号

（
大
正
6
・
7
）
に
は
短
歌
幻
首
、
三
十
五
号

（
大
正
6
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よ
り
山
口
へ
呼
下
譲
所
領
大
内
股
継
目
之
御
判
物
有
之
中
務
死
去
以
後
長
乙
丸
被

成
杢
介
御
判
物
井
感
状
有
之
然
共
義
隆
一
乱
付
而
杢
之
介
成
牢
人
暫
時
長
府
令
住
宅

処
素
足
故
死
去
也
嫡
子
左
馬
介
有
本
領
望
豊
前
十
八
万
石
之
国
主
高
橋
股
一
老
土
師

但
馬
有
好
見
高
橋
殿
十
八
年
遂
奉
公
励
軍
功
故
領
掌
本
領
高
橋
股
よ
り
御
状
井
老
中

よ
り
之
書
状
数
通
有
之
候
得
共
分
失
只
今
八
通
有
之
雌
然
太
閤
成
御
代
諸
国
不
残
属

候
へ
共
高
橋
殿
は
有
憤
箆
城
豊
前
河
原
獄

土

師
但
馬
ハ
同
向
障
子
獄
引
篠
取
陣
引
請

天
下
夫
よ
り
和
談
成
高
橋
殿
三
万
石
ニ
テ
就
被
下
日
向
左
馬
介
河
原
よ
り
牢
人
ニ

テ
長
府
立
戻
其
比
毛
利
秀
元
公
慶
長
五
庚
子
年
長
府
御
打
入
津
成
寺
被
成
御
座
左
馬

介
儀
被
聞
召
付
御
懇
意
ニ
テ
旅
役
仕
候
は
〉
知
行
可
被
下
旨
ニ
候
へ
共
老
足
不
罷
成
通

申
上
候
得
ハ
宰
人
分
と
御
座
候
而
小
御
扶
持
被
下
御
国
内
之
御
用
被
仰
付
玉
井
甚
右
衛

門
儀
ハ
客
別
ニ
御
扶
持
被
下
御
右
筆
役
被
仰
付
之
左
馬
介
致
老
極
付
而
於
津
成
寺
法
鉢

被
仰
付
被
成
自
庵
終
申
也

其
節
甚
右
衛
門
へ
知
行
四
拾
石
被
下
其
後
十
石
御
加
増
都
合

五
拾
石
拝
領
之

〈
附
記
〉
宰
府
連
歌
史
研
究
の
当
初
よ
り
御
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
中
村
幸
彦
先
生
・
島

津
忠
夫
先
生
、
本
稿
に
つ
い
て
文
書
読
解
の
御
教
示
を
賜
っ
た
今
井
源
衛
先
生

・
川
添

昭
二
氏
、
ま
た
、
調
査
に
多
大
の
便
宣
を
与
え
ら
れ
て
い
る
西
高
辻
宮
司
・
小
烏
居
権

宮
司

・
安
恒
篤
氏
は
じ
め
太
宰
府
天
満
宮
の
方
々
、
大
阪
天
満
宮
の
梅
林
権
禰
宜
に
深

謝
申
し
上
げ
る
。

祈

祷

巻

数

と

連

歌

一

な
ど
の
文
字
を
稽
古
し
た
草
稿
が
文
書
中
に
存
す
る
八

一

一

筑

l
l

太

l

一

一

西
高
七
ノ
二
四
V
。

一

一

l
i天
満
宮
御
祈
棒
之
巻
数
司
務
正
別
当
一

八
口
絵
写
真
V

マ
宝
物
股
文
書
巻
十
三
所
収
。

一

一
一

一

社

中

一

一

八
願
文
の
異
文
〉
マ
宝
物
殿
文
書
巻
十
三
所
収
。
一
－
9
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
i
－－

御

祈

祷

一

一

一

口
絵
分
と
同
筆
。

一

寄

々

…

〔党
〕
奉
転
読
大
般
若
経
拾
二
部
枚

一

〕

一

一

〔

警

は
J

御

祈

所

一

中

l

〔中
臣
抜
〕

〔党
〕

奉
講
演
護
国
珠
王
経
一
百
廿
部
処

一

面」

一

三
｜

〔三
種
抜
〕

連

語

伍

千

句

一

奉
転
読
大
般
若
経
全
部
般

一

御
下

一

戸

・

一

如
意
珠
一

百
部

一

一

一

右
於
天
満
宮
の
広
前
抽
丹
誠
奉
御
祈
祷

右
為
懇
祈
摂
政
殿
下
御
勝
運
奉
抽
扶
桑

一

五

千

句

連

詩

興

行

一

一

一

賊
徒
降
伏
天
下
泰
平
国
土
安
全
五
穀
成
就
宝

豊
能
丹
精
口
口
口
口
三
韓
攻
伐
怨
敵
発
〔
活
筒
者
払
U

一

一

一

右
意
趣
者
為
天
下
泰
平
四
海
静
誼

一

件
長
久
事

案
利
名
誉
三
国
別
而
類
御
延
命

一

一

一

殊

者

信

心

大

檀

那

御

武

運

長

久

御

子

孫

一

×

×

×

千
齢
亀
紹
口
及
治
世
万
歳
栄
楽
者
也
仰

〔

令

〕

一

一
一

繁

昌

衆

怨

退

散

万

民

快

楽

一

々

御

願

一

連

歌

何

百

員

御
勝
軍
勇
猛
之
状
如
件

一

一

一

如
意
満
足
之
状
如
件

一

中
臣
抜

一

一

大

正

廿

年

壬

文

月

吉

祥

目

安

楽

寺

一

三

種

抜

…

干
時
天
正
廿
年
夷
則

〔七
片
〕
吉

祥

日

一

j

敬
白

一

右

於

…

法
印
醐
一
マ
太
宰
府
天
満
宮
に
お
け
る
、
祈
祷
巻
数
と
連
歌
に
つ
い
一
天
満
宮
広
前
一
社
一
同
抽
丹
誠
奉

一

て
は
、
何
れ
摘
を
改
め
て
詳
考
す
る
。
下
段
は
、
近
世
一
御
祈
砕
賊
徒
降
伏
天
下
泰
平
国
土
安
全

マ
本
願
文
の
「
右
為
：
：
：
如
件
」
に

「
筆
影
為
御
披
覧
進
一

末
期
に
お
け
る
、

宰
府
の
巻
数
の
書
式
で
あ
る
〈
天
満

一

宝

件

延

長

事

入
仕
候
笑
止
々
々
」

と
書
き
加
え
、
余

白

に

「

祈

祷

」

一

宮

文
書
ほ
ノ
三
ノ
四
四
V
。

一

度
｜
｜

…
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以
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女

子
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右
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女
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玉

井

長

兵

衛

豊
後
国
中
川
殿
ニ
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公

早
世

｜
｜
玉
井
甚
右
衛
門
正
及

慶
長
二
丁
画
六
月
八
日
長
府
ニ
テ
誕
生

女

子

辻
市
左
衛
門
妻

｜
｜
岡
村
加
左
衛
門

｜
｜
岡
村
九
郎
兵
衛

子

秋正
月木〔
ニ源糸
往左jむ，
宅街ー
門
嶋妻
原
ニ黒
テ田
討殴
死ニ
奉
.r、－
.L>.. 

女

｜
｜
岡
村
与
左
衛
門

梅

紹
巴
弟
子

信恒
三司連

昌
程
弟
子
親
今
泉
源
兵
衛

母
実
祐
後
家

良

実

父
母
右
同
石
築
寺

〔
宰
府
石
築
地
坊
〕

母
毛
利
殿
内
福
原
介
左
衛
門
高
麗
陣
ニ
テ
討
死
後
家

延
宝
三
乙
卯
潤
四
月
廿
八
日
歳
七
十
九
長
府
ニ
テ
死
去

慶
長
十
九
甲
寅
十
一
月
七
日
積
四
十
一
長
府
ニ
テ
終

法
名
梅
岩
徹
心
居
士

法
名
妙
蓮
禅
定
尼
真
宗

浄
土

介
左
衛
門
実
子
依
無
之

舎
弟
福
原
下
綱
ニ
跡
式
被
遣

女
子
ハ
阿
部
彦
左
衛
門
妻

男
子
ハ
下
山
辻
坊
ニ
居

介
左
衛
門
女
子
一
人
三
歳

腹
込
男
子

何
モ
左
馬
介
養
育

qu 



ひ
さ
し
か
る
へ
き
の
こ
と
は
り
は
人
こ
と
に
し
る
と
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御
年
ひ
る
の
子
の
足
た
て
る
年
に
一
と
せ

ヒ
ヒ

に
や

い
と
へ
と
も
の
こ
り
お
ほ
き
事
也
正
受
院
の

ヒ

ヒ

あ
ま
れ
り
と
い
へ
る
も
一

一ひ
と
し
く

御
影
を
み
た
て
ま
つ
り
て
大
か
た
の
人
さ
へ
か
な

な
と
日
川
一
つ
ね
な
ら
さ
り
け
ん

何
似
斎
と
て
中
比
寄
道
者
を

あ
つ
め
文
大
徳
寺
の
和
尚
た
ち
伊
入
院
と
り
ま
か
な
ひ

レ』予
も
又
心
さ
し

し
ま
ぬ
は
な
し

彼
門
前
に
て
世
を
去
給
け
り

を
書
付
者
也

老
ぬ
る
も
わ
か
き
も
さ
た
め
な
き
世
そ
と

し
る
こ
と
は
り
も
ま
よ
ひ
ぬ
る
か
な

弓
筆
を
っ
き
給
へ
る
家
に
む
ま
れ

も給
慶の へ
長 ヒに守 る
の ヒや y と
とや
し
ょ
カミ
A,. 

り
ヒのに

墨
を
付
給
へ
る
ゆ
へ
な
か
ら
さ
る

法
眼
紹
巴

玉
井
家
資
料
こ
れ
ま
で
推
論
し
て
来
た
実
右
と
里
村
家
と
の
関
係
に
有
力
な
傍
証
と
も

な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
玉
井
家
の
系
図

「
先
祖
以
来
覚
」
な
ら
び
に
、

無
題
で
は
あ
る
が
そ
の
由
緒
書
の
二
点
で
あ
る
。
本
資
料
は
石
川
八
朗
氏
が
福
岡
県
宗
像
町

在
住
の
松
崎
武
俊
氏
所
蔵
文
書
中
に
見
出
さ
れ
、
披
見
す
る
を
得
た
。

玉
井
家
の
現
在
の
家
系
な
ど
に
つ
い
て
は
、
現
所
蔵
者
に
も
未
詳
の
よ
し
で
あ
る
の
で
、

内
容
の
説
明
は
翻
刻
に
ゆ
ず
っ
て
、
体
裁
の
み
を
説
明
す
る
。
同
筆
と
思
わ
れ
る
こ
れ
ら
二

点
は
、
ど
ち
ら
も
鳥
の
子
紙
横
継
ぎ
各
三
枚
に
認
め
ら
れ
て
あ
り
、
延
宝
3
に
没
し
た
玉
井

甚
右
衛
門
の
孫
十
兵
衛
・
正
兵
衛
養
子
甚
兵
衛
（
子
正
兵
衛
は
甚
右
衛
門
よ
り
早
く
承
応
3

没
）
ま
で
が
生
存
中
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
お
そ
ら
く
元
禄
を
下
ら
な
い

時
代
に
、
十
兵
衛
・
甚
兵
衛
の
何
れ
か
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
。

こ
こ
に
問
題
と
す
る
の
は
上
座
坊
実
祐
に
嫁
し
後
家
と
な
っ
た
玉
井
甚
右
衛
門
の
姉
か
妹

か
が
今
泉
源
兵
衛
に
再
嫁
し
て
設
け
た
男
子
三
人
の
う
ち
、
梅
雪

（
或
い
は
実
祐
子
か
？
）

は
紹
巴
弟
子
、
昌
連
は
昌
程
弟
子
、
い
ま
一
人
良
実
は
宰
府
石
築
寺
〔
宰
府
石
築
地
坊
〕
と

な
っ
た
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
筆
者
の
調
査
で
も
石
築
地
坊
の
世
代
に
は
こ
れ
に
該
当
す
る

良
実
が
お
り
、
か
つ
同
坊
が
明
治
維
新
後
玉
乃
井
姓
を
名
乗
っ
た
こ
と
も
努
々
本
資
料
の
真

溶
性
を
増
す
が
、
不
都
合
を
来
す
の
は
梅
雪
の
紹
巴
弟
子
と
い
う
説
明
で
あ
る
。

実
祐
す
な
わ
ち
実
右
と
考
え
る
に
、
紹
巴
晩
年
の
弟
子
実
右
の
し
か
も
後
家
の
子
が
紹
巴

の
弟
子
と
な
る
こ
と
は
、
執
筆
は
若
い
弟
子
が
勤
め
る
と
い
う
通
例
か
ら
考
え
て
ま
ず
有
り

得
ね
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
梅
雪
と
兄
弟
の
昌
連
が
、
兄
は
紹
巴
の
弟
子
、
弟
は
紹
巴
の

没
後
十
年
に
生
れ
だ
昌
程
の
弟
子
と
な
る
と
い
う
の
も
不
合
理
で
あ
る
。
紹
巴
は
昌
程
と
同

時
代
ご
ろ
の
誰
か
、
お
そ
ら
く
紹
尚
（
玄
祥
）
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
。
太
宰
府

に
は
玄
仲
が
忠
之
公
は
じ
め
福
博
宰
府
の
連
衆
と
張
行
し
た
、
寛
永
日
の
百
韻
懐
紙
三
巻
が

あ
る
が
、
玄
仲
に
伴
わ
れ
て
下
向
し
た
玄
祥
は
紹
尚
と
名
乗
っ
て
い
る
。
実
祐
す
な
わ
ち
実

右
で
は
な
く
、
実
祐
は
実
右
の
父
、
梅
雪
が
実
右
と
考
え
る
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
た
、
先
に

述
べ
た
如
く
、
師
事
関
係
に
お
け
る
弟
昌
連
と
の
関
連
に
お
い
て
成
立
た
な
い
。

実
右
の
み
な
ら
ず
、
実
右
の
子
で
も
な
い
実
右
後
家
の
子
が
、
二
人
ま
で
も
里
村
家
の
弟

子
と
な
っ
て
い
る
の
に
は
、
こ
こ
ま
で
見
て
来
た
以
上
に
、
実
右
ま
た
は
そ
の
周
囲
と
里
村

家
と
の
聞
に
深
い
関
係
が
あ
り
そ
う
に
思
わ
れ
る
。
由
緒
書
き
に
し
る
さ
れ
て
い
る
、
玉
井

家
が
大
内
家
臣
時
代
に
太
宰
府
惣
社
分
拾
町
を
領
掌
し
て
い
た
こ
と
も
、
玉
井
家
と
上
座
坊

・
石
築
地
坊
と
を
結
ぶ
縁
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
桑
原
・
玉
乃
井
両
家
と
も
現
在
天
満
宮
と

連
絡
が
な
い
の
で
、
両
家
を
は
じ
め
玉
井
家
系
譜
関
係
の
諸
家
に
つ
い
て
時
聞
を
か
け
て
調

査
し
た
く
思
っ
て
い
る
。
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〔
玉
井
家
由
緒

書
〕

村
上
左
近
将
監
元
来
武
蔵
国
之
住
人
所
領
付
而
下
伊
予
国
居
住

舎
弟
玉
井
中
務
丞

ハ

中
国
入
大
内
家
防
州
山
口
住
宅

宥
武
勇
之
誉

〔
大
内
教
弘
よ
り
義
隆
ま
で
の
略
記
省

略
〕
毛
利
元
就
公
被
押
寄
没
落
也

此
代
々
御
判
物
弁
感
状
数
通
雄
宥
之
分
失
唯
今
十

通
有
之

筑
前
国
三
笠
郡
太
宰
府
惣
社
分
拾
町
豊
前
国
中
津
郡
小
犬
丸
名
十
五
町
同
郡

之
内
国
有
久
名
八
町
合
三
十
三
町
領
掌

中
務
実
子
依
無
之
兄
左
近
次
男
長
乙
丸
童
子



碩
の
宇
佐
来
訪
予
定
の
取
止
め
か
何
か
に
と
れ
ば
、
天
文
元
年
又
は
二
年
、
あ
る
い
は
前
回

の
永
正
十
四
年
一
月
と
な
る
。
宇
佐
訪
問
や
宰
府
詣
で
の
有
無
な
ど
宗
碩
の
動
静
を
詳
ら
か

に
す
る
こ
と
を
得
れ
ば
、
年
次
の
み
な
ら
ず
本
書
簡
の
内
容
も
明
ら
め
ら
れ
よ
う。

宛
名
た
る
当
時
の
上
座
坊
世
代
は
、
珍
実

（享
徳

3
1
）
｜
｜
実
右
（
文
明
日
1
）
｜
｜

重
実

（
明
応
9
1）
｜
｜
琳
実

（
永
正
日

I
）
｜
｜
息
実

（天
文

m
l）
！
巌
実
と

『太
宰

府
神
社
旧
神
宮
家
系
』
に
あ
る
が
、
前
に
も
記
し
た
よ
う
に
あ
ま
り
確
実
で
は
な
い
。

宇
佐
の
地
方
連
歌
は
、
宰
府
連
歌
史
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
早
く
調
査
し
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。
金
子
金
次
郎
氏
が

「
宗
間
判
五
十
番
連
歌
合
」

（「
連
歌
俳
謎
研
究
」

6
）
に
極
く
簡
単
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
ほ
か
に
報
告
あ
る
を
聞
か
な
い
。

千
句
人
数
之
次
第

慶
長
初
年
の
中
央
連
歌
壇
に
、
末
座
な
が
ら
も
か
な
り
し
ば
／
＼
名

の
現
わ
れ
る
実
右
と
い
う
人
物
と
、
序
説
に
紹
介
し
た
慶
長
7
・
1
・
M
如
水
「
松
梅
や
」

夢
想
百
韻
の
上
座
坊
実
右
と
を
、
ま
ず
結
び

つ
け
た
の
は
、

桑
原
文
書
中
の
、
懐
紙

一
枚
一

杯
に
認
め
ら
れ
た

「
千
句
人
数
之
次
第
」
で
あ
る
。
紹
巴
・

昌
叱
ら
と
実
右
の
一
座
し
た
記

騒
は
、
本
考
冒
頭
の
作
品
年
譜
中
に
も
十
五
例
収
め
た
が
、
座
順
何
れ
も
執
筆
あ
る
い
は
そ

れ
に
近
い
末
座
で
あ
る
の
で
、
博
捜
精
査
す
れ
ば
ま
だ
／
＼
多
く
な
る
筈
で
あ
る
。
慶
長
6

・
1
・
6
の
寛
実
は
上
座
坊
寛
実
に
相
違
な
か
ろ
う
し
、
同
口
日
は
円
清

（
如
水
）
・

信
岩

も

一
座
し
て
い
る
。
筑
前
入
国
前
の
如
水
と
実
右
の
一
座
し
た
例
は
、
慶
長
4
に
少
く
と
も

二
例
あ
り
、
宰
府
高
歌
人
で
如
水
と
は
じ
め
て
接
し
た
の
は
実
右
で
あ
ろ
う
。
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玄 友 玄能 慶 玄正玄 昌紹

fJ］益朔札純陽琳 w琢 巴干
句

人

数

之
昌玄 了玄了能良 底 玄友次

琢陽倶 仲味舜益純朔益第

巴 舜：慶果知安 育 能札何

紹能助清莫宗林時能 玄

追

時加

龍

円

実

右

執能

実

右

筆

ーム1ぺ
円巳

円

右
の
千
句
の
年
次
は
、
景
敏
の
昌
琢
改
名
（
慶
長
4
・
8
－

m景
敏

t
同
日
－

m昌
琢
初

出
）
以
後
、

紹
巴
残

（・慶長
7
・
4
・
お
）

ま
で
の
聞
に
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
顔
触
れ
に
執

筆
を
勤
め
る
実
右
は
、
天
台
僧
と
し
て
叡
山
に
修
業
中
と
考
え
る
よ
り
、
高
一
歌
修
業
の
た
め

里
村
家
に
入
門
中
と
考
え
る
方
が
当
っ

て
い
よ
う
。
慶
長
三
年
よ
り
六
年
ま
で
の
聞
の
、
実

右
の
年
譜
の
現
わ
れ
方
か
ら
も
そ
う
考
え
ら
れ
る
。
慶
長
7
・
1
・
時
に
は
宰
府
で
の
如
水

の
「
松
梅
や
」
夢
想
百
韻
に
一
座
、
同
8
・
お
に
は
再
び
京
都
で
、
如
水
が
聖
護
院
道
澄
准

三
后
や
関
白
鷹
司
兼
照
を
招
い
て
の

「
松
の
葉
も
」
に
執
筆
を
勤
め
て
い
る
こ
と
（
東
長
寺

蔵
懐
紙
）、

慶
長
8
・
1
・
日
な
ら
び
に
同
4
・

mに
、
如
水
に
従
っ
て
宗
湛
の
振
舞
に
出

て
い
る
こ
と
（
『
神
屋
宗
湛
茶
湯
献
立
日
記
』
）
な
ど
も
如
水
と
実
右
の
近
さ
を
示
す
ば
か
り

で
な
く、

実
右
が
た
だ
の
上
座
坊
で
な
か
っ
た
証
と
い
え
よ
う
。
彼
が
上
座
坊
と
し
て
は
部

屋
住
み
に
終
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
前
に
述
べ
た
こ
と
も
こ
れ
と
関
係
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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紹
巴
下
書
の
写
し

桑
原
文
書
中
に
は
、

実
右
と
紹
巴
と
の
関
係
を
裏
付
け
る
資
料
と
も

な
る
、
紹
巴
の
下
書
き
を
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
一
紙
を
存
す
る
。

こ
れ
ま
た

『続
中
世

篇
（八）
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
一
部
翻
刻
洩
れ
も
あ
る
の
で
、
改
行
を
原
本
の
通
り
と

し
て
、

あ
ら
た
め
て
紹
介
す
る
。
見
せ
消
ち
は
写
し
誤
り
を
校
合
訂
正
し
た
も
の
で
は
な
く

明
ら
か
に
推
敵
で
あ
り
、
ま
た
紹
巴
の
自
筆
で
は
な
い
の
で
、
紹
巴
の
草
稿
を
そ
の
ま
ま
写

し
た
も
の
と
推
定
す
る
。
実
右
の
筆
で
あ
る
か
否
か
は
未
だ
詳
ら
か
に
し
な
い
。

此
短
冊
は
元
は
北
伊
勢
関
殿
御
先
祖
は
世
に
／
か
く
れ
な
し

息

（御
息
）

今
は
豊
富
の
朝
臣
な
り
其
御
御
種
愛
；
御
遠
行
／
の
刻

ヒ
ヒ

手
つ
か
ら
う
す
墨
を
付
給
へ
る
面
影
御
母
堂

す
る

わ
す
れ
か
た
見
と
て
御
ら
ん
し
ら
る
〉
お
り
／
＼

ヒ

ヒ

ヒ

涙
を
〉
さ
へ
か
ね
給
へ
る
と
な
ん
伊
勢
物
語
に

花
の
中
に
た
く
ひ
な
き
花
な
れ
は
は
ゃ
く
ち
る
な
ら
し

ち
れ
は
こ
そ
い
と
L
桜
は
め
て
た
け
れ
う
き
世
に
何
か



住
み
が
出
席
す
る
場
合
も
あ
る
。
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八
補
任
年
月
V

〈
松
御
会
出
席
V

〔
元
和
3
小
鳥
居
信
重
補
任
状
ニ
上
座
寛
実
、
都
維
那
実
運
ト

ア
D
。
実
運
・
実
栄
間
ニ
寛
実
再
職
カ
。
マ
夕
、
寛
永
後
期

ノ
作
事
奉
行
ハ
都
維
那
実
運
ト
信
兼
筆
記
ニ
見
ユ
〕

寛
実

実
運

慶
長
日
・

2

実

栄

〔

元

和

9
・
1
正
大
工
補
任
状
、
寛
永
前
期
作
事
奉
行
〕

助

実

〔

寛

永

日

・

9
－

m百
韻
、

慶
安
3
・
正
・
幻
高
付
之
覚
〕

兼

実

寛

文

2
：
：
：
天
和
3

（
日
会
）

安

実

〔

貞

享

4
・
8
－

m連
判
〕

仙

実

宝

永

元

・

8

正
徳
4
：：：
享
保
時
（
9
会）

恭
実

享
保
日
・
正

享
保
日
：
：
：
享
保
臼
（
2
会）

貫
実
再
ム
延
享
元
・

8

実
翁
貫
実
再
宝
暦
8
・
2

安
永
2
：：：
寛
政
叩
（
日
会
）

賢
実

安

永

4
・
2

貫
実
再
ム
天
明
元
・

8

〔
本
補
任
状
ニ
上
座
実
隆
ト
ア
リ
。
存
疑
〕

実

隆

天

明

4
・
：
：
寛
政
3

（6
会）

実

雄

寛

政

4
：
：
：
寛
政
江
（
8
会）

実

詮

寛

政

m
i
－
－
－
文
化
ロ
（
5
会）

廉

実

文

化

3
・
8

文
化
4
：
；
：
文
化
6

（3
会）

実

応

文

化

7
：
：
：
天
保
辺
（
沼
会
）

全
実
ム
天
保
ロ
・

3

天
保
日
：
：
：
弘
化
2
（4
会）

実

量

〔

安

政

5
・
5
高
辻
股
文
書
〕
弘
化
2
：
：
：
安
政
3

（
ロ
会
）

全
応
（
実
親
）
ム
安
政
7
・
2

天
文
頃
宇
佐
の
人
よ
り
上
座
坊
に
宛
て
た
書
状
一
通
が
桑
原
文
書
に
あ
る
。
当
時
の
上
座

坊
の
連
歌
執
心
・
宰
府
と
宇
佐
の
連
歌
交
流
の
証
と
し
て
翻
刻
紹
介
す
る
。
同
地
鈴
隈
寺
の

人
を
使
者
と
し
て
宰
府
に
遣
わ
し
、

連
歌
興
行
の
た
め
に
社
家
の
人
を
迎
え
ん
と
す
る
文
意

と
思
わ
れ
る
。

文

宇

佐

羅

漢

可

有

御

一

見

候

然

者

於

水

域

肇

年

吉

兆

多

喜

候

々

可

散

潤

霧

候

抑

爾

来

申

隔

候

愚

詠

発

句

備

高

覧

候

慮

外

候

有

貴

書

之

恥

入

存

候

／

＼

事

候

間

御

遊

歴

恭

存

候

御

匂

御

床

敷

候

宗

碩

如

此

候

間

一

句

之

望

弥

断

絶

候

以

豊

前

国

鈴

隈

寺

御

祈

願

所

為

責

方

経

歴

下

向

候

可

然

儀

葱

存

候

連

歌

執

心

侯

事

候

期

後

喜

恐

々

謹

言

孟

春

中

瀞

司

Lqu
 

日
（
花
押
）

上

座

御

坊御

同

宿

中

文
中
「
宗
碩
如
此
候
間
一
句
之
望
弥
断
絶
候
」
に
よ
り
年
次
を
推
定
す
る
。
『
俳
諮
大
辞

典
』
（
伊
地
知
氏
）
に
よ
れ
ば
、
宗
碩
は
永
正
十
三
年
夏
、
宗
牧
・
周
桂
を
伴
な
い
九
州
下

向
に
進
発
。
大
内
義
隆
に
古
今
伝
授
を
授
け
、
越
年
、
さ
ら
に
薩
摩
に
下
向
。
十
四
年
八
月

下
句
、
肥
後
隈
本
に
於
て
『
十
花
千
句
』
を
注
釈
し
て
い
る
。
十
四
年
後
の
享
禄
四
年
六
月

下
句
、
周
桂
を
伴
な
い
周
防
国
に
下
向
、
越
年
、
次
の
年
天
文
二
年
四
月
二
十
八
日
長
門
府

中
に
於
て
客
死
し
て
い
る
。
「
宗
碩
如
此
」
を
宗
碩
の
死
と
と
れ
ば
、
本
書
簡
の
年
時
は
天

文
三
年
一
月
中
句
と
な
る
が
、
長
門
と
宇
佐
の
近
い
距
離
か
ら
考
え
て
、
四
月
末
か
ら
翌
一

月
中
句
ま
で
九
か
月
近
い
期
間
は
、
文
意
に
そ
ぐ
わ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
「
宗
碩
如
此
」
を
宗
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上
座
坊
と
は
、
本
紀
要
創
刊
号
に
お
い

て
紹
介
し
た
宰
府
の
上
官
二
十
数
家
の
う
ち
の
一

グ
ル
ー
プ
、
三
綱
（
公
文
・
政
所
と
も
）
三
家
の
筆
頭
職
で
、
江
戸
時
代
に
四
十
石
を
拝
知

し
た
家
系
で
あ
る
。
天
正
頃
の
安
楽
寺
公
文
所
の
文
書
を
見
る
に
、
上
座
（
兼
公
文
）
兼
修

理
目
代
と
の
職
名
を
附
し
て
あ
石
場
合
が
多
い
。
信
兼
筆
記

「太
宰
府
安
楽
寺
御
領
領
主
附

ニ
成
候
以
来
覚
」

（
初
ぺ

l
ジ
参
照
）
に
は
、
代
々
の
造
営
代
官
（
黒
田
藩
役
人
）

・
留
守

（大
鳥
居
氏
）
に
並
ん
で
、
作
事
奉
行
と
し
て
上
座
坊
の
名
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
執
行
坊

と
と
も
に
一
山
役
寺
と
も
い
う
。
宰
府
の
行
事
に
関
す
る
文
書
に
よ
く
見
ら
れ
る
延
執
上
と

い
う
語
は
、
延
寿
王
院
（
大
鳥
居
）
・
執
行
坊
・
上
座
坊
の
略
で
、
社
役
に
お
い
て
こ
れ
ら

三
家
は
組
み
と
な
る
場
合
が
多
か
っ
た
。

「
別
当
職
三
綱
ハ
僧
徒
ノ
勤
行
不
致
建
歌
出
席
諸
勤
致
奉
行
也
」
と

『
一
山
社
用
旧
格
雑

記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
連
歌
は
そ
の
勤
め
筋
の
中
心
事
項
で
あ
っ
た
。
里
村
家
入

門
の
証
は
、
本
稿
の
主
人
公
実
右
に
つ
い
て
と
、
ず
っ
と
時
代
は
下
る
が
前
上
座
坊
実
詮
宛

の
玄
川
の
免
許
状
（
文
化
6
・
叩
）
を
見
る
の
で
あ
る
が
、
入
門
し
た
代
々
も
多
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
叡
山
に
修
行
す
る
時
期
も
、
彼
等
の
中
央
文
化
と
の
接
触
の
機
会
と
な
っ
た
で

み
ろ
う
。

福
岡
県
文
化
会
館
所
蔵

『太
宰
府
神
社
旧
神
官
家
系
』
に
は

「
公
文
三
家
由
緒
書
」
と
し

て
「
公
文
之
儀
ハ
尊
神
苑
去
後
延
喜
ノ
末
年
ヨ
リ
附
属
奉
仕
基
礎
宗
厳
公
文
政
所
之
職
ニ

任

ν
其
孫
満
実
暦
応
年
間
上
座
職
ニ
任
住

ν
其
派
寺
主
都
維
那
二
家
ニ
分
ル
」
と
記
し

そ
の
あ
と
に
左
の
三
家
の
世
代
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

①
〈
上
座
坊
〉
豊
座
実
親
世
代

満
実

（
暦
応
元
年
ヨ
リ
応
安
四
年
迄
奉
仕
）
：
；
：
幻
代
：
：

実
親
（
文
久
三
年
ヨ
リ
奉
仕
明
治
元
年
復
飾
家
名
豊
座
ト
改
）

②
〈
寺
主
坊
〉
梅
岡
厳
謹
世
代

宗
実
（
延
文
五
年
ヨ
η
ノ
至
徳
三
年
迄
奉
仕
）
：
：
：
加
代：・

厳
謹
（
元
治
元
年
ヨ
リ
奉
仕
明
治
元
年
復
飾
家
名
梅
岡
ト
改）

③
八
都
維
那
坊
〉
桜
渓
全
碩
世
代

広
実
（
康
安
元
年
ヨ
リ
至
徳
元
年
迄
奉
仕
）
：
：
：幻
代
・
：
：
・

全
碩
（
弘
化
四
年
ヨ
リ
奉
仕
明
治
元
年
復
飾
家
名
桜
渓
ト
改
）

都
維
那
坊
は
「
大
講
堂
預
り
」
と
い
う
職
名
を
も
っ
安
秀
院
（
拝
知
高
二
十
石
一
斗
二
升

一
合
）
を
兼
ね
て
い
た
。
前
稿
に
紹
介
し
た

『八
百
御
年
忌
記
録
』
の
な
か
に
、
安
秀
院
仙

継
ま
た
都
維
那
仙
継
と
あ
る
の
は
こ
の
故
で
あ
る
。

『
一
山
社
用
旧
格
雑
記
』
に
は

「
夏
高
歌

ハ
安
秀
院～
各
自

ニ
テ
出
ル
ハ
十
石
以
上
故
也
」

と
あ
る
。
寺
主
坊

・
都
維
那
坊
が
高
歌
屋
と
座
席
争
論
に
よ
っ
て
、

天
保
七
年
に
大
鳥
居
信

観
よ
り
連
歌
出
席
を
断
わ
ら
れ
た
こ
と
も
出
て
い
る
が
、
こ
の
座
（
名
）
順
争
論
は
も
っ
と

古
い
例
も
見
出
さ
れ
る
の
で
、
何
れ
別
稿
に
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

上
座
坊
の
世
代

『
太
宰
府
神
社
旧
神
官
家
系
』
の
記
述
に
は
、
宝
物
股
所
蔵
文
書

・
連

歌
作
品
な
ど
の
根
本
資
料
と
照
合
す
る
と
き
、

一
致
し
な
い
部
分
が
か
な
り
見
出
さ
れ
る
。

こ
と
に
問
題
の
上
座
坊
世
代
は
、
中
で
も
誤
り
の
最
も
多
い
部
類
に
属
す
る
。
聞
社
の
文
書

中
所
謂
桑
原
文
書
に
は
、
上
座
坊
の
補
任
状
が
九
通
あ
る
の
で
、
こ
れ
と
序
説
に
紹
介
し
た

福
岡
城
松
山理
歌
会
の
記
録
と
を
基
礎
と
し、

欠
け
た
と
こ
ろ
を
そ
の
他
文
書
の
記
載
事
項
で

補
っ

て
、
上
座
坊
の
天
正
以
降
の
世
代
を
整
理
し
て
出
来
た
の
が
次
の
表
で
あ
る
。

代
々
の
名
を
一
見
し
て

「実」

が
共
通
字
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
口
実
の

一
字
が
、

大
鳥
居
当
代
の
信
口
の
偏
誇
で
あ
る
こ
と
が
判
る
（
本
紀
要
創
刊
号
の

「近
世
宰
府
連

歌
壇
綜
合
系
譜
（
再
稿
）
」
参
照
。
因
に
、
寺
王
坊
は
同
じ
く
口
増
を
例
と
す
る
）
。

次
に
、
本
項
の
問
題
と
す
る
実
右
の
名
が
見
出
さ
れ
な
い
。
実
右
の
名
が
作
品
外
の

宰
府
文
書
に
表
わ
れ
て
い
る
の
は
、
宝
物
殿
文
書
〈
新
M
巻
〉
中
の
「
証
文
手
控
」

に

「
一
、
正
月
御
供
分
之
儀
ニ
付
無
調
法
之
節
書
物
慶
長
十
六
年
上
座
坊
実
右
（
但
し

大
鳥
居
信
巌
宛
）
」
と
あ
る
の
が
唯
一
例
あ
る
の
み
で
あ
る
ロ
慶
長
山
崎

・
2
の
実
運
補

任
状
に
上
座
寛
実
と
あ
る
に
よ
り
、
実
右
は
上
座
坊
と
し
て
は
部
屋
住
み
に
終
っ
た
、

そ
れ
だ
け
に
連
歌
の
上
手
と
し
て
附
載
の
年
表
に
も
見
る
よ
う
に
、
如
水

・
長
政
の
連

歌

・
茶
事
に
侍
す
る
機
会
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
後
に
実
右
は
里
村

家
の
内
弟
子
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
す
る
の
も
、
彼
が
部
屋
住
み
に
終
っ
た
こ
と
と
無

関
係
で
は
な
い
。

凡

例①

〔
〕

内
に
は
、
補
任
状

・
松
御
会
記
録
以
外
の
資
料
に
よ
っ
て
確
認
し
た
上
座
坊

在
任
年
時
の
う
ち
の
上
下
限
を
し
る
す
。

補
任
状
に
は
前
任
者
名
が
あ
る
の
で
、
次
代
の
補
任
年
月
ま
で
前
代
が
在
任
し
た
と

考
え
て
よ
い
。
た
だ
し、

ム
印
に
は
前
任
者
名
な
し
。

松
御
会
に
は
記
録
洩
れ
の
年
が
あ
る
（
前
稿
の
年
表
参
照
）
。
ま
た
、
隠
居
・
部
屋

一 31ー

② ③ 
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上
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つ

坊

実

右

作

品

年

譜

ω慶
長
3
・
叩
・
日

「
花
之
何
」
「
悶
も
し
ら
ぬ
こ
と
は
の
林
か
な
昌
叱
」

昌
叱

ロ

西

臨
8

紹
巴
ロ

久
大
8

楊
9

景
敏
9

能
札
8

紹
由
8

了
具
7

玄
仲
6

了
以
6

滋
和
6

実
右
1

〔国
会

『連
歌
合
集
五
三
』

・
宮
書

（
連
歌
集
の
内
）

〕

凶
慶
長
4
・
1
・
2
「
何
人
」

「若
草
の
妻
こ
め
見
す
る
雪
間

哉

紹

巴
」

紹
巴
ロ
正
元
9

昌
叱
ロ
如
水
8

玄

の

叩

景

敏

叩

底

相

8

駕
也
8

玄
仲
8

慶
純
7

春
味
6

実
右
1

梅
松
1

〔国
会

『連
歌
合
集
四
四
』

・
宮
書
（
連
歌
旧
羽
）

〕

に
u
qム

附
慶
長
4
・
閏
3
・
幻

「何
人
」

「
花
ち
れ
は
た
〉
と
き
は
木
の
青
葉
か
な
白
」

白
9

長
俊
8

日
大
8

玄
旨
日
紹
巴
法
眼
9

昌
叱
法
橋
叩
広
大
7

藤
宰
7

右
衛
8

如
水
7

玄
佑
8

景
敏
8

実
右
1

〔宮
書
『
賦
物
連
歌
』

8
ノ
内
・
京
大
平
松
本

「
・：の
紅
葉
哉
」〕

凶
慶
長
4
・
5
－

m
「何
人
」
「
千
尋
あ
る
か
か
け
茂
り
そ

へ
門
の
松
紹
巴
」

紹
巴
お
祐
円
日

昌
叱

日

玄

佑

ロ

景

敏

日

玄

仲

9

宗
通
7

宗
順
8

滋
和
7

実
右
1

〔国
会

『連
歌
合
集
五
一

』
〕

同
慶
長
4
・
1
・

m
「何
船
」
「
瀬
の
声
の
た
か
き
や
氷
る
岩
根
水
紹
巴
」

紹
巴
ロ
教
山
8

昌
叱
ロ
文
閑
日
玄
佑
叩

昌
琢
叩

友
益
8

底
相
8

玄
仲
7

慶
純
7

紹
由
7

実
右
1

〔国
会

『連
歌
合
集
二
八
』〕

附
慶
長
5
・
1
・
7

「何
船
」
「
引
ま
せ
て
松
葉
も
白
き
根
芹
哉
紹
巴
」

紹

巴

ロ

正
実
1

昌
叱
ロ

喬
8

勾

8

芳
7

玄
何
日

黄
8

令
6

昌
琢
9

糸
6

玄
仲
6

秀
益
6

実
右
1

〔国
会

『連
歌
合
集
五
一

』〕

間
慶
長
5
・
4
・
3

「何
山
」

「郭
公
ゆ
く
衡
を
舟
の
み
な
と
哉

紹
巴
」

紹
巴
日

附嵐
広
6

回目
叱

日

玄

何
日

昌
琢
叩

兼
如
9

玄
仲
8

能
札
8

寛
実

〔上
座
坊
）
7

慶
純
7

宗
順
7

実
右
l

〔大
阪
天
満
宮
蔵

『紹
巴
前

後
連
歌
千
三
百
（
三
十
一
番
）

』〕

盛
政
8

て
附
慶
長
5
・
6
－

m
「
何
人
」
「
夕
立
の
音
や
く
だ
く
る
玉
蔽
令
」

令

知

男

香

子

友

益

黄

具

甫

〔阿
野
実
顕
〕

良

益

糸

昌

叱

昌

琢

〔福
井
氏

『連
歌
の
史
的
研
究
』
〕

昭
実
右

生

川間慶
長
5
・
1
・
1
「
何
木
」
「
見
る
見
る
も
築
山
高
し
庭
の
雪

林
司
」

林
一F
8

了
昧
6

佐一依
8

宗
具
2

能
円
6

莫
知
7

了
倶
6

底
相
8

玄
与
1

友
貞
5

清
果
6

令
8

玄
何
日
友
省
7

紹
巴
叩
実
右
l

〔宮
書
『
賦
物
連
歌
』

8
〕

日
慶
長
5
・
ロ
・
お

「懐
旧
」
「
忍
草
か
れ
て
と
〉
め
し
跡
も
な
し
紹
巴
」

紹
巴
日
他
何
上
人
9

教
山
上
人
9

果
空
上
人
8

昌
叱

日

玄

佑
9

昌
琢
8

友
益
8

玄
仲
7

慶
純
6

梅
松
l

助
慶
6

宗
具
6

実
右
1

「
心
前
十
三
回
忌
」
「
南
都
御
月
並
衆
中
よ
り
今
年
居
ハ
十
七
ニ
ナ
ラ
シ
藤
千
世
モ

ナ
ク
テ
如
比
」
〔
大
阪
天
満
宮
蔵

『連
歌
千
三
百
韻

（拾
三
番
）
』

・
『古
連
歌
千

五
百
句

（二
十
番）

』〕

nu 
qu 

間
慶
長
6
・
1
・
6

〔お
鰍
〕

「何
舟
」

「子
日
し
て
」
〈
信
岩

一
座
。
本
文
ロ
ベ
l
ジ
〉

「草
に
木
に
」

〈
如
水
・
信
岩
一
座
。
本
文
ロ
ペ
ー
ジ
〉

問

。

6
・
1
・
打

「
何
人
」

問
。

6
・
1
月

「夢
想
」

「松

一
木
匂
ふ
千
里
の
梅
の
風

願
主
」

御
1

願
主
l

白
9

心
9

紹
巴
法
眼
目
日
野
新
大
納
言
8

昌
叱
法
橋
口

広
橋
大
納
言
8

玄
佑
8

新
宰
相
6

藤
宰
相
6

右
大
弁
宰
相
7

長
俊
7

玄
仲
7

実
右
7

〔小
鳥
居
寛
二
郎
氏
蔵

『本
圧
千
句
・
京
連
歌
集
等
』

〕

凶
慶
長
7
・
1
・

m
「
夢
想
」

「
松
む
め
や
」
〈
如
水
・

信
岩

一
座
。
本
文
弘
ペ
ー
ジ
〉

問

。

7
・
8
－

m
「何
路」

「
松
の
葉
も
夕
日
も
ね
る
L
霧
問
哉

白

」

白
日

円
滑
8

心
9

楊
9

昌
叱
法
橋
日

右

大

弁
宰
相
9

右
衛
門
督
9

玄
何
日

友
益
8

正
琳
6

玄
仲
6

宗
菊
1

実
右
1

〔博
多

・
東
長
寺
蔵

懐
紙
。

「黒
田
如
水
の
連
歌
」
に
翻
刻
〕



門
名
ウ
〕

光
さ
へ
か
こ
ふ
あ
た
り
は
隔
り
て

お
く
あ
る
玉
策
御
階
ゆ
か
し
も

い
つ
ま
で
か
か
L
る
縁
の
そ
て
の
色

春
に
分
行
武
蔵
野
の
原

こ
L
か
し
こ
維
子
の
臥
所
な
き
た
ち
て

か
す
み
な
か
ら
に
明
わ
た
る
山

滝
の
音
も
ま
さ
ら
ぬ
よ
は
の
雨
そ
L
き

い
は
ほ
に
か
L
る
波
の
た
へ

f
＼

昌

琢

十

四

寿

三

正

九

〔

行

空

十

二

句

〔

十

一

〕

政

昌

十

二

豊

玄

十

二

直

信

八
助陳倶

次ー直生伯

一八九八八 宰
〕 ー倶正助琢直 陳

大
阪
天
満
宮
蔵
『
連
歌
十
巻
』
〈
れ

5
お
V
・

『
古
連
歌
千
弐
百
（
二
十
九
番
）
』
所
収
。
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〈
作
品
9
V

寛
〔
永
〕
元
年
九
ノ
廿
六

お
し
む
な
よ
汲
さ
へ
つ
も
る
菊
の
水

も
み
ち
に
あ
か
ぬ
宿
の
諸
人

軒
に
月
影
さ
や
か
な
る
詠
し
て

な
ら
す
端
居
の
袖
や
更
け
ん

呉
竹
の
葉
分
に
わ
た
る
風
を
あ
ら
み

た
ち
て
い
つ
く
に
行
鳥
の
声

は
る
か
に
も
田
面
の
原
の
明
離

ふ
む
跡
見
す
る
岩
か
ね
の
霜

梯
は
か
た
へ
く
つ
る
も
た
え
や
ら
て

栖
や
こ
も
る
嶺
の
木
か
く
れ

小
男
鹿
の
く
る
れ
は
出
る
岨
伝
ひ

宗凡道信九為兼兼如道兼

琳一長助一信 情 益俊 喜 与
109 8 8 8 8 71091012 

月
に
真
柴

の

袖

や

か

へ

り

し

執

筆

1

小
鳥
居
寛
次
郎
氏
蔵
『
百
韻
連
歌
集
昌
琢

・
玄
仲

・
玄
陳

・
玄
的
等
』
〈
れ
九

3
V所
収
。

八
作
品
叩
V

〔
年
月
日
ナ

ν〕

何

船

け
ぬ
か
上
に
雪
も
く
は
L
る
三
冬
哉

と
し
の
内
と
や
春
寒
き
庭

鷺
の
音
も
明
ほ
の
L
釣
簾
巻
て

月
影
な
か
ら
梅
か
ほ
る
也

・＆
uaHN

吹
を
く
る
風
長
閑
き
小
夜
枕

そ
、
き
し
雨
の
漸
晴
る
音

日
く
ら
し
の
秋
ま
た
す
鳴
谷
の
戸
に

す
L
み
な
ら
し
て
た
L
す
め
る
袖

川
橋
の
下
行
水
の
暮
渡
り

竹
の
葉
な
ひ
く
き
霜
ま
よ
ふ
道

ヒ

邸
は

刈
田
の
田
中
の
畔
の
あ
ら
は
に
て

レ
』
レ
』

月
に
く
れ
つ
L
帰
る
里
人

冷
し
く
嵐
の
さ
そ
ふ
鐘
の
声

枕
の
山
の
松
そ
木
高
き

宗

順

8

了

倶

8

慶

純
6

玄

的

8

住

円

7

昌

侃

7

信

助

6

宣

滋

7

玄

陳

7

昌

俊

7

発
慶

純
7 

道

誓

6

道

更

6

昌

琢

9

小

珍

1

大
阪
天
満
宮
蔵
『
玄
的
時
代
連
歌
（
五
番
）
』
八
れ

5

5
V所
収
持
誤
記
ナ
ラ
シ
。

八
作
品
目
V

〔
年
月
日
・
賦
物
ナ
V
〕

国
／
＼
の
影
け
ち
め
な
し
空
の
月

海
山
晴
る
秋
風
の
雲

雁
の
声
遠
か
ら
ぬ
江
に
舟
と
め
て

浪
に
芦
ま
や
暮
残
る
ら
ん

応昌紹昌

昌倶之琢
8 9 8 12 

雨
過
る
田
面
の
末
の
日
を
寒
み

舎
り
ゃ
い
つ
こ
人
帰
る
道

分
る
野
L
袖
に
胡
蝶
の
飛
み
た
れ

か
す
む
麓
の
朝
気
閑
け
し

露
な
か
ら
な
ひ
く
柳
の
深
み
と
り

浪
の
寄
来
て
ひ
た
す
川
岸

浜
伝
ひ
夕
汐
時
に
成
け
ら
し

風
に
つ
れ
つ
－
h

帰
る
釣
舟

（
そ
カ
）

半
天
に
雨
気
の
か
ら
の
う
か
ひ
出

以貞信昌宗信善久仙

藤三久以正助佐延南
7 7 6 7 7 7 7 7 7 

大
阪
天
満
宮
蔵
『
玄
的
時
代
連
歌
（
五
番
）
』
〈
れ
5

5
V所
収
。
名
欠
一
句
。
『
昌
琢
発
句
全
』
に
は
、

こ
の
句
に
「
於
江
戸
始
而
之
会
」
の
詞
書
あ
り。

八
史
料
W
追
加
〉
天
満
宮
社
役
之
事

〔
お
ぺ

l
ジ
〈
史
料

W
V参
照
〕

留
守
大
鳥
居

一
正
月
朔
日
十
四
日
及
出
仕
井
薬
師
堂
之
出
仕

一
同
七
日
若
菜
御
供
米
七
斜
七
貫
国
司
様
雄

御
調
先
例
候
当
時
如
形
為
留
守
職
相
調
候
事

一
同
七
日
之
夜
鬼
之
社
役
料
五
貫
米
三
石

一
同
朔
日
よ
り
七
日
及
千
句
連
歌
料
拾
貫
米
十
石

一
同
九
日
ち
う
の
た
て
大
工
酒
肴
銭
有
之

一
大
般
若
経

料

十
弐
貫
十
弐
斜
米

一
毎
月
廿
五
日
月
次
之
連
歌
米
十
五
斜
料
十
二
貫

一
毎
月
六
日
つ
L

御
供
の
出
仕
之
事

一
毎
月
弊
之
紙

一
二
月
口
関
白
会
出
仕
井
加
御
供
米
参
石
三
斗

井
百
僧
供
養
有
之

一
四
月
一
日
御
服
料
宥
之

一
聞
か
う
ま
つ
り
料
有
之

Q
d
 

n
G
 

井
紙
銭
灯
明
銭
三
口

〔
下
文
欠
〕
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村
竹
に
ゆ
ふ
へ
の
盤
ほ
の
め
き
て

分
る
早
苗
の
す
ゑ
そ
よ
く
道

〔
ウ
）

落
そ
ふ
る
滴
ゃ
っ
た
ふ
山
の
く
れ

い
く
へ
た
つ
ら
し
谷
の
朝
霧

音
絶
て
雲
ゐ
る
山
の
秋
の
風

よ
る
な
く
雁
や
友
ま
と
ひ
け
ん

冷
し
き
な
み
の
い
そ
ね
の
袖
ぬ
れ
て

月
に
も
つ
な
き
す
て
し
浦
舟

雪
う
つ
む
泉
郎
の
苫
屋
の
陰
寂
し

く
れ
て
煙
は
見
え
ぬ
も
く
つ
火

呉
竹
の
は
ゃ
し
ゃ
風
の
曝
く
ら
ん

や
と
り
さ
た
め
ぬ
鳥
の
こ
ゑ
／
＼

か
け
は
ま
た
野
へ
も
山
辺
も
残
る
日
に

か
へ
・さ
お
も
は
ぬ
春
の
御
狩
場

と
め
よ
り
て
椋
も
か
は
ん
花
の
も
と

船
ゆ
く
岸
に
さ
げ
る
山
ふ
き

〔
一
一
）

神
な
ひ
の
川
瀬
の
霞
た
ち
消
て

あ
さ
け
静
に
か
は
つ
な
く
也

堀
も
ま
た
賎
か
あ
ら
田
に
出
さ
れ
や

く
さ
の
戸
さ
し
に
霜
を
倍
ら
し

問
よ
れ
は
岳
辺
の
稽
の
風
を
い
た
み

葛
の
葉
お
つ
る
軒
の
さ
ひ
し
さ

ふ
り
に
け
る
野
寺
の
月
の
影
す
み
で

あ
か
つ
き
お
き
の
露
英、
き
袖

き
ぬ
／
＼
の
涙
か
な
し
き
さ
む
し
ろ
に

こ
と
は
残
る
は
ま
た
忍
ふ
中

い
か
は
か
り
う
ら
み
の
ほ
と
の
深
か
ら
ん

は
な
れ
ぬ
も
の
L
け
し
き
あ
や
し
も

関
守
の
外
に
も
つ
ら
き
人
目
に
て

行寿

生伯

空 直豊政
正一直生伯助陳伺 正琢

次一直

空 空
倶 正琢直一伯生陳助 但琢

お
り
す
き
か
た
き
藤
か
ほ
る
宿

〔
ニ
ウ
〕

春
よ
り
も
音
つ
れ
そ
む
る
時
鳥

そ
ら
も
霞
に
雨
の
こ
る
山

東
風
ふ
け
は
猶
入
海
の
泊
舟

く
る
L
清
見
の
浪
し
ろ
き
色

漸
み
て
る
汐
時
し
る
き
月
出
て

あ
き
も
な
か
は
の
萩
の
声
す
る

身
に
し
む
や
あ
っ
さ
に
ふ
れ
し
窓
の
露

む
か
し
に
か
は
る
す
ま
ゐ
は
か
な
き

老
ぬ
れ
は
ゆ
か
り
も
あ
ら
て
憂
命

法
の
っ
と
め
を
た
の
む
た
の
し
み

民
に
た
L
あ
は
れ
み
深
き
国
司

君
を
お
も
ふ
や
心
か
し
こ
き

花
さ
か
り
け
ふ
す
く
さ
し
と
あ
る
し
し
て

し
ら
へ
え
な
ら
ぬ
春
の
も
の
L
音

〔一一一〕

し
つ
け
さ
や
譲
は
し
り
の
夜
半
の
月

か
せ
よ
り
あ
と
の
お
は
し
ま
の
上

入
相
の
か
ね
な
る
楼
は
雲
の
中

か
ら
す
寝
に
行
た
か
ね
否
け
し

一
木
立
麓
の
松
は
霜
さ
え
て

よ
る
浪
こ
ほ
る
志
賀
の
か
ら
さ
き

釣
舟
も
梓
さ
し
出
す
暮
し
日
に

む

い
か
に
あ
ら
し
の
す
さ
ふ
あ
し
ふ
き

ヒ

片
敷
も
あ
は
れ
倍
し
き
麻
こ
ろ
も

ひ
と
り
あ
る
身
と
な
れ
る
山
賎

撫
子
に
か
け
し
か
こ
と
は
忘
れ
か
ね

な
つ
な
き
か
け
と
尋
入
庭

草
垣
は
タ
を
の
こ
す
露
の
色

田
つ
ら
の
鴫
の
床
し
め
ぬ
声

p東
空

陳伺ー伯琢 倶生正 陳 伯琢直助
空 空

直正伯伺琢 助一倶陳生琢 直

〔
三
ウ
〕

あ
き
風
に
伏
見
の
沢
辺
水
こ
え
て

山
き
は
遠
く
晴
る
う
す
霧

松
原
の
こ
す
ゑ
に
か
L
る
け
さ
の
月

ふ
む
に
も
た
と
る
道
は
真
砂
地

八
重
ふ
る
や
雪
に
あ
ら
そ
ふ
霜
な
ら
ん

お
な
し
ち
ひ
ろ
の
竹
の
葉
の
色

河
く
ま
に
よ
と
め
る
水
は
底
き
よ
み

た
か
は
ら
い
せ
し
跡
の
形
代

う
き
こ
と
や
さ
ら
に
た
え
さ
る
物
お
も
ひ

な
と
さ
か
し
ら
に
心
う
っ
せ
る

身
に
し
ら
ぬ
罪
を
L
か
せ
る
世
は
か
な
し

都
は
な
る
与
な
こ
り
深
し
も

花
染
の
色
あ
ら
た
め
て
旅
衣

む
か
ふ
る
年
も
な
に
か
お
と
ろ
へ

〔名〕
試
て
見
る
も
は
つ
か
し
筆
の
跡

ま
た
う
ち
つ
け
の
契
あ
ゃ
な
き

つ
れ
な
き
は
這
の
く
床
に
枕
し
て

せ
め
て
あ
ふ
せ
を
た
の
む
よ
の
夢

恋
よ
は
る
身
は
沈
む
へ
き
泊
川

名
の
た
つ
後
は
く
ふ
る
に
も
何

つ
ら
き
ょ
に
あ
り
ふ
る
こ
そ
は
佑
し
け
れ

我
を
も
誘
へ
ち
る
花
紅
葉

別
て
や
あ
ま
た
か
中
の
酔
の
友

お
も
ひ
く
ま
な
く
月
は
い
る
空

し
は
し
を
く
閏
の
扇
も
と
り
出
て

ま
た
秋
ま
て
も
の
こ
る
蚊
の
声

露
や
た
L
む
す
ふ
も
竹
の
陰
な
ら
ん

う
つ
ろ
ひ
や
ら
ぬ
そ
の
〉
あ
さ
顔

空 空
生 陳 一 正伯琢直倶生 助陳琢

-28ー

ゲE

伯空助琢｛見生琢~＝正 陳 琢直倶
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垣
内
も
先
秋
を
し
る
野
を
こ
め
て

霧
を
い
は
ら
ふ
遠
の
あ
さ
風

模
の
葉
や
は
山
の
色
に
交
る
ら
む

本
ノ
マ
う

身
に
し
む
は
か
り
か
な
し
虫
の
ね

〔ニ
ウ
〕

三
日
月
も
都
な
ら
は
の
よ
な
／
＼
に

心
の
ほ
か
の
須
磨
の
浦
な
み

か
っ
き
せ
ぬ
い
と
ま
を
位
る
蛋
の
袖

芦
の
し
の
屋
に
送
る
五
月
雨

い
つ
の
年
落
ふ
れ
そ
め
て
変
泊

か
し
こ
き
に
世
は
お
さ
ま
れ
る
こ
ろ

あ
ら
た
め
て
怠
り
や
ら
ぬ
ま
つ
り
こ
と

さ
か
へ
し
ら
る
L
神
の
氏
人

み
と
り
子
を
末
か
す
ゑ
ま
て
生
し
た
て

ふ
た
り
に
は
た
〉
あ
は
し
と
の
中

似
気
な
き
も
い
ひ
よ
る
こ
そ
は
え
に
し
な
れ

哀
お
も
は
く
つ
れ
な
き
も
や
は

と
鍬

待
我
に
見
え
て
か
っ
さ
け
花
の
統

わ
か
木
を
ほ
り
て
植
し
梅
園

〔
＝一
〕

長
閑
な
る
方
に
い
ほ
り
を
結
ひ
替

世
の
う
き
よ
り
も
嵐
ふ
く
山

雪
を
こ
そ
寂
し
き
暮
の
友
な
ら
め

ま
な
ふ
る
文
に
あ
か
す
む
か
へ

る

心
と
き
は
い
は
け
な
き
よ
り
あ
ら
は
れ
て

か
は
す
こ
と
葉
も
い
ろ
め
け
る
人

妹
と
背
の
ち
き
り
も
し
ら
ぬ
行
末
に

は
ち
す
の
台
い
か
に
た
の
ま
む

い
む
事
を
受
る
は
か
た
き
法
の
道

く
め
る
か
う
へ
に
く
め
る
さ
か
っ
き

在
明
も
花
に
出
た
る
な
か
め
し
て

侃純 孝 陳陳 伺仲治純 孝由 助心生一 琢清 当琢 由 陳生 直 侃仲当純 琢清

ね
く
ら
な
か
ら
の
烏
の
さ
え
つ
り

の
へ
は
只
そ
こ
と
し
も
な
く
う
ち
霞

こ
ほ
り
と
く
ら
し
沼
水
の
音

〔
三
ウ
〕

風
さ
え
て
波
の
ふ
し
つ
け
浮
し
つ
み

舟
引
捨
て
か
へ
る
里
人

く
れ
そ
む
る
末
や
伏
見
の
方
な
ら
ん

き
り
も
木
幡
の
関
こ
ゆ
る
ヰ

半
天
に
い
つ
か
は
き
か
ん
雁
の
声

こ
よ
ひ
名
に
て
る
月
そ
閑
け
き

よ
そ
め
猶
厭
ふ
に
い
と
L
し
け
か
ら
し

前
ふ
た
り
し
て
過
る
を
く
る
ま

盛
な
る
花
さ
く
ら
一戸
を
さ
し
か
た
め

八
重
む
く
ら
生
の
春
の
あ
は
れ
さ

う
く
ひ
す
に
と
は
れ
て
忍
ふ
身
の
昔

睦
月
た
つ
日
も
は
か
な
を
と
ろ
へ

こ
も
れ
る
は
心
も
深
き
御
室
に
て

明
く
れ
こ
と
の
お
こ
な
ひ
の
こ
ゑ

〔
名
〕

さ
や
か
な
る
か
ね
や
尾
上
の
近
か
ら
ん

め
く
れ
る
谷
の
奥
の
小
初
瀬

も
み
ち
葉
は
時
雨
し
雲
の
隙
見
え
て

風
こ
そ
こ
ほ
せ
杉
村
の
露

日
く
ら
し
の
鳴
タ
か
け
の
柴
の
庵

わ
き
て
わ
ひ
し
き
此
秋
の
空

も
ろ
と
も
に
齢
も
月
も
か
た
ふ
き
て

か
へ
り
あ
ふ
に
も
な
み
た
な
る
の
み

こ
と
は
り
を
き
け
は
恨
も
わ
す
れ
は
て

た
の
み
よ
る
こ
そ
っ
か
ひ
か
ら
な
る

な
つ
か
し
き
乙
女
の
舞
の
お
も
影
に

雲
き
え
の
こ
る
み
よ
し
の
L
山

一 孝 治孝 生 直 琢但仲純清助当琢心陳由侃 琢 清一心侃仲陳琢 直 当純

降
つ
か
む
け
し
き
や
し
る
き
雪
な
ら
ん

さ
ゆ
る
入
日
の
か
け
そ
よ
く
な
る

〔
名
ウ
〕

ほ
し
か
ね
る
賎
か
青
柴
っ
か
ね
を
き

せ
は
き
ず
ま
ゐ
は
い
か
に
し
て
ま
し

か
く
れ
家
を
心
さ
す
世
に
か
L

つ
ら
ひ

見
ゆ
っ
る
人
も
あ
ら
ぬ
た
ら
ち
ね

千
歳
と
は
誰
か
命
を
お
も
ふ
ら
ん

き
ょ
め
清
む
る
松
の
こ
の
下

大
原
や
花
に
行
幸
も
お
り
を
え
て

日
永
き
ま
L

の
歌
の
品
々

〔句
上
ケ
原
本
ニ
ム
ノ

ν
・
一
句
名
欠
〕

昌

琢

十
一

信

助

清

孝

七

如

心

玄

陳

七

行

生

昌

伺

十

家

由

慶

純

七

政

直

保

清

六

豊

一

言

当

七

重

治

道

仲

七

執

筆

所
載
本
〈
作
品

6
V
ニ
同

ν
。

〈
作
品

8
V

元
和
八
年
十
月
十
九
日

イ可

路

あ 水 あ冬ま 空
め上らのきに
よのし夜のみ
り 雲 やの戸つ
後を嶺ま 寒霜
のものくみを
河な松ら月見
辺かにに更せ
涼 す 吹絶るた
し 滝： らすカミる
きっん 鐘 け台
浪 ヒなき か
ヒり〉 な
て

助生純倶治当琢侃孝仲

五五五五五五

- 27ー

信 玄 昌空 三 昌

正 琢助 明l侃



模
の
葉
分
の
月
さ
や
か
な
り

夏
か
け
て
桜
か
下
の
か
り
枕

烏
の
音
き
か
ぬ
山
は
深
し
も

け
ふ
毎
に
か
き
く
ら
し
ふ
る
雪
の
中

さ
ひ
し
さ
を
と
ふ
友
そ
稀
な
る

俄
に
も
時
を
失
ふ
身
と
な
り
て

色
な
き
衣
き
る
そ
か
な
し
き

惜
に
も
え
さ
ら
ね
別
い
か
L
せ
ん

関
を
か
き
り
に
送
り
来
ぬ
め
り

名
ウ
花
に
ほ
ふ
杉
聞
の
風
の
漸
絶
て

春
も
山
へ
は
渡
る
タ
霧

伐
の
芦
や
霞
に
む
せ
ふ
ら
ん

酔
の
み
た
れ
や
あ
や
し
舞
人

賎
も
高
き
も
ま
し
る
賀
の
祝

類
広
き
こ
そ
う
ら
や
ま
れ
ぬ
れ

出
入
も
殊
更
し
げ
き
住
所

車
踊
く
九
重
の
道

玄

雪

重

頼

百六
三
l
d

b
A
J
1
 

春珠豊了

119 

和一礼 義 生助

七六二二五六句七八

己
昌 執 春昌昌 政道円

一 穏 侃 琢 政 無雪直 和

穏筆重 但琢 直 無義政

十 二
六一七八一六七七句倶 雪無 和頼政 琢 重

大
阪
市
立
大
森
文
庫
蔵
『
連
歌
懐
紙
十
集
』
所
収
。

八
附
記
〉
本
百
韻
の
翻
刻
紹
介
を
許
さ
れ
た
大
阪
市
立

大
学
、
調
査
を
お
世
話
い
た
だ
い
た
同
夫
学
の
森
修

教
授
、
永
野
仁
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

八
作
品

6
V

〔元
和
八
年
三
月
十
七
日
〕

d向

船

花
に
な
し
て
春
は
色
あ
る
心
か
な

か
す
む
野
山
を
分
く
ら
ず
道

か
り
衣
き
L
す
の
行
衛
声
と
め
て

そ
L
き
も
あ
へ
ぬ
雪
晴
ぬ
め
り

あ
げ
は
つ
る
空
に
や
風
の
よ
は
る
ら
む

さ
な
か
ら
薄
き
雲
の
一
す
ち

出
て
さ
へ
ま
た
月
代
の
気
色
に
て

か
よ
ひ
も
す
て
ね
宵
の
い
な
つ
ま

ひ
ら
き
置
戸
口
の
枕
ひ
や
L
か
に

粁
の
う
ち
ま
て
小
雨
よ
こ
き
る

陰
ふ
か
き
み
き
り
の
竹
の
そ
よ
め
き
て

や
と
り
は
な
る
L
烏
の
こ
ゑ
／
＼

昌

琢

日

禅

高
日

禅

昌

8

昌

倶
9

玄

陳
9

玄

的
9

慶

純
8

信

助
5

宗

順

日

了

倶

8

行

生

5

仙

閑

1

〔名
欠
4
〕

大
阪
天
満
宮
蔵

『連
歌
拾
四
巻

（
三
十
一
番
）

』

八
れ
5
お

V
・
同
『
古
連
歌
千
弐
百
（
三
十
番
）
』

所
収。

年
月
日
ハ

『連
歌
の
史
的
研
究
』
ニ
ヨ
ル
。

〈
作
品

7
V

元
和
八
年
四
月
十
三
日

何

人

え
そ
過
ぬ
初
卯
花
の
垣
根
道

や
ま
ほ
と
L
き
す
夕
と
ふ
宿

釣
策
ま
け
は
月
は
あ
ら
は
す
雨
晴
て

玄清 昌

陳孝琢

露
の
た
ま
ゐ
る
竹
の
末
々

浪
こ
ゆ
る
つ
L
み
伝
ひ
の
秋
涼
し

を
ふ
ね
さ
し
行
袖
の
下
風

あ
し
の
葉
ゃ
い
く
む
ら
と
な
く
乱
る
ら
ん

あ
と
さ
き
に
し
も
口
そ
晴
立

〔
ウ

〕

分
出
る
田
中
の
道
の
明
は
な
れ

た
え

f
＼
け
ふ
る
山
本
の
霜

只
一
木
冬
野
の
小
松
見
え
け
ら
し

庭
も
寂
し
く
荒
や
果
ら
む

む
し
の
音
も
夜
来
の
床
の
秋
風
に

寝
さ
め
つ
ゆ
け
き
あ
か
つ
き
の
袖

舟
と
む
る
浦
半
の
月
に
か
り
枕

し
ほ
引
っ
く
し
跡
し
っ
か
也

み
る
ふ
さ
や
し
は
し
か
ほ
と
は
拾
ふ
ら
ん

あ
っ
さ
き
ゆ
れ
は
か
へ
る
苫
茨

ゆ
ふ
風
に
蚊
の
声
よ
は
る
窓
の
中

を
の
れ
と
な
ひ
く
軒
の
く
れ
竹

雪
の
色
に
咲
花
の
枝
や
お
も
か
ら
ん

明
ほ
の
見
す
る
春
さ
め
の
露

〔
一

一
〕

月
影
を
か
く
す
霞
の
か
た
よ
り
て

い
を
や
す
か
ら
ぬ
山
の
か
た
敷

袖
に
し
も
あ
ら
ま
し
く
吹
ヰ
お
ろ
し

か
へ
る
狩
場
の
野
は
暮
ぬ
め
り

飼
こ
ま
も
な
つ
め
る
道
の
受
か
し
こ

真
菅
も
篠
も
あ
さ
き
岩
か
ね

松
の
葉
や
ち
り
て
な
か
れ
を
埋
む
ら
ん

沢
辺
す
L
し
く
雨
す
く
る
あ
と

影
そ
へ
て
水
く
ら
か
ら
す
飛
盤

わ
か
住
か
た
は
ち
か
き
草
む
ら

道 言保 慶昌

仲当 清 純侃

信

助

如
、
い

行

生

家

由

政

直

重

治

執

筆孝琢侃陳清

〔名
欠
〕

-26ー

治 琢直 一生 由 助心当仲



八
作
品

5
V

元
和
八
年
二
月
廿
九
日

山

何

120 

朝
な
／
＼
風
吹
の
は
す
柳
哉

氷
な
か
る
L
末
の
川
顔

滝
波
も
し
つ
け
き
春
の
雨
晴
て

か
す
み
の
隙
に
明
そ
む
る
山

雁
帰
る
声
や
枕
の
峯
な
ら
ん

月
を
か
た
し
く
旅
の
衣
手

分
入
は
小
萩
さ
く
野
の
暮
渡
り

霧
ふ
る
か
た
の
道
ま
か
ひ
ぬ
る

ウ
一
村
の
里
や
川
辺
を
隔
つ
ら
ん

門
田
に
落
す
水
の
末
／
＼

み
た
れ
と
ふ
蛍
の
影
も
明
離

竹
の
葉
に
を
く
露
の
涼
し
さ

樺
の
秋
待
あ
へ
ぬ
色
な
ら
し

か
こ
ふ
か
た
へ
の
ひ
か
り
薄
し
も

風
す
さ
ふ
瑚
に
寒
き
月
の
暮

つ
も
ら
ぬ
雪
の
そ
L
き
出
け
り

を
剛
附

箸
騰
の
末
野
の
鳥
立
と
め
捨
て

帰
る
さ
い
そ
く
袖
の
跡
先

を
く
れ
て
は
い
か
に
向
ひ
に
渡
し
舟

瀬
を
か
た
分
て
水
の
早
川

浪
や
花
の
柵
さ
そ
ひ
尽
す
ら
ん

う
つ
ろ
ひ
果
し
松
の
藤
か
え

寂
し
さ
を
と
ふ
や
弥
生
の
郭
公

我
い
に
し
へ
の
春
忍
ふ
宿

軒
端
も
る
臨
月
夜
に
寝
覚
し
て

日

豊珠春行信 重玄

一回ヨ頼

己
昌政道円 昌春了

政益直琢

昌

倶
執

筆頼
一宮
一一
助

百六

一生義
一礼 義生助

涙
は
た
え
ぬ
狭
廷
の
上

身
に
そ
ふ
は
別
し
後
の
悌
に

消
ぬ
る
は
お
し
袖
の
移
香

折
残
す
枝
も
摘
取
園
の
菊

く
る
L
雛
の
露
こ
ほ
る
め
り

（

カ

）
度
／
＼
に
吹
く
る
風
の
秋
涼
し

竹
の
林
の
奥
ふ
か
き
か
け

お
も
ふ
と
ち
栖
な
ら
ふ
る
桑
門

法
の
を
し
へ
を
し
た
ふ
窓
の
戸

忌
事
を
う
く
る
も
類
の
定
り
て

さ
は
り
あ
る
身
と
何
生
れ
け
ん

ニ
ウ
す
L
み
え
ぬ
位
こ
そ
う
き
す
く
せ
な
れ

か
た
つ
田
舎
の
住
居
あ
は
れ
め

仮
初
と
思
ふ
旅
に
し
程
を
経
て

や
つ
れ
く
る
し
き
袖
の
小
夜
風

例
な
ら
ず
な
れ
は
月
さ
へ
詠
捨
て

お
ろ
し
能
た
る
露
の
玉
垂

つ
れ
／
＼
は
さ
そ
蓬
生
の
秋
の
暮

虫
の
音
い
た
く
倍
ぬ
野
も
な
し

た
と
り
つ
L
行
衛
も
深
き
震
の
中

ま
た
き
よ
り
し
も
越
残
す
山

岡
野
辺
に
草
の
枕
を
結
ひ
寄

た
え
／
＼
続
く
松
の
下
道

花
ち
れ
は
朝
清
せ
ぬ
宮
司

か
す
む
と
も
な
き
露
の
白
木
綿

春
な
か
ら
を
く
霜
ふ
か
き
瑞
篠
に

声
寒
け
な
る
烏
の
嚇
り

日
の
影
の
め
く
る
も
う
と
き
谷
隠

下
ゐ
る
雲
の
と
つ
る
山
窓

穏重 和

己
侃雪直琢政無穏重和 礼一琢雪穏無直琢伺重政頼和助生穏頼和助

明
暮
の
境
も
し
ら
ぬ
五
月
雨
に

涙
と
L
め
す
物
歎
く
袖

お
と
し
む
る
中
の
契
は
う
ら
め
し
ゃ

君
か
恵
を
望
む
あ
は
れ
さ

民
も
只
住
っ
き
か
ぬ
る
国
に
し
て

遠
き
山
田
は
更
に
作
ら
ね

越
来
つ
る
岩
ふ
れ
水
も
絶
け
ら
し

虫
口
地
は
松
の
落
葉
か
さ
な
る

古
寺
は
嵐
の
月
の
影
さ
ひ
て

更
て
身
に
し
む
鐘
さ
た
か
也

三
ウ
待
よ
は
り
寄
臥
床
は
露
涙

か
そ
ふ
る
も
う
き
鴫
の
羽
か
き

秋
な
ら
て
か
よ
ふ
心
の
は
か
な
し
ゃ

名
に
た
つ
後
も
猶
た
え
ぬ
文

沈
み
ぬ
る
須
磨
の
う
ら
み
を
告
て
や
り

出
て
は
海
に
入
日
さ
す
山

汐
く
も
り
晴
ゆ
く
波
の
海
士
小
船

時
雨
つ
く
し
て
風
の
静
け
さ

五
更
の
霜
や
降
し
く
す
L
の
庵

夏
野
も
隈
の
あ
ら
ぬ
月
彼

そ
よ
く
よ
や
鹿
子
の
立
所
し
ら
る
ら
ん

茂
る
を
ま
L
に
高
き
草
／
＼

花
は
我
去
年
信
折
せ
し
陰
な
ら
て

都
を
よ
そ
に
か
す
む
山
住

名鐘
の
音
は
横
川
の
方
の
春
の
暮

沖
こ
く
舟
も
ょ
す
る
辛
崎

藻
屑
た
く
里
を
舎
り
の
し
る
へ
に
て

身
の
代
衣
露
寒
き
道

〔
一
行
空
白
〕

一生直琢政重倶無琢雪直伺無一助琢伺穏重雪頼和琢政

F
h
d
 

琢 頼生重
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〈
作
品

1
V

慶
長
六
年
正
月
六
日

何

舟

子
日
し
て
年
や
ふ
る
木
の
野

へ
の
松

か
す
み
に
た
え
ぬ
玉
鉾
の
道

小
車
の
さ
き
の
色
そ
ふ
春
立
て

ら
欺

長
閑
に
そ
と
や
明
わ
た
る
ら
ん

ふ
む
あ
と
は
か
っ
と
け
げ
り
な
よ
い
の
雪

月
に
お
き
ゆ
く
衣
手
の
露

末
は
な
を
い
く
む
ら
薄
な
ひ
く
ら
ん

田
面
に
秋
の
風
か
よ
ふ
を
と

き
り
晴
る
流
涼
し
く
水
落
て

く
れ
で
も
し
ろ
き
滝
つ
瀬
の
な
み

舟
は
只
つ
な
く
と
も
な
き
池
ひ
ろ
み

す
み
捨
に
た
る
み
き
り
さ
ひ
し
も

松
か
き
は
か
た
ふ
き
つ
L
も
朽
残
り

昌正紹

円右仲琳益 岩朔琢侃 叱実巴
1 7 6 7 9 7 9 9 10 10 12 1 12 

能実玄 正 友信玄昌玄生

大
阪
天
満
宮
蔵
『
連
歌
十
六
巻
（
拾
九
番
）
』
・

『
古
連
歌
千
三
百
句
（
二
十
二
番
）
』
所
収
。

国
会
『
連
歌
合
集
三
六
』
ニ
ハ
正
月
二
十
六
日
ト
ア

H
り
ノ
。

〈
作
品

2
V

慶
長
六
年
正
月
十
七
日

何

人

草
に
木
に
い
か
に
く
み
せ
ぬ
梅
花

竹
に
こ
も
れ
る
薗
の
鴛

釣
慌
の
外
の
山
も
霞
や
か
こ
ふ
ら
ん

徳
主主

円 院 昌
僧
清正 叱
9 10 12 

ゆ
ふ
へ
の
月
の
ほ
の
か
な
る
影

稲
つ
ま
の
消
残
り
つ
L
か
よ
ひ
来
て

は
し
ゐ
の
袖
の
秋
の
涼
し
さ

露
は
か
り
そ
L
き
て
雨
や
過
ね
ら
ん

見
る
／
＼
晴
る
半
天
の
雲

明
は

つ
る
嶺
よ
り
み
ね
は
さ
た
か
に
て

鳴
行
烏
の

つ
は
さ
し
る
し
も

竹
の
葉
の
雪
や
落
つ
L
廃
く
ら
ん

ま
と
に
ふ
き
入
風
は
寒
け
し

暮
そ
む
る
ひ
か
り
は
軒
に
さ
し
す
て
L

大
阪
天
満
宮
蔵
『
連
歌
十
六
巻
（
拾
九
番
）
』
・

『
連
歌
千
二
百
匂
（
二
十
五
番
）
』
所
収
。

八
作
品

3
V

慶
長
七
年
正
月
十
六
日

夢

之

連

歌

想

松
む
め
や
末
な
か
か
れ
と
み
と
り
た
つ

山
よ
り
つ
L
く
さ
と
は
ふ
く
岡

朝
夕
の
け
ふ
り
も
か
す
む
浦
半
に
て

長
閑
に
風
の
か
よ
ふ
江
の
水

ま
さ
こ
ち
に
つ
も
れ
る
雪
や
消
ぬ
ら
ん

こ
訟
に
か
し
こ
に
苔
の
生
そ
ふ

雲
は
る
L
槙
の
葉
伝
ひ
月
み
え
て

霧
は
ふ
も
と
の
み
ね
の
は
る
け
さ

さ
を
し
か
や
か

へ
る
さ
に
な
る
声
な
ら
ん

明
は
な
れ
た
る
野
へ
の
す
ゑ
／
＼

か
た
／
＼
に
沢
の
な
か
れ
の
水
す
み
て

田
の
も
の
は
ら
の
道
か
す
か
な
り

実宗宗乙 信玄長昌玄禅

右勺色 重岩朔俊琢佑高
1 6 6 6 7 7 8 10 10 8 

円

滑
日

幸

円

1

長

政

1

御

上

1

松
寿
丸
1

御
菊
丸
1

紹

印
7

信

岩

8

古

庵

8

江

青
8

く
れ
そ
む
る
簸
の
霜
の
む
ら
／
＼
に

冬
ま
で
の
こ
る
は
な
の
し
ら
菊

お
く
は
猶
山
の
雫
や
ふ
か
L

ら
し

涼
し
き
ま
L
の
か
け
は
し
の
末

月
う
つ
る
滝
つ
川
波
を
と
そ
ひ
て

秋
の
し
く
れ
の
ふ
り
め
く
る
空

を
ち
か
た
の
雲
冷
し
く
立
ま
よ
ひ

信空清良正実真

生与 重 乗 重 右 斎
1889889  

太
宰
府
天
満
宮
蔵
懐
紙
。

W
に
翻
刻
。

『
近
世
文
芸
資
料
と
考
証
』

八
作
品

4
V

元
和
七
年
十
一
月
廿
八
日

賦

何

連

A 

歌

風
に
つ
も
り
嵐
に
庭
の
雪
も
な
し

木
葉
い
く
む
ら
見
ゆ
る
山
窓

小
夜
中
に
な
れ
は
軒
は
の
月
す
み
て

敷
も
や
L
は
た
さ
む
き
さ
廷

露
霜
を
た
ひ
／
＼
は
ら
ふ
衣
手
に

う
ら
か
る
L
野
を
と
を
く
分
け
り

間
よ
れ
は
な

へ
て
よ
は
れ
る
虫
の
声

ゆ
ふ
へ
の
ま
く
ら
い
っ
ち
さ
た
め
ん

あ
さ
た
つ
は
い
さ
白
雲
を
行
衛
に
て

や
と
り
せ
し
ま
に
雨
は
る
L
山

岡
の
へ
の
木
の
下
つ
ゆ
に
袖
す
L
し

草
の
茂
り
の
道
か
す
か
也

中
村
義
男
氏
蔵
懐
紙
、
巻
子
仕
立
。

昌
林
は
連
歌
屋
第
二
住
、
も
と
浦
之
坊
信
貞
。 法

橋
昌
琢
日

昌

林

8

昌

侃

日

仙
厳
上
人
叩

玄

陳

9

春

重

9

玄

的

叩

信

助
7

能

円
8

行

生

7

政

直

7

小

珍

1
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守
股
牧
野
因
幡
守
股

寺
社
御
奉
行
坂
本
内
記
殿
エ
吉
田
太
郎
右
衛
門
方
案
内
に

て
罷
出
候
御
返
言
御
朱
印
無
之
寺
社
は
此
節
は
御
沙
汰
無
之

候

ケ

様
之
類
多

有
之
候

重
て
可
被
仰
付
候

其
時
節
承
合
可
申
出
候
今
度
は
勝
手
次
第
帰
国
可

仕
旨
に
候
事
口
上
書
刊
別
紙
に
有

一
元
禄
二
年
二
月
信
仙
十
五
歳
に
て
上
洛
仕
候
高
辻
大
納
言
殿
為
御
猶
子

任

先

例

参

内

院

参

仕

権

律
師
法
橋

〔昇
進
〕
仕

候

御

札
守
官
銭
等
奉
納
仕
候
事

一
元
禄
十
年

信
仙
儀
継
目
為
御
礼
江
戸
参
勤
仕
候
御
老
中
様
不
残

札
守

一
束
一

巻
持
参
仕
南
部
新
左
衛
門
方
被
指
添
綱
政
様
御
口
上
書
持
参
被
仕

其
上
に

て
信
仙
儀
被
渡
御
目
候
寺
社
御
奉
行
エ
も
右
同
断
に
て
戸
田
能
登
守
股
於
御
宅

井
上
大
和
守
殿
永
井
伊
賀
守
殿
御
列
座
に
て
被
渡
御
目
候
尤
御
銘
々
御
屋
敷

へ
も
相
勤
申
候
事
口
上
書
拘
別
紙
に
有

一
同
年
八
月

信
仙
儀
叙
法
限
候

其
節
宰
府
水
田
証
文
等

持
備

叡
覧

候

執

奏
は
小
河
坊
城
俊
清

高
辻
大
納
言
版
以
御
取

一
同
十
四
年
二
月
於
江
戸
本
所
天
神
八
百
年
取
越
祭
杷
試
千
句
之
連
歌
等
為
興
行

信
仙
儀
彼
御
地
へ
罷
越
候
其
節
も
御
老
中
様
寺
社
御
奉
行
衆
へ

喜
多
村
平
四

郎
疋
田
与
右
衛
門
方
案
内
に
て
参
上
仕
信
仙
宰
府
水
田
之
儀
口
上
書
仕
差
上
候

尤
不
残
被
渡
御
目
候
事

口
上
書
相
別
紙
に
有

一
延
宝
九
年
回
国
上
使
奥
田
八
郎
右
衛
門
殿

柴
田
七
左
衛
門
股
戸
川
杢
之

助
殿
当
社
御
参
詣
御
一
宿
之
節
八
郎
右
衛
門
殿
依
仰
縁
起
三
巻
之
写
井
宰
府

水
田
社
領
高
書
付
堂
社
之
数
宝
物
社
家
数
等
之
書
付
指
出
候
拘
別
紙
に
有

右
之
通
吉
田
久
太
夫
殿
迄
申
達
候
事

一
元
禄
十
四
年
上
野
よ
り
宰
府
検
校
坊
職
分
之
儀
御
尋
に
付
市
江
戸
御
留
主
居
桐

山
六
兵
衛
方
よ
り
申
来
候
に
付
委
細
書
付
各
中
エ
掛
御
目
に
候
而

六
兵
衛
方
エ

差
出
候
事
相
別
紙
に
有
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信

岩

c:J 
ロロ

抄

信

助

作

一
同
十
六
年
五
月
二
日

稲

垣
対
馬
守
様

安
藤
筑
後
守
様
萩
原
近
江
守

様

石

尾

織

部

様

当
社
御
参
詣
御
昼
休
之

刻

対

馬
守
様
依
仰

宰
府
水
田
之
社
領
高

宝

物
等
之
書
付

縁
起
三
巻
之
写
指
上
候
事

右
之
口
上
最一日
初
別
紙
に

有

尤

其
節
立

花
吉
右
衛
門
殿
御
出
合
に
て
委
細
申
達
候

巳

上

マ
宝
物
股
文
書
巻
廿
一
所
収
。
切
紙
。

八
史
料

W
V大
鳥
居
社
役
之
事

一
正
月
朔
日
（
ヨ
リ
十
四
日
迄
）
御
供
取
次

入
目
有
之

一
同
朔
日
よ
り
七
日
及
連
寄
一
千
句
白
日
川
一
入
固
有
之

（
同
九
日
ち
う
の
た
て
大
工
酒
肴
銭
有
之
）

一
大
般
若
経
入
目
有
之

一
毎
月
廿
五
日
月
次
之
連
寄

一
毎
月
六
日
つ
〉
御
供
之
出
仕
之
事

付
毎
日
幣
之
か
み

一
二
月
御
関
白
会
社
役
出
仕
井
加
御
供
米

ヒ
ヒ

御
菜
料
有
之
井
百
僧
供
養
之
事

一
四
月
一
日
之
御
服
料
宥
之

井
紙
銭
有
之
灯
明
役
有
之

一
同
四
月
口
口
か
う
ま
つ
り
料
有
之

一
同
夏
百
日
之
連
寄
入
固
有
之

〔近
世
初
期
筆
の
草
稿
。
（
）
は
書
入
。

一

六

月

祇

園

会

入

目

有

之

本

文

書
の
成
稿
と
も
い
う
べ
き
も
の
を

一
七
月
皆
参
盆

供

米

有

之

別

に

見

出

し
た
の
で
、
却
ベ

l
ジ
に
収

（
加
御
供
米
五
斜
）

録
し
た
。

参
照
さ
れ
た
い
。

〕

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

一
八
月
御
祭
礼
御
馬
三
疋
之
催
御
事

一
同
朔
日
御
注
連
取
沙
汰
（
口
）
之
料
（
多
く
）
有
之

一
同
東
宮
御
か
り
と
の
〉
事

〔下
文
欠
」

同
薬
師
堂
一

一鬼
之
社
役

ー 23-

原
則
と
し
て
初
一

順
に
と
ど
め
た
。

作
者
名
下
の
洋
数
字
は
句
数
を
示
す
。



ニ
一
ア
御
座
候
事

一
同
十
三
日
四
郎
五
郎
殿
御
出
候
如
悶
十
左

ニ
テ
兎
角
社
領
御
寄
進
候
間

長
政
公
四
郎
五
郎
股
次
第
御
年
寄
衆
エ
御
申
御
印
ニ
書
入
可
然
由
被
仰
相
済

申
候
事

一
同
十
四
日
左
近
殿
エ
参
候
四
郎
五
郎
殿
モ
御
座
候
御
相
伴
仕
候
四
郎
五
郎

殿
被

仰

候

ハ

玄
蕃
殿
ヨ
リ
モ
弐
百
石
御
寄
進
候
左
近
殿
モ
弐
百
石
御
寄
進

被
成
候
得
ト
被
仰
候

左
近
殿
被
仰
候
ハ

信
岩
儀
者
由
緒
有
之
候
間
可
申
談
由
被

仰
候
事

一
同
十
五
日
四
郎
五
郎
殿
エ

長
左
衛
門
御
添
被
成
被
遣
候
御
墨
印
下
書
筑
前
宰
府

弐
千
石
筑
後
水
田
千
石
合
三
千
石
宰
府
天
満
宮
大
鳥
居
此
分
書
候
市
渡
申

候
玄
蕃
殿
ヨ
リ
四
郎
五
郎
殿
エ
捻
御
印
ニ
モ
御
入
候
得
ト
ノ
事
ニ
候
四
郎
五
郎

殿
被
仰

候

者

玄
蕃
股
左
近
殿
主
膳
殿
三
人
之
御
給
人
左
上
天
神
領
相
添

候
得
ハ
四
人
之
給
人
ニ
成
候
其
上
玄
蕃
殿
御
自
分
御
附
候
ヲ
御
印
ニ
入
候
得
ハ

玄
蕃
殿
御
内
除
申
候
時
者

員
数
か
け
申
ト
思
召
候
ト
相
聞
へ
候
ト
御
附
候

〔『
水
田
庄
御
神
領
記
録
』
ニ
ハ
コ
レ
マ
デ
〕

一
同
十
七
日
紅
葉
山
エ
参
詣
仕
候
へ
ト
長
政
公
御
意
ニ
テ
参
候
事

一
同
十
八
日
四
人
之
御
老
中
エ
四
郎
五
郎
殿
御
参
会
ニ
付

信
岩
御
目
見
之
儀
被
相

尋
候
処
二
月
朔
日
揺
出
可
然
之
由
酒
井
雅
楽
頭
殿
御
差
図
被
成
候
事

一
同
廿
二
日
雅
楽
頭
股
エ
御
礼
巻
物
持
参
御
礼
ニ
罷
出
候
四
郎
五
郎
殿
被
召
連
候

長
政
様
ヨ
リ
平
松
角
左
衛
門
被
差
副
候
雅
楽
顕
殿
御
家
頼
能
谷
主
水
石
川
太
郎

兵
衛
ナ
ト
取
持
御
礼
申
候
事

一
同
廿
六
日
土
井
大
炊
頭
股
エ
御
礼
巻
物
持
券
御
礼
二
罷
出
候
四
郎
五
郎
殿
被
召

連
候
長
政
様
ヨ
リ
平
松
角
左
衛
門
被
差
副
候
大
炊
殿
被
仰
候
ハ
遠
路
之
処

罷
下
候
由
御
挨
拶
之
事

一
同
二
月
朔
目
安
部
四
郎
五
郎
股
井
上
淡
路
守
股
被
召
連
候
登
城
御
礼
井

巻
物
二
献

上

御

目

見

仕

候

座

席

之

次

第

御

大

名
中

御
目
見
其
以
後

南
光
坊
被
召
出
其
次
信
岩
罷
出
候
事

一
同
二
日

四
人
之
御
老
中
エ
為
御
礼
槌
出
候
平
松
角
左
衛
門
被
差
副
候
事

一
同
五
日
四
郎
五
郎
股
事
右
為
見
分
伊
豆
国
ヱ

被

遣

候

付

御

朱
印
之
儀

長
政
様
御
肝
一
則
被
成
候
松
ニ
ト
御
申
候
事

一
同
七
日

対
馬
守
殿
エ
参
ム

御

朱

印

之

儀
申
上
候
処

123 

四
郎
五
郎
殿
御
用
ニ
付

伊
豆
国
エ
御
越
候
豊
嶋
主
膳
殿
相
頼
御
老
中
エ
申
上
可
然
由
御
差
図

ニ
付

御
城
エ
岩
崎
平
兵
衛
久
円
同
道
ニ
一
ア
罷
出
下
書
仕
主
膳
股
エ
様
子
申
達
候

御
合
点
被
成
候
由
ニ
テ
御
受
取
候
事

一
同
十
七
日
四
郎
五
郎
殿
伊
豆
ヨ
リ
御
帰
長
政
様
エ
御
出
候
御
相
談
之
上

主
膳
殿
ヨ
リ
下
書
取
返
V

四
郎
五
郎
殿
御
受
取
成
候
事

〔信
岩
日
記
ノ
写
ハ

コ
レ
マ
デ
。
信
助
参
府
ニ
関
ス
ル
次
項
ヲ
追
録
ス
〕

一
寛
永
十
一
年
大
猷
院
家
光
様
御
上
洛
之
節
大
鳥
居
信
助
儀
上
京
仕
御
目

見
之
御
願
可
申
上
旨
安
部
四
郎
五
郎
殿
連
々
被
仰
聞
候
付
上
京
仕
候
処
京
着
及

延
引
其
上
四
郎
五
郎
殿
忌
掛
之
儀
出
来
有
之
芳
以
願
相
叶
不
申
其
己
後
信
助

儀
病
身
ニ
罷
成
候
市
江
府
参
勤
断
絶
仕
候
事

〔以
下
省
略
〕

依
之

日
六
ニ

〈
史
料

E
V

覚

一
大
鳥
居
信
山
石
儀
宰
府
水
田
御
朱
印
可
奉
願
旨
長
政
様
御
意
に
付

七
年
霜
月
在
所
罷
立
江
戸
参
勤
仕
候
長
政
様
御
取
持
被
遊
候
て
達

候
処
に
御
朱
印
は
御
次
而
に
可
被
成
下
之
由
に
て
同
八
年
二
月
朔
日

院
様
御
目
見
被
仰
付
候
御
事
委
細
は
日
記
に
有

一
寛
永
十
一
年
家
光
様
御
ム
洛
之
節
大
鳥
居
信
助
儀
上
京
仕
御
目
見
奉
願

候
様
に
と
安
部
四
郎
五
郎
殿
依
仰
罷
上
り
候
然
処
四
郎
五
郎
殿
御
忌
掛
り
出
来
候

て
願
不
相
叶
候
其
後
信
助
儀
病
身
に
罷
成
江
戸
勤
断
絶
仕
候
事

一
覧
文
五
年
厳
有
院
様
御
代
御
朱
印
御
改
之
節
水
田
社
領
今
高
千
石
之
地

御
朱
印
は

〔以
上
、
巻
廿
一
所
収
。
以
下
、
巻
廿
四
所
収
〕

無
御
座
候
得
共
其
時
之
上
使
松
倉
豊
後
守
殿
以
御
証
文
知
行
仕
来
候
為
御

付
届
信
兼
儀
包
戸
参
上
仕

大

音
六
左
衛
門
殿

斎
藤
甚
右
衛
門
殿
鎌
田
九
郎
兵

衛
殿
被
遂
詮
議
口
上
書
相
認
公
儀
エ
指
上
候

寺
社
御
奉
行
井
上
河
内
守
殿
加

賀
爪
甲
斐
守
殿

エ
林
十
郎
左
衛
門
方
案
内
に
て
罷
出
候
口
上
書
別
紙
に
有

一
覧
文
十
二
年
於
江
戸
本
所
天
神
七
百
七
十
年
祭
紀
一
千
句
之
連
歌
等
致
執
行
候
に

付

信
兼
儀
彼
御
地
エ
参
上
仕
候
其
節
雅
楽
頭
様

河
内
守
様
稲
葉
美
濃
守
椋

久
世
大
和
守
様
寺
社
御
奉
行
小
笠
原
山
城
守
株
本
多
長
門
守
様
戸
田
伊
賀
守

様
エ

喜
多
村
半
右
衛
門
方
御
案
内
に
て
不
残
被
渡
御
目
候
事

一
貞
享
元

年

当

御

代

御
朱
印
御
改
之
節
水
田
社
領
為
御
付
届
信
兼
江
戸
参
上

仕
候

吉
田
六
郎
太
夫
殿
井
御
留
主
居
衆
中
被
遂
詮
議
口
上
書
相
認

本
多
淡
路

台上元
徳 間和

- 22ー



同同

三
丙
成

四
丁
亥

於
水
田
も
一
千
匂
興
行
従
宰
府
も
連
衆
指
遣
候
也

正
月
廿
五
日
御
城
御
会
出
席
五
月
九
月
間
断

福
岡
御
城
御
会
（
正
月
廿
五
日
）
五
月
九
月
如
例

正
月
叶
日
信
岩
逝
去
歳
七
十
二
也
三
月
末
ニ
信
岩
遺
物
久

留
米
ヘ
満
盛
院
快
欽
持
参

宥
主
水
方
迄
指
出
ス

〔
以
下
次
号
〕
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八
史
料

E
V〔
信
岩
参
府
日
記
（
俵
題
）
〕

筑
後
国
下
妻
郡
水
田
庄
天
満
宮
領
為

御
朱
印
奉
願
大
鳥
居
信
岩
江
戸
エ
罷
越
候
日
記

一
元
和
七
年
筑
後
国
弐
拾
壱
万
石
有
馬
玄
蕃
殿
拝
領
之
事

一
拾
万
九
千
石
余
立
花
左
近
殿
拝
領
之
事

一
八
千
石
立
花
主
膳
殿
拝
領
之
事

一
千
九
百
八
拾
六
石
余
国
中
寺
社
領
之
事

以

上

一
大
鳥
居
信
岩

儀

御

朱

印
奉
願
可
然
旨

長

政

様
御
意

ニ
付
元
和
七
年
霜
月

宰
府
罷
立
同
十
二
月
九
日
江
戸
着
仕
早
速
長
政
様
忠
政
様
御
目
見
仕
候
事

一
同
十
目
立
花
左
近
将
監
殿
エ
御
礼
参
候
得
ト
長
政
様
御
意

ニ
テ

罷
越
御
礼

申
候
事

一
同
十
三
日
竹
中
釆
女
殿
エ
御
礼
ニ
参
リ
候
様
ニ
ト
御
意
ニ
テ
三
好
助
兵
衛
被
差

副
御
礼
巻
物
等
持
参
仕
懸
御
目
候
事

但
釆
女
殿
儀
筑
後
国
弐
拾
壱
万
石
有
馬
玄
蕃
殿
ニ
拝
領
引
渡
之
為
上
使

筑
後
エ
御
下
リ
ニ
付
罷
越
候
テ
御
礼
申
候
事

一
同
十
四
日
竹
中
釆
女
殿

長

政

様

エ
御
出
信
岩
被
召
出
水
田
之
絵
図
等
御

賢
被
成
候
事

一
同
廿
二
日
水
野
河
内
殿
エ
御
礼
ニ
参
候
様
ニ

ト

御

意
ニ
テ
進
物
持
参

三
好

助
兵
衛
被
差
副

罷
越
候

竹
中
釆
女
股
モ
御
出
会
御
取
持
ニ
テ
懸
御
目
候
事

但
河
内
殿
ト
玄
蕃
殿
御
縁
者
故
御
引
付
被
成
候

一
同
廿
三
日
有
馬
玄
蕃
殿
エ
御
礼
ニ
罷
出
候
御
礼
巻
物
持
参

三
好
助
兵
衛
被
差

副
罷
越
御
礼
申
候
右
之
節
水
野
河
内
守
殿
御
出
合
御
取
持
候
事

一
閏
十
二
月
四
日
間
十
日
玄
蕃
殿
エ
罷
越
候
事

写

一
同
十
六
日
長
政
様
エ
竹
中
釆
女
殿
御
出

御
別
儀
候
由
御
申
候
事

一
同
廿
三
目
安
部
四
部
五
郎
殿
エ
御
礼
参
候
様
ニ
ト
御
意
ニ
テ
進
物
持

参

津

田
長
左
衛
門
被
差
副
罷
越
懸
御
目

候

是

ハ

公

儀
様
エ
御
目
見
之
儀
御
老

中
エ
四
郎
五
郎
殿
ヲ
以
御
頼
被
成
候
事

一
同
廿
六
日
長
政
様
エ
有
馬
玄
蕃
殿

竹
中
釆
女
殿
安
部
四
郎
五
郎
殿

菊

地

股
立
花
左
近
殿
田
中
兵
部
殿
書
物
等
懸
御
目
候
様
ニ
ト
被
仰
付
則
差
出

候
四
郎
五
郎
殿
御
写
ナ
セ
御
取
被
成
候
事

一
同
廿
七
日
本
多
ム
野
介
殿
安
藤
対
馬
守
殿
エ
御
礼
ニ
参
候
様
ニ

ト

御

意

ニ

テ
御
礼
巻
物
持
参

栗
山
大
膳
被
差
副
罷
越
御
礼
申
上
候
対
馬
守
殿
被
仰
候

ハ

社

領
ハ
直
ニ
御
附
被
成
侯
是
迄
罷
下
候
間

酒
井
雅
楽
頭
殿
エ

申

入

御

目
見
仕
可
然
候
由

被

仰

闘
候
事

一
元
和
八
年
正
月
三
日
日
光
エ
罷
越
候
是
ハ

四
郎
五
郎
殿
御
相
談
之
上
早
々
参

侯
而
可
然
旨
被
仰
出
候
掠
文
竹
中
釆
女
殿
筑
後
エ
急
ニ
御
下
候
間
早
々
帰

府
可
仕
由
跡
ヨ
リ
飛
脚
到
来
同
月
十
日
江
戸
エ
帰
着
仕
候
事

一
同
十
一
日
竹
中
釆
女
殿
エ
参
候

四
郎
五
郎
殿
御
出
会
候
釆
女
殿
被

仰
候

ハ
筑
後
寺
社
領
ハ
有
馬
玄
蕃

殿

立

花
左
近
殿

高

橋

主
膳
殿
三
人
之
給
人
衆
エ

か
ま
ひ
な
く
従
会
儀
様
直
ニ
御
立
被
成
候
由
被
仰
聞
候

一
同
十
二
日
対
馬
守
殿
エ
御
目
見
ニ
参
候
小
林
十
太
夫
御
添
被
成
候
公
儀
様

エ
御
目
見
之
事
四
人
之
御
老
中
エ
長
政
ヨ
y
連
書
ヲ
以
御
申
候
ニ
者
可
被
仰

談
之
旨
ニ
候
其
夜
四
郎
五
郎
殿
御
出
候
玄
審
殿
エ
水
田
一
村
か
た
つ
け
候
事
御

申
候
御
使
ニ
者
伊
丹
如
閑
荒
木
十
左
衛
門
殿
也
上
ヨ
リ
被
下
分
間
中
高
ち
弘

め
候
而
山
口
竿
四
百
六
拾
三
石
相
残
水
田
村
之
内
弐
百
五
拾
八
石
御
寄
進
ニ
テ
御

印
ニ
入
候
様
ニ
ト
御
申
候
筑
前
宰
府
弐
千
石
モ
御
印
御
取
ニ
テ
可
被
下
候
間
水

田
千
石
ト
御
取
可
有
之
由
候
玄
蕃
殿
ヨ
y
ハ
兎
角
寄
進
仕
候
但
御
印
ニ
入
候
儀

者
難
成
候
其
故
ハ
ひ
し
き
小
物
成
之
儀
重
而
御
断
申
上
被
下
候
所

ニ
上
エ
ハ
御

訴
訟
申
上
下
ニ
一
ア
社
領
ト
者
乍
申
附
候
事
如
何
之
由
ニ
候
長
政
公
御
腹
立
被

成

童
市
右
両
人
ニ
テ
被
仰
候
ハ
玄
蕃
殿
ヨ
y
ハ
御
印
之
外
ニ
候
得
ハ
被
対

長
政
公
文
対
天
神
候
市
之
事
ニ
テ
御
座
候
ト
御
申
候
宰
府
水
田
御
印
別
ニ
取

可
申
カ
ト
御
尋
候
間

一
紙
ニ
三
千
石
ト
遊
可
然
候

同
社
之
儀

ニ
テ
候
間
申
上
候

其
上
長
政
公
御
気
色
ニ
モ
可
入
鉢
ニ
見
及
候
市
申
上
候
四
郎
五
郎
殿
御
同
座

筑
後
寺
社
領
田
中
被
附
置
候
分

無
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惣
高
七
百
五
拾
石

右
之
内
配
分
之
事
山
口
玄
番
宗
永
判

一
黒
田
筑
前
守
長
政
公
御
入
部

高
弐
千
石
太
宰
府
村
山
林
共
御
寄
進

如

水

公

八

木

銀

御

寄

進

状

別

紙

有

長

政

公

御

寄

進

状

別

紙

有

太
宰
府
三
千
石

代
官
職
下
代
代
官
代
官
代
官

此此此
次次次

如
水
公
御
隠
宅

花
園
之
跡
ニ
被
為
下
也

此
御
跡
大
鳥
居
信
号
拝
領

一
巻
宥
り

同同同

〔慶
長
5
年
ロ
月
〕

同

大
鳥
居
信
岩

角

信

讃

村
四
郎
兵
衛
入
道
道
失

大
鳥
居
八
郎
左
衛
門

酒
井
市
郎
右
衛
門
入
道
宗
茂

同

十

同
十
一

同
十
二

同
十
三

同
十
四

同
十
五

同
十
六

同
十
七

同
十
八

同
十
九

長
政
公
折
紙
井
御
判
帳

慶

長

十

八

年

被

成

下

〔
『
近
世
文
芸
資
料
と
考
証
』

W
ニ
翻
刻
収
〕

大
鳥
居
信
岩
頂
戴

酒
井
市
郎
右
衛
門
両
人
ニ
被
対
也

御
判
帳
被
対
者
也

同
廿
年

一
太
上
天
皇
元
和
九
年

一
寛
永
元
年
甲
子
忠
之
公
御
代

一
御
本
社
茨
替
但
杉
板
也

一
寛
永
弐
乙
丑

同

三

丙

寅

同

四

丁

卯

同

五

戊

辰

拾
年
メ
改
元作留造

事 営
奉代
行主官

八
某
〉
竹
松
十
五
歳
二
月
廿
二
日
剃
髪
（
名
）
改
信
兼

一
一
月
廿
五
日
御
祭
礼
初
而
相
勤
千
秋
万
歳
之
戒
師
検
校
坊
快
周

寛
永

弐

十

一

年

メ

改

元

（

代

官

門

司

宗

寿

）

一

後

光

明

院

（

此

次

角

助

太

夫

）

一
正
保
元
年
甲
申
信
兼
水
田
庄
入
部
正
月
十
六
日
（
於
被
地
為
）
旧
例
小
元
日
ノ
規

式

同

夜

神

前

参
拝
元
日
之
祝
一
家
盃
祝
家
来
共
迄

正
月
廿
五
日
福
岡
御
城
御
会
出
席
五
月
九
月
同
断
〔
松
連
歌
〕

忠
之
公
五
月
御
参
詣

大

鳥
居
宅
昼
御

休

百

韻
連
歌
興
行

代
官
関
孫
右
衛
門

会
方
様
御
祈
祷

一
千
匂
被
仰
付
也
奉
行
久
野
四
兵
衛

之
丞
（
於
東
回
廊
興
行
）
一
七
日
ニ
成
就
有

酒
井
市
郎
右
衛
門
入
道
宗
茂

大
鳥
居
信
岩

上
座
坊
実
栄

同

八七六九弐
乙
酉 己

巳
庚
午
辛
未

御
供
屋
坊
信
朔
二
男
竹
助
出
生

三
月
廿
九
日
巳
日
巳
刻

家
光
様
御
上
洛

造
営
代
官
団
将
監
入
道
玄
斎

留

守

職

大

鳥
居
信
助

作
事
奉

行

上

座

実

栄

奉
花
房
次
左
衛
門
奉

留
主
職
信
助
奉

（
比
次
造
営
奉

行

文

司

文

右

衛

門

入
道
宗
寿

大
鳥
居
信
助

都
維
那
実
運
）

壬
申

神
馬
小
芦
毛
一
疋

忠
之
公
初
テ
御
寄
附
候
由

委
酉
甲
戊
乙
亥
丙
子
丁
丑
戊
寅
己
卯

留
守
作
事
奉
行八

某
V

忠
之
公
為
御
意
信
助
後
代
御
供
屋
信
朔
二
男
竹
助
被
仰
付

於
下
御
屋
敷
（
御
目
見
仕
）

奏
者
郡
九
郎
左
衛
門
小
河
内
蔵
允

被
仰
渡
也
其
節
改
竹
助
信
松
ト
成
（
十
一
歳
信
岩
被
連
候）

壬辛庚
午巳辰

委
未

加
藤
孫



史
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大
鳥
居
氏
家
系
に

つ
い
て
一
番
ま
と
ま
っ
た
史
料
は
、
西
高
辻
宮
司
家
蔵
の
写
本

司
務
別
当
大
鳥
居
家
々
略
譜

（
内
題
菅
原
姓
家
譜
略
記
）
一
冊
で
あ
る
。
成
立
は

「
右
略
譜
ハ
旧
記
等
勘
考
書
集
者
也
猶
洩
脱
可
有
之
之
分
ハ
後
代
ニ
至
遂
穿
撃
可
書

加
者
也
千
時
文
政
三
庚
辰
歳
四
月
ヨ
リ
五
月
ニ
至
行
年
六
十
二
歳

信
賢
記
」

と

あ
る
筆
者
信
賢

（
詑
世
）
の
政
文
に
明
ら
か
で
あ
る
。
肢
の
あ
と
、
信
貫

（
出
世
）
の

墓
誌
、
信
賢
よ
り
維
新
当
時
の
お
世
信
全
ま
で
の
各
略
譜
（
墓
誌
）
が
書
き
加
え
ら
れ

て
い
る
。
本
略
譜
（
以
下
、
略
譜
と
略
す
）
の
な
か
で
、
他
の
代
と
不
釣
合
い
に
詳
し

い
の
は
、
お
世
信
兼

（享
保
6
残
mm
才
）
の
記
事
で
あ
り
、

こ
れ
に
は
、
信
兼
自
筆
の

（I
）
信
兼
筆
記

〔仮
題。

以
下
、

筆
記
と
略
す
〕
が
信
賢
の
手
許
に
あ
っ
た
。
本
筆
記
に

は
左
記
三
本
を
見
て
い
る
。
す
な
わ
ち

（A
）
草
稿
本
。
宝
物
殿
文
書
巻
廿
五
所
収

（
「元
和
九
年
拾
年
メ
改
元
」
ヨ
リ

「
正

徳
四
乙
未」

マ
デ
）
。

「
太
宰
府
安
楽
寺
御
領
領
主
附
ニ
成
候
以
来
覚
」
以
下

冒
頭
部
分
の
断
簡
二
葉
は
他
の
巻
に
所
収。

（B
）
再
稿
本
。
宝
物
股
文
書
巻
廿
二
所
収
。
「
太
宰
府
安
楽
寺
領
領
附
ニ
成
以
来
党

書
」
よ
り
承
応
元
年
の
記
事
ま
で
。

A
と
校
合
す
る
に、

A
の
再
稿
本
で
あ
る
。

（C
）

『従
慶
長
至
享
保

証
文
植
入
組
記
録

延
寿
王
院
』
と
あ
る
写
本
一
冊
。

表
紙

裏
に

「大
鳥
居
二
十
五
代
法
孫
信
観
謹
書
」
の
識
語
。
本
文
は
承
応
元
年
分
ま

で
前
項
B
と
同
文
で
あ
り
、
か
つ
以
後
の
分
は

A
と
は
異
文
で、

B
の
現
在
伝
っ

て
い
な
い
部
分
を
も
信
観
が
筆
写
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。

な
お
、
略
譜
は
A
本
を
参
照
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
本
史
料
約
に
は
、
信
岩
波
ま
で
の

部
分
を
、
主
と
し
て
B
本
に
よ
り
収
め
た
。
以
後
の
部
分
は
、
本
紀
要
の
次
号
に

「大

鳥
居
信
兼
伝
」
の
史
料
と
し
て
全
文
翻
刻
を
予
定
し

τい
る
。

（E
）
信
岩
参
府
日
記

（
俄
題
）
正
し
く
は

「
筑
後
国
下
妻
郡
水
田
圧

天
満
宮
領
為

御

朱
印
奉
願
大
鳥
居
信
岩
江
戸
エ
罷
越
候
日
記
写
」
。
信
岩
筆
の
原
本
未
見
。
西
高
辻
宮

司
家
蔵

『水
田
御
神
領
記
録
』
（写
本
一
冊
）
・
『大

μ居
参
府
一
巻
先
例
覚
書
』
（写
本

一
冊
）
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
異
同
は
駆
く
僅
か
で
、
後
者
に
よ
り
翻
刻
す
る
。

編

（E
）
参
府
先
例
覚

（仮
題
）
。
宝
物
股
文
書
の
巻
廿
一
、
同
じ
く
巻
廿
四
の
両
巻
に
分
れ

て
収
め
ら
れ
て
い
る
原
本
に
は
、
た
だ
「
覚
」
と
の
み
題
す
る
。
奉
書
四
枚
を
継
い
で

浄
書
さ
れ
て
あ
り
、
下
書
き
や
控
と
い
う
よ
り
も
、
用
意
し
た
が
何
か
の
事
情
で
手
許

に
残
っ
た
書
上
げ
の
原
本
と
思
わ
れ
る
。
前
号
文
書
が
本
文
中
の
第
一
項
に
要
約
さ
れ

て
い
る
関
係
に
見
る
ご
と
く
、

『大
烏
居
参
府
一
巻
先
例
覚
書
』
を
は
じ
め
と
す
る
、

同
種
類
文
書
の
綱
文
集
的
な
も
の
と
し
て
、
こ
こ
に
収
録
し
た。

〈
史
料

I
V

〔
A
本
に
の
み
見
え
る
部
分
を
（
）
で
補
っ
た
。
た
だ

し
、
表
現
の
相
違
に
類
す
る
も
の
は
省
略
し
た。

〕

太
宰
府
安
楽
寺
（御
）
領

一
小
早
川
隆
景

領
ハ主
）
附
に
成
（候
）
以
来
覚
書

-19-

回
数
百
九
拾
六
町
六
反
半

畠
数
回
町
八
段
小
叶
ト

（
都
合
田
昌
弐
百
壱
町
四
段
三
口
品
川
ト
）

天
正
十
五
年
丁
亥
十
二
月
七
日
井
上
又
右
衛
門

鵜
飼
新
右
衛
門

桂

宮

内

少
輔

天
満
宮
大
鳥
居
殿

一
五
百
石

筑
前
三
笠
郡
太
宰
府

太
閤
御
朱
印

（慶
長
三
年
）
大
鳥
居
股

一
五
百
石
筑
前
三
笠
郡
太
宰
府
村
之
内

右

令

寄

進

所

也

筑

前

中

納

言

慶
長
四
年
六

月

廿

七

日

一

元

秋

判

大
山
ド
白
居
股
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と
被
仰
候
間
明
日
昌
程
は
同
道
可
仕
と
存
候
何
様
重
而
申
入
候

三
月
廿
三

日

昌

（

花

押

）

〔
巻
イ
タ
上
書
キ
〕

「京
都
ヨ
リ
之

書
状
也

恐
憧
謹
言

万
吉」

次
に
紹
介
す
る
村
尾
蔵
人
頭
書
状
は
元
和
八
年
暮
、
前
に
紹
介
し
た
長
政
書
状
〈
史
料

m
v

は
同
九
年
正
月
と
推
定
す
る
。

マ
A
部
分
は
宝
物
殿
文
書
巻
十
七
に
、

B
部
分
は
西
高

辻
文
書
巻
第
九
号
に
分
れ
て
所
収。

切
紙。

八
史
料

2
V

A

尚
以
弐
百
日
銀
御
拝
領
之
儀
は
か
さ
ね
て
可
相
究
候

へ
く
候
申
遣
候
間
可
有
其
御
心
得
候

以

上

文
申
候
先
度
玄
悦
老
へ
之
書
状
に
有
増
御
言
伝
申
候
キ
定
市
可
相
届
申

候
将
亦
上
座
坊
よ
り
先
度
預
御
状
候
い
ろ
／
＼
お
か
し
き
御
書
中

妥

元
に
て
玄
春
信
助
な
と
ah

は
ら
い
申
事
に
候
定
而
御
酒
さ
か
り
申
間
敷
候

此
度
御
返
事
申
度
候
へ
と
も
い
か
に
も
取
紛
申
候
間

此
由
よ
く
御
心
得

頼
存
候

又

此

書
状
内
蔵
殿
安
右
へ
御
居
可
被
成
候
以
上

幸
便
之
条
令
啓
達
候
先
度
は
御
懇
書
拝
見
恭
存
候

其
表
御
無
事
之
由
珍
重
に
存

候
此
地
奉
初

長
政
様
忠
政
様
其
外
と
れ
／
＼
様
も
御
機
嫌
能
御
息
災
に
被

成
御
座
候
間
可
御
心
易
候

然
者
先
度
之
御
状
に
去
年
信
助
京
都
へ
被
遣
候
刻

御
請
取
候
銀
子
弐
百
目
之
切
か
み
有
之
候
に
付
而
御
切
出
し
に
成
申
侯

然
処
に

右
弐
百
目
之
銀
子
は
信
助
に
被
下
候
か
と
思
召
候
処
に
御
切
出
し
に
成
申
御
迷

惑
之
由
尤
に
存
候
則
此
度
得

〔下
文
欠
〕

〔
前
欠
〕
御
意
申
候
処
に
先
々
被
延
置
候
へ
と
の
儀
に
候
間
内
蔵
殿

喜
安
右

衛
門
方
へ
申
入
候
間
可
有
其
御
心
得
候
い
よ
／
＼
被
遣
候
哉
と
の
儀
は

御
下

国
之
悶
可
相
究
候
間
内
々
其
御
心
得
尤
に
候
信
助
へ
も
其
通
此
方
に
て
申
渡
候

将
又
信
助
御
事
癌
宿
や
す
／
＼
と
御
仕
舞
候
て
は
や
と
く
御
出
頭
に

候

間

可

御
心
易
候
御
満
足
察
存
候
朝
暮
申
承
事
候
之
間
期
後
音
候
恐
憧
不
宣

村
尾
蔵
人
頭

（
花
押
）

先
其
内
は
被
延
置
候

B 

極
月
廿
三
日

信
岩
様

御
返

〈
史
料

n
v

マ
宝
物
殿
文
書
巻
八
所
収
。

〔前
欠
〕
天
満
宮
会
所
和
喜
料
田
事
者

殊
我
々
名
字
職
に
て
候

支
証
明
白
候
鰍

案
文
等
為
御
被
見
進
入
候
社
家
中
へ
も
能
々
御
尋
可
被
聞
召
候

然
者
任
理
非

御
沙
汰
可
目
出
候

殊
者
就
彼
在
所
役
等

事

省

略

候

問

更

以

天
下
御
祈
祷
被
申

か
た
く
候
此
謂
先
日
申
入
候
し

但

今

者

御
点
定
候

上

者

不

及

是

非

候

次
彼

在
所
事
御
点
定
以
後
者
御
祈
梼
連
寄
退
転
候
是
併
我
等
依
申
如
此
候
哉

神
慮

如
何
候
と
存
候
て

毎
月
御
連
寄
如
形
申

行

致

御
祈
祷
候
比
分
も
先
度
中
務
方

ま
て
申
候
キ
随
市
安
楽
寺
留
守
職
事
我
々
非
私
領
候
間
（
渡
職
事
候
間
）
一
人

ヒ
ヒ

愁
訴
に

て
候
は
す
候

只
旧
例
之
通
を
申
上
に
て
候
委
細
猶
社
家
へ
も
御
尋

論

人
出
来
候
を
被
召
合

明
可
申
候

〔以
下
略
〕

〔
異
筆
〕

「
宝
徳
弐
年
」

一
一月
廿
三
日

仁
保
加
賀
守
殿

御
宿
所

1450 

〔大
鳥
居
〕
信

顕

（花
押
）

八
史

潔慈 寄学撫正信 雄 〔 料
済悲 道文民 直 心 為 前 24

右 器 嫡 l略〉
ーカ精 万 連廿 手百万社 量子 〕
巻 タ進 事 歌ー跡、姓事家 之 至以
造 ν ケ ニ専代 文地ニノ 事非 次
次 ツ付 ス御 字下不メ 器記
顕物ナテ へ 集 ノ仁可ン 之之
1市忌 イ ν シ ツタ可有モ 輩
莫令ニ ヒ ネ ν被虚ク 者大
拠ヲア有 ニナ加言也 不 烏
之専ラへアミ不 可居
ニスジイ便 譲 先
スン ク 家信マ
ヘハハ 高宝
ν ン 雌 置 物
影ス 為文，殿
降 へ ‘ 庶 ニ 文
有 ν 子云書

至巻
与ii! -I--

説情欲横武博殺 室 前
言誠 心 惑勇突生 之 収

非 仁
〔 器者
説之 可
明 事取
文家
省督
UI各

1559 

永
禄
二
年
己
未
八
月
吉
白
書
之

角
東
北
院

自

筆

信

順

（花
押
）

五
十
七
歳

-18ー



条
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

八
月
光
之
公
御
参
詣
大
鳥
居
御
休
時
服
一

重
拝
領
信
兼
儀
為
歌
学
上
洛
可
仕

之
旨
被
仰
出

霜
月
廿
六
日
出
足
船
御
借
渡

ν
但

ν江
戸
番
代
衆
船
乗
合
也

銀
弐
枚
拝
領
兼
碩
的
首
座

芦

原
玄
室
召
連
候
越
年
滞

京

翌

年
七
月
帰
着

船
同
前
且
光
之
公
江
戸
御
下
向
ニ
付
伏
見
エ
伺
出
候
処
御
逢
被
成
候

信
助
留
学
に
関
す
る
書
状
二
通
の
う
ち
、
昌
林
の
書
状
と
推
定
す
る

一
通
は
、
長
政
の
配

慮
の
懇
切
さ
を
伝
え
て
い
る
し
、
い
ま
一
通
村
尾
蔵
人
書
状
は
、
信
助
の
留
学
費
用
が
、

黒

田
家
に
よ

っ
て
負
担
さ
れ
る
こ
と
の
可
能
性
を
伝
え
て
い
る
。

信
助
の
留
学
に
関
す
る
資
料
と
し
て
は
、

書
状
二
通
の
ほ
か
に
、
一
座
の
作
品
百
韻
八
巻

（
う
ち
存
疑
二
巻
）
を
見
出
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
年
表
的
に
一
覧
す
る
と
左
の
通
り
で
あ
る
。

上
に
つ
け
た
数
字
は
、
本
稿
末
尾
作
品
抄
中
の
番
号
を
示
す
。

元
和
〔
7
〕
3
・
お
昌
林
書
状

ω

h

q

7
・
1
・

m
「
何
人
」
百
韻

「
風
に
つ
も
り
」
昌
琢
・
昌
林
・
昌
倶
等

〈
ロ
月

信

岩

参
府

翌

2
月
1
日
御
目
見
〉

則
。

8
・
2
・

m
「
山
何
」
百
韻

「
朝
な
／
＼
」
玄
雪
・

重
頼
・
具
・：
豊

一
等

刷
。

8
・
3
・
口
「
何
船
」
百
韻

「
花
に
な
し
て
」
昌
琢
・
禅
高
・
禅
昌
等

m

o

8

・
4
・
臼
「
何
人
」
百
韻

「
え
そ
過
ぬ
」
昌
琢
・

清
孝
・
玄
陳
：・
豊

一
等

制
。

8
－

m
・
M
M

「
何
路
」
百
韻

「空
に
み

つ
」
昌
琢
・
三
正
・

空
：・
豊

一
等

〔
8
〕
ロ
・
幻
村
尾
蔵
人
頭
書
状

〔
9
〕
1
・
7

長
政
書
状

川
寛
永

元
・

9
－

m
百
韻

「
お
し
む
な
よ
」

兼
与
・
道
喜

・
如
俊
等
〈
存
疑
V

ω
不

明

「

何

船

」

百

韻

「
け
ぬ
か
上
に
」
宗
順
・
了
倶
・

慶
純
等

凶

不

明

百

韻

「
国
／
＼
の
」
昌
琢
・
紹
之
・
昌
侃
等
〈
存
疑
V
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右
の
う
ち
、
問
で
重
頼
・

豊

一
と
、
的
附
で
豊

一
と
一
座
し
て
い
る
。
宗
因
が
は
じ
め
て

宰
府
を
訪
れ
た
の
は
寛
文
三
年
八
月
十
日
（
『
筑
紫
太
宰
府
記
』
）
、
維
舟
の
筑
紫
紀
行
は

同
八
年
夏
の
こ
と
で
、
と
も
に
信
助
の
死
後
で
あ
る
が
、

九
州
連
俳
壇
に
深
い
関
係
を
生
じ

る
両
俳
人
と、

お
そ
ら
く
は
最
も
早
い
面
識
を
信
助
が
持

っ
た
こ
と
を
面
白
く
思
う。

寛
永
十
一
年
、

家
光
上
洛
の
節
、
信
助
は
御
自
見
願
い
に
上
京
し
た
が
、
果
せ
な
か
っ
た

（2
ペ
ー
ジ
参
照
）
。
十
年
ぶ
り
に
旧
交
を
あ
た
た
め
る
連
歌
の
席
も
あ
っ
た
と
思
う
が
未

だ
関
係
資
料
を
見
な
い
。
病
身
の
た
め
、
以
後
上
洛
あ
る
い
は
参
府
の
事
は
な
か

っ
た
。
信

助
の
連
歌
活
動
は
、
忠
之
治
世
寛
永
年
閣
の
宰
府
に
限
ら
れ
て
い
る
。

昌
林
書
状
に
つ
い
て

書
中
大
鳥
井
八
郎
左
は
、

慶
長
前
期
に
宰
府
代
官
を
勤
め
た
人
物
。

（
初
ぺ

l
ジ
参
同
じ
で
あ
る
。
大
鳥
居
の
一
族
あ
る
い
は
一
門
待
遇
の
家
来
筋
の
角
大
鳥
居

氏
。
信
岩
に
対
し
「
大
鳥
井
八
郎
左
御
付
置
侯
と
思
召
へ
く
候
」
と
言
う
、
本
書
状
の
主
昌

ー
は
も
と
宰
府
の
人
間
で
あ
り
、
い
ま
は
里
村
南
家
に
身
を
寄
せ
て
い
る
者
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
元
和
五
年
か
ら
寛
永
十
八
年
ま
で
、
連
歌
屋
を
看
坊
し
た
昌
林
（も
と
浦
之
坊
信
貞
）

は
、
里
村
昌
琢
に
入
門
し
、
代
々
昌
の
字
を
許
さ
れ
た
こ
と
を
、
前
号
「
木
山
紹
宅
伝
稿
」

で
見
た
が
、
作
品
川
向
と
合
わ
せ
て
、
本
書
状
の
筆
者
と
断
定
し
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
ま
た

元
和
七
年
と
年
次
を
推
定
し
た
の
は
、
村
尾
蔵
人
頭
書
状
の
前
年
で
あ
る
こ
と
（
長
政
没
九

年
八
月
v

六
年
三
月
で
は
早
す
ぎ
る
、
な
ど
に
よ
る
。
「
大
徳
寺
に
て
」
云
々
は
、
大
徳
寺

内
竜
光
院
に
如
水
の
墓
が
あ
り
、
忌
日
の
三
月
廿
目
、
如
水
に
殊
遇
う
け
て
い
た
昌
琢
も
墓

参
し
て
長
政
に
謁
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
因
に
、
信
助
十
八
才
、
昌
琢
四
十
八
才
、
昌
侃
五
十

才
、
昌
程
十
才
で
あ
る
。

-17-

マ
宝
物
殿
文
書
巻
十
七
所
収
。
懐
紙
横
折
。

八
史
料
幻
〉
尚
申
候
今
よ
り
さ
い
／
＼
信
助
老
迄
御
状
被
遣
候
と
も
我
等
に
は
被
下

候
ま
し
く
候
少
も
別
義
無
御
座
候
大
鳥
井
八
郎
左
御
付
置
候
と
思
召
へ

〈

候

以

上

信
助
景
御
上
洛
に
付
尊
書
恭
存
候
如
仰
今
度
始
而
御
在
京
無
御
心
元
思
召
候
事

御
尤
之
儀
候

昌
琢
に
て
儀
万
事
御
気
遣
被
成
間
敷
候

少
も
如
在
に
不
存
候
昌

琢
へ
も
内
々
可
然
様
に
申
入
候
今
度
長
政
様
大
徳
寺
に
て
昌
琢
昌
伺
へ
御

懇
に
被
仰
渡
候
両
人
共
に
別
義
御
座
宥
間
敷
と
の
御
事
に
候
キ
其
次
斗
に
北

野
徳
勝
院
と
之
儀

万
事
昌
琢
御
見
及
次
第
に
可
然
儀
と
其
御
才
覚
候
へ
と
の
み

に
候
無
残
所
も
御
懇
に
被
仰
渡
候
可
御
心
安
候
」
信
岩
儀
は
大
名
に
て
は
候
へ

と
す
り
き
り
候
て
御
座
候
万
事
我
等
地
走
計
に
て
在
京
宥
之
よ
し
長
政
様

被
仰
候
て
内
々
に
て
昌
琢
拙
者
に
御
尋
候
間

能

様
に
申
入
候
も
我
等
事
三
月
廿

三
日
に
東
福
寺
迄
参
候
昌
琢
も
今
日
は
日
な
み
悪
敷
候
間
廿
四
日
に
御
出
候
へ
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大
鳥
居信
岩
参

左
の
一
通
は
江
戸
か
ら
国
元
の
家
老
小
河
内
蔵
允
に
宛
て
た
も
の
。
な
お
、
こ
の
万
葉
集

は
天
満
宮
関
係
の
蔵
書
中
に
見
出
さ
れ
な
い
。

〈
史
料
叩
〉

（上
書〕

「
小
河
内
蔵
允
殿

江
戸
長

政
L_  

一
妥
元
路
地
之
植
木
枯
候
分
〔
省
略
〕

二
尽
に
て
万
葉
集

一
部
調
下
候
間
家
を
さ
ら
せ
信
岩
に
渡
候
て

仕
之
由
可
申
渡
候

一
竹
主
膳
内
半
右
衛
門
事
〔
省
略
〕

七
月
廿
日

小
河
内
蔵
先
殿

宰
府
之
宝
物
に
可

長

政
（
墨
印
）

次
に
紹
介
す
る
小
河
内
蔵
先
書
状
は
「
長
政
の
連
歌
」
の
稀
な
資
料
で
あ
る
。
玄
悦
は
信

岩
・
信
助
の
肉
身
と
推
定
さ
れ
る
長
政
・
忠
之
の
側
近
に
奉
仕
し
た
人
物
。
角
守
三
と
と
も

に
、
寛
永
度
の
三
代
忠
之
を
め
ぐ
る
連
歌
壇
に
、
要
の
よ
う
な
働
き
を
し
て
い
る
。
高
伊
豆

は
、
長
政
に
殉
死
し
た
高
橋
伊
豆
守
匡
順
・
耕
雲
道
牛
。
宝
物
殿
の
縁
起
に
は
次
の
奥
書
が

あ
り
、
本
書
状
の
年
次
も
元
和
五
年
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
。

当
社
之
縁
起
三
巻
国
主
黒
田
筑
前
守
就
為
御
所
望
泊
遥
院
殿
真
筆
以
在
之
如
形

注

令

写

愚
筆
博
多
而
己

元
和
五
年
七
月
七
日

徳
勝
院
法
印禅

昌
（
花
押
）

マ
宝
物
殿
文
書
巻
十
六
所
収
。
懐
紙
横
折
。

八
史
料

mv猶
以
天
神
縁
口
口
〔
起
の
カ
〕
解
題
調
次
第
可
被
成
御
下
候
間
信
岩
法
印

ヘ
渡
置
候
へ
く
候
御
上
洛
之
儀
も
被
仰
置
候
先
以
殿
様
順
よ
く
去
十
四

日
御
上
洛
に
て
矢
木
平
左
衛
門
江
戸
口
候
て
被
致
御
目
見
御
書
な

と
請
取
夜
前
下
着
に
候
早
々
可
被
成
御
上
着
者
目
出
度
奉
存
候
江
戸
御

屋
布
中
其
外
御
上
下
共
に
御
無
事
に
被
成
御
座
候
と
の
御
吉
左
右
に
候
間
可

御
心
安
候
尤
銘
々
可
申
上
候
も
差
儀
も
申
来
候
閲
」
無
之

被
越
之
由
候
間
一
紙
に
如
比
御
座
候
以
上

態
申
入
候
然
者
天
神
縁
起
の
け
た
ひ
調
参
候
貴
老
へ
相
渡
候
へ
と

候
て
路
次
よ
り
被
仰
下
候
沢
生
玄
番
よ
り
の
捻
相
添
進
之
候

将
亦
玄
悦
ヘ
申
点
取
之
連
歌
二
巻
玄
悦
へ
渡
懐
紙
と
被
引
合
見
候
へ
く
候

申
渡
候
へ
く
候
是
又
御
意
候
通
高
伊
豆
よ
り
」

持
せ
進
之
候
尚
期
面
上
候
恐

々
謹
言

玄
悦
其
地
罷

高
伊
豆
承

内
蔵
丸

（
花
押
）

二
月
十
八
日

（六）

信

助

の

里

村

家

留

学

信

助

法
橋
任

叙

慶

長
九
甲
辰
年
生
ス

寛
永
五
戊
辰
年
受
職
二
十
五
歳
也
同

十
五
戊
寅
年
依
病
退
職
太
宰
府
住
同
廿
年
安
来
更
ニ
水
田
ニ
住
ス
明
暦
三
丁

酉
歳
七
月
二
日
卒
五
十
四
歳
妻
秋
月
宮
崎
左
兵
衛
娘
法
名
香
谷
院

弟
信
重
小
鳥
居
家
ヲ
継
同
家
久
ク
絶
タ
ル
ヲ
発
ス

妹
女
子
御
供
屋
信
朔
妻

二
妹
女
子
久
留
米
梶
村
二
男
養
テ
嫁
柴

V
－ア居

νム

-16ー

大
烏
居
勘
兵
衛
ト
改
名
水
田
ニ
扶
助

（司
務
別
当
大
鳥
居
家
々
略
譜
）

「
連
歌
専
ラ
ス
へ

ν」
が
家
督
の
器
量
之
事
に
挙
げ
ら
れ
た
の
は
古
い
が
（
四
ペ
ー
ジ
参

照
）
大
鳥
居
当
主
（
あ
る
い
は
悶
子
）
が
、
歌
学
（
連
歌
修
業
）
に
上
洛
し
た
の
は
、
信
助

を
以
て
は
じ
め
と
す
る
。
そ
の
期
間
は
未
だ
詳
ら
か
に
し
な
い
が
、
元
和
七
年
三
月
（
十
八

才
）
よ
り
、
す
く
な
く
と
も
二
年
間
弱
、
京
里
村
家
に
教
え
を
受
け
た
。
「
巴
へ
付
句
の
ほ

せ
申
候
」
と
一
生
年
記
付
に
記
し
た
父
信
岩
と
は
格
段
の
変
化
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
連
歌

修
業
に
留
学
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
行
な
わ
れ
る
、
時
代
一
般
事
情
の
変
化
も
あ
っ
た

ろ
う
。
信
助
十
八
才
、
父
信
岩
の
意
向
が
決
定
的
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
長
政
の

意
向
が
働
い
て
い
る
と
考
え
る
。

大
鳥
居
家
が
黒
田
藩
に
お
い
て
、
柳
営
に
お
け
る
里
村
家
の
役
を
も
勤
め
た
こ
と
を
、
筆

者
は
さ
き
に
序
説
「
福
城
松
連
歌
」
で
指
摘
し
た
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
資
料
も
、
一
部
は
そ
の

際
調
査
不
充
分
の
ま
ま
引
用
し
た
。

信
助
の
次
の
代
、
信
兼
に
つ
い
て
は
、
そ
の
歌
学
留
学

が
黒
田
当
主
光
之
の
命
に
よ
る
こ
と
が
、
彼
の
筆
記
（
略
譜
本
に
よ
る
）
万
治
元
年
八
月
の



十
一
月
八
日

水
団
法
印
老
御
宿
所

ち
く
こ士口

政
（
花
押
）

〈
史
料
叩
〉

マ

西

高

辻
文
書
巻
第
十
号
所
収
。
懐
紙
横
折
。

久
不
申
承
御
床
敷
存
候
随
而
筑
後
殿
御
夢
相
に
御
天
神
を
被
成
御
覧
候
付
即
如

此
御
作
候
左
候
は
L

神
前
に
て
め
あ
け
を
被
仰
付
可
被
下
旨
に
候
聞
も
た
せ
進

上
仕
候
頓
而
被
仰
付
御
送
尤
候
猶
期
貴
面
候
恐
憧
」
謹
言

石
崎
若
狭
守

為
清
（
花
押
）

霜
月
五
日

大
鳥
居
法
印
様
人
々
御
中

吉
政
は
慶
長
十
六
年
二
月
、
江
戸
よ
り
の
帰
途
伏
見
に
て
残
、
五
十
三
才
。

襲
封
し
た
四

男
忠
政
は
、
大
阪
夏
の
陣
に
遅
参
、
其
罪
に
よ
り
元
和
六
年
八
月
七
日
残
す
る
ま
で
、
江
戸

に
滞
留
せ
し
め
ら
れ
た
。
石
崎
若
狭
は
吉
政
与
頭
の

一
人
、
知
行
高
三
、
六
五

O
石
。
寛
永

十
一
年
三
月
剃
髪
し
て
道
両
と
称
し
、
柳
河
に
明
尊
寺
を
開
基
し
た
（
柳
河
年
表
）。

信
岩
と
雅
交
の
あ
っ
た
田
久
兵
衛
と
い
う
人
物
が
い
る
。
書
簡
二
通
あ
り
。
あ
る
い
は
、

吉
政
の
三
男
、
久
兵
衛
康
政
で
は
な
い
か
。
康
政
な
ら
ば
水
田
か
ら
程
近
い
福
島
に
居
城
し
、

元
和
三
年
に
は
三
万
石
の
分
封
を
受
け
て
い
る
。
元
和
六
年
、
忠
政
の
除
封
後
、
江
州
一
万

石
に
移
封
さ
れ
た
が
、
病
と
称
し
て
洛
外
に
匿
れ
、
病
て
残
し
た
と
い
う
（
柳
河
年
表
）
。

連
歌
に
関
す
る

一
通
を
左
に
紹
介
し
て
お
く
。
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マ
西
高
辻
文
書
巻
第
十
号
所
収
。

猶
々
銀
子
三
枚
令
進
入
候
誠
に
書
中
之
験
計
候
以
上

先
日
は
可
申
入
と
存
候
所
に
何
角
候
て
欠
其
儀
候
其
後
は
は
や
り
咳
気
散
々
仕

千
今
平
臥
候
故
以
書
状
さ
へ
不
申
承
御
床
敷
計
候
四
五
日
中
に
は
本
腸
〔
腹
ヵ
〕

可
仕
候
と
存
候
間
其
元
御
隙
次
第
ち
と
申
入
附
申
度
候
将
亦
御
あ
ら
ま
し
の

御
発
句
は
は
や
可
被
遊
と
存
候
間
拝
賀
仕
度
候
次
に
尊
題
に
て
の
愚
詠
下
書
を

は
世
候
ヘ
共
干
今
清
書
仕
候
事
難
成
候
付

延
引
申
候
恐
憧
謹
言

〈
史
料
日

V

卯
月
十
六
日

〔
捻
封
上
書
〕
「
信
岩
様
人
々
御
中

（
花
押
）

田
久
兵
衛
よ
り
」

（五）

.,_, 
考古

長

と

信

政

長
政
は
律
気
な
、
武
辺
者
と
い
っ
た
感
じ
を
与
え
る
。
如
水
を
敬
う
こ
と
厚
か
っ
た
が
、

如
水
と
は
対
鯨
的
な
人
物
で
あ
っ
た
。
道
春
が
墓
誌
に
左
の
よ
う
に
誌
し
て
い
る
の
は
よ
く

当
っ
て
い
る
。

其
閑
暇
会
賓
友
愛
花
弁
設
酒
鑑
唱
曲
謡
手
談
一
局
倭
歌
数
連
毎
与
人
悟
語

無
不
欣
躍
其
在
江
戸
也
時
招
羅
山
子
而
聞
議
論
孟
又
請
令
抄
写
経
語
之
宜
便

干
資
治
者
編
為
二
冊

置
諸
座
右
太
守
之
気
節
濫
藷
於
是
可
観
突

悶
子
忠
之
の
教
育
に
つ
い
て
、
停
役
に
対
し
細
々
と
指
示
を
与
え
た
書
簡
が
数
通
、

『長

政
公
よ
り
忠
之
公
御
附
ニ
被
下
御
書
之
写
』
な
ど
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
別
稿
「
黒
田
長
興

（
忠
之
弟
）
の
文
事
」
に
詳
細
を
紹
介
す
る
が
、
「
教
育
パ
パ
」
で
あ
る
ν

長
政
の
書
状
は
宝
物
殿
文
書
に
九
通
存
す
る
が
、
次
の
二
通
な
ど
、
長
政
の
父
性
愛
的
な

も
の
を
感
ぜ
し
め
る
。
八
史
料

m
V
は
後
に
紹
介
す
る
村
尾
蔵
人
頭
書
状
〈
史
料

m
Vと
時

を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
。

-15 -

〈
史
料
行
〉
以
上

為
見
廻
千
鳥
貝
壱
舘
数
七
十
九
被
指
越
令
祝
着
候
今
度
息
見
申
候

一
入
成
人
候

之
間
是
可
為
満
足
と
察
存
候
猶
友
可
所
よ
り
可
申
候
恐
々
謹
言

十

一

月

三

日

長

政

（

朱

印

k
u
r
o
N
G
M
S）

信

清

老

参

〈
史
料
叩
〉
以
上

為
年
頭
之
祝
儀
天
満
宮
札
井
銀
子
一
包
到
来
令
祝
着
候
次
信
助
事
癌
癌
仕
候

へ
共
は
や
す
き
と
本
復
候
間
可
心
安
候
猶
々
自
村
尾
蔵
人
所
可
申
候
也

正

月

七

日

長

政

（

墨
印
）
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十
一
月
廿
四
日

信
岩
老
御
返
報

水
（
花
押
）
」

如

次
に
紹
介
す
る
信
岩
に
つ
い
て
の
覚
書
は
、
八
代
の
後
住
（
信
観
）
の
記
せ
る
も
の
。

書
上
げ
の
控
で
あ
ろ
う
。
内
容
に
同
じ
か
ね
る
部
分
の
あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。

八

史

料

刊

は

〉

マ

西

高

辻

宮

司

家

蔵

写

本

。

二

通

あ

り

。

覚

一
当
院
八
代
前
住
信
岩
義

如
水
様
長
政
様
忠
之
様
御
三
代
ニ
懸
ケ
住
職
仕
別
市
如
水
様
蒙
御
懇
命

候
由
依
之
如
水
様
御
隠
宅
当
院
裏
エ
御
隠
居
被
為
遊
ニ
付
毎
度
被
為
召

候
由
信
岩
義
ハ
乍
僧
徒
少
々
軍
慮
モ
御
座
候
哉
御
参
謀
ニ
モ
罷
出
候
由
申
伝
候

且
其
瑚
ハ
相
応
之
人
数
モ
持
居
申
候
故
鰍
如
水
様
御
出
陣
可
被
為
遊
候
節
ハ
則

御
与
騎
御
随
従
申
上
候
様
御
契
約
申
上
候
由
申
伝
候

既
筑
後
柳
川
立
花
家
為
伐
手
肥
前
鍋
嶋
家
出

陣

之

刷

如

水

様
軍
鑑
且
為
取
扱

ニ
相
兼
候
様
被
為
蒙
台
命
候
趣
右
御
出
張
之
節
ハ
当
院
兼
帯
所
筑
後
水
田

庄
柳
川
エ
二
里
程
之
場
所
ニ
付
同
所
迄
御
出
陣
可
被
遊
ニ
付
御
陣
屋
井
所
持

之
武
器
等
用
意
心
得
候
様
頼
被
思
召
候
御
直
書
御
座
候

其
外
御
三
代
様
ヨ
リ
之
御
直
書
数
通
今
以
所
持
仕
候
御
代
之
被
為
替
候
節
寺
院

御
改
御
触
出
等
御
座
候
節
ハ
先
例
写
V
指
出

ν来
候

猶
信
岩
父
信
寛
代
太
閤
秀
吉
公
薩
州
御
征
伐
之
節
ハ
肥
後
南
関
迄
出
張
仕
候

市
御
目
通
リ
仕
候
義
モ
御
座
候
趣
其
後
朝
鮮
為
御
征
伐
肥
前
名
護
屋
表
エ
御

出
張
之
節
モ
同
所
迄
御
陣
為
見
拝
罷
出
候
由
申
伝
候

忠
之
様
肥
前
嶋
原
一
授
為
御
征
伐
御
出
陣
之
節
ハ
信
岩
義
荒
年
ニ
付
出
陣
延
引

仕
ニ
付
落
城
後
参
陣
仕
候
由
唯
今
モ
其
節
召
連
候
郎
等
家
筋
之
者
両
三
家
ハ
相

残
譜
代
ニ
而
召
抱
来
候

右
申
上
候
通
御
先
代
様
方
御
出
陣
之
節
ハ
為
御
与
騎
御
随
従
申
上
来
候
ニ
付

人
数
少
ク
候
市
ハ
備
へ
可
難
相
立

如
水
様
御
深
慮
ニ
市
当
院
拝
録
御
国
中
諸
寺
社
家
ヨ
リ
抜
群
高
録
ニ
被
仰
間

候
趣
申
伝
へ
候
右
之
旨
趣
ニ
付
当
院
代
々
其
心
得
ニ
罷
有
居
申
候
依
之
当
院

義
ハ
他
之
寺
社
家
ト
違
イ
僧
徒
少
ク
帯
万
之
郎
等
多
ク
御
座
候
併

ν巳
前
ト
違

室主
正ヨ

当
時
ハ
家
頼
郎
等
モ
追
々
減
少
仕

召
抱
エ
居
申
候

〔以
下
省
略
〕

御
国
表
筑
後
水
田
表
両
所
合
テ
漸
ク
三
十
軒
斗

四

田

中

吉

政

と

信

岩

ー
開

眼

之

連

歌

｜

慶
長
六
年
か
ら
元
和
六
年
ま
で
二
十
年
間
、
筑
後
水
田
は
田
中
吉
政
・
忠
政
父
子
二
代
の

治
政
下
に
お
か
れ
た
。
関
ケ
原
役
の
行
賞
と
し
て
筑
後
一
円
三
十
三
万
千
四
百
石
を
与
え
ら

れ
た
、
岡
崎
城
主
田
中
兵
部
大
輔
吉
政
は
、
慶
長
六
年
三
月
に
入
部
、
柳
川
を
居
城
と
し

た
。
田
中
氏
よ
り
の
知
行
は
水
田
天
神
領
と
し
て
僅
か
百
石
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
（
『
県
史

資
料
』

3

田
申
吉
政
知
行
高
）
筑
前
宰
府
の
司
務
別
当
兼
帯
、
水
田
に
も
公
儀
御
朱
印
千

石
（
幻
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
あ
る
信
岩
は
、
吉
政
に
と
っ

て
、
治
外
法
権
的
存
在
で
あ
っ

た
ろ

う
。
前
領
主
、
立
花
宗
茂
の
聾
で
も
あ
る
。
政
所
見
舞
の
上
洛
か
ら
下
国
し
た
如
水
へ
宛
て

た

〔
慶
長
八
年
〕
二
月
四
日
付
の
吉
政
書
状
に
は
「
随
而
大
鳥
居
方
之
儀
、
内
府
様
へ
御
礼

相
済
申
候
条
可
被
成
御
下
由
尤
候
、
在
所
之
儀
も
如
在
申
間
敷
候
」
と
あ
る
。
こ
の
文
言
あ

る
に
よ
り
如
水
が
信
岩
へ
渡
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

吉
政
関
係
文
書
の
う
ち
、
「
御
夢
想
を
見
て
」
の
連
歌
依
頼
な
ど
三
通
を
紹
介
し
て
お
く
。

八
史
料
日
〉
は
〈
史
料

U
V
の
百
韻
の
依
頼
で
あ
ろ
う
。
《
開
眼
》
《
め
あ
げ
》
と
い
う
、

御
夢
想
連
歌
の
特
殊
語
設
の
用
例
と
し
て
、
宰
府
文
書
中
に
は
他
に
類
を
見
な
い
貴
重
な
例

で
あ
る
（
島
津
忠
夫
先
生
よ
り
、
熱
田
の
懐
紙
に
「
開
眼
」
の
例
あ
る
よ
し
を
承
っ
た
）
。

-14-

八
史
料
日

V

マ
西
高
辻
文
書
巻
第
〔
号
数
欠
〕
号
所
収
。

急
度
申
候
先
日
は
む
か
ひ
と
し
て
路
次
ま
て
御
出
本
望
之
至
候
何
其
程
御
隙

に
て
候
は
L

少
々
御
来
儀
待
申
候
十
二
日
之
今
夜
御
夢
想
見
申
候
間
於
御
神

前
御
祈
簿
に
一
折
頼
申
度
候
恐
々
謹
言
兵
部
大
輔
吉
政
（
花
押
）

水卯
田月
法十
印二
床日
下

マ
西
高
辻
文
書
巻
第
九
号
所
収
。

〈
史
料

M
V
巳
上

か
ひ
け
ん
之
連
歌
百
ゐ
ん
為
持
給
候

方
よ
り
可
申
達
候
謹
言

一
し
ほ
出
来
詠
入
祝
着
申
候

猶
石
崎
若
狭



如
水
・
長
政
の
太
宰
府
天
満
宮
に
対
す
る
手
厚
い
庇
護
を
物
語
る
文
書
も
多
い
が
、
そ
の

概
要
を
益
軒
は
『
黒
田
家
譜
一
五
』
如
水
遺
事
に
左
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

如
水
は
筑
前
に
入
国
し
給
し
後
、
太
宰
府
に
居
て
、
天
満
宮
の
昔
に
か
は
り
衰
へ
た

る
を
な
げ
き
給
ふ
。
是
よ
り
以
前
、
比
社
三
度
兵
火
に
よ
り
て
、
本
社
及
諸
堂
、
皆

焼
う
せ
ぬ
。
小
早
川
隆
景
入
国
し
、
本
社
を
建
ら
る
。
其
外
の
営
作
は
、
い
ま
だ
な

か
り
し
を
、
如
水
長
政
相
議
し
て
、
諸
堂
廻
廊
悉
建
立
し
給
ふ
。
且
社
人
の
作
法
を

定
め
て
、
諸
事
の
儀
式
を
示
し
、

食
禄
を
分
ち
て
、
社
人
を
養
育
し
、
各
其
所
を
得

せ
し
む
。
隆
景
の
時
、
天
神
へ
社
領
千
右
寄
附
せ
ら
れ
け
る
。
其
子
中
納
言
秀
秋
、

是
を
減
じ
て
七
百
石
と
す
。
長
政
入
国
の
初
は
、
隆
景
の
お
き
て
に
ま
か
せ
て
、
千

石
寄
附
し
給
ふ
。
其
後
如
水
、
長
政
相
談
し
て
、
重
て
千
石
を
加
へ
、
都
て
二
千
石

の
社
領
を
よ
せ
参
ら
せ
ら
る
。
今
に
至
て
社
職
の
笠
、
如
水
の
恩
恵
を
わ
す
れ
が
た

〈
思
ひ
、
年
毎
に
正
五
九
月
の
二
十
日
に
、
連
歌
の
会
所
に
、
悉
く
会
集
し
、
如
水

の
御
為
に
、
懐
旧
の
連
歌
を
詠
ず
。
廿
日
は
如
水
の
月
忌
な
り
。
〔
中
略
〕

如
水
太
宰
府
に
居
給
し
時
、
受
に
一
首
の
和
歌
を
詠
給
ふ
。

松
梅
の
末
長
か
れ
と
み
と
り
た
つ
山
よ
り
つ
L
く
里
は
福
岡

「
福
岡
」
の
命
名
に
因
む
こ
の
一

首
を
発
句
と
す
る
夢
想
百
韻
の
懐
紙
が
宝
物
殿
に
現
存

す
る
（
作
品
抄
附
に
初
一
順
）
。

慶
長
五
年
十
二
月
入
国
後
、
同
八
年
月
に
福
岡
域
内
に
居
館
の
落
成
す
る
ま
で
、
如
水

は
天
満
宮
の
側
に
隠
宅
を
構
え
、
福
岡
域
内
へ
移
転
の
時
、
こ
れ
を
信
岩
に
与
え
た
（
史
料

篇
I
『
信
兼
筆
記』

参
照
）
。
こ
の
期
間
の
う
ち
、

過
半
は
上
方
に
過
し
て
い
る
の
で
、
如

水
の
宰
府
住
い
は
、
通
し
て
も
数
ヶ
月
間
に
す
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
如
水
と
信
岩
の
聞
に

は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
、
そ
し
て
そ
の
多
く
は
連
歌
を
媒
体
と
し
て
の
、
か
な
り
親
密
な
交

遊
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
如
水
の
信
岩
宛
書
状
の
う
ち
四
通
を
左
に
紹
介
す

る
。
六
年
か
七
年
か
は
分
別
し
難
い
。
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マ
宝
物
殿
・
西
一
回向
辻
文
書
巻
〔
黒
田
三
代
〕
所
収。

懐
紙
横
折
。

八
史
料
8
V己
上

一
順
持
せ
給
祝
着
申
候
十
二
日
に
其

元

参

十
三
日
に
連
歌
可
申
候
其
内
に
水

田
へ
用
之
儀
候
は
L

下
候
て
や
か
て
可
有
御
上
候
文
此
天
神
之
絵
三
ツ
宗
有
に

ママ

御
渡
候
市
可
給
候
猶
や
か
て
参
可
」
可
申
述
候
恐
々
謹
言

十

月

七

日

如

水

（

花

押

）

信
岩
参

マ
同
巻
所
収
。
も
と
懐
紙
横
折
か
。

八
史
料
9
V
以
上

先
日
者
早
々
御
見
廻
祝
着
に
候

受
元
珍
敷
椛
壱
鉢
送
給
侯

其
元
社
参
可
申
候
間
其
迄
可
有
御
逗
留
候
恐
々
謹
言

十

一

月

四

日

如

水

（

花

押

）

信
岩
老
参

我
等
事
う
し
の
日
に

-13ー

マ
同
巻
所
収
。
懐
紙
横
折。

八
史
料
叩
V
己
上

甲
斐
守
就
参
今
朝
御
振
舞
候
由

殊

に

機
嫌
候
通
尤
候

候
間
以
面
可
申
入
候
恐
々
謹
言

十
一
月
十
八
日

信
岩
参
御
返
報

何
も
明
日
可
宥
御
越
候
由

如

水

（
花
押
）

マ
同
巻
所
収
。
も
と
懐
紙
横
折。

八
史
料
日
V
巴
上

為
御
音
信
牛
房

一
折
被
送
越
候
而
祝
着
候

伺

貴
君
事
昨
日
上
府
之
由
門
川
川
一

然
者
千
匂
明
日
よ
り
御
興
行
之
由
御
大
儀
共
察
入

候

相

調

候

者

甲
斐
守
所
へ

可
有
御
持
参
候

万
々
其
節
可
申
候
恐
々
謹
言
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十
二
十
三
日

如

水

軒

三

木

慶
長
五
年
の
暮
、
新
領
主
入
国
の
あ
わ
た
だ
し
い
な
か
を
、
信
岩
は
は
じ
め
て
上
洛
し
た
。

筑
後
水
田
の
方
は
、
新
領
主
も
ま
だ
明
ら
か
で
な
い
。
領
主
交
替
の
あ
わ
た
だ
し
さ
が
、
そ

の
ま
L
信
岩
上
洛
の
要
務
で
あ
っ

た。

幕
藩
制
下
に
お
け
る
、
藩
主
よ
り
の
知
行
と
公
儀
御

朱
印
と
の
関
係
を
、
わ
た
く
し
は
本
稿
に
紹
介
す
る
宰
府
関
係
文
書
に
よ
っ
て
知
る
に
す
ぎ

な
い
。
公
儀
御
朱
印
が
寛
永
以
後
幕
藩
制
の
固
定
化
と
と
も
に
形
式
化
し
て
行
く
｜
｜
藩
主

の
権
威
が
、
慶
長
・
元
和
期
と
は
格
段
に
強
く
な
っ

て
行
く
よ
う
に
感
ず
る
だ
け
で
あ
る
。

信
岩
上
洛
の
目
的
が
、
家
康
よ
り
の
社
領
安
堵
に
あ
っ

た
こ
と
を
、
次
の
豊
光
寺
承
免

（西

笑
）
書
状
が
物
語
っ

て
い
る
。

マ
宝
物
殿
文
書
巻
十
五
所
収
。
懐
紙
横
折。

八
史
料

6
V

以
幸
便
一

筆
令
啓
候
先
度
は
長
々
御
逗
留
可
為
御
労
煩
候
内
府
公
伏
見
エ
去
々

月
之
移
御
儀
候
於
妥
元
相
応
之
御
用
可
被
仰
越

候

顕

仲
老
光
明
禅
寺
ニ
干
今
御

在
寺
之
由
候
諸
事
御
馳
定
可
為
本

望

候

委
曲
期
後
音
」
不
能
巨

細

候

恐
々
謹

五
月
朔
日

西
府大
鳥
居
殿研
右

豊
光
寺

（
花
押
）

家
康
が
伏
見
へ
移
っ
た
の
は
慶
長
六
年
三
月
廿
三
日
、
し
た
が
っ

て
本
書
簡
は
信
岩
こ
の

た
び
の
上
洛
の
関
係
文
書
と
推
定
す
る
。

「
長
々
御
逗
留
」
と
あ
る
が
、
こ
の
と
き
の
信
岩
の
在
洛
事
情
は
他
の
記
録
に
見
え
な
い
。

後
に
見
る
、
元
和
七
年
よ
り
八
年
に
か
け
て
の
参
府
記
録
の
豊
富
さ
か
ら
、
も
し
こ
の
た
び

の
信
岩
の
上
洛
、
家
康
へ
の
朱
印
願
い
が
、
元
和
の
場
合
に
お
け
る
長
政
の
よ
う
に
、
如
水

の
配
慮
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

「参
府
先
例
覚
」
の
類
の
筆
頭
に
掲
載
さ
れ
そ
う
な
も
の
だ。

次
に
紹
介
す
る
一
月
十
七
日
前
田
玄
以
邸
連
歌
会
で
の
如
水
と
の

一
座
、
後
日
の
家
康
朱
印

斡
旋
に
つ
い
て
の
知
水
書
状
な
ど
か
ら
、
信
岩
こ
の
た
び
の
上
洛
は
如
水
の
指
示
に
よ
り
、

如
水
の
一
行
に
加

つ
て
な
さ
れ
た
と
す
る
可
能
性
を
も
ち
な
が
ら
、
な
お
、
信
岩
の
独
立
行

動
と
す
る
可
能
性
を
残
す
の
で
あ
る
。

数
年
後
の
二
月
廿
九
日
付
の
信
岩
宛
立
花
宗
茂
書
状
に

「両
筑
州

〔
黒
田
長
政
・
田
中
吉

政
〕
別
而
懇
切
之
由
一
段
之
御
仕
合
目
出
候
」
と
あ
り
、
ま
た
、
同
日
付
の
立
花
主
膳
正

直
次
書
状
の
猶
々
書
に

「猶
以
御
書
中
之
旨
相
心
得
申
候
黒
筑
州
者
不
替
得
貴
意
候
間
御

次
而
之
時
は
可
申
候
田
筑
後
殿
は
御
知
人
に
無
之
候
間
不
及
是
非
候
」
と
あ
る
位
だ
か

ら
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
信
岩
と
黒
田
家
と
は
、
ま
だ
全
く
う
ち
と
け
て
い
な
か

っ
た
。

さ
て
、
信
岩
は
滞
京
中
、
紹
巴
・
昌
叱
ら
里
村
一
門
の
連
歌
師
と
二
回
一
座
し
て
い
る

（
作
品
抄

ωω
参
照
）。

ω慶
長
6
・
1
・
6

「
何
舟
」
「
子
日
し
て
年
や
ふ
る
木
の
野
へ
の
松

紹
巴
ロ
正
実
1

回
目
叱
ロ
生
日
玄
何
日

昌
琢
9

玄
朔
9

友
益
9

正
琳
7

玄
仲
6

実
在
7

能
円
1

ω慶
長
6
・
1
・
げ
「
何
人
」
「
草
に
木
に
い
か
に
く
み
せ
ぬ
梅
花
昌
叱
」

昌
叱
昭
徳
善
院
僧
正
日
円
滑
〔
如
水
〕

9

禅
高
8

玄
何
日
昌
琢
日

長
俊
8

玄
朔
7

信
岩
7

乙
重
6

宗
色
6

宗
勺
6

実
右
1

紹
巴
」

信
岩
7

ωに
つ

い
て
は
国
会
本
に
正
月
廿
六
日
と
あ
り
、
六
日
を
廿
六
日
と
誤
る
よ
り
も
、
廿
を

脱
す
る
可
能
性
か
ら
廿
六
日
を
正
し
い
と
し
た
い
気
も
す
る
が
、
子
日
｜
｜
こ
の
年
、
初

子
は
一
月
一
日
ー
ー
か
ら
六
日
も
す
て
が
た
い
。
か
ね
て
通
信
教
授
を
受
け
て
い
た
紹
巴
で

は
あ
る
し
、
か
つ
は
、
附
考
に
詳
述
す
る
上
座
坊
実
右
が
同
座
し
て
い
る
。
信
岩
と
里
村
家

と
の
聞
に
如
水
の
介
在
を
問
題
と
す
る
に
も
当
る
ま
い
が
、
奇
し
き
因
縁
は
存
す
る
。

-12ー

家
康
よ
り
朱
印
斡
旋
を
証
す
る
文
書
は
、
左
の

一
通
が
あ
る
が
、
六
年
か
七
年
か
、
ま
た

信
岩
の
再
度
上
洛
が
実
行
さ
れ
た
か
否
か
、
未
だ
詳
ら
か
に
し
な
い
。

マ
宝
物
殿
文
書
巻
別
二
所
収
の
写
の
み
、
原
本
来
見
。

八
史
料

7
V
己
上

天
満
宮
へ
之
寄
進
状
内
府
様
御
朱
印
取
候
市
可
遣
侯

末
代
之
為
候
間
案
と
候

｛カ
』

旨

調

可

被
上
進
候

諸

役
免
除
山
林
共
之
御
寄
進
之
御
朱
印
取
候
而
」
可
遣
候
間

急
度
上
可
申
候

右
之
通
甲
斐
守
〔
長
政
〕
同
心
候
間
其
段
可
心
安
候
恐
々
謹
言

七

月

廿

日

如

水
御
判

信
岩
念



主日

* 
と

信

山右

天
正
十
五
年
よ
り
慶
長
五
年
ま
で
十
三
年
前
、
豊
前
の
う
ち
六
郡
十
八
万
石
を
領
し
た
中

津
の
黒
田
家
と
太
宰
府
天
満
宮
と
の
聞
に
、
交
渉
が
全
〈
な
か
っ
た
と
は
思
え
な
い
が
、
こ

の
時
期
に
お
け
る
信
岩
と
如
水
と
の
交
渉
を
証
す
る
史
料
は
管
見
し
な
い
。
も
し
両
者
に
文

通
の
機
会
で
も
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
新
領
主
家
の
関
係
文
書
と
し
て
、
現
存
す
る
同

時
代
の
他
家
書
状
よ
り
も
、
な
お
一
層
丁
重
に
保
存
さ
れ
、
今
に
伝
っ
て
い
る
筈
で
あ
る
。

従
っ
て
、
次
に
紹
介
す
る
慶
長
五
年
十
月
十
五
日
付
、
小
倉
表
よ
り
（
恐
ら
く
は
水
田
の
）

信
岩
に
宛
て
た
一
通
が
、
信
岩
宛
如
水
害
状
の
最
初
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
関
ケ
原
陣
に
呼
応

し
て
豊
後
を
制
定
し
て
北
上
、
豊
前
小
倉
を
収
め
た
如
水
は
、
今
や
筑
後
の
久
留
米
城
、
さ

ら
に
同
国
柳
川
城
を
次
の
攻
専
目
標
と
し
て
い
た
。

マ
懐
紙
横
折
。
西
高
辻
文
書
巻
〔
黒
田
三
代
〕
所
収
。

〈
史
料
3
V

比
表
出
張
付
而
早
々
御
使
僧
殊
巻
数
一

箱
味
淋
酒
小
樽
二
昆
布
一
折
祝
着
申
候

侃
小
倉
昨
日
請
取
申
候
二
三
目
安
元
仕
置
等
申
付
頓
而
柳
川
表
へ
出
陳
候
間

其
節
万
々
可
申
候
恐
々
謹
言

十
月
十
五
日

天
満
別
当

大
鳥
居
口
閉
山
下
円
民

4
似
・
中
立
す

円

μ
jv
、、平
i

，h
uF
1
刀
市
γ円

清
（
花
押
）
」

柳
川
城
主
立
花
左
近
将
監
宗
茂
は
信
岩
に
は
輿
で
あ
る
。
戦
国
の
習
い
と
は
い
え
、
柳
川

を
攻
め
ん
と
す
る
如
水
に
、
小
倉
ま
で
使
僧
を
遣
し
礼
を
致
す
信
岩
の
苦
衷
も
察
せ
ら
れ
る
。

数
日
後
、
信
岩
の
居
処
、
水
田
に
陣
し
た
如
水
は
、

瀬
高
に
陣
し
た
加
藤
清
正
と
共
に
、
鍋

島
直
茂
が
柳
川
勢
と
戦
う
の
を
監
し、

戦
い
酎
な
る
に
及
ん
で
立
花
に
使
を
送
っ
て
休
戦
を

説
き
、
宗
茂
は
十
月
廿
四
日
、
柳
川
を
開
城
し
た
、
翌
廿
五
日
、
宗
茂
は
信
岩
に
左
の
書
状

を
送
っ
て
い
る
。
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マ
西
高
辻
文
書
巻
第
十
二
号
所
収
。
懐
紙
横
折
。

〈
史
料
4
V
尚
以
一
両
日
中
以
面
万
々
可
申
候

以
上

御
札
畏
入
存
候
今
度
身
上
之
儀
無
別
儀
相
済
太
慶
不
過
之
候
此
中
別
市
御
心
懸

ケ
之
儀
候
条
御
心
底
察
申
候
伯
如
水
其
元
在
陣
之
由
候
随
而
不
可
有
御
馳
走

候
法
排
望
事
も
一
両
日
中
以
参
可
申
候
万
々
期
面
上
之
時
候
条
」
不
能
細
筆
候

恐
々
謹
言十
月
廿
五
日

大
鳥
居
殿
御
報

立
左
近
（
花
押
）

随
而
不
可
有
御
馳
走
候
。
信
岩
の
如
水
と
の
交
渉
は
、
警
戒
心
を
持
っ
て
接
す
る
よ
り
は

じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

信
岩
八
代
の
後
住
（
信
観
ヵ
）
の
覚
書
八
史
料
ロ
V
が
、
こ
の
如
水

水
田
在
陣
の
こ
と
を
、

「
乍
僧
徒
少
々
軍
慮
も
」
あ
る
信
岩
の
、
如
水
へ
の
参
謀
協
力
の
例

に
挙
げ
て
い
る
の
に
は
同
じ
か
ね
る
。
本
項
の
末
に
こ
の
覚
書
き
を
収
め
る
の
は
、
そ
の
叙

述
の
姿
勢
の
ゆ
が
み
そ
の
も
の
が
、
領
主
権
力
の
増
大
の
一
例
証
と
も
な
る
と
考
え
た
か
ら

に
他
な
ら
な
い
。

宗
茂
は
同
年
十
二
月
封
を
と
か
れ
、
翌
六
年
三
月
に
は
田
中
吉
政
が
入
国
す
る
。
田

中
氏
は
吉
政
の
次
代
忠
政
の
残
後
、
嗣
子
な
く
改
易
。
元
和
六
月
十

一
月
、
宗
茂
が
再

び
柳
川
に
封
ぜ
ら
れ
、
七
年
二
月
入
部
す
る
。
「
九
州
之
事
能
存
候
ゆ
へ
」
（
林
道
春

『近
代
雑
記
』
）
秀
忠
の
御
陥
衆
を
勤
め
た
立
花
立
粛
は
こ
の
宗
茂
で
あ
る
。

- 11 -

十
二
月
十
三
日
、
近
衛
信
予
は
親
書
を
如
水
に
寄
せ
、
筑
前
国
替
を
祝
う
と
と
も
に
島
津

の
不
首
尾
の
庇
護
を
乞
う
た
。
本
書
簡
は
宝
物
殿
文
書
巻
別
二
所
収
の
如
水

・
長
政
等
書
状

写
し
に
「
右
従
如
水
様
拝
領
被
仰
付
候
」
と
註
し
て
収
め
ら
れ
、
ま
た
延
寿
王
院
の
『
御
三

代
御
書
簡
写
』
に
も
「
・：
信
岩
拝
領
被
仰
付
候
申
伝
也
」
の
註
付
き
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
原
書
簡
未
見
。
巻
別
二
に
よ
り
左
に
翻
刻
す
る
）
。

〈
史
料
5
V
猶
々
指
事
無
故
細
に
不
及
書
状
候
へ
は
文
無
音
に
成
候
間
染
筆
候

比
比
可
有
上
国
か
と
内
々
待
か
け
候
之
処
思
外
相
延
候
事
如
何
仕
合
候
哉
国
か

へ
被
下
候
執
紛
も
尤
候
宰
府
の
天
神
よ
き
仕
・台
に
あ
は
れ
候
は
ん
と
珍
重
候
京

大
坂
弥
無
為
之
幹
に
候
間
遠
国
迄
も
追
日
可
為
静
謡
と
察
申
事
候
薩
摩
之
事
何

と
そ
申
あ
つ
か
は
れ
可
然
様
に
相
済
候
や
う
に
可
有
御
馳
定
候
近
日
若
伝
右
衛

門
下
国
申
候
由
候
間
猶
其
折
節
口
上
じ
可
申
候
か
し
く
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「
慶
長
元
〕

廿
五
歳
正
月
惣
又
柳
川
御
検
地
あ
り
村
替
あ
り
詫
言
種
々
申
候
へ
と

別
候
て
水
田
常
持
候
て
分
米
千
石
付
被
下
候
」
（
一
ウ
）

何
も
前
々
の
知
下
む
た
下
妻
飯
得

飯
尾

中

村

青

木

〔
筑
後
村
名
〕

い』

ν』
レ
』

ν』
レ
』
レ
』

も
離
別
申
候
其
年
は
惣
給
人
へ
も
無
配
分
諸
方
の
借
銀
借
米
大
か
た
返
納

申
候
寛
様
へ
米
に
て
進
上
候
其
秋
配
分
申
候
別
紙
に
あ
り

（
新
左
衛
門
尉
役
人
に
な
り
申
候
）

（
八
代
集
問
よ
り
か
い
申
候
）

無
御
分

〔慶
長

2
〕

廿
六
歳

信
寛
三
月
御
煩
気
遣
申
候
内
々
も
少
々
惜
在
之
立
願
な
と
申
候

（霜
月
廿
五
日
に
無
公
役
之
由
一
通
被
下
候
案
堵
申
候
造
営
分
三

町
分
水
四
郎
兵
申
付
候
）

〔
コ
ノ
項
、
前
元
年
カ
〕

文
左
近
様
又
高
麗
御
渡
候
門
番
被
仰
付
候
間
六
月
廿
八
日
よ
り
番
申

付
候
（
七
月
御
立
候
時
銀
二
枚
進
上
候
由
御
返
被
下
候

則
口

借
銀
等
相
調
候
）

ヒ
ヒ

（
廿
六
の
九
月
よ
り
日
々
の
日
記
付
候
）

無
役
の
故
候

〔慶
長
3
〕

（カ
）

廿
七
歳
借
銀
相
調
候
か
み
か
た
や
来

信

糊
正
宗
万
を
取
八
百
め
ほ
と
の
分
に

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

渡
申
候
て
瑚
へ
は
三
百
め
銀
従
是
渡
申
候
候
て
渡
申
候
別
紙
に
入
組
あ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

り
（
二
月
猪
善
兵
高
麗
エ
音
信
に
遣
候
）
（
代
此
方
よ
り
遣
候
）

造
営
物
人
に
か
し
申
候
事
水
四
兵
久
順
へ
申
付
候
別
紙
に
有
之

左
近
様
御
帰
朝
間
霜
（
十
二
）
（
十
二
月
御
上
洛

候

此

方
へ
五
百
疋

ヒ

さ
い
ふ
へ
五
百
疋
為
御
祈
祷
被
遣
候
惣
別
左
近
様
同
上
よ
り
御
下
御
上

殊
外
御
敬
神
年
々
御
音
信
不
絶
何
も
日
々
の
日
記
に
有
之

霜
月
」

（
二
オ
）
廿
五
日
小
野
和
泉
守

〔立
花
家
老
〕
煩
に
付
て
万
拝
進
候

内
々
及
離
別
相
語
申
候
五
月
之
事
に
候

（
太
閤
様
八
月
十
八
日
御
死
去
）

〔慶
長

4
〕

廿
八
歳
伏
見
へ
中
村
甚
兵
へ
為
御
見
舞
登
せ
申
候
今
度
は
伏
見
も
取
／
＼
風
説

御
気
遣
之
由
候
柳
川
へ
も
気
遣
候
此
方
事
社
家
一

篇
之
儀
弥
小
野
和

泉
殿
へ
も
内
談
申
候
事

同
卯
月
十
八
日
太
閤
様
豊
国
大
明
神
と
御
成
候

御
遷
宮
之
由
候
右
之
使
見
物
申
候

（
勅
使
は
大
納
言
之
位
の
人
也
近
衛
殿
む
つ
か
し
く
候
之
由
候
へ
と

【

品
川
川

】

徳
善
院
か
く
／
＼
八
幡
の
御
幸
之
事
被
申
候
て
相
語
候
由
左
近
様

御
も
の
か
た
り
候
）

一
一
月
宰
府
へ
内
々
行
候
潤
三
月
柳
川
へ
内
々
下
左
近
様
御
内
へ
伺
候

小
袖
給
候
去
年
之
六
借
事
文
さ
し
出
少
六
借
候
相
語
候
事
同
五
月

十
七
日
左
近
様
御
下
向
候

〔以
下
空
白
〕

（
福
岡
県
文
化
会
館
蔵
）
に
左
の
記
事
あ
り
。

〈
参
考
〉
『
神
屋
宗
湛
茶
湯
献
立
日
記
』

〔
慶
長
三
年
戊
成
霜
月
〕

廿
五
日
昼

名
嶋
御
城
ニ
テ

一

浅

野

弾

正

殿

御

振

舞

大
鳥
居

ν
シ
ク
ワ
シ
宗
湛
両
人

ヰ
ロ
リ
釜
（
古
小
長
肩
ハ
リ
テ
モ
ン
ア
リ
）
蓋
（
カ
ラ
カ
ネ
）
今
ヤ
キ
茶
椀
口

道
具
」
（
ロウ）

入
－
ア
藁
セ
ト
水
指
メ
ン
ツ
ワ
引
切
五
徳
ス
へ
御
手
前
也

書
院

ニ
テ

-10 -

八
附
包
〉
信
岩
が
結
婚
後
一
年
余
で
離
別
し
た
最
初
の
妻
が
、
立
花
宗
茂
の
妹
で
あ
っ
た
こ

と
が
、
左
に
引
用
す
る
〈
史
料

2
V
で
判
明
す
る
。
略
譜
な
ど
に
、
信
岩
妻
を
宗
茂
娘
と
伝

え
る
の
は
、
信
岩
の
再
婚
し
た
妻
が
宗
茂
の
養
女
分
と
な
っ
た
の
か
。
な
お
、
本
状
の
指
示

に
基
い
た
立
花
三
川
入
道
・
小
野
和
泉
守
両
人
の
信
寛
宛
書
状
（
九
月
廿
一
日
付
）
も
現
存

し
て
い
る。

八
史
料
2
V

信
巌
夫
婦
問
之
儀
妹
候
者
一
雅
意
不
及
是
非
候
各
中
雄
被
加
異
見
候
承
引
無

之
候
由
候
為
我
等
無
別
儀
之
段
各
淵
底
存
知
之
事
間

其
趣
至
大
鳥
居
方

入

魂
肝
要
候
彼
重
縁
難
為
事
切
乍
勿
論
自
今
」
以
後
対
信
巌
不
可
有
別
儀
候

此
旨
為
両
人
能
々
可
被
相
達
候
恐
々
謹
言

九

月

十

九

日

統

虎

（

花

押

）

立

花

三

川

入

道

殿

〔

立

花

宗

茂

〕

小
野
和
泉
守
殿



こ
と
を
証
す
る
資
料
で
も
あ
る
（
寛
実
は
宰
府
上
座
坊
）
。

文
禄
4
・
7
－

m
「
何
舟
」
「
梅
か
枝
や
西
よ
り
も
先
初
紅
葉

紹

巴
」
紹
巴
ロ

信
寛
8

昌
叱
ロ
生
9

玄
何
日
友
益
8

景
敏
9

寿
恩
7

寛
実
6

紹
印
6

知
彦
6

玄
仲
6

宗
可
1
〔小
鳥
居
寛
二
郎
氏
蔵
巻
子
本
（
初
折
・
ニ

折
欠
）
ヲ
天
理
綿
屋
文
庫
蔵

『
天
正
文
禄
百
韻
』
ニ
ヨ
リ
補
ク〕

本
筆
記
は
か
な
り
難
読
で
あ
り
、
誤
読
な
き
を
期
し
が
た
い
が
、
全
文
を
左
に
翻
刻
す
る
。

凡
例

宝
物
殿
・

西
高
辻
文
書
巻

〔号
数
欠
〕
所
収
。

年
譜
形
式
に
適
宜
改
行
を
施
し
た
。
（
）
は
原
本

行
聞
の
書
入
れ
、
〔
〕
は
筆
者
の
註
で
あ
る
。

八
史
料

1
V一

生

年

記

付
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経
カ

（
日
別
の
后
離
観
音
口
日
々
一
巻
つ
L
）

天
正
十
四
年
は
十
四
歳
に
て
癌
療

同
十
五
歳
之
霜
月
テ
イ
ハ
ヅ
也

（太
閤
様
御
出
馬
に
付
て

信
寛
伺
候
被
申
候
筑
前
隆
景
所
勘
に
付
て

同
六
月
に
左
近
様
な
と
当
国
〔
筑
後
〕
打
入
）

同
十
六
歳

宰

府

罷
登
逗
留

十
七
歳
十
二
月
十
二
日
祝
言
ヨ
メ
入
也
（
同
十
八
歳
同
年
於
宰
府
越
年
）

ヒ

ヒ

ヒ

ヒ

（
同
十
八
年
家
督
申
候
て
於
宰
府
信
寛
御
登

し
は
し
逗
留
候

さ
い
ふ
よ
り
も
夫
婦
共
に
御
下
候
事
）

同
十
九
歳

離

別

同
年
霜
月
廿
六
日
又
祝
言

左
近
様
関
東
へ
御
立
候
六
月
十
四
日
に
御
立
候
下
向
八
月
也

惣
検
地
は
比
春
に
て
候
段
米
被
仰
付
候

石
に
三
斗
つ
L
也

〔
天
正
初
〕
廿
歳

同
反
米
未
進
調

（な
こ
や
に
て
船
な
と
作
り
相
催
候
）

廿
一

歳

同
未
進
ア
リ
石
に
二
斗
つ
L

の
段
米
被
仰
付
候

（柳
川
へ
う
つ
り
候
へ
と
被
申
候
間
〔
角
〕
市
正
可
移
之
由
支
度
候
処

に
な
こ
や
立
な
と
故
差
延
候
ち
か
ら
な
く
）

レ
』
レ
』
レ
』
レ
』
レ
』

同
歳
な
こ
や
エ
太
閤
様
御
下
候

何
も
高
麗
立
左
近
様
御
中
間
五
十
人
差
立
申
候

（
同
さ
い
ふ
造
営
本
願
に
て
隆
景
被
仰
付
柱
立
）

太
閤
様
ヘ
五
月
御
礼
に
罷
出
候
十
七
日
に
御
目
に
か
L
り
申
候

（
同
六
月
平
右
な
と
な
こ
や
へ
し
は
し
遣
候

同
七
月
将
泊
二
上
候

御

朱

印
被
下
候
）

同
霜
月
油
樽
一
一
つ
進
上
月
々
の
懐
紙
進
上
候

孝
蔵
主
よ
り
銭
な
と
給
候

御
朱
印
御
ト
由
一
紅

ノ
ネ
白
縮

〔
文
禄

2
〕

（
巴
へ
付
句
遣
候

下
り
申
候
）

同
廿
二
歳
正
月
な
こ
や
致
伺
候
市
正
同
心
候
御
め
に
か
L
り
二
月
戻
候

（万
か
り
あ
り
此
年
よ
り
引
水
申
初
候
不
動
の
地
三
百
疋
つ
L
）

ヵ

同
年
八
月
一
目
油
樽
二
進
上
候
御
朱
印
木
半
介
殿
よ
り
か
た
ひ
ら
二
つ

納
申
候
何
も
円

l
u」
（
一
才
）
此
年
も
平
右
な
と
逗
留
候

〔
文
禄
3
〕

（
廿
三
の
と
し
瑚
〔
東
北
院

・
角
信
悶
〕
む
す
め
ゃ
し
な
い
申
候
）

廿
三
歳
卯
月

高
麗
へ
渡

申

候

供
之
事
大
嶋
二
郎
左

皆
新
左
水
四
郎
兵
中

沢
右
六
郎
右
衛
門
此
衆
な
り
引
物
等
別
紙
付
に
あ
り
天
婦
と
も
に
宰

府
ま
て
登
候
て
立
候
は
か
た
よ
り
船
に
の
り
申
候
か
み
か
た
や
と
云
も

の
L
船
に
て
候
知
行
な
と
の
重
一
通
を
と
り
申
候

- 9ー

〔
文
禄

4
）
廿
四
歳

信

寛
上
洛
也
本
願
同
心
巴
に
て
一
会
め
し
候

今
年
御
遷
宮
之
催
也
於
水
田
輿
存
立
候
八
月
成
就

（御
簾
申
付
候
同
）

て
牛
に
ひ
か
せ
申
候
大
工
衆
へ
引
物
な
と
い
た
し
酒
肴
出
候

物
者
あ

り

御

遷
宮
あ
り

（関
白
様
御
は
ら
き
り
俣
）

巴
ヘ
付
句
の
ほ
せ
申
候
廿
五
歳
無
事

廿
六
歳

（其
霜
月
徳
亭
に
て
太
閤
様
へ
申
上
候
御
朱
印
あ
り
）

隆
景
死
去

中

納
言
様
御
所
勘
筑
後
も

山
口
玄
蕃
見
廻
検
地

地
あ
り

余

之
衆
は
打
出
し
御
取
候

左
近
様
は
無
御
取
之
事

帰
朝
に
て
候
や
か
て
九
月
御
上
洛
候

十
七
日
に
市
の
塚
に

諸
方
よ
り
見

又
其
後
検

中
戻
に
御
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と
の
り
に
て
西
府
に
下
り
、
社
職
を
つ
と
め
、
祭
礼
を
司
と
れ
り
。
後
に
祝
髪
し
て

信
貞
と
号
す
。
其
嫡
子
を
信
昇
と
云
。
是
よ
り
大
鳥
居
小
鳥
居
な
と
の
家
わ
か
れ
て、

其
子
孫
相
続
て
、
今
に
至
り
て
社
務
職
た
り。

今
の
社
司
は
、
大
鳥
居
、
小
鳥
居、

御
供
屋
、
執
行
坊
、

浦
の
坊
、
此
五
家
は
と
も
に
菅
姓
に
て
、
別
当
職
と
称
す
。
中

に
就
て
、
大
鳥
居
は
い
に
し
へ
よ
り
別
当
留
守
職
と
し
て
、
今
も
其
巨
輩
た
り
。
小

鳥
居
も
そ
の
か
み
相
並
ん
て
神
事
を
執
行
ひ
、
か
は
る
／
＼
別
当
留
守
職
を
つ
と
め

し
と
や
か
。
（
筑
前
国
統
風
土
記

福
岡
県
史
資
料
所
載
竹
田
家
所
蔵
本）

大
鳥
居
氏
の
家
系
に
つ
い
て
『
司
務
別
当
大
鳥
居
家
々
略
譜
』
（
以
下
、

略
譜
と
略
す
。
史

料
篇
の
解
題
参
照
）
に
し
る
す
と
こ
ろ
も
、
右
に
益
軒
の
要
約
す
る
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、

天
満
宮
安
楽
寺
司
務
別
当
職
た
る
べ
き
「
器
量
之
事
」
の
一
つ
に
は
「
連
歌
専
ス

へ
V
」
と

定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
名
字
職
・
勤
筋
と
し
て
の
連
歌
の
こ
と
は
、
四
ペ
ー
ジ
に
例

示
す
る
、
室
町
期
の
史
料
二
点
を
参
照
さ
れ
た
い
。

信
岩
の
父
、
管
家
二
十
五
世
信
寛
に
つ

い
て
の
略
譜
の
記
事
に
は
、
文
意
未
詳
の
部
分
も

あ
る
が
、
天
文
廿
二
年
生
、

慶
長
五
年
八
月
廿
三
日
波
、
享
年
四
十
八
才
と
し
る
し
て
い
る
。

信
岩
の
生
れ
た
の
は
元
亀
三
年
、

信
寛
二
十
歳
。
信
岩
に
職
を
譲
っ
た
の
は
天
正
十
六
年
、

信
寛
三
十
六
才
・
信
岩
十
七
才
、
肥
後
国
南
之
関
に
太
閤
に
謁
し
た
翌
年
で
あ
る
。

こ
れ
よ

り
さ
き
、
天
正
六
年
冬
、
秋
月
兵
の
狼
籍
に
よ
り
、
宰
府
の
堂
塔
は
い
く
た
び
め
か
の
回
禄

に
か
か
っ

た
。
こ
れ
を
天
正
十
九
年
に
小
早
川
隆
景
が
修
造
す
る
の
で
あ
る
が
、
天
正
後
半

か
ら
慶
長
初
期
に
か
け
て
、
信
寛
信
岩
父
子
は
筑
後
水
田
を
生
活
の
本
拠
と
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
西
下
の
秀
吉
へ
の
周
旋
を
依
頼
し
た
安
国
寺
恵
迫
宛
〔
天
正
十
五
年
〕
卯
月
四
日
付

の
書
状
に
信
寛
は
「
近
年
就
御
弓

箭

太

宰
府
破
却
之
条
竜
造
寺
民
部
大
輔
方
頼
存

於

筑
後
令
居
住
社
役
相
続
候
」
と
述
べ
て
い
る
。

信
岩
の
一
生
は
、
略
譜
に
左
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
て
い
る。

信

岩

元

亀
三
壬
申
歳
生
天
正
十
六
子
年
家
督
十
七
歳

寛

永

五
戊
辰
年
退
身
五
十

二
歳

水
田
住
ス

同
十
五
戊
寅
年
息
信
助
依
病
辞
司
務
職

此
時
信
助
息
漸
ク
十

歳
未
遂
刺
髪
依
之
信
岩
再
職
在
水
田
兼
勤
太
宰
府
司
務
職
寛
永
廿
年
安
未
孫

信
兼
エ
譲
職

再
隠
居

正

保
四
丁
亥
歳
正
月
晦
日
卒
七
十
六
歳
法
印
任
叙

（信
兼
筆
記

ニ
ハ
七
十
二
ト
ア
リ
）
〔
誤
〕

妻
柳
川
城
主
立
花
飛
弾
守
宗
茂
娘
水
田
庄
ニ
住
ス

側

室

秋

月
家
老
宮
崎
織
部
娘
宰
府
ニ
住
ス

天
正
年

中

太

閤
秀
吉
公
九
州
御
下
向
之
節
肥
後
国
南
之
関
エ
罷
出
奉
謁

出
府
等
ノ
事

黒
田
如
水
公

上
京

長
政
公
ヨ
リ
被
仰
聞
諸
事

御
直
書
等
数
通
有
之

f、、
一一、』J
室主

田

入

目lj

ー
一
生
年
記
付

l

国

以

戦
国
の
世
に
処
す
る
信
岩
の
姿
は
、
か
な
り
豊
富
に
現
存
す
る
武
将
の
書
状
ー
ー
そ
の
多

〈
は
祈
祷
巻
数
に
対
す
る
礼
状
で
あ
る
ー
ー
に
よ
っ
て
も
思
い
描
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
宝

物
殿
文
書
中
に
、
信
岩
半
生
の
自
叙
伝
と
も
い
う
べ
き

三

生
年
記
付
」
と
標
題
す
る
文
書

が
あ
る
。

回一
絵
写
真
に
そ
の
前
半
を
収
め
た
が
、
本
筆
記
は
懐
紙
横
折
二
枚
四
面
に
わ
た
っ

て
（
第
四
面
後
半
空
白
）
認
め
ら
れ
、
信
岩
晩
年
の
筆
蹟

（若
年
の
も
の
な
し
）
と
の
相
似

性
に
加
え
、
書
消
し
の
工
合
な
ど
よ
り
も
信
岩
の
自
筆
と
推
定
す
る
。

い
つ
ご
ろ
、
如
何
な
る
目
的
で
、
こ
の
年
記
が
書
か
れ
た
も
の
か
は
詳
ら
か
に
し
な
い
。

「
〔
慶
長
四
年
〕

五
月
十
七
日
左
近
様
御
下
向
候
」
と
い
う
終
り
方
は
、
完
結
で
は
な
く
、

書
き
さ
し
た
ま
ま
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。
成
稿
年
次
は
慶
長
四
、
五
年
を
あ
ま
り
下
る
ま
い

と
い
う
こ
と
が
、
左
の
よ
う
な
理
由
か
ら
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
年
次
と
共
に
記
憶
の
密
度
の
ま
し
方
が
、
大
分
後
に
な
っ
て
の
記
述
と
は
思
わ
れ
な

い
（
「
廿
六
の
九
月
よ
り
日
々
の
日
記
」

と
関
係
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
）。

次
に
立
花
家

に
対
す
る
親
睦
感
で
あ
る
。
本
筆
記
が
田
中
藩
、
あ
る
い
は
黒
田
藩
に
対
す
る
書
上
げ
の
類

で
は
な
く
、
子
孫
へ
の
覚
書
で
あ
る
こ
と
は
文
体
か
ら
も
言
え
る
こ
と
だ
が
、
田
中
藩
・
黒

田
藩
の
体
制
が
固
ま
っ
た
後
の
文
章
と
見
る
に
は
、
立
花
左
近
将
監
宗
茂
に
つ
い
て
の
記
述

が
素
朴
す
ぎ
る
と
思
う。

本
筆
記
の
成
立
年
次
を
早
く
見
る
理
由
に
、

「
巴
へ
付
句
遣
候
」
も
加
え
た
い
。
慶
長
六

年
上
洛
、
紹
巴

一
門
と
少
く
と
も
二
会

一
座
し
た
後
の
信
岩
な
ら
ば
、
巴
へ
付
句
を
上
せ
た

こ
と
は
年
間
の
重
要
記
事
の
内
に
は
い
る
だ
ろ
う
か
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
立
花
家
退
転
の

慶
長
五
、
六
年
の
交
は
大
鳥
居
家
に
と
っ
て
も
重
大
な
変
転
期
で
あ
っ
た
。
父
信
寛
を
失
っ

た
の
も
こ
の
最
中
で
あ
る
。
信
岩
が
こ
の
頃
書
い
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

文
禄
四
年
信
寛
上
洛
・
紹
巴
と
の

一
会
に
つ
い
て
は
、
「
木
山
紹
宅
伝
稿
」
に
考
証
と
共

に
左
の
百
韻
の
翻
刻
を
収
め
た
。

黒
田
入
国
以
前
、
紹
印
が
す
で
に
宰
府
と
関
係
し
て
い
た

-8-
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「
信
岩
儀
は
大
名
に
て
は
候
へ
と
、
す
り
き
り
候
て
御
座
候
、
万
事
我
等
地
走
計
に
て
在

京
有
之
よ
し
」
信
助
の
昌
琢
入
門
を
世
話
す
る
に
あ
た
っ
て
の
黒
団
長
政
の
言
葉
を
、
当
時

里
村
南
家
に
あ
っ
て
連
歌
修
業
中
の
浦
之
坊
信
貞
（
宰
府
五
別
当
の
一
人
）
は
、
ハ
ス
信
岩
に

書
き
送
っ
て
い
る
。
如
水
・
長
政
の
入
国
を
「
大
名
と
し
て
」
迎
え
た
信
岩
で
あ
っ
た
が
、

幕
藩
体
制
の
確
立
に
と
も
な
い
、
黒
田
三
代
忠
之
治
世
の
寛
永
年
間
に
は
、
一
領
内
社
寺
と

し
て
寺
社
奉
行
の
所
轄
を
う
け
る
こ
と
も
時
勢
で
あ
っ
た
ろ
う
。
別
当
在
職
五
十
六
年
（
中

に
信
助
十
年
を
含
む
）
と
い
う
長
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
最
も
困
難
な
芳
、動
期
に
見
事
に

そ
の
任
を
果
し
た
信
岩
は
、
近
世
宰
府
連
歌
史
に
と
っ
て
も
最
も
重
要
な
人
物
で
あ
る
。
宰

府
神
事
と
し
て
の
連
歌
は
、
多
〈
彼
の
時
代
に
そ
の
形
を
整
え
た
の
で
あ
る
。

信
岩
の
か
げ
に
か
く
れ
、
信
助
の
姿
は
目
に
立
た
な
い
が
、
若
き
日
の
豊
一
・
重
頼
と
連

歌
の
席
に
交
り
、
百
韻
三
巻
を
本
稿
作
品
抄
に
残
し
と
ど
め
て
い
る
。
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本
稿
は
、
「
木
山
紹
宅
伝
稿
」
（
本
紀
要
前
号
）
な
ら
び
に
「
黒
田
如
水
の
連
歌
」
（
『
近

世
文
芸
資
料
と
考
証』

V
）
と
あ
わ
せ
て
、
宰
府
連
歌
壇
史
の
天
正
｜
元
和
篇
を
構
成
す
る
。

H

－R仲
間

｜

｜

ロ‘
にく

、
吋
山
口
由
自
由
の

E

寸
O
B
O
U
1白・
・

紹
宅
・
如
水
・
信
岩
と
な
ら
ん
で
、
こ
の
時
代
の
宰
府
連
歌
壇
と
中
央
と
を
結
ぶ
い
ま
ひ
と

り
の
人
物
、
上
座
坊
実
右
に
つ
い
て
の
考
を
、
稿
末
に
附
し
た
。

-7ー

信
岩
の
伝
と
し
て
は
、
そ
の
晩
年
、
寛
永
期
に
入
つ
て
の
約
二
十
年
間
を
欠
く
。
こ
れ
は

忠
之
公
を
め
ぐ
る
福
博
連
歌
壇
史
と
し
て
、
新
た
に
章
を
起
す
を
適
当
と
し
、
か
つ
は
紙
数

の
関
係
も
あ
っ
て
、
別
稿
に
ゆ
ず
っ
た
。

宰
府
文
書
の
う
ち
、

慶
長
五
年
ま
で
の
分
は
す
べ
て
竹
内
理
三
博
士
の
監
修
に
よ
る
油
印

版
の
史
料
集
に
収
め
ら
れ
て
い
た
が
、
目
下
そ
の
定
本
と
も
い
う
べ
き
『
太
宰
府
天
満
宮
史

料
』
が
刊
行
中
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
近
世
期
の
分
に
つ
い
で
は
、
そ
の
史
料
集
の
刊
行
予

定
を
未
だ
き
か
な
い
。
関
係
史
料
の
収
集
整
理
を
先
ず
心
掛
け
た
本
稿
は
、
連
歌
史
以
前
の

部
分
の
多
す
ぎ
る
こ
と
と
は
な
っ
た
。

〆ー、

一、~
家

系

此
御
社
の
祭
礼
、
は
し
め
は
太
宰
帥
と
な
る
人
司
と
れ
り
。
其
後
菅
原
氏
勅
を
う

け
て
、
か
は
る

f
＼
御
社
の
別
当
と
な
り
、
六
年
を
以
て
任
と
し
て
、
祭
礼
を
つ
と

む
。
後
堀
川
院
御
時
、
管
家
九
世
の
孫
菅
原
善
昇
と
い
ひ
し
人
、
お
ほ
や
け
の
み
こ
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月
辛
丑
の
条
に
、

以
著
作
佐
郎
陸
光
範
為
在
京
糧
料
使
。
太
僕
寺
丞
趨
巨
川
為
西
京
糧
料
使
、
国
初
。
承

旧
制
用
三
司
大
将
領
糧
料
之
職
。
於
是
。
改
任
京
官
。

と
あ
っ
て
、
宋
に
入
る
と
、
中
央
の
糧
料
使
の
職
務
が
吏
人
た
る
三
司
大
将
（
軍
将
）
よ
り

京
官
、
即
ち
正
式
官
員
に
切
り
替
え
ら
れ
始
め
た
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
の
傾
向
は
、
宋
初
に
あ
っ
て
は
時
代
が
降
る
と
と
も
に
州
県
へ
普
及
し
て
い
っ
た
の
で

⑬
 

あ
る
。
従
っ
て
、
糧
料
使
と
呼
ば
れ
る
三
司
吏
人
の
職
務
と
藩
州
の
孔
目
院
系
統
の
糧
料
官

と
は
、
全
く
系
統
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
の
み
が
宋
初
に
そ
の
ま
ま
州
軍
の
吏
役

の
序
列
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五
代
は
よ
く
藩
鎮
肢
庖
の
時
代
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

こ
れ
は
当
時
の
藩
鎮
が
兵
・
民
・

財
政
三
権
を
握
る
軍
閥
と
し
て
、
中
央
に
対
し
抗
命
・

叛
乱
を
起
す
こ
と
が
多
い
か
ら
い
わ

れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
五
代
の
藩
鎮
は
唐
代
の
如
き
実
力
と
規
模
を
有
す
る
も

の
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
嘗
て
唐
代
に
は
、

一
藩
平
均
五
・
六
州
を
領
し
、
数

藩
兼
領
の
巨
大
藩
鎮
が
割
拠
し
て
い
た
の
に
比
べ
る
と
、
五
代
に
入
っ
て
か
ら
の
藩
鎮
は
、

中
央
の
藩
鎮
増
加
方
策
に
よ
っ
て
支
郡
は
分
割
零
細
化
し
て
い
っ
た
。

こ
の
軍
閥
と
し
て
の

規
模
の
縮
少
と
と
も
に
、
五
代
で
は
禁
軍
の
地
方
屯
駐
・
就
糧
制
の
発
動
、
或
は
廃
藩
や
支

⑬
 

郡
削
奪
に
よ
る
直
属
州
の
出
現
・
増
加
等
、
そ
の
軍
閥
体
制
に
は
動
揺
を
来
し
つ
つ
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
時
代
的
動
き
を
背
景
と
し
て
、
三
司
は
地
方
の
財
務
権
を
集
中
す
る

方
策
の
た
め
に
、
三
司
直
属
の
三
司
吏
人
を
禁
軍
屯
駐
の
際
に
、
そ
の
補
給
を
目
的
と
し
て

添
差
し
た
の
で
あ
る
、
そ
の
場
合
、

唐
代
の
慣
例
に
習
い
糧
料
使
の
職
名
が
与
え
ら
れ
た
と

し
て
も
、
そ
の
職
員
が
三
司
吏
人
と
い
う
雇
員
層
よ
り
補
任
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
唐
代

に
正
式
官
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
場
合
と
で
は
、
自
ら
そ
の
官
職
名
に
対
す
る
配
慮
が
異
っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、

三
司
の
雇
員
に
過
ぎ
ぬ
無
位
の
三
司
吏
人
に
与
え

ら
れ
る
官
職
名
は
、
こ
の
場
合
に
問
題
で
な
く
そ
の
職
掌
内
容
が
重
要
で
あ
り
、
多
く
は
職

掌
柄
か
ら
職
名
が
呼
称
さ
れ
て
い
た
。
押
綱
軍
将
・
廻
図
軍
将
・
監
徴
軍
恥
等
は
そ
の
例
で

あ
る
。
従
っ
て
、
屯
駐
禁
軍
の
糧
料
補
給
の
た
め
に
直
派
さ
れ
た
糧
料
使
と
藩
州
孔
目
院
の

糧
料
官
と
を
、
そ
の
職
名
の
類
似
性
か
ら
同

一
系
統
の
も
の
と
す
る
こ
と
は
、
以
上
の
こ
と

よ
り
避
け
る
べ
き
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
で
小
論
を
終
え
る
が
、
本
稿
は
昭
和
三
六
年
度
西
日
本
史
学
会
（
於
長
崎
）
で
発
表

し
た
も
の
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
、
九
大
文
学
部
助
手
幸
徹
氏
が
発
表
さ

れ
た
北
宋
監
当
官
の
一
連
の
御
研
究
に
負
う
所
が
多
い
。
こ
こ
に
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

（註）
①
周
藤
教
授
「
五
代
節
度
使
の
支
配
体
制
」
（
宋
代
経
済
史
研
究
）

②
日
野
教
授
「
租
庸
使
の
研
究
」
（
未
発
表
）

③
瞬
、
波
護
氏
「
三
司
使
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
史
林
一
九
六
一
年
四
号
）

④
旧
唐
書
巻
四
九
食
貨
、
唐
語
林
巻

一
政
事
上
参
照
。

⑤
日
野
教
授
「
五
代
後
唐
の
回
図
銭
に
つ
い
て
」
（
東
洋
史
学
八
輯
）

＠

通
鑑
巻
二
四
五
唐
紀
中
和
二
年
三
月
条
胡
註
に
、
「
職
級
。
謂
牙
前
将
吏
白
押
牙
・
孔

日
官
而
下
。
分
職
各
有
等
級
」
と
あ
る
。

⑦
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
五
代
会
要
巻
二
四
建
昌
宮
、
旧
五
代
史
巻
一

O
七
楊
卸
伝
参
照
。

③
旧
五
代
史
巻
一
二
三
張
彦
成
伝
参
照
。

①

拙
稿

「
五
代
の
北
面
転
運
使
に
つ
い
て
」
（
史
淵
八
九
輯
）

⑬
片
山
正
毅
氏

「
宋
代
幕
職
官
の
成
立
に
つ
い
て
」
（
東
洋
史
学
二
七
輯
）

⑪
幕
職
官
を
も
殺
害
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
の
任
免
権
が
中
央
に
あ
り
、
そ
の
性
格
も
中

央
的
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

⑫

拙
稿

「
五
代
節
度
使
府
の
糧
料
使
に
つ

い
て
」
（
東
方
学
二
一
輯
）

⑬
通
鑑
巻
二
七
九
後
唐
紀
清
泰
元
年
八
月
条
に
、
催
徴
に
当

っ
て
は
わ
ざ
と
適
欠
を
残

し
、
「
姦
吏

（
三
司
吏
）
利
其
徴
責
匂
取
」
す
る
こ
と
が
み
え
て
い
る
。

⑬
幸
徹
氏
「
北
宋
時
代
に
於
け
る
監
当
官
の
地
位
」
（
東
洋
史
学
二
六
輯
）

⑬

嘉
定
赤
城
志
巻

一
七
吏
役
門
人
吏
条
に
、
「
国
初
。
自
都
孔
目
官
至
糧
料
・
押
司
官
。

凡
十
階
。
謂
之
職
級
」
と
あ
る
。

⑬
註
⑬
参
照
。

⑬

菊
池
英
夫
氏

「
五
代
禁
軍
の
地
方
屯
駐
に
つ
い
て
」
（
東
洋
史
学
一
一

輯
）

⑬
日
野
教
授
「
滞
鎮
体
制
と
直
属
州
」
（
東
洋
学
報
四
三
ノ
四
）

⑬
日
野
教
授
「
五
代
に
於
け
る
監
徴
軍
将
に
つ
い
て
」
（
歴
史
学
研
究
八
ノ
三
）

-5-

お

断

り

本
稿
は
長
大
史
学
八
輯
に
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
誌
は
油
印
本
で
出
版
部
数
が
少

な
か
っ
た
た
め
、
当
局
の
諒
解
を
得
た
上
で
本
誌
を
か
り
て
増
制
し
た
も
の
で
あ
る
。
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三
司
が
、
謀
反
を
起
す
前
に

い
ち
早
く
係
省
銭
物
を
引
き
揚
げ
、
石
敬
市
叩
を
立
腹
さ
せ
た
と

い
う
も
の
で
あ
る
が
、
三
司
の
適
切
に
し
て
迅
速
な
る
係
省
銭
物
の
運
営
は
、
か
か
る
体
制

の
確
立
を
窺
わ
し
め
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

⑬
 

当
時
、
節
度
使
配
下
の
幕
職
官
は
、
既
に
そ
の
任
免
権
を
中
央
に
掌
握
さ
れ
て
お
り
、
節

度
使
の
権
力
機
構
に
於
け
る
元
従
の
街
前
軍
将
は
、
そ
の
隷
属
性
を

一
層
強
め
て
い
っ
た
。

そ
し
て
特
に
節
度
使
独
自
の
収
奪
機
構
の
中
心
的
な
存
在
と
し
て
の
情
躍
を
な
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
三
司
は
諸
州
の
出
先
機
関
に
配
下
の
三
司
吏
人
を
分
遣
し
た
が
、
そ
の
場
合
、
か

か
る
節
度
使
配
下
の
街
前
軍
将
と
の
抗
争
を
も
想
定
さ
れ
る
か
ら
、前
述
し
た
如
く
、
軍
将
・

大
将
等
の
肩
書
き
を
附
与
し
て
、
こ
れ
と
対
等
以
上
の
職
級
を
持
た
せ
よ
う
と
し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
出
発
し
た
三
司
の
財
務
管
理
権
の
集
中
策
は
、
行
き

つ
く
所
は
中
央
地
方
の
財
務
権
の
完
全
な
る
掌
握
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
節
度
使
に

掌
握
さ
れ
て
い
る
地
方
機
関
の
中
央
吸
収
に
成
功
し
て
始
め
て
完
成
す
る
の
で
あ
る
。
冊
府

元
亀
巻
四
九
四
・
将
帥
部
・

専
殺
門
・
李
洪
信
の
条
に、

李
洪
信
為
陳
州
節
度
使
。
乾
祐
末
。
洪
信
奏
。

馬
歩
都
指
揮
使
番
召
・

秦
国
指
揮
使
楊

徳
・
護
聖
指
揮
使
康
審
澄
等
興
節
度
判
官
路
詩
・
掌
書
記
張
洞
・
都
押
牙
楊
紹
劫
等
。

同
謀
叛
並
殺
之
。
唯
康
審
澄
夜
中
放
火
。
殺
関
奔
帰
。
初
朝
議
。
以
諸
道
方
鎮
皆
是
勲

臣
不
諸
政
理
。

Lハ
札

W
肌

TLr
・孔

r
r
v。
か
一
一
品
争
仲
内
陸
才
仲
れ
ん
。

務
帥
皆
不
悦
。
故

洪
信
因
朝
廷
多
故
。
話
奏
加
害
鷲
。

と
あ
る
記
事
に
よ
る
と
、
諸
道
の
務
帥
に
な
っ
た
も
の
が
、
政
理
を
諸
じ
な
い
と
い
う
理
由

を
以
て
、
配
下
の
都
押
牙
・

孔
自
官
に
三
司
軍
将
を
分
遣
し
て
い
る
。
こ
の
政
策
は
藩
帥
に

悦
ば
れ
ず
、
映
州
節
度
使
李
洪
信
の
如
き
は
、
差
遣
さ
れ
た
三
司
軍
将
の
都
押
牙
を
、
禁
軍

⑬
 

の
軍
将
及
び
節
度
判
官

・
掌
書
記
等
の
幕
職
官
と
と
も
に
殺
害
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
、

資
治
通
鑑
巻
二
九

0
・
後
周
紀
・
広
順
元
年
春
正
月
の
条
に
、
同
内
容
の
史
料
を
掲
げ、

其
人
自
侍
勅
補
。
多
専
横
。
節
度
使
不
能
制
。
至
是
。
悉
龍
之。

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
勅
補
を
た
の
ん
で
の
専
横
が
原
因
の

一つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

所
で
、
三
司
を
中
心
と
す
る
財
務
の
中
央
集
権
体
制
は
、
こ
の
節
度
使
司
の
街
前
へ

三
司

軍
将
を
直
派
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
足
掛
り
が
十
分
に
出
来
た
も
の
と
み
ね
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。
だ
が
、

後
周
に
入
る
と
、
「
至
是
悉
龍
之
」
と
し
て
お
り
、
冊
府
元
亀
巻
九
六

・

帝
王
部
・
赦
有
門
・
同
年
月
条
に
は
、

其
先
子
在
京
諸
司
。
差
軍
将
充
諸
州
郡
元
従
都
押
牙
e

孔
目
官
・
内
知
客
等
。
並
可
停

廃
。
初
動
却
遼
旧
処
。

と
し
て
、
旧
来
ぐ
う
に
元
従
を
以
っ
て
し
て
よ
い
と
あ
る
。

こ
の
政
策
停
廃
の
原
因
は
種

々
考
え
ら
れ
る
が
、
後
唐
以
降
よ
り
着
々
と
そ
の
実
を
あ
げ
て
き
た
兵
・
民
・
財
政
に
わ
た

る
総
合
的
な
中
央
集
権
方
策
の
促
進
に
と
っ
て
は
、
後
漢
に
行
わ
れ
た
こ
の
政
策
が
、
地
方

藩
帥
の
不
満
・
反
抗
を
募
ら
す
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
起
る
実
害
の
方
が
大
き
い
と

見
通
し
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。

三
司
軍
将
に
は
、

吏
人
特
有
の
汚
職
或
は
贈
収
賄
等
の

⑬
 

問
題
を
起
す
例
が
多
い
が
、

こ
う
し
た
こ
と
も
関
連
が
あ
ろ
う
し
、
こ
れ
ら
は
三
司
の
部
内

機
構
の
不
揃
に
も
つ
な
が
る
問
題
と
し
て
、

解
決
へ
の
課
題
は
宋
に
ま
で
も
ち
こ
ま
れ
て
い

る
の
で
あ
る。

要
す
る
に
、
五
代
の
三
司
は
三
司
使
を
中
心
と
す
る
集
権
体
制
を
い
ち
早
く
確
立
す
る
た

め
に
、
そ
の
機
構
の
運
営
に
当
る
職
員
に
、
三
司
使
が
人
事

・
任
命
権
を
握
る
吏
人
を
採
用

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
方
策
は
節
度
使
体
制
と
い
う
特
殊
な
状
態
下
に
あ
っ
て
は
、
適
切
・

有
効
な
方
法
で
あ
っ
た
が
、
兵
・
民
・
財
政
を
総
轄
し
た
中
央
集
権
国
家
体
制
の
確
立
の
た

め
に
は
、
三
司
使
を
中
心
と
す
る
財
務
機
関
の
み
の
集
権
体
制
に
対
す
る
内
部
改
革
を
必
要

と
し
、
従
っ

て
三
司
吏
人
に
も
変
革
が
や
っ

て
く
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る。

回

以
上
の
こ
と
を
も
と
と
し
て
、
再
び
始
め
に
述
べ
た
節
度
使
管
下
の
孔
目
院
に
属
す
る
糧

料
官
と
三
司
将
更
で
あ
る
糧
料
使
と
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。
金
石
卒
編

巻

一
一
七

・
唐
昭
宗
・

大
順
元
年
・
撫
州
宝
応
寺
鐘
款
に、

孔
目
院
助
縁
子
録
事
粛
恭

口
押
街
黄
緒
糧
料
官
侍
口

街
直
官
王
鱒

云
云
。

と、

使
持
節
撫
州
諸
軍
事
兼
撫
州
刺
史
危
全
調
配
下
の
孔
目
院
職
員
が
列
記
さ
れ
、
そ
の
中

に
み
え
る
糧
料
官
や
、
山
右
右
刻
叢
編
巻
九

・
河
東
節
度
高
壁
鎮
新
建
通
済
橋
記
に
、

節
度
街
前
兵
馬
使
句
嘗
関
鎮
務
：
：
：
張
諮
軍
判
官
：：：
馬
賂

中
略

押
街
李
公
成

虞
候
許
敬
立
腹
料
官
高
弘

と
み
え
る
河
東
節
度
高
壁
鎮
の
狼

（糧
）
料
官
は
、
明
ら
か
に
藩
州
配
下
の
も
の
で
あ
る
。

だ
が
、

筆
者
の
指
摘
し
た
糧
料
使
も
、
旧
五
代
史
巻
六
九
・

張
廷
朗
伝
に
、

事
梁
以
租
庸
吏
為
郡
州
糧
料
使
。

と
あ
る
如
く
、
天
平
軍
節
度
使
の
使
府
が
あ
っ
郭
た
州
の
糧
料
使
も
疑
い
な
く
三
司
（
租
庸

司
）
吏
人
が
配
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
問
題
と
な
る
の
は
、
三
司
将
吏
が
専
任

⑬
 

配
置
さ
れ
た
糧
料
使
が
、
宋
初
に
州
軍
の
吏
役
の
職
級
に
み
ら
れ
る
糧
料
官
と
同

一
系
統
の

も
の
か
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

資
治
通
鑑
長
編
巻
十
四
・

開
宝
六
年
二
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代
州
県
制
度
の
由
来
と
そ
の
特
色
」
（
史
林
三
六
の
二
）
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
所
で
あ

る
。
宮
崎
博
士
に
よ
る
と
、
唐
代
に
節
度
使
院
に
於
て
押
街
・
虞
候
等
の
街
前
職
員
と
兵
馬

使
・
教
練
使
等
の
軍
将
と
の
混
合
が
起
り
、
街
前
職
員
は
街
前
軍
将
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
し
て
五
代
に
入
る
と
、
街
前
軍
将
は
吏
人
化
し
、
そ
の
下
の
軍
人
も
、
農
民
か

ら
徴
発
す
る
役
人
に
よ
っ
て
替
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
又
、
前
掲

史
料
で
は
、
塩
鉄
転
運
使
司
等
の
中
央
官
司
の
街
前
職
員
が
軍
将
と
混
合
し
て
は
な
ら
な
い

勅
旨
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
中
央
官
司
中
、
雇
員
の
吏
人
が
軍
将
名
を
帯
び
て
い
る
例
は
、

早
く
唐
代
の
塩
鉄
転
運
使
司
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
資
治
通
鑑
巻
二
二
六
・
唐
紀
・
建
中

元
年
二
月
の
条
に
、
代
宗
の
宝
応
二
年
、
劉
畏
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
漕
運
改
革
策
を
述
べ
て

い
る
一
節
に
、

船
十
般
為
一
網
。
使
軍
将
領
之
。
云
云
。

と
あ
る
記
事
の
綱
隊
を
統
督
す
る
軍
将
は
、
旧
唐
書
巻
四
九
・
食
貨
志
で
は
「
綱
吏
」
と
あ

り
、
又
、
唐
語
林
巻

一
・
政
事
上
で
は
「
将
吏
」
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
吏
人
が

軍
将
の
肩
書
き
を
与
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
風
潮
の
う
え

に
、
五
代
三
司
が
行
っ
た
三
司
吏
人
を
以
て
財
務
管
理
を
行
う
方
策
が
結
び
つ
き
（
後
述
）
、

節
度
使
配
下
の
街
前
軍
将
に
対
抗
す
る
も
の
と
し
て
の
三
司
吏
人
の
軍
将
名
付
与
が
行
わ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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次
に
、
五
代
で
は
何
故
か
か
る
吏
人
を
三
司
が
財
務
管
理
に
採
用
し
た
の
か
、
と
い
う
問

題
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
一
つ
に
、
北
宋
初
期
の
正
式
官
員
不

足
と
い
う
実
情
か
ら
み
て
、
五
代
で
の
官
員
の
不
足
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た

こ
と
よ
り
も
、
五
代
の
中
央
財
政
統
轄
機
関
で
あ
る
三
司
が
、
唐
末
の
軍
事
体
制
下
に
臨
時

的
に
設
置
さ
れ
た
租
庸
司
の
系
譜
を
引
く
官
司
で
あ
り
、
且
つ
、
旧
来
の
財
務
機
関
た
る
度

支
・
戸
部
・
塩
鉄
の
三
官
司
の
統
合
機
関
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
基

本
的
な
問
題
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

五
代
、
そ
れ
は
唐
末
に
続
く
叛
乱
抗
争
の
継
続
と
各
地
へ
の
波
及
の
著
し
い
時
代
で
あ
っ

た
。
こ
れ
が
た
め
軍
資
軍
糧
等
膨
大
な
戦
費
を
た
え
ず
必
要
と
し
た
が
、
逆
に
税
の
賦
課
対

象
と
な
る
戸
・

丁
・
田
は
戦
乱
の
拡
大
と
と
も
に
減
少
し
て
お
り
、
従
っ
て
、
そ
の
徴
税
額

は
自
ら
減
じ
た
。
そ
こ
で
そ
の
補
充
は
こ
れ
ま
で
の
臨
時
的
な
差
科
の
常
時
的
運
用
と
そ
の

拡
大
に
よ
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
中
央
か
ら
は
戦
費
の
徴
収
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
追
加

せ
ら
れ
、
又
、
戦
乱
現
地
の
地
方
経
費
の
増
大
も
徴
収
の
増
加
と
な
っ
た
で
あ
ろ
対
。
こ
う

し
て
要
求
せ
ら
れ
る
も
の
を
諸
州
に
合
理
的
に
配
率
し
、
円
滑
に
徴
収
す
る
た
め
に
は
、
旧

来
の
制
約
の
多
い
財
務
行
政
制
度
の
方
法
に
従
っ
て
い
た
の
で
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
に

度
支
・
戸
部
・
塩
鉄
の
三
宮
司
を
吸
収
し
た
租
庸
司
（
三
司
）
の
設
置
の
意
味
が
あ
り
、
こ

れ
の
常
置
化
も
緊
急
の
時
態
に
対
応
す
る
た
め
の
必
要
な
処
置
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

資
治
通
鑑
巻
二
七
四
・
後
唐
紀
・
同
光
三
年
十
二
月
の
条
に
、

是
歳
大
餓
。
民
多
流
亡
。
租
賦
不
充
。
道
路
塗
療
。
漕
輩
難
能
。
東
都
倉
鹿
空
喝
。
無

以
給
軍
士
。
租
庸
使
孔
謙
。
日
於
上
東
門
外
。
望
諸
州
漕
運
至
者
。
随
以
給
之
。

と
あ
る
記
事
は
、
当
時
の
財
政
窮
乏
の
様
子
を
示
す
好
例
で
あ
る
。
又
、
租
庸
司
（
三
司
）

は
管
内
諸
州
の
配
率
・
催
徴
に
当
っ
て
は
、
資
治
通
鑑
巻
二
一

0
・
後
唐
紀
・
同
光
二
年
十

月
辛
未
の
条
に
、

天
平
節
度
使
季
存
覇
・
平
鹿
節
度
使
符
習
言
。
属
州
多
称
直
奉
租
庸
使
帖
。
指
揮
公
事
。

使
司
殊
不
知
有
素
規
程
。
租
庸
使
奏
。
近
例
皆
直
下
。
勅
。
朝
廷
故
事
。
制
勅
不
下
支

郡
。
牧
守
不
専
奏
陳
。
中
略
。
自
今
支
郡
白
非
進
奉
。
皆
須
本
道
騰
奏
。
租
庸
徴
催
亦

須
牒
観
察
使
。
躍
有
比
勅
。
寛
不
行
。

と
記
し
て
い
る
如
く
、
禁
令
を
犯
し
て
、
諸
州
に
租
庸
使
司
の
帖
を
、
節
度
使
司
を
介
す
る

こ
と
な
く
直
下
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
諸
州
で
租
庸
司

（
三
司
）
の
直
帖
に
従
っ

て
、
中

央
へ
送
付
す
べ
き
銭
物
（
係
省
銭
物
）
を
管
掌
す
る
事
務
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、

そ
の
出
先
機
関
が
節
度
使
独
自
の
収
奪
機
構
に
対
抗
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
租
庸
司
（
三
司
）
機
構
の
運
用
が
、
節
度
使
独
自
の
支

配
体
制
に
劣
ら
ぬ
集
権
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
指
揮
・
命
令
は
迅
速
に
末
端
に

行
き
わ
た
り
、
処
置
に
当
っ
て
は
時
期
を
失
す
る
こ
と
の
な
い
体
制
を
確
立
す
る
に
は
、
他

の
官
司
よ
り
干
渉
を
受
け
な
い
租
庸
司
（
三
司
）
独
自
の
機
構
が
造
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
従

っ
て
、
他
の
官
司
の
干
渉
を
許
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
進
士
等
及
第
の
正
式
官
員
の
採
用

を
止
め
、
租
庸
司
（
三
司
）
が
人
事
権
或
は
任
命
権
を
有
す
る
吏
人
を
以
っ
て
組
織
化
を
図

る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
五
代
の
租
庸
億
（
三
司
使
）
は
人
事
機
構

の
頂
点
に
立
つ
こ
と
じ
よ
り
、
自
由
に
そ
の
機
関
を
駆
使
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

資
治
鑑
巻
二
八

0
・
後
晋
紀
・
天
福
元
年
十
一
月
の
条
に
、

初
帝
（
石
敬
璃
）
在
河
束
。
為
唐
朝
所
忌
。
中
書
侍
郎
同
平
章
事
・
判
三
司
張
延
朗
。

不
欲
河
東
多
畜
積
。
凡
財
賦
応
留
使
之
外
。
尽
収
取
之
。
帝
以
是
恨
之
。

と
あ
る
記
事
は
、
石
敬
璃
が
河
東
節
度
使
の
と
き
、
天
下
を
狙
う
野
心
あ
り
と
見
抜
い
た
判

-3-
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司
時
代
に
度
支
・
塩
鉄
・
戸
部
の
三
官
司
を
吸
収
し
た
機
構
は
そ
の
ま
L
受
け
継
が
れ
て
い

＠
 

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
軍
事
体
制
下
に
財
政
の
中
心
に
坐
っ
た
租
庸
司
が
、
五
代
の
財

政
統
轄
官
司
た
る
三
司
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
、
五
代
の
王
朝
の
交
替
は
激
し
く
、
そ

の
た
び
に
中
央
官
司
の
官
員
も
ま
た
替
わ
っ
た
が
、
未
端
で
直
接
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
吏

人
等
は
、
そ
の
ま
L
継
続
し
て
使
役
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
旧
五
代
史
巻
六
九
・
張
延

朗
伝
に
、作
州
開
封
人
也
。
事
梁
以
租
庸
吏
為
郡
州
糧
料
使
。

明
宗
克
明
判
州
。
得
延
朗
復
以
為
糧

料
使
。

と
あ
る
の
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
吏
人
が
業
務
に
明
る
く
、

混
乱
し
た
社
会
状
態
下
の
財
務
管
理
に
は
、
ど
う
し
て
も
彼
等
の
力
を
必
要
と
し
た
か
ら
に

ほ
か
な
ら
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
冊
府
元
亀
巻
四
八
三
・
邦
計
部
・
選
任
門
・
後
唐
孟
鵠
の

条
に
、

（孟
）
鵠
本
貌
州
案
吏
也
。
初
荘
宗
。
初
定
説
博
。
選
幹
吏
以
計
兵
賦
。
鵠
為
度
支
孔

目
官
。

と
あ
っ
て
、
河
東
よ
り
貌
博
へ
侵
入
し
た
荘
宗
が
、
そ
の
地
の
人
材
を
選
ん
で
三
司
吏
人
と

な
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
階
層
の
充
実
が
財
務
管
理
上
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
急
務
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
、
冊
府
元
亀
巻
八
二
五
・
総
録
部

・
名
字
門

・
郭
彦
要
の
条
に
、

郭
彦
一度
為
青
州
孔
目
吏
。
以
節
度
使
猛
彦
威
故
改
名
致
躍
。
天
成
中
。
為
本
道
所
薦
至

京
。
中
書
以
旧
名
除
官
。

と
あ
っ
て
、

青
州
（
平
底
軍
）
の
孔
目
吏
が
中
央
に
推
薦
さ
れ
て
仕
え
た
と
み
え
、
文
、
旧

五
代
史
巻

一
O
七
・
玉
章
伝
に
も
、

大
同
南
楽
人
也
。
少
為
吏
給
事
使
府
。
同
光
初
。
隷
枢
密
院
。

と
あ
っ
て
、
地
方
の
節
度
使
府
の
吏
人
が
中
央
官
司
に
仕
え
る
例
は
、
他
に
も
数
例
み
ら
れ
、

か
か
る
傾
向
が
強
か
っ

た
こ
と
を
窺
わ
し
め
る
。

所
で
、
三
司
に
仕
え
て
三
司
吏
人
と
な
っ
た
も
の
は
、
旧
五
代
史
巻

一
三
了
周
太
祖
紀
・

広
順
二
年
正
月
の
条
に、

初
漢
末。

遣
三
司
軍
将
路
昌
杵
子
湖
陶
市
茶
。

と
あ
る
記
事
や
、
五
代
会
要
巻

一
三
・

門
下
省
・
天
成
元
年
九
月
二
十
五
日
の
条
に
、

上
略
。

其
飴
不
帯
平
章
事
節
度
使
。
及
防
禦
団
練
刺
史
。
諸
道
副
使
郎
中
己
下
。
井
三

司
職
掌
監
院
官
・
県
令
・
録
事
参
軍
・
判
官
等
。

下
略。

と
あ
る
記
事
ゃ
、
金
石
草
編
巻

士
二
・

後
周
顕
徳
六
年
七
月
の
大
師
－山
准
勅
下
停
廃
記
に
、

三
司
押
街
口
口
州
倉
張
瑛

と
あ
る
よ
う
に
、
三
司
軍
将
・
三
司
職
掌
監
院
官
・
三
司
押
街
某
々
州
倉
等
と
呼
ば
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
、
五
代
会
要
巻
二
六
・
塩
鉄
雑
条
・
後
唐
長
興
四
年
五
月
七
日

の
条
に
、諸
道
塩
鉄
転
運
使
奏
。
中
略
。
其
権
鰹
場
院
員
僚
・
節
級
・

人
力
・
煎
塩
池
客
・
笥
戸

・
般
塩
船
綱
押
綱
軍
将
・
街
官
・
梢
工
等
。
云
云
。

と
あ
る
諸
道
塩
鉄
転
運
使
配
下
の
押
綱
軍
将
は
、
綱
吏
或
は
将
吏
と
も
い
わ
れ
た
三
司
吏
人

で
あ
り
1

冊
府
元
亀
巻
一
四
五
・
帝
王
部
・
明
災
・
長
興
二
年
四
月
乙
巳
の
条
に
、

除
省
司
主
持
廻
図
敗
閲
軍
将
。

云
云
。

⑤
 

と
あ
る
三
司
の
廻
図
銭
運
用
に
失
敗
し
た
廻
図
軍
将
も
ま
た
三
司
吏
人
で
あ
っ
た
。

で
は
、
三
司
機
関
直
属
の
雇
員
で
あ
る
三
司
吏
人
が
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
種
々
の
呼
称

を
も
っ
て
い
る
の
か
と
い
え
ば
、
節
度
使
体
制
と
い
う
特
殊
な
事
情
の
も
と
で
、
三
司
を
中

心
と
す
る
財
務
の
中
央
集
権
策
と
し
て
、
三
司
吏
人
を
場
務
或
は
地
方
倉
庫
に
分
遣
配
置
し

た
り
、
そ
の
他
、
三
司
の
廻
図
銭
運
用
等
の
諸
政
策
実
施
の
た
め
の
爪
牙
と
し
て
使
役
し
て

い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
（
後
述
）。

⑤
 

所
で
、
こ
の
呼
称
を
み
て
み
る
と
、
職
級
を
以
っ
て
呼
ば
れ
る
場
合
と
、
職
掌
柄
に
よ
る

通
称
と
、
総
称
的
な
意
味
を
以
っ
て
呼
ぶ
場
合
と
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
三

①
 

司
押
街
・

塩
鉄
押
街

・
度
支
孔
目
官
・
度
支
勾
押
官
等
は
職
級
を
以
っ
て
味
ば
れ
た
も
の
で

③
 

あ
り
、
三
司
職
掌
監
院
官
・

秦
州
塩
鉄
務
官
・
押
綱
軍
将
・
廻
図
軍
将
等
は
職
務
に
よ
る
も

の
で
、
三
司
軍
将
・
三
司
大
将
等
は
、
職
級
と
す
る
よ
り
も
、
三
司
直
属
の
も
の
を
指
称
す

る
総
称
的
な
意
味
が
強
い
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
三
司
吏
人
が
何
故
軍
将
名
を
帯
び
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
五
代
会
要
巻
二
四
・

建
昌
宮
使
・
後
唐
長
興
四
年
正
月
の
条
に
、

三
司
使
奏
。
当
省
有
諸
道
塩
鉄
転
運
使
額
職
員
極
多
。
見
有
左
右
都
押
街
及
客
司
・
通

引
。
今
欲
従
正
押
街
設
省
職
。
為
転
遷
之
序
。
正
押
街
・
同
押
街
・
街
前
兵
馬
使

・
討

撃
副
使
・
街
前
虞
候
・
街
前
子
弟
者
。
勅
街
前
兵
馬
使
己
下
名
目
。
皆
是
軍
職
。
不
合

係
於
省
司
。
其
正
押
街
・
同
押
街
・
街
前
虞
候
・
街
前
子
弟
。
宜
依
。

と
あ
る
記
事
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
三
司
の
街
前
職
員
に
兵
馬
使

・
討
撃
副
使
等
の
軍
将
の

名
目
を
持
ち
込
ん
で
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
勅
旨
に
反
し
て
、
実
際
に

は
三
司
軍
将
の
名
称
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
当
時
天
下
の
全
節
度
使
院
に

遍
く
発
展
し
て
い
た
街
前
軍
将
制
に
影
響
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
宮
崎
博
士
「
宋

-2-



五
代
三
司
軍
将
の
名
称
と
性
格
に
つ
い
て

室
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芳

（
昭
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受
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）
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嘗
て
筆
者
は
、
「
五
代
節
度
使
府
の
糧
料
使
に
つ
い
て
」
（
東
方
学
第
二
十
一

輯
）
に
於

て
、
五
代
節
度
使
府
の
糧
料
使
が
節
度
使
に
属
さ
な
い
中
央
直
属
の
職
で
、
三
司
軍
将
と
呼

ば
れ
る
三
司
吏
人
が
補
せ
ら
れ
、
中
央
所
属
の
在
地
銭
物
の
調
達

・
上
供
と
と
も
に
屯
駐
禁

軍
の
糧
料
支
給
に
当
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

こ
れ
に
つ

い
て
周
藤
教
授
よ
り
、

五
代
節
度
使
管
下
の
孔
目
院
に
属
す
る
都
孔
目
官
以
下
糧
料
官

・
押
司
官
の
職
級
系
統
の
中

に
ど
う
し
て
節
度
使
に
属
し
な
い
、
い
わ
ば
全
く
関
係
の
な
い
糧
料
官
が
入
っ
て
き
た
の
か

①
 

と
い
う
疑
問
が
出
て
く
る
と
の
御
指
摘
が
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
啓
発
を
う
け
て
、
五
代
の
三
司
軍
将
等
と
呼
ば
れ
る
三
司
吏
人
の
性
格

に
つ
い
て
考
察
し
、
御
指
摘
の
問
題
に
つ
い
て
の
愚
見
を
開
陳
し
て
み
た
い
。

144 

三
司
吏
人
と
は
、
国
家
財
政
統
轄
機
関
で
あ
る
三
司
に
直
属
し
て
い
る
雇
員
の
こ
と
で
あ

- 1ー

る
。
資
治
通
鑑
巻
二
七
九
・

後
唐
紀
・
清
泰
元
年
八
月
庚
午
の
条
に
、

詔
長
興
以
前
戸
部
及
諸
道
連
租
三
百
三
十
八
高
。

虚
煩
簿
籍
。
戚
鵠
免
勿
徴
。
貧
民
大

悦
。
而
三
司
吏
怨
之
。

と
み
え
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
又
、
玉
海
巻
一
八
六
・

食
貨
理
財
に
よ
る
と
、

国
初
治
後
唐
制
。
併
戸
部
為
三
司
使
。
凡
二
十
四
案。

吏
千
余
人
。

と
あ
っ
て
、
三
司
に
千
人
近
く
の
吏
人
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
尚
、
こ
こ
で
注
意
せ
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
、
五
代
の
三
司
が
宋
代
の
如
く
整
備
さ
れ
た
統
轄
機
関
で
は
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
沖
州
宣
武
軍
の
朱
全
忠
は
唐
を
倒
す
と
、
後
梁
を
建
国
し
、
中
央
財
政
統
轄
官

司
を
建
昌
宮
と
称
し
た
。
つ
い
で
末
帝
の
時
に
な
る
と
租
庸
司
が
財
政
を
統
べ
る
よ
う
に
な

り
、
こ
れ
は
そ
の
ま
L
次
の
後
唐
へ
踏
襲
さ
れ
た
。
租
庸
司
は
唐
代
、
字
文
融
の
括
戸
の
際

に
現
わ
れ
、
安
史
の
乱
及
び
唐
末
黄
巣
の
乱
等
、
国
家
緊
急
の
と
き
に、

膨
大
な
軍
事
費
等

を
ま
か
な
う
こ
め
」
を
目
的
と
し
、
強
力
な
権
限
を
附
与
せ
る
臨
時
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
。
後
唐
は
明
宗
朝
に
租
庸
司
の
名
額
を
や
め
て
、
三
司
と
称
し
た
が
、
租
庸
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